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Ⅳ．近世障害史料目録
（東　昇 編）

〔凡例〕
・・�近世の障害に関する事項・記事を、刑罰記録６件・孝子伝21件・随筆11件・日記２件・触１件、合計41件
（近世障害史料一覧）の史料から2503点収集した。史料の配列は、各分類の中で東北から九州へと地域順と
し、出典が同じ史料はまとめている。

・・�史料一覧表の「年代」は成立年（刊行・序）・収録期間を含むが、随筆などは出典の解題を参考に作者の活
動期間から推測したものもある。また、「初出・最終」は収録史料の期間を表している。

・・�史料のなかで、「長崎奉行所判決記録犯科帳」と「長崎奉行所記録口書集」、「官刻孝義録」と「田辺孝子
伝」他孝子伝など、同一人物の記事で重複している場合もあるが、そのまま収録した。また、「孝節伝」「小
梅日記」は明治期の事例も含まれるが、史料の一括性を重視して収録している。

・・�史料の選定、収集対象など、近世の障害史史料の先駆的研究である、生瀬克己『近世障害者関係史料集成』
（明石書店、1996）の分析研究を前提に進めた。できる限り、生瀬氏が収録していない史料・事項を選別し
た。詳細は拙稿を参照のこと（東昇「生瀬克己『近世障害者関係史料集成』の編纂と障害史史料」『障害史
研究』３、2022）。

・・�収集史料は、『近世障害者関係史料集成』が、法令集・史料集・随筆集・地方史・自治体史が多いことから
重複を避け、収録の少ない刑罰記録、孝子伝、日記を中心にした。

・・�収集地域は、『近世障害者関係史料集成』が、江戸・京・加賀・信濃・肥後・陸奥・三河・因幡が多いこと
から、収録数の少ない地域を重点的に対象とした。

・・�各史料の収録対象とした表現・言葉は「症状」「内容」に本文、概要を示した。その基準は『近世障害者関
係史料集成』分析の際に分類した、①視覚、②聴覚・言語障害、③肢体不自由、④精神・知的障害、⑤病
弱・虚弱を中心に採録した。また、高齢者に多い、老衰・長患い・寝たきり、一般的な疱瘡や疫病など、
病気・症状から障害に発展する事例を収録している。

・・�収録史料の順番は、基本的に各出典内の配列（頁）順、編年順とした。

・・�史料の調査整理・入力に従事した調査補助員は以下の通り
　川上むつみ　小島慧音　小島千幸　鈴木詩織　橋本唯　吉富花音
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近世障害史料一覧
番
号

分
類 史料名 年代

（成立・収録） 作成 対象地域 点数 初出 西暦 最終 西暦 年数 出典

１

刑
罰
記
録

仙台藩刑罰記 天和元～
明和７ 仙台藩 仙台藩 58 貞享３ 1686 明和６ 1769 84 高倉淳編『仙台藩刑罰記』高倉淳、

1988

２ 長崎奉行所判決
記録犯科帳

寛文６～
慶応３ 長崎奉行所 長崎奉行所 129 延宝６ 1678 慶応３ 1867 190 森永種夫編『長崎奉行所判決記録犯

科帳』1-11、犯科帳刊行会、1958-60

３ 長崎奉行所記録
口書集

弘化元～
慶応２ 長崎奉行所 長崎奉行所 92 弘化元 1844 慶応２ 1866 23 森永種夫編『長崎奉行所記録口書

集』上中下、犯科帳刊行会、1964

４ 御仕置伺集 元文元～
慶応３ 長崎奉行所 長崎奉行所 34 元文元 1736 慶応３ 1867 132 森永種夫編『御仕置伺集：長崎奉行

所記録』上下、犯科帳刊行会、1962

５ 長崎代官記録集 文政２～
慶応３ 長崎代官所 長崎代官所 53 文政２ 1819 慶応３ 1867 49 森永種夫編『長崎代官記録集』上中

下、犯科帳刊行会、1968

６ 罰責類聚 宝永４～
明治２ 対馬藩 対馬藩 58 正徳３ 1713 慶応２ 1866 154 藩法研究会編『近世刑事史料集』２

対馬藩、創文社、2014

７

孝
子
伝

官刻孝義録 享和元刊 幕府 全国 390 寛永３ 1626 寛政９ 1797 172 菅野則子校訂『官刻  孝義録』上中
下、東京堂出版、1999

８ 会津孝子伝 寛保２刊 会津町人森雪翁 会津藩 19 明暦３ 1657 元禄15 1702 46 菅野則子編『近世の孝子伝・孝義
録』、汲古書院、2021

９ 若州良民伝 天明元刊 小浜藩士塩野伯篤 小浜藩 25 享保６ 1721 安永９ 1780 60 『小浜市史』１（史料編）、小浜市、
1971

10 田辺孝子伝 嘉永４刊 田辺藩士広瀬宗栄 田辺藩 34 元禄４ 1691 弘化２ 1845 155 広瀬宗栄編『田辺孝子伝』舞鶴町立
図書館、1928

11 続編孝義録料  
丹後 文化９ 田辺・宮津・峰山藩 丹後 52 寛政11 1799 文化８ 1811 13 菅野則子編『続編孝義録料』５、汲

古書院、2018

12 続編孝義録料  
丹波 文化８

篠山・亀山・園部・
柏原・綾部・福知山・
山家藩他

丹波 47 天明３ 1783 文化８ 1811 29 菅野則子編『続編孝義録料』５、汲
古書院、2018

13 備前国孝子伝 寛政元、
４刊 岡山藩士湯浅明善 岡山藩 103 承応３ 1654 寛政４ 1792 139 菅野則子編『備前国孝子伝』吉川弘

文館、2005

14 予州大洲好人録 寛政12刊 大洲藩儒川田雄琴 大洲藩 37 元文２ 1737 延享２ 1745 ９ 小山国三・吉田公平編『川田雄琴全
集』研文出版、2015

15 阿淡孝子伝 文政２序 徳島藩士福田峨山 徳島藩 116 宝暦12 1762 寛政11 1799 38 『阿淡孝子伝』、立石信成、1881

16 勢陽善人録 － － 伊勢 26 享保16 1731 宝暦２ 1752 22 『日本教育文庫』孝義篇上、同文館、
1911

17 忠孝誌 － － 江戸 25 天保12 1841 天保14 1843 ３ 『日本教育文庫』孝義篇上、同文館、
1911

18 生野銀山孝義伝 嘉永元著 代官所学問所儒者小川
式 生野代官所 ４ 嘉永元 1848 － － １ 『日本教育文庫』孝義篇上、同文館、

1911

19 土佐国鏡草 享保19 土佐藩儒谷垣守 土佐藩 13 享保11 1726 享保19 1734 ９ 『日本教育文庫』孝義篇上、同文館、
1911

20 筑前国孝子良民
伝 寛保元 福岡藩儒竹田定直 福岡藩 ８ 正徳４ 1714 元文５ 1740 27 『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、

1941

21 筑前国孝子良民
伝続編 寛政６ 福岡藩儒竹田定良 福岡藩 10 延享４ 1747 天明８ 1788 42 『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、

1941

22 筑紫遺愛集 明治元 神主伊藤道保 筑前 114 寛政４ 1792 嘉永元 1848 57 『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、
1941

23 筑後民間孝子伝 寛政７ 久留米藩士宮原國綸 筑後 33 宝暦元 1751 寛政６ 1794 44 『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、
1941

24 筑後孝子伝続編 文化10 久留米藩士宮原國綸 筑後 ８ 元禄12 1699 宝暦８ 1758 60 『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、
1941

25 孝義旌表録・孝
義二十八人伝 慶応２ 社家毛利正春 小倉藩 22 元禄８ 1695 安政２ 1855 161 『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、

1941

26 秋月領分在町孝
行奇特者名前 － － 秋月藩 ４ 宝暦９ 1759 天明８ 1788 30 『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、

1941

27 孝節伝 大正８ 長崎県教育会 長崎県内 101 寛文比 1651 明治40 1907 257 『大礼記念長崎県人物伝』長崎県教
育会、1919

障害史研究　第６号（データ集）

－46－



表
近
世
障
害
史
料
一
覧

表
近
世
障
害
史
料
一
覧

表
近
世
障
害
史
料
一
覧

番
号

分
類 史料名 年代

（成立・収録） 作成 対象地域 点数 初出 西暦 最終 西暦 年数 出典

28

随
筆

浪花見聞雜話 文化14 － － ４ 安永 － 文化９ 1812 － 『 随筆百花苑 』７、中央公論社、
1980

29 假寝の夢 文政４序 幕臣諏訪頼武 － ７ － － － － － 『 随筆百花苑 』７、中央公論社、
1980

30 思ひ出草 天保３ 若桜藩主池田定常 － 14 天明 － 天保３ 1832 － 『 随筆百花苑 』７、中央公論社、
1980

31 南蘭草 － 若桜藩主池田定常 － ２ － － － － － 『 随筆百花苑 』７、中央公論社、
1980

32 無可有郷 天保期 幕府儒者鈴木桃野 － ７ 天保 － － － － 『 随筆百花苑 』７、中央公論社、
1980

33 桃野随筆 天保期 幕府儒者鈴木桃野 － 16 － － － － － 『 随筆百花苑 』７、中央公論社、
1980

34 よしの冊子 天明７～
寛政５ 松平定信臣水野為長 － 116 天明６ 1786 寛政５ 1793 ８ 『 随筆百花苑 』8.9、中央公論社、

1980

35 談笈抜粋 明和４ － 京・大坂 ４ 明和４ － － － － 『 随筆百花苑 』11、中央公論社、
1983

36 矢立墨 文政２ 尾張藩士高力種信（猿
猴庵） 尾張 ２ － － － － － 『 随筆百花苑 』11、中央公論社、

1983

37 今はむかし 文政期 江戸歌人片岡寛光 － ４ 天明 － － － － 『 随筆百花苑 』11、中央公論社、
1983

38 椎の実筆（抄） 天保12序 田安家広敷用人蜂屋椎
園 江戸 45 天正17 1589 嘉永７ 1854 266 『 随筆百花苑 』11、中央公論社、

1983

39
日
記

鸚鵡籠中記 貞享元～
享保２ 尾張藩士朝日文左衛門 尾張 394 貞享元 1684 享保２ 1717 34 『名古屋叢書続編』9-12、名古屋市

教育委員会、1965

40 小梅日記 文化元～
明治22 紀伊藩儒妻川合小梅 和歌山 62 嘉永４ 1851 明治14 1881 31 『小梅日記』1-3、平凡社、1975-6

41 触 京都町触集成 元和～明
治４ 町代 京都 211 元禄８ 1695 明治４ 1871 177 『京都町触集成』1- 別巻２、岩波書

店、1994-5
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表
１

表
１

表
１

１ 『仙台藩刑罰記』（高倉淳編、1988）
番号 巻 番号 頁 名前 身分 年 月日 症状 内容

１ １ 25 ９ 甲斐織部 － 貞享３丙寅 ６月16日 （乱心）
甲斐織部被預候所乍付居、舌を為喰切首懸り為致、不届ニ被　思
召候。依之進退被召上候。早々御国元江可罷下旨、畠中助三於御
長屋申渡之。

２ １ 40 15 永岡八兵衛 － 元禄５壬申 ８月19日 乱心
永岡八兵衛義、戸屋手代晴書仕立、御僉義之時分作候而、乱心之
仕形致し、重畳曲事ニ被　思召、死罪可被仰付候得共、御僉義之
内病死仕、子共も無之候間、御構不被成候。

３ １ 41 19 鎌田半助 － 元禄６癸酉 ６月14日 乱心
佐藤三郎左衛門切懸り為手負候ニ付、御僉義之処ニ品も在之候哉
といへとも、乱心同前之仕形、其上兼而短慮酒狂諸事猥成義共ニ
付而、後藤源兵衛江被成御預候事。
鎌田半助子供とも親類ニ被相預候間、此旨可被申渡候事。

４ ２ 81 45 庄子兵助 － 正徳４甲午 ５月19日 乱心

其方義、庄司兵助妻嫉妬を鎮メ為可申、脇指を抜危き所行仕、其
外不行跡とも在之ニ付、其方主立親類共を集メ、乱心と極メ、手
錠を懸囲江入候所ニ、親類之内乱心ニ無之吟味仕候者在之、手錠
ハ取候といへとも、兵助所行折入吟味も不仕、兵助申口ニ任セ、親
類了簡をも不用我意ニ任セ未熟ニ相極、及披露候。其上曹洞宗無
畏と申出家弟子ニ成り、血脈得伝授、其身持仏堂之仏像を致焼却
候仕形、邪法ニ紛敷義、重畳不届至極被　思召候。依之遠嶋被　仰
付候事。

５ ２ 84 45 庄子兵助 － 正徳４甲午 － 乱心

其方共、庄子兵助義乱心之所行仕候段、冨田三太夫段々吟味仕候
処、物言面体等乱心ニ不相見得、荒き義も無之処ニ、囲之内ニ手
錠懸置候義、如何も夫婦間ニ而危所行仕、不届候得とも、早速申
上候義無拠候間、先以披露指延、在郷江遣し〆り致し、緩々様子
見届、乱心ニ無之候ハゝ、異見をも申候而、養子之相談をも仕可
然由、其方共申候得共、三太夫始外之親類共了簡不同ニ付、相談
相除候由被　聞召、尤成吟味之仕形と被思召候。依而御構不被遊
候事。

６ ２ 86 46 庄子兵助 － 正徳４甲午 ５月25日 乱心

庄子兵助義、不行跡危所行之段、親類共申出候ニ付、御僉義被　仰
付候処、乱心ニも不行跡ニも難相極事ニ候得とも、所行ハ乱心と
も奉存候条、評定役とも吟味不相懸乱心ニ被　相極、御僉義是迄
ニ可被　仰付哉と奉行共方江相違候ニ付、乱心ニも不相聞得義を
押付、乱心之御始置被　仰付候義ニハ無之候間、評定役ニも令吟
味、折入僉義可相達旨申渡、其以後再応奉行共方江押返し、母妻
并親類共相尋委細書付ニ而相達候様ニ申渡候而縮書指出候。然所
ニ右紙面ニも痞指発候節ハ、乱心之所行仕候と奉存候由申上候。依
之其方共も決定仕候而、乱心とハ不存体ニ相聞得ニ付、此段其方
とも追而被相尋候得ハ、最初ゟ乱心と奉存候故、唯今以乱心之御
仕置ニ被仰付候方と奉存候。畢竟縮書文言ニ紛候様ニ相調、病気
ニ而之所行之様ニ相聞得候段申上候。第一兵助仕形乱心と其方共
相心得候共、奉行共僉義申渡候からハ、親類共迄も委細承届候而
可申上候処ニ、兵助壱人乱心之所行ニ相極、御僉義ニ及申間敷と
達候義、麁抹成義、大切之御役目相勤候身分ニ不似合仕形被　思
召候。重キ御政事御決断縮書を文言紛候様相調　上之御吟味迄筋
違候事ニ罷成候処、不軽不届被思召候。其上段々被相尋候処、兵
助仕形乱心ニハ不相聞得候。縮書最前申上候とハ相違之義共相聞
得ハ親類共ニも不届之義在之事を、最初は其方ニ仕置候様ニ令吟
味、旁重畳不届至極ニ被　思召候。依而御役目被召放閉門被　仰
付候事。

７ ２ 93 52 新四郎 岡本弥左衛門
弟 正徳４甲午 － 乱心

右新四郎義、先年鈴木平左衛門養子ニ被　仰付候処、病人ニ成、願
之上平左衛門家督被除下、弥左衛門所ニ指置候処、狂気之様ニ成
候ニ付、親類在郷屋敷囲之内ニ入置候処、宝永五年三月囲を破り
無行衛罷成、岩城ニ而最勝院弟子ニ成候処、右最勝院去年御当地
愚鈍院住寺ニ成候故、此度愚鈍院江罷越候役顕れ、及披露候ニ付、
親類ニ被相預〆り仕置候様親類江被仰渡候事。

８ ２ 96 53 徳誉 北山浄土宗荘
厳寺当住 正徳４甲午 ３月23日 乱心

北山浄土宗荘厳寺当住徳誉事、去月十一日奇怪不実之義申出ニよっ
て被遂御僉義を候処、猶更無十方義共を申、乱心無紛候。依之荘
厳寺後住済候ハゝ、右徳誉義ハ後住方ニ而囲をしつらひ〆り致し
置候様可被　仰付候。各外之末寺弟子等江も右之趣申通、早速後
住済候様可被致候。

９ ２ 113 57 佐藤覚之丞 － 正徳５乙未 10月16日 乱心

其方義、御宮町筆結武兵衛致書置及自害候ニ付、右書置等被相渡
為見届を被遣候処、乱心ニ無疑由申上候。然ニ書置之紙面、御納
戸役人飯塚武七郎・沢田甚助方江納懸り之筆在之候を苦労ニ存及
自害ニ候様子ニ無紛候。委細書置江引合吟味可申上所無其義、御
役目ニ不似合麁末成吟味不調法至極ニ候。依之御役被召放閉門被　
仰付者也。

10 ２ 126 63 鶴谷又市郎 － 正徳６丙申 － 乱心
鶴谷又市郎事、乱心佐藤十郎右衛門を斬殺し候節、其身とも親同
氏平助事、同座に被居合取斗らひもなく其場を遁れ、侍ニ不似合
所行重き不届、よって其方共事親類ニ被預置者也。

11 ２ 132 65 鶴谷又市郎 大松沢越中組 正徳６丙申 － 乱心 其方事、乱心之上親類佐藤十郎右衛門を斬殺し候。依之切腹被　仰
付者也。牢前。

障害史研究　第６号（データ集）

－48－



表
１

表
１

表
１

番号 巻 番号 頁 名前 身分 年 月日 症状 内容

12 ２ 139 67 冨塚長門 － 享保３戊戌 ４月９日 乱心

其方義、乱心ニ付〆り仕指申候段、同苗出雲并親類共相達候ニ付、
品々奉行共承届候処、多年病気と　上江申上置、御暇も不申上在
郷江罷成間敷仕形、依之乱心と相達候段申上候。第一ハ対　上江
病気を偽御後闇仕形、且家柄ニ不似合不行跡、親類共乱心と申上
候義も無余義被　思召候。依之切腹可被　仰付候得共、数代先祖
之勤功を被　思召、以御用捨伊達出羽殿江御預被　仰付候事。

13 ２ 141 70 渡辺市之助 － 享保３戊戌 ６月19日 乱心

其方義、兼我儘ニ而至而猥ケ間敷所行共在之ニ付而、親類共度々
及諫言候得共承引不仕、当二月内之者九太夫と申者手討ニ致し候
刻、乱心同然之仕形ニ付而、此以後何様之義可在之哉難計旨親類
共相違候。依之被遂御僉義候処ニ、親類共申出候趣相違無之候。殊
更小性安之丞と申者を、昼夜ニ不限無類之折檻絶言語所行、剰九
太夫をも疑心を以理不尽ニ手討ニ仕、其罪不軽重畳し候。依之牢
朽ニ被行候者也。

14 ２ 169 84 河田市郎 － 享保４己亥 ２月15日 疱瘡
河田市郎義、疱瘡相煩七歳ニ而令病死候条、市郎亡父河田八右衛
門実兄鳥山権九郎嫡子忠兵衛義、市郎指渡従弟ニ在之候間、市郎
ニ取合苗跡被立下度由、其方ゟ願指出候。遂披露候処、苗跡難被
立下統ニ付、家跡没収被　仰付候者也。

15 ２ 170 84 蓬田伝五郎 － 享保４己亥 － 水腫
蓬田伝五郎義、去秋ゟ水腫之症相煩、急ニ指重令死去候処、無子
ニよって他性二廻之従弟遠藤義右衛門次男源八郎苗跡被立下度由、
其方共願指出被遂披露候処、死後之願御条目ニも早速苗跡難被立
下ニよって、家跡没収被　仰付者也。

16 ２ 179 87 飯冨玄安 御医師 享保４己亥 ８月25日 乱心 右玄安義、医道為稽古之江戸江罷登居候処、乱心自害相果、子共
無之候ニ付、家跡没収被　仰付候事。

17 ２ 188 89 浅野十左衛門 浅野十兵衛嫡
子 享保４己亥 11月16日 乱心

其方義、御買米御用ニ而岩出山江罷下、当六月罷登候節、吉岡町
ニ而自害半途ニ仕候品、被遂御僉義候処、熱気ニ被犯無十万罷成、
不図右之所行仕候。其以後本心ニ成候節由候得共、其節之義一円
ニ覚不申由申出候。畢竟気を取違候義と相聞得候。依之親類共江
被相預囲江被入置者也。

18 ３ 230 110 奈良坂半左衛
門

岩山縫殿助組
御徒小姓奈良
坂半四郎嫡子

享保５庚子 － 乱心

其方義、当六月廿三日無行衛ニ成、立帰候段申出候ニ付、被遂糺
明候処、無十万罷成、宿罷出候義共ニ一円覚無之処、閏七月十八
日昼岩沼江参候而本気ニ成、見候得ハ無刀ニ而前髪も無之、惟子
壱つ着罷帰候由申出候。右之品々乱心之所行ニ相聞得候。依之親
類共ニ被相預、囲江被入置者也。

19 ３ 234 112 鈴木逸角 京都御買物方
見届役 享保７壬寅 ２月16日 乱心

鈴木逸角義、乱心仕候ニ付、京都御留主居方ゟ江戸迄指下候ニ付、
品々相違　御耳ニ候。勿論乱心仕候由ニハ候得共、段々之始終但
木土佐相違　上之御金を以自分相払、且又其身病死之由ニ而、御
用を引罷在、御法度之遊所罷越一宿致し、御留主居呼候ニも不罷
帰、直々他江遊、男世忰両人女迄誘引仕、右遊女忰御屋敷迄連参
り、法外之仕形不届至極被　思召候。依之切腹をも可被仰付候得
共、乱心之所行故、御宥免を以進退被召上、親類共江被相預旨　御
意之事。囲江入置可申事。

20 ３ 237 113 星菊阿弥 御同朋頭星久
阿弥名代 享保７壬寅 ３月22日 乱心 其方事、乱心致し欠出、於途中永倉友慶を小刀ニ而指殺し候。乱

心といへとも、其罪不軽候。依之切腹被仰付者也。

21 ３ 249 120 山崎八三郎 御大所人 享保７壬寅 １月16日 胸痛
右八三郎義、胸痛之症相煩、急ニ指重令病死候処ニ、子供無之候
ニ付、他姓一廻り之従弟金須甚兵衛次男平四郎苗跡被立下度旨、其
方共願指出候。遂披露候処、廻り候従弟ニ付苗跡難被立下、家跡
没収被　仰付候事。

22 ３ 265 133 －
柳町御そうめ
ん師田中屋喜
右衛門妻

享保９甲辰 閏４月18
日 乱心

乱心も不仕を乱心ニ致し囲江入置候段、五人組合之者共ニ申断候
旨、五人組とも申出候ニ付、被相糺候処、夫喜右衛門下人権八と
男色之遊仕候故、其方所江も権八を遣し候様ニと喜右衛門ニ申、ゆ
るしを以権八と通し候段申出候処、追而ハ口を変し申紛し候。縦
夫ゆるし候とも不義可仕事ニ無之候処、不届至極ニ付、網地江遠
島、持道具欠所被　仰付候事。

23 ３ 282 143 完戸平助 本多伊賀組 享保９甲辰 10月19日 乱心
其方義、当六月十七日朝、田中庄助を切殺し、小崎仲兵衛ニ手為
負候ニ付、被遂糺明候得ハ、気返無然、右両人ニ切付候始末覚無
之、右之者共兼而意趣茂無之由申出候。乱心といへとも、庄助を
切殺、仲兵衛ニ為手負候義、其罪難遁候。依之切腹被　仰付者也。

24 ５ 406 230 久之丞 東山門崎村市
平養父 享保12丁未 － （乱心）

右久之丞義、困窮ニ而女房を奉公ニ相出候処、身を売候義無拠由
歎候ニ付、母病気之由申、暇を貰召連、所々欠歩行候上、女房を
切殺自害半途ニ致し候事。

25 ６ 294 239 大越仲左衛門 － 享保14己酉 閏９月２
日 疳

其方共親類真山安右衛門義、急病及末期候節、実方親類大越平助
次男仲左衛門義、幼少其上疳症ニ而養子ニ申上兼候間、他人大野
源之丞弟甚太夫を養子ニ被成下度段、其方共連判を以願申上、如
願之被　仰付候以後、右仲左衛門義病身ニ無之段、平助相達候ニ
付、被遂糺明候処、右仲左衛門義幼少疳症ニ候間、他人なりとも
養子ニ申立候様平助申聞候段、安右衛門兼而申聞置、末期ニ及候
而も其通申聞候ニ付、無相違義と存、平助義御村ニ罷在候故吟味
可仕とも不心付、願申上候由申出候。病身之段　上江申上候義ハ
重キ事ニ候処、安右衛門申聞候斗を信し、平助を不承留、源之丞
親類菅野市左衛門方江其方共証状指遣し、相違成義ニ致連判願申
上、不届之至ニ候。依之慎可罷在事。
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26 ６ 506 274 大槻文之助 大條杢組 享保14己酉 １月23日 乱心

右文之助義、当六歳ニ而病死仕候ニ付、異父兄弟無足者松坂治兵
衛子共松之丞ニ苗跡被立下度由、右文之助母去年五月ゟ懐胎仕、来
月産月ニ御座候間、男子出生仕候ハゝ右松之丞家督ニ被成下度由
之願、遂披露候処、松之丞義苗跡難被立下続ニ付、跡式被相禿旨　
御意之事。
右文之助母懐胎来月産月ニ而候間、男子ニ候ハゝ松之丞家督ニ仕
度との義ハ、同氏伝内去年十月致乱心、乱心已後出生之子ハ家督
ニ不被立下御格之段も親類共ニ申含候。

27 ６ 522 285 磯彦之丞
福原縫殿組磯
文左衛門嫡子
磯八之助伯父

享保14己酉 ６月11日 （乱心）

其方伯父同氏彦之丞義、先年騒気之症相見得、不図欠出候義難計
囲江押込置候段、祖父八兵衛相違、囲ニ入置候処、其後快気仕候
由ニ而、八兵衛存生之内囲ゟ相出、父文左衛門代迄其品不申達、数
年囲ゟ出指置候由、此度親類共相達候。一度騒気仕候者ニ候間、縦
快気仕候とて　上江不申上自分ニ相出置、不届之至ニ候。八兵衛・
文左衛門存生ニ候ハゝ訖度可被　仰付候得共、死後之義故不被及
御沙汰候事。

28 ７ 612 336 門間次郎 御徒組 享保16辛亥 11月18日 乱心
其方儀、妻ニ為手負、且親類共ニ対し乱心致し候由申聞候品々、親
類共相達、被遂糾明候処、其節酒ニ酔候故右之品一円不覚旨申出
候。身之慎を失ひ酔犯之所行、不届至極ニよって御改易被　仰付
候事。

29 ７ 622 340 市郎兵衛 志田郡古川七
日町 享保17壬子 － 乱心 右之者、其身妻并向ニ居候作右衛門を切殺し候義、畢竟乱心之所

行候得とも、人を殺し候科によって、切捨ニ被行候事。

30 ８ 865 416 喜八
柴田蔵人組間
宮彦兵衛下中

（家中）
享保20乙卯 ６月７日 （乱心）

其方義下中喜八、当春囲を破り御町奉行宅江致直訴候ニ付、被遂
糾明候処、其方義、宮城郡菅谷村ニ住居し、右喜八旧臘御目付江
直訴可仕と仙台江登候段咄候趣、其方家来伊右衛門承候旨村上長
八郎申聞候ニ付而、長八郎ニ相談、囲江入置候品々申出候。喜八
一応も不尋由ニ候得ハ、事々虚実未決ニ候を、卒前之沙汰ニおよ
ひ、不届至極ニ候。依之閉門被　仰付候事。

31 ８ 774 419 安藤庄兵衛 大河内十五郎
組御給主 享保20乙卯 － 乱心

安藤七右衛門養子同氏庄兵衛義、此度御目付成田助之丞江相越、気
不同ニも無之を親類共相達囲江入置候旨訴ニ付、被遂御僉義候処、
前々之所行乱心ニ無疑候ニ付、不被及御沙汰ニ候。依之父并親類
共ニ被相預候条、如元之囲江入置、重而囲を不破様ニ可仕候事。

32 ８ 777 420 高平四郎左衛
門

木幡又右衛門
旧組御鷹匠高
平源七郎弟無
足出奔

享保20乙卯 － 瘡毒

其方義、去々年四月出奔之後、於途中父同氏新助見当召連帰相達
候ニ付、被遂糾明之処、瘡毒相煩為療治之、増田町虚無僧布袋軒
弟子ニ成居候品々申出候。先年御暇を不申上伊勢参宮之罪を以、養
父高平新三郎家督被召放候を、曽て懲候心なく出奔虚無僧と成り、
情に任候所為、不届至極ニ候。依之親類御預被　仰付候事。

33 ８ 783 421 小丸加内
佐藤宮門御預
御給主小丸十
左衛門父隠居

享保20乙卯 － 乱心 其方義、弟彦九郎を無故殺害し、不届至極ニ候得共、御僉義之上
乱心之所為決定ニよって、永牢被　仰付候事。

34 ９ 875 467 佐藤文右衛門 定御組 寛保２壬戌 － 乱心
其方義、当七月十一日、於途中大浪軍太夫乱心、不慮ニ被切付候
節、相応之始末すへき処無其義、一向志賀甚四郎屋敷江逃去、士
ニ不似合未熟之仕形、不届至極よつて他国御追放被　仰付候事。

35 ９ 901 476 佐藤文右衛門 定御組 寛保２壬戌 10月11日 乱心 其方義、当七月十一日、佐藤文右衛門ニ疵付、剰同人当座召仕市
十郎を殺害し、其罪重畳ニよつて切腹被　仰付候事。

36 10 975 508 佐野与三郎 柴田中務組佐
野幸之助父 延享３丙寅 ６月８日 乱心 佐野与三郎事、乱心囲江入置候処伯父船山伝之丞を刺殺し候。其

罪不軽候得共、御僉義中病死ニよつて、不被及御沙汰候事。

37 10 1025 521 遠藤喜市郎
（被害者）

遠藤茂平次嫡
子 寛延３庚午 ２月２日 乱心

其方義、於途中乱心者ニ被創付候節、間もなく取合候趣申出ると
いへとも、事状至而不取合、并数人之申口有之、畢竟取合甚後れ
刀をハ抜なから討留ニも不及、未熟之仕形ニ決定し、且召仕共ニ
も父子申合、口出合候ニ無紛候を、強而申陳し、剰御僉義を非理
成趣ニ我意を立申募、上を軽し侮り候次第、重畳不届依て添罪被　
仰付候事。

38 10 1050 528 遠藤喜市郎
（被害者）

遠藤茂平次嫡
子 寛延３庚午 ２月２日 乱心

其方義、嫡子喜市郎於途中乱心者ニ被疵付候砌、喜市郎并召仕共
後れさる趣ニ口を合、為申出候義無之旨申陳候得共、事状尤不取
合、第一父子同座申含候品々、別牢ニ入置両人之召仕追々白状口
揃候上ハ、申晴不相立候。剰申聞に托し御糾明之筋違候趣言を構
ひ申出、上を軽侮し候次第、御役柄ニ不似合不届至極ニ候。急度
可被　仰付候得とも、老人且数十ケ年御奉公深切ニ勤候故を以御
宥免、御役被召放半進退被召上、閉門被仰付旨　御意之事。

39 11 1125 558 奥村正意
南町内池屋久
十郎借屋御町
医師奥村正安
同家に居候

宝暦２壬申 － 乱心 其身事、乱心伯父奥村正安を切殺候重科ニ依而、磔ニ被行候事。

40 11 1167 572 車孫十郎 江戸番馬上 宝暦３癸酉 ９月６日 乱心
車孫十郎義、乱心し鴇田文治屋敷江押入、同人実父鴇田治右衛門
并家来佐々木与四兵衛を刃傷するに依て、進退被召上親類共ニ被
預置候事、囲江入置可申事。

41 11 1188 578 車孫十郎 江戸番馬上 宝暦３癸酉 ９月６日 乱心
其方（白幡市左衛門）義、車孫十郎乱心し、鴇田文治屋敷江押入
鴇田治右衛門等ニ疵付候節、早速欠行孫十郎を搦取、郷隣相救之
義を存し、奇特之挙動ニ被　思召候事。
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番号 巻 番号 頁 名前 身分 年 月日 症状 内容

42 12 1217 592 春日作野右衛
門 大内帯刀組 宝暦４甲戌 － 乱心

其方儀共親類春日作右衛門儀、養叔父同氏山之丞遺言之通、養弟
同氏作太夫を末々家督ニ願春日之血脈相続すへき由養父故作野右
衛門妾円明院と約し置なから、妾腹之男子出生以後約を変し、五
拾歳以上迄家督を不願、御定ニ違ふのミならす、不都合之書置し
出走せしめ、親類共引返し告達するニ付被遂糾明候処、其砌ゟ乱
心し候に付、進退被召上親類御預被　仰付候事。囲江入置可申事。

43 12 1364 644 関浪文治 － 宝暦８戊寅 ９月27日 乱心
其方（新野権八郎）儀、申陳といへとも、関浪文治乱心、秋保平
右衛門長屋ニおゐて不図切付候節、動転其場を逃去、平右衛門大
所口ゟ内証江欠込候に決し候。臆病未熟之仕形、且御糾明に及証
人有之儀を申募、重畳不届至極に依他国追放被　仰付候事。

44 12 1385 653 内崎金之丞 奥小性組 宝暦９己卯 － 乱心 其方儀、越ケ谷駅におゐて乱心せしめ、叔父上田文右衛門を殺害
し候重移に依、斬罪被　仰付候事。

45 13 1401 660 小川権右衛門 大町山城組小
川留平次養子 宝暦９己卯 － （乱心） 其方養子同氏権右衛門義、御町奉行宅江欠入訴候品々、被遂糾明

候処、気不同之所行ニ付、囲ニ入置候様可仕事。

46 13 1419 667 玉手多宮 泉田出羽組玉
手嘉膳父 宝暦10庚辰 ５月13日 （乱心）

其方（玉手八郎左衛門）儀、親類玉手多宮儀謀書謀判を以漆山長
太夫御蔵前金受取而已ならす、御朱印等質物ニ指置、剰父急病及
末期候由之告令承知といへとも遅参対面茂せす、皆以不行跡ニ候
を、気不同ニ付囲江入置候由、及告達ニ候。畢竟多宮先祖勤功有
之、且家本之儀明白ニ申出候而は其家可及断絶義を患候而、親族
之情難止事実相違に申出候状、私情を相立　上を不重仕形、不届
至極といへとも、家本之親族之情を以心を尽し候事と相聞得候。依
之別段之御宥免を以御役被召放閉門被　仰付候事。

47 13 1427 670 玉手多宮 泉田出羽組玉
手嘉膳父 宝暦10庚辰 ８月９日 （乱心）

其方儀、妻ニ為手負、且親類共ニ対し乱心致し候由申聞候品々、親
類共相達、被遂糾明候処、其節酒ニ酔候故右之品一円不覚旨申出
候。身之慎を失ひ酔犯之所行、不届至極ニよって御改易被　仰付
候事。謀書謀判を以漆山長太夫御蔵前金受取而已ならす、御朱印
等を質物に指置、或ハ父急病及末期之由告来るといへとも、不都
合之挨拶等に及ひ遅参対面せす、却而不行跡に有之、其上其方先
祖勤功有之、且玉手八左衛門等家本断絶を患其方不行跡之品不申
出、気不同之由申達囲江入置候を憤り、敷板を焼抜囲を出御目付
宅江直訴し、剰御糾明ニ至親類共薄情成致形之由言懸し、別而心
を尽し候親類共之恩義を茂不顧、犯科重畳に依斬罪被　仰付候事。

48 14 1500 704 大河内長四郎 定御供 宝暦13癸未 ９月29日 乱心

其方義、去年江戸詰中、同役田中権五郎初心を悔り、酒食を催促
し、御掟を犯し御屋形ニおゐて数度飲食し、先以不届之上、権五
郎些之挨拶不都合在之候とて、同席之者共と共に申込候得と申談、
同番一致に権五郎を挟ミ、第一権五郎十御褒美拝領之祝儀、同役
共催促、御屋形ニおゐて酒等為振舞候節、権五郎未練之事在之由、
其方申ふらし候に付、権五郎安からす思ひ、何故斯申ふらし候哉
と其方御長屋江相越承届候ニ至り、一向唱まて不及聞由堅く申払
候故、被斯候義を憤り、権五郎脇指を抜、其方ニ堪忍難成由言葉
をかわし切懸候ニ至り、最初ゟ無腰にて士の備を失し、出会居候
故不抜合ハ事状と言、権五郎及ひ其方家来清兵衛申口符合分明に
候を、抜合候由不都合ニ申出、右未練と其方申ふらし候由ハ、追々
同役白状無相違候処、権五郎承届候節偽り欺き、剰其身之罪を可
免たに権五郎乱心切懸候由申ふらし、同人を而已罪に可泥所存、奸
悪之仕形、且清兵衛手負なから身命を抛主人之急難を扶け、軽キ
者非常之忠節ニ候を、其身一己之働を可申立ため、清兵衛速ニ不
組付様ニ申成し、其余種々権五郎を軽侮し候義共数条相聞得、或
ハ　御屋形ニ而飲酒し候義をも、最初ハ飲さる由相違ニ申出、凡
而士ニ不似合偽を申状、御糾明に及ひ　上を不恐憚、証拠在之義
を我侭ニ申募、傍輩を嘲弄し、家来に恩義を失し候次第、不軽に
依て他国御追放被　仰付候事。

49 14 1509 716 大窪理右衛門
御名掛組東山
大篭村御穀改
所当座役人

宝暦13癸未 － 乱心
右理右衛門義、東山大篭村江御穀改当座役人ニ罷下居、無品同村
下横目伝右衛門子与左衛門并同百姓太郎作子太兵衛、右両人江為
疵負候次第、乱心之所行ニ無紛候ニ付、進退被召上親類共江被相
預旨被　仰付候事。

50 14 1534 726 ちよ 大條杢死亡平
田半左衛門妻 宝暦14甲申 － 乱心 其方義、乱心之所為とハいへとも、夫平田半左衛門を殺害し候重

科ニ依て斬罪被　仰付候事。

51 14 1549 734 ちよ 大條杢死亡平
田半左衛門妻 宝暦14甲申 － 乱心 右平田半左衛門義、妻に殺害せらるゝ之処、妻乱心之所為ニ依、半

左衛門無御構被　仰付候事。親類共跡目願可申上事。

52 16 1687 840 冨塚平治
大内備前組冨
塚十兵衛嫡子
死去

明和６己丑 － 乱心
冨塚平治義、於寝所妻ニ為疵負、其身も自害相果、妻も右深手ニ
而令死亡、不軽科といへとも、乱心之所行ニ無紛、死亡ニ依而無
御構被　仰付候事。
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２ 『長崎奉行所判決記録犯科帳』1-11（森永種夫編、犯科帳刊行会、1958-60）
番号 巻 章 番号 頁 名前 住所・身分 年齢 年 月日 症状 内容

１ １ １ 47 23 常清 長崎仏説盲僧頭 20 延宝３乙
卯

卯正月８日籠舎之
同２月27日出籠之 盲目 此者於当所来私ニ検校と名乗候段不届ニ候加様之類遂穿鑿

五十日之籠舎可申付之旨従江戸依被仰下候、則五十日籠舎之

２ １ １ 65 27 八兵衛 － 20 延宝４辰 辰２月２日籠舎 盲目

此者右三左衛門と一所ニ樺島町波戸ニ繋置候番船ニ臥有之
付、乙名申出候、依之遂穿鑿候処、生所唐津去年当所江罷
越上筑後町古川庄次郎ニ致奉公、同九月九日暇取之本所江
罷帰候得共、盲目ニ成於彼地渡世不罷成候付、爰許江参候
段紛無之候、然共宿も無之うろたへ候故当分籠舎申付置之
候

３ １ １ 85 34 金正院
本石灰町　勝野
源之丞借屋　盲
目　生所　佐賀
領窪田村之者

巳ニ45 延宝５巳 巳12月21日籠舎 盲目

右三人之者共申合十月廿九日本大工町草野長右衛門借屋庄
右衛門と申者之古手物肥前之客ニ可売遣旨申す数九ツ金正
院所ニ而請取しち物ニ入置、又ハ商売仕剰取迯ニあひ候由
申代銀不相済候故、売主庄右衛門訴之候ニ付、召寄之遂穿
鑿候処ニ庄右衛門訴状之通紛無之候、彼者共巧を以商売い
たし其上常々徒者之由相聞候、依之巳閏十二月十二日長崎
十里四方令追放之候

４ １ １ 86 34 綿屋善兵衛 本大工町 33 延宝６午 巳閏12月９日籠舎 虚言
右善兵衛儀於当地不届之事有之、当表ニ罷有候事難成他国
仕度之旨願候ニ付、向後長崎江罷帰間敷之由堅相含之願通
申付候処ニ、江戸江罷越色々虚言を申剰当所へ帰参候ニ
付、則籠ニ入置之午三月廿一日五嶋江令流刑之候

５ １ １ 121 42 左兵衛 生所
唐津之者之由 20 天和２戌 － 遺恨

此者戌三月廿日之夜於外浦町到自害候得共存命ニ而有之
候、同町篠崎平吉と申者夜前何者共不知不慮ニ切掛リ手負
候旨乙名中村五郎兵衛訴之候付、以検使遂僉議候処、左兵
衛儀右平吉下人ニ而候得共、主人不入気候ニ付暇を可遣之
旨相含之候処、今程奉公之有付有之間敷必定可及飢候間、
暫召使給候様ニと再三歎候得共兼而不所存者故平吉承引不
仕、いまた雖年季之内候恩銀免其上路銭等為取之去十日暇
出候、然処左兵衛意恨存、平吉家内を出候処ニ戸口待請
数ヵ所薄手負せ、其身も蒙疵其場を逃去右之通之仕方、双
方之申口令決定候、彼左兵衛儀対古主巳忘先非不義之働依
為重科之者、同廿一日令刎首於桜町札場獄門ニ曝之候

６ １ １ 122 42 九左衛門 東古川町 32 天和２戌 － 徒者

此者常々依為徒者町内之者共、寄合色々数度雖令異見曽而
承引無之ニ付、五年以前町内より遠方江追払候得共頓而立
帰申付、又三年以前上方江追登せ候処、去秋当地江戻居所
も不定、町端寺々之墓所杯ニ夜は臥、不届之仕形悪事可仕
出者ニ候間追放仕度之由東古川町乙名組頭訴候、九左衛門
兄山田五左衛門召寄相尋候処、右何も申上候通少も偽無御
座候不所存者之儀候故、前々より義絶仕罷有候何様ニ被仰
付候共申分無御座候由申候、雖然公儀又は町中江たいし差
当悪事も不仕者之事ニ候間、常行司共を以隣町之者共迄遂
吟味候処徒者之段常々令露顕由隣町、四町之乙名組頭一同
ニ以書付申ニ付、九左衛門儀召出遂吟味弥徒者依無紛戌四
月廿五日長崎拾里四方追放之

７ １ １ 147 49 久助
磨屋町
春日与右衛門借
屋

47 貞享元子 － 自害

此者子五月十七日、榎津町野田太郎衛門宅ニ而なつと申女
を切殺、及自害ニ候得共未存命由町内乙名組頭訴之候、則
以検使遂穿鑿候処ニ、当春其身請人ニ立彼女を太郎衛門所
江奉公ニ出シ候へは久落仕、給銀返済成兼候故、右之女を
つれ参召仕給候様ニと断候得共承引依無之、茂木村親類共
方江召連可預置之旨申候へは参間敷由申候ニ付みね打ニ仕
候へは手之内まわり切殺候旨申候、依之翌十八日令刎首之
候

８ １ １ 159 51 張八兵衛 内中町
疋田平兵衛継父 39 貞享２丑 丑12月12日籠舎 乱心

此者今度隣家江相越脇差をぬき、色々あはれ不作法之仕形
有之常々行跡、不宜其上乱気之様子ニ相見第一火之本麁抹
仕無心元躰ニ候、依之町内乙名組頭以書付訴之候付、彼者
召出遂穿鑿候処訴状之通無粉候、火之本之儀は常々大切ニ
仕由、其身雖申乱心ニ罷成候節は何事も不覚之旨申ニ付
而、丑十二月廿五日五嶋江令流刑之

９ １ ２ 51 83 新平
長崎後興善町　
町人喜多三左衛
門忰  転類族

丑年32 元禄10丑 － 乱心

此者元禄十年丑八月十九日女房を切殺、其上母并妹ニ手疵
為負之土蔵之内ニ閉籠舎居候段乙名訴之ニ付、早速搦捕令
僉議之処、女房儀五三日、夫婦中不和ニ而罷在其節少々酒
をも給乱心罷成切殺申候、母之儀は其場所江罷出候故不図
切申候、妹儀は手為負候之段覚不申候由申之、母ニ手疵為
負候者ニ付、江戸江相窺之依御下知、同十一月十八日於西
坂磔曝之

10 １ ３ １ 97 四兵衛

長崎大黒町
三嶋屋庄次郎借
屋
岩田市郎右衛門
世忰

27 元禄15壬
午 午２月13日入籠 乱気

此者頃日乱気之躰相見候付、父兄并乙名組頭談之上押籠置
可申と父市郎右衛門手前にて座鋪囲を致支度、折節四兵衛
炉粕町離別之母方江参居候付、町内之日行使勘平并七左衛
門と申町人同道ニ而召連ニ罷越候処、日行使脇指を四兵衛
奪取七左衛門ニ数ケ所手疵負せ候之旨訴出候付召出遂穿鑿
候処、四兵衛申候は何心なく寝入罷在候所江両人押込候
付、無是非手疵負せ候旨申之此節乱気之躰無之不届成仕形
付牢舎申付置之、七左衛門儀は疵平癒次第可申出之由申渡
之
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番号 巻 章 番号 頁 名前 住所・身分 年齢 年 月日 症状 内容

11 １ ３ 38 109 栄元 一向宗正覚寺弟
子 － 宝永３戌 戌正月16日入牢 乱気

右栄元不行跡者ニ而五年以前入牢申付候処、相牢之者を痛
メ我儘いたし候ニ付而、乱気ニ而も可有之哉と正覚寺方江
引取手前牢ニ入置候処、乱気ニも無之心入をも直シ可申候
間差免呉候様ニと願候付、為致出牢路銀を為取他国江差遣
候処度々罷帰我儘を申、其上旧冬隠居方罷在候処、同月十
日之夜刀をさし木刀を持正覚寺当住を相手ニ可仕と戸はめ
を打あらけ申候付而、門前之町人共集召捕候依之正覚寺願
申ニ付入牢申付之

12 １ ４ 26 130 与平次
生所　肥前国唐
津之者　無宿　
水主

－ 宝永５子 子10月晦日入牢
於牢内病死死骸塩詰 痢病

此者当春小平次船ニ壱ケ月拾五匁之約束ニ而水主被雇、五
嶋天草長崎抔江小平次薪材木抔商ニ参候船之水主いたし
候、抜荷物抔之企は曽而不承候由拷問之上申之候、此者於
牢内痢病相煩、丑正月十一日令病死候付死骸塩詰申付置候

13 １ ５ 167 180 森田淸左衛
門 今石灰町之者 － 享保７寅 寅２月21日揚屋

同７月29日出牢 乱心

右淸左衛門平生身持不宜致酒狂、町内并隣町之者迄気遣敷
候付入牢相願候旨一家之者共相願候由、乙名与頭連判ニ而
願書出候、然共当犯科も不相聞候故為懲手錠懸町預申付候
処、惣躰乱心同前ニ而家内之者共迄及難儀候由、又々乙名
組頭以書付申出候ニ付入牢申付置候処、心底も直り候半由
ニ而妻子共相順候付不及伺差免申候

14 １ ６ 27 201 伝右衛門 北馬町
乙名 － 享保９辰 辰３月27日入牢

同４月18日出牢 乱心

右伝右衛門同町吉左衛門と申者之門トニ自害人有之、三月
廿七日之朝見出候旨乙名高野善太郎訴出候付早速検使遣遂
吟味候処、自害人は諏方門前五郎右衛門と申者之下人小六
と申ものニ而自害ニ粉無之相見へ候ニ付、死骸片付申付
候、然処右伝右門同廿六日途中ニ而小六と致喧嘩候之由相
聞江候付、遂詮議候処、野菜為買出矢上江罷帰候時分諏方
之前橋際にて、右小六儀売物之せんへい打割其代遣し不申
由ニ而童子啼キ居候付子共之商物を損し、其上代物も不遣
由重々不埒之旨稠敷呵罷通候喧嘩にては無之由申口ニ付、
右之節小六を致打擲等候哉之儀重々遂詮議候へ共、曽而其
儀無之意趣意恨等之覚無之何之存当りも無之由、申口之通
紛無之相聞江小六自害之様子乱心同前ニ而不将之いたし方
書置等も無之、三月廿六日伝右衛門と致口論候迄之儀にて
其節之様子存たるもの迚も無之、伝右衛門相手と申慥成証
拠も無之、其上本人相果片口之儀故以来かさつかましき儀
無之、口論等之儀急度相慎候様申渡之無構所住居差免之

15 １ ６ 33 209 仁右衛門 東古川町 － 享保９辰 － 眼病

右仁右衛門儀無宿善右衛門を寝泊為致候儀は西古川町伝右
衛門と申者眼病相煩目医師方江参居候節見廻ニ参候砌近付
ニ相成候処、其後行通候節度々立寄候処雨天之節暮方参懸
り候儀有之候付為致一宿、其後又々参候節病気差発候付快
気迄差置呉候様ニと申候故、無拠差置候由詮議之砌申口ニ
而往来等も致所持候旨申候付差置候趣ニ相聞江候故、向後
之儀可相慎旨稠敷呵置之候

16 １ ６ 46 214 高野善太郎 北馬町
乙名 － 享保９辰 辰８月16日揚屋入置

同10月15日差免 乱心

右善太郎儀、八月十三日之夜致乱心同町左助と申ものを切
殺シ候由、訴出候付呼出遂詮議候処、弥乱心無之ニ付揚リ
屋江入置処、右左助女房願書を以左助儀善太郎親善右衛門
数年召仕今以主人同前ニ而善太郎助成を請渡世送申候処、
左助儀外親類等も無之善太郎儀御仕置申付候ては幼少之子
共迄及難儀候得は助命之儀申出候付、下手人之者ニ候得共
北馬町組頭并与合乙名共も一同相願候付江府江相伺候処、
左助女房并与頭其外組合乙名共任相願候助命申付乱心者之
事ニ候間押込可差置旨、御下知到来左助女房并与頭其外組
合乙名共呼出右之者共依相願候助命申付之、然共乱心も
のゝ事候間押込置此以後可入念旨申渡、且又、善太郎親善
右衛門□□趣申渡右之もの共江善太郎相渡

17 １ ７ ８ 220 武右衛門 船大工町 42 享保10巳 巳４月11日入牢 乱心・村
気

右武右衛門儀、当四月十日隣家之善右衛門と申者之宅江理
不尽ニ切込候、善右衛門ハ留守ニて妻と幼年之忰計罷在候
処右妻を即座切殺シ候ニ付、近所之者共立集り武右衛門を
捕へ置候由訴出候ニ付、武右衛門并親類且亦善右衛門一家
共其外近家之者共迄召出遂吟味候処、武右衛門儀此間村気
ニ相見候故脇差等も取上ケ置候由、右切殺候節ハ武右衛門
家内之者共家業ニ出留守ニて候故かくし置候脇差取出し右
之通切殺シ候、善右衛門妻江毛頭日比之意趣等曽而無之
由、乱心ニ極リ候旨武右衛門親類共申之候、善右衛門も乱
心ニて仕候事と存候旨申之候ニ付、武右衛門儀江戸江不及
伺巳四月廿一日下手人申付候

18 １ ７ 39 231 甚八 桶屋町之者
自訴 40 享保12未

未３月６日町預ケ
同３月13日非人原江
指遣之

乱心

右甚八儀、酒ニ給酔唐人屋鋪江今夜忍入候段申自訴ニ出候
ニ付遂一遂詮候処、乱心之躰ニ相見へ候申口そぞろニ有之
候、尤唐人屋敷江も早速役所附之者共指遣為致吟味候処疑
敷曽而無之候旨申出候ニ付、弥乱心と相見江候依之吟味之
内町預ケ申付之

19 １ ８ ７ 250 平助 山里村 － 享保14酉 酉11月15日所預
同12月３日差免 乱心

右平助儀、切支丹宗門之者之由、同村新六と申出候ニ付遂
吟味候処、右新六は甥ニ而有之人物不宜ニ付常々呵置候
故、意趣ニ而右之趣申出候哉、努々覚無之旨申候村中之者
共遂詮議候処、平助儀平生疑敷儀も無之由申候、其上新六
儀平助を切支丹宗門と申候儀偽ニ而有之由詮議之上新六申
候、乱心と相見ヘ候ニ付旁平助儀邪宗門ニ而無之旨明白ニ
候間無構差免候
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20 １ ８ 22 258 弥平次 西古川町 － 享保15戌
戌４月９日入牢
同６月20日忰市郎次
依願出牢

乱心

右弥平次儀、同町元右衛門と申者ニ手疵を負せ候段乙名申
出候付、遂吟味候処右之者近年乱心ニ罷成平日手錠等入置
候処与風罷出元右衛門ニ手疵負せ候由ニ候依之入牢申付候
処元右衛門手疵平癒致候弥平次乱心者之儀ニ候間少も意恨
無之段元右衛門も申候忰市郎次と申者弥平次を引請随分囲
置向後外江不罷出様仕度段相願候趣乙名組頭共申出候付、
元右衛門手疵も平癒之儀候間願之通出牢申付候市郎次方江
稠敷囲置向後麁末成儀無之様、可申付旨戌六月廿日乙名組
頭江申渡之

21 １ ９ 11 262 － － 享保16亥 － 盲目 甥盲人忰江唯今相続望候とも前々権左衛門不申置親類之儀
ニ候間、相続可為仕ものに無之候

22 １ 11 48 352 吉之進
安芸国豊田郡之
山伏
無宿

－ 元文３午 午３月７日入牢
同月19日追払 乱心

右之者去巳九月当表江罷越候得共、引請候宿も無之、市中
ニ而祈祷なといたし候処其縁を以ハ五七日或ハ十四五日其
もの方に寄宿候処、当三月六日暮時清水寺於門前脇指抜放
し観音参詣之ものを追散シあはれ候付、新石灰町市平孫平
治と申もの通リ合脇指もき取并柳籠理壱其場に有之候付、
非人目あかし江預置酒狂之程ニ候間取計候様ニと申両人は
宿江帰候由、然処吉之進右雑物にも不相構其場を立去リ、
翌七日之朝夜前打擲ニ合候段、御役所江訴出候宿も無之も
の故、吟味之内牢内江遣し置始終之儀、遂詮議候処全く乱
心之躰ニ而外ニ疑鋪儀無之ニ付自今当所江堅致徘徊間敷旨
申渡、右雑物為取之日見峠より追払申付之候

23 １ 11 64 359 長八 生所　信濃国之
者　長崎非人原 － 元文３午

寛保元年酉７月27日
入牢
同９月27日非人手下
ニ渡ス

乱心

右之者儀三年以前当地江罷越直ニ非人頭方江罷越居候処、
当七月廿六日夜阿蘭陀二番船江乗リ隠れ居候を、阿蘭陀人
共捕置候由訴出候付呼出シ、遂詮議候処非人頭佐次兵衛方
ニ罷在候処、稠敷被仕難儀ニ付、阿蘭陀人本国江連越候
はヽ相頼可参と存、馬込浦より古船坂ニ乗リ阿蘭陀船江参
候由申之入牢申付置、度々遂詮議候得共外ニ怪敷儀も無之
乱心之躰ニ相見へ候ニ付、向後猥ニ徘徊為致間敷旨非人頭
江申渡させ本之通非人手下ニ渡ス

24 １ 11 79 362 弥平次 － － 元文３午 卯９月13日入牢
辰８月17日出牢 乱心 此者儀六年以前より乱心仕居候ニ付檻を拵入置候処右檻を

破リ及狼藉町内手ニ及ひ不申候由乙名訴出シ依之召捕入牢

25 １ 12 ６ 367 与平次 磨屋町 － 元文４未
未５月朔日入牢
同９月16日出牢之上
所預
同11月３日所預差免

乱心
右之者当四月廿九日夜磨屋町通筋ニ而狼籍いたし往来之者
ニ少々宛手疵を負せ候、右之始末遂詮議候処乱心之躰ニ相
聞ヘ候付入牢申付置、右手疵負候もの共疵平癒いたし無別
条ニ付猶又吟味之上出牢所預申渡之

26 １ 13 26 398 金有声 申二拾五番船　
唐人二官事 － 寛保２戌

吉六江人参致密売代
銀為催促酉11月７日
夜館内を忍出吉六方
ニ逗留候もの　酉11
月23日酉八番船江便
乞国禁申渡帰唐申付
候

乱心

右金有声、去酉十一月廿一日之夜五つ時比唐人屋鋪辺致徘
徊候を廻リ番之者見付召捕へ候ニ付遂吟味候処、右廿五番
船主梅宏閣申候ハ金有声於館内買掛リ多く稠敷催促ニ逢近
キ比乱心之様子ニ而無覚束存候処唐人屋鋪塀を越忍出不届
之仕方ニ御座候、此上も無心元候ニ付此度出帆酉八番船江
便乞、帰唐為致度旨願候付手鎖申付置候処、去十一月廿二
日出帆ニ付、検使ニ罷出候者江右金有声投文いたし候故其
趣遂吟味候処館内ニ而売掛等有之不埒ニ罷成候様子ニ相聞
へ候に付船主梅宏閣江其段相尋候処乱心之様子ニ而不埒之
儀共申候間はやく帰唐為仕度候彼もの買掛リ等ハ何分ニも
船主引請可申由書付差出候ニ付、金有声ニも其段申聞せ候
得は船主申通外ニ存念ハ無之旨書付差出し候故、塀越いた
し候不届ニ付、例之通長崎渡海令停止、去十一月廿三日酉
八番船江便乞帰唐申付候

27 ２ 15 19 31 浄念 龍渕寺弟子 － 延享元子
子３月15日所預
同11月11日依御下知
軽追放

疱瘡

右之者遂僉議候処土橋筋喜助と兼而懇意候処、去年十二月
廿五日喜助参相頼候は天草助次郎疱瘡にて相果候付自分墓
所ニ取置候得共、在所親類共江は龍渕寺江相頼葬候段申遣
度候間戒名を付葬候段手形認呉候様申候得共、其日住持留
守ニ付明日参候様に申聞、翌廿六日喜助施物三百文令持参
候付其段住持万明江申聞戒名并寺手形等喜介望之通認貰遣
し、右施物之内浄念も貰候由申之候、喜助頼ニ任助次郎死
骸も不見届其上檀中ニ而も無之処不埒成儀を取次庵之住持
江申聞不届ニ付、江戸江相伺依御下知軽追放申付之重而長
崎江立帰候はゝ重科可申付旨申渡之、町使相添日見峠迄送
出之

28 ２ 15 22 33 林平
唐人屋鋪野菜商
人
船大工町

－ 延享元子 子11月25日所預
同12月７日差免 疱瘡

右之者十一月廿五日唐人屋鋪より屑沈香隠し持出候を大門
ニ而改出候付所預申付置遂吟味候処、忰疱瘡いたし候付焼
可申と存唐人より貰請致懐中持出候売物之代ニ請取候儀ニ
而は無之由申候、段々致吟味候得共外ニ疑敷儀も不相聞候
付差免候、向後唐人屋敷ハ勿論新地出嶋其外荷役等之場所
江立入間敷旨申渡之

29 ２ 17 59 126 伝四郎 威福寺帳面 － 宝暦２申
未12月６日所預ケ
申２月22日入牢
申８月２日長崎払申
付候

眼病

右之者儀新大工町米原角左衛門銀子紛失掛リ合有之入牢申
付遂吟味候処、去未九月四日伊勢町せん方江参リ眼病療治
致候砌新大工町久右衛門儀四五日旅行之旨申之銀子持参せ
ん江預ケ其段承居候迄ニ而前後之儀毛頭不存候、乍去其後
兄権右衛門江右銀子之噂はなし候事も有之候故若哉与風利
欲にも迷ひ右躰之儀も仕出候哉、其外一向携候覚無之旨委
細申之候得とも久右衛門ゆすり取候銀子せん江預ヶ候節、
右之者右之場に罷在様子承付兄権右衛門江はなし聞せ候、
以後権右衛門令欠落候上は今更申分難立段々疑敷儀共不届
に付長崎払申付候
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30 ２ 18 50 151 女房 西中町　治平治 － 宝暦３酉 酉７月３日町預
同９月４日急度叱 乱心

右之者夫次平次儀、今度入津之唐船より胡桝宿砂致抜買候
儀及露顕候付段々遂吟味候処、弥抜買之儀相違無之候、依
之右相談等之様子兼而可存儀と及吟味候処、年来乱心同前
之病躰故決而左様之筋不存候由乍然次平次一所に罷有候上
は重畳不届候、依之急度𠮟之上親類江引渡

31 ２ 20 ８ 169 源兵衛 寄合町　山口利
三太借屋 － 宝暦４戌 ３月23日申渡 乱心

右之者忰藤七儀、去二月廿五日足軽出役帰之節於本石灰町
致無礼候節相尋候処、乱心躰ニ罷在候由酒狂ニ無紛を偽リ
申立候段不届ニ付咎可申付候得共、格別之以宥免急度叱置
候右躰之儀無之様可申付候

32 ２ 20 20 193 林平 元船大工町　無
宿 － 宝暦４戌

亥５月25日溜入
同８月18日50敲之上
追払

盲目

右之者当五月亥三番入津唐船抜荷一件吟味ニ付、船大工町
六兵衛事安平治発頭人之由及露顕召捕ニ遣候処、銀屋町盲
目礼伝方江迯去候由ニ而是又召捕ニ遣候得は安平治は不罷
在其方計居合候付召捕遂吟味候処、六年以前当地追払ニ成
リ当三月中旬立帰銅座跡元妻ゆく方に一夜罷在外に近在合
薬振売致、同五月廿三日夜銀屋町礼伝方江罷越候得は弟安
平治も同夜暁方罷越、翌廿四日終日咄罷在候得共抜荷等之
儀は曽而不存旨雖申之、当地追払ニ成候処立帰リ徘徊いた
し不届ニ付急度可申付候得共、吟味之節早速有躰令白状其
上右抜荷ニは一向不携趣ニ相聞候ニ付、格別之宥免を以五
拾敲之上追払申付候

33 ２ 30 36 389 源次平 元西築町　当時
無宿 － 明和３戌 戌７月11日入牢

同９月長崎追払 眼病

右之者去酉年抜荷一件掛リ合ニ付長崎払相成候処、当三月
立帰致徘徊ニ付召捕令吟味処、去三月廿七日長崎払ニ相成
候以後田上村ニ畑作日雇稼いたし罷在候得共、眼病相煩目
薬并米塩味噌等調候迚、当三月廿二日夕方当地へ立入調物
致し候内夜ニ入町々木戸〆リ候故、田上村江夜中罷帰候儀
難成町内徘徊いたし候を被召捕候旨令白状といへとも構之
地へ立入不埓ニ付、再応遂吟味候之処立入候迄ニ而外ニ悪
事も不相聞候間宥免を以長崎追払申付候条重而当地へ立入
間敷候

34 ２ 31 16 407 忠助 麹屋町 － 明和３戌
戌11月10日町預
同12日手鎖町預
同12月18日100敲住
居差免

疾瘡

右之者弟宇平次長崎払ニ相成候以後致宿其上無宿友之進差
置ニ付令吟味処、当七月十一日夜宇平治其方宅江罷越止宿
致度段申ニ付長崎払ニ相成候者故難差置段一且及断処、疾
瘡ニ而致難儀ニ付差置呉候様達而相頼ニ付兄弟之好身難黙
止為致止宿候処、猶又無宿友之進宇平治連参リ宇平治溜ニ
罷在候内世話ニ相成候者ニ付友之進をも一所ニ致宿呉候様
宇平治相頼ニ付是又為致止宿置、右両人より被頼衣類其外
物数十三品ニ而代銭都合五貫五百五拾文ニ度々質入、質屋
よりは百文ニ付弐文宛之口銭取之世話料として友之進より
銭三百文貰請、右質入之品怪敷品と心付候得共口銭并世話
料貰請候利欲ニまよひ無宿もの差置盗物質入取次致候段吟
味請候ては無申披誤入旨申之、他所之者ハ一宿も為致間敷
旨兼而申渡有之処相背殊ニ咎申付候、宇平次并無宿友之進
致宿其上盗物と心付候品質入取次口銭取次口銭并世話料貰
請候始末、重々不埒之至ニ付本人同様咎をも可申付処宥恕
を以百敲之上住居ハ差免間以来之儀急度可相慎候

35 ２ 31 17 407 久右衛門 東中町 － 明和３戌
戌12月７日入牢
同月23日過料３貫文
申付

眼病

右之者大一相催元方いたすニ付令吟味処眼病ニ而渡世成兼
難儀ニ付、当十月廿日過油屋町次郎右衛門所持之大一道具
代銭三貫文ニ買取、十一月朔日より同十三日迄嶋原御預所
田上村野間ニ而大一相催致元方、同十四十五日は八幡町幸
助留守江罷越同人妻江勘定致候儀有之ニ付座鋪貸候様申偽
幸助宅ニ而大一相催致元方処、此節吟味強及露顕候ては難
儀いたすニ付船大工町十九郎相頼大一相止候証拠ニも可相
成哉と大一道具并小玉銀二ツ銭拾九貫五百文盗賊方掛リ乙
名江差出候内及露顕、吟味之上御法度之儀は乍存眼病ニ而
渡世成兼利欲二迷ひ大一相催致元方候段無申披誤入旨申
之、尤相止候証拠ニも可相成哉と大一道具并小玉銀銭差出
候段申立候得共、是以実意ニ相止差出候ニは無之吟味強不
得止事差出候儀と相聞、縦令眼病ニ而令難儀候とも外ニ渡
世之致方は何程も可有之処、博奕筋之儀は兼々重キ御法度
ニ而度々被仰出も有之儀を不相守大一相催元方いたす段不
埒之至ニ付、差出候大一道具并小玉銀銭拾九貫五百文取上
之過料銭三貫文申付ル間三日之内ニ相納以来之儀急度可相
慎候

36 ２ 31 36 420 浄閑 東築町
盲人 － 明和４亥 亥２月４日町預

同５月13日急度叱 盲目

右之者去春中より病気ニ而及難儀町内介抱ニ相成快罷成
処、同十二月十日暮方兄無宿亥之助其方相煩候段及承候由
ニ而罷越ニ付兄之義故断も難申差置候旨申之、たとへ兄弟
之好身ニ候とも一旦御仕置ニ相成候者之儀故其段相断差置
間敷処、無其儀隠シ置候始末不埒ニ候、しかしなから盲人
之儀ニ而外ニあやしき子細も不相聞ニ付急度叱置間以来之
儀可相慎候

37 ２ 31 43 430 中村嘉右衛
門 本籠町 － 明和４亥 亥６月13日所持之船

取上 乱心

右之者無極印之船致所持ニ付令吟味処、去々酉年八幡町杢
兵衛旅人松右衛門より古極印打付有之小船買取船方不案内
故町役人江も不相届致所持処、外船は改有之候得共其方船
は何方よりも改之沙汰無之ニ付、極印別条無之哉と糺之た
め取放松右衛門江相渡置処、同人乱心之上致帰郷右極印も
致紛失ニ付無極印ニ而所持いたす段申といへとも無証拠之
儀取拵候申分ケと相聞難取用、縦令申口之通ニ候共船方不
案内ニ候はゝ船株有之者誰江承候ても可相分儀、猶又改之
沙汰無之不審ニ存候はゝ早速町役人江可申出処無其儀株も
無之殊ニ無極印之船隠置、去ル未酉年両度之申渡も乍存不
相用吟味ニ至リ無証拠之儀を彼是申紛敷段旁不埒ニ付右之
船取上ケニ申付候
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38 ３ 32 21 15 曽藤次 西浜町 － 明和５子

戌７月27日入牢
子３月２日落着申渡
曾藤次久兵衛過料相
伺候処日数入牢申付
候ニ付令宥免不及其
沙汰旨依御下知申渡

湿瘡

右之者儀去々戌六月湿瘡相煩嶋原領小浜村江商ひ兼湯治に
参候積ニ而今博多町久兵衛同道之積申合其砌桶屋町喜八江
右之咄いたし候処、同人より呼ニ越候ニ付参候得は喜八従
弟之由嶋原領谷川七兵衛と申もの参居合跡より久兵衛も参
其節喜八申聞候は其方久兵衛小浜村江罷越候ニ付、幸七兵
衛儀嶋原領通用之銀札所持いたし候間（後略）

39 ３ 32 35 23 久右衛門
元周防小郡恵良
村　無宿　彦助
事

－ 明和５子
子７月18日入牢
同８月27日50敲長崎
追払

湿瘡

右之者儀去冬中於当地致盗ニ付召捕遂吟味処、四年以前奉
公為稼当地江罷越所々ニ致奉公居候内往来切手年限切候て
最早帰国いたし候ても帳外ニ罷成立入候儀難成、当地ニ流
浪いたし其日稼之日雇働等ニ而暮し罷在候内湿瘡相煩働も
難成無宿ニ成徘徊いたし難儀相重リ、無拠去亥十月廿五日
之夜長崎村之内小嶋郷藤吉方ニ而裏口之戸明掛リ居候ニ付
這入箪笥之上ニ有之衣類九品盗取、同十二月朔日之夜南馬
町嶋谷清九郎方ニ而裏手之岸より上リ裏口之戸〆リも無之
ニ付引明ケ這入手元ニ取散シ有之候衣類等弐拾四品盗取、
両所ニ而都合物数三拾三品内九品は質入或は売払代銭三貫
弐百三拾文遣捨相残弐拾四品之内三品は着用いたし破リ捨
弐拾壱品ハ致所持被取上候旨令白状ニ付、同類申合右之外
ニも可致盗ニ付有躰可申聞旨再応遂吟味候処、同類申合外
ニ盗いたし候儀無之旨申之といへとも嶋谷清九郎方ニは暫
奉公いたし居候由申之元主人方江盗ニ這入旁不埒至極ニ付
五十敲長崎追払申付候以来当地江立入間鋪者也

40 ３ 33 38 59 伊兵衛 西上町 － 明和５子
子12月16日町預
丑３月27日過料３貫
文取上之

眼病

右之者大一ニ掛合候ニ付召捕令吟味所、山町喜平太大一之
札取集候由ニ付去子十二月十二日より十四日迄喜平太方江
日々参リ札買取大一付遣シ、同十五日ニも札買候積リ同人
方江参処両組之者江被捕此外世話役札売等いたし候儀は勿
論是迄右躰之儀ニ携候儀無之御法度之儀は存候得共、久々
眼病相煩暮シ方難儀いたし候ニ付欲心ニまよひ札相調候旨
申といへとも、都而博奕筋之儀は一統重キ御法度ニ而度々
被仰出も有之、猶又大一之儀ニ付ては去々亥年別而御触も
有之儀を乍存たとへ眼病ニ而難儀いたし候とも外に渡世之
致方も可有之処、御法度を相背候始末不埒ニ付過料三貫文
申付間三日之内ニ相納以来之儀急度可相慎候

41 ３ 33 50 69 清次郎 今石灰町 － 明和６丑 丑４月19日入牢
同５月４日敲追払 小瘡

右之者盗いたすニ付召捕令吟味処、小瘡相煩暮方難儀いた
し候砌、当二月古町岩松事岩五郎盗可致旨申勧ニ付同意い
たし、両人申合市中在方四ケ所ニ而間鍋ふらすこ衣類等四
品衒并盗取、代銭七百五拾文ニ質入三百七拾弐文宛分ケ取
遣捨、其後一分ンニ而も市中二ケ所ニ而樫材木并松角弐本
盗取、代銭三百八拾文ニ売払遣捨候旨申之、右之外盗いた
し候儀無之最初は岩五郎申勧候ニ付同意いたし候儀ニ而此
外同類申合衒并盗等いたし候儀無之旨申といへとも、縦令
岩五郎申勧候共不宜儀は相知候事故同意いたす間敷処申合
度々衒盗いたし配分銭取之其上一分ンニ而も両度盗いたし
売払代銭遣捨候始末不届ニ而付、敲キ追払申付間以来当地
江立入間敷候

42 ３ 33 62 75 はき 出来大工町　丈
平女房 － 明和６丑 丑７月４日申渡 乱心

右之者夫丈平儀五年以前より致乱心渡世も不致候処老年之
舅姑深切ニ致介抱舅𠮷兵衛儀去暮致病死候節之取扱も貞実
ニ相聞、壱人之働を以長々病気之夫并姑江も尽姑孝心候趣
居町役人共申立之奇特之事ニ候、依之銀五枚為取之候間弥
貞実ニ可致養育候

43 ３ 34 14 93 又五郎 八幡町 － 明和７寅

明和６丑６月２日又
五郎入牢
同７寅正月18日
親伯父町役人江急度
押込置候様伺之上上
申付

乱心

次左衛門忰又五郎儀乱心ニ而、去丑六月朔日夜山町ニ而虚
無僧三人江手疵為負内壱人は相果候得とも、全乱心ニ無相
違ニ付不及下手人助命相願候旨、疵請候虚無僧并同宗之者
申立候ニ付、伺之上松平右近将監殿依御下知又五郎儀以来
急度押込之儀其方共江申付間以来等閑之取計無之様急度押
込可置者也

44 ３ 34 23 97 八平次 勝山町 － 明和７寅 丑３月２日入牢
寅４月22日下手人 湿瘡

右之者去丑二月廿八日町内風呂焚久右衛門方江入湯ニ罷越
候之処、其方湿瘡相煩罷在候ニ付先江入候ては外入人之障
ニ相成候ニ付、仕廻湯ニ入候様ニ久右衛門申聞候得共、是
非先江可入旨申之及口論互ニ拳ニ而打合其方拳久右衛門胸
江当リ致吐血其後胸痛強熱発し久右衛門相果候、尤兼而意
趣遣恨等無之可殺所存ニは無之旨申之といへとも、其方か
つさより事起リ、右之通及打擲久右衛門右痛ニ而相果不届
ニ付伺之上松平右京太夫殿御下知によつて下手人申付者也

45 ３ 35 30 137 幸太郎
元長崎村之内
西山郷
無宿

－ 明和８卯 卯５月27日入牢
同６月７日50敲追払 湿瘡

右之者致盗ニ付召捕遂吟味処兼々不身持ニ而銭遣込致難儀
間、当二月姉つる所持之衣類取出し質入欠落いたし其後立
帰村追払ニ相成候間、佐嘉領有田皿山江参リ日雇稼致し候
処、湿瘡相煩働難成同四月又候立帰郷中四ケ所ニ而材木道
具等物数六品盗取代銭八百文余ニ売払、其度々遣捨処相顕
被捕候旨申之、右之外盗致し候儀且、申合候同類無之段雖
申先達而姉所持之類取出し令欠落立帰村方追払ニ相成処間
もなく又候立帰所々ニ而盗致し売払代銭遣捨候始末不届之
至ニ付、五十敲追払申付候以来当地江立入間敷候

46 ３ 36 12 152 源蔵
元豊後国竹田領
土師村
源吉事
当時無宿

－ 明和９辰
明和９辰年３月７日
入牢
同３月27日100敲追
払

湿瘡

右之者儀当地疑敷躰ニ致徘徊ニ付召捕遂吟味処、生所ニ而
身持不宜銭遣ひ込難儀ニ迫リ盗いたし相顕候ゆへ、十八年
已前所立退夫より近国所々日雇稼ニ而渡世いたし候内湿病
相煩働難成ニ付五年以前より所々廻国いたし日々貰請候米
銭以取続罷在候得共、何卒相応之元手ニ取付落付度心掛候
ニ付（後略）
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47 ３ 38 38 230 長三郎
元本石灰町
欠落立帰
惣太郎事
無宿

－ 安永３午
安永３午７月25日入
牢
同８月18日100敲追
払

湿瘡

右之者去巳年盗致五十敲追払申付処立帰、又候致盗ニ付召
捕遂吟味処、去巳年追払ニ相成候後近在江罷罪越髪結稼致
候得共、湿病相煩稼方難相成及難儀候付、当三月当地江立
入市中於弐ケ所衣類其外物数都合拾三品盗取右之内十品質
入代銭三貫八百文遣捨候処被捕相残ル三品は取上ケニ相成
候段及白状右之外不致盗申合候、同類曽而無之旨雖申之、
去巳年致盗ニ付五十敲追払申付処構之場所江立入候而巳な
らす夜中人家江這入品々盗取質入代銭遣捨候始末不届之至
ニ付百敲追払申付ル

48 ３ 38 39 230 甚吉
元本石灰町
欠落立帰
惣太郎事
無宿

－ 安永３午
安永３午８月18日入
牢
同27日50敲追払

小瘡

右之者去已六月当地致欠落候処立帰無宿ニ而徘徊いたし致
盗ニ付、召捕遂吟味処兼而借銭多く彳難成去已六月致欠落
近在ニ而奉公稼いたし候得共、小瘡相煩奉公不相成難儀ニ
およひ不図心得違いたし、当地江立帰当五月以来市中於弐
ケ所衣類物数十三品盗取質入代銭五貫七百九文追々遣捨候
処相顕被捕候段及白状、右之外不致盗申合候同類曽而無之
旨雖申之、如何程難儀ニ迫リ候共可致盗様無之処、借銭多
ク彳難成迚当地欠落いたし此度立帰市中於弐ケ所衣類品々
盗取質入代銭遣捨候始末不届之至ニ付五十敲追払申付ル

49 ３ 41 19 283 惣兵衛 阿州徳島名西郡
左小町　無宿 － 安永６酉 酉８月４日入牢

同18日入墨追払 湿瘡

右之者儀当地本大工町山田嘉八方江盗入候ニ付召捕遂吟味
処、九ケ年以前父吉内より勘当請生所立退讃州江罷越日雇
稼致内身分引請候もの致死失、可便もの無之同所を立去無
宿ニ相成、四国中国播州路致徘徊旅人之荷持渡世いたし候
得共稼薄候付、去々年大坂江罷出同所長町ニ致借宅湿病相
顕稼難成、去年十二月京都江罷越袖乞致候得共難給続、又
候当正月大坂江引移定候宿も無之人立場江立廻リ往来之も
の腰銭袂銭拾弐三貫文程度々ニ抜取酒食ニ遣捨、三月中旬
同所道頓堀ニ而同国久兵衛ニ出会讃州金毘羅江参詣可致旨
申合渡海いたし、夫より予州江立越川の江と申所江出候処

（後略）

50 ３ 41 20 285 千之助 元本下町　欠落
立帰 － 安永６酉 酉８月７日入牢

同18日50敲追払 小瘡

右之者儀致盗衒ニ付召捕遂吟味処、菓子屋手間稼致候得共
不身持ニ而銭遣ひ込難儀ニ付、去申八月当地致欠落長州下
関江罷越米屋次兵衛方ニ奉公致候処小瘡相顕働難成ニ付暇
取、同九月十日昼七時頃当地江立帰浦上村通懸リ候節家名
不存所江立寄候処居合候もの無之間手元ニ有之衣類弐品盗
取、同十一月八日夜五時頃銀屋町市郎兵衛方江参リ同町久
之進名前を偽真鍮燭台壱ツ衒取、同晦日暮時頃諏方町森茂
左衛門方江罷越同町菓子屋たか名前を偽鉄燭台弐ツ衒取、
同十二月八日暮過頃大村町木村正琢方江参リ同町小右衛門
名前を偽鉄燭合弐ツ衒取四ケ所ニ而物数七品盗衒いたし内
弐品は取上ニ相成、残五品致質入都合代銭三貫文遣捨候処
相顕被捕此外盗衒不致申合候同類之段雖申之、縦令如何様
難儀致候共盗衒は致間敷処四ケ所ニ而品々盗衒いたし質入
代銭遣捨候始末不届之至ニ付五十敲之上追払申付

51 ３ 41 21 285 次十郎 元東浜町　欠落
立帰 － 安永６酉 酉８月７日入牢

同18日50敲追払 湿瘡

右之者儀致盗ニ付召捕遂吟味処、不行跡ニ而銭遣ひ込難儀
ニ付、五年以前当地欠落致大村江罷越桶屋手伝等致候処湿
病ニ而働難成、当正月廿七日同所を罷出途中物貰致し、同
廿九日暮過頃当地江立帰新大工町罷通候節家内不存所江立
寄候処居合候者無之間手元ニ有之衣類弐品傘壱本盗取、同
十二月十八日朝六時過同町助念方江参候処同人他出之躰ニ
而門口引立有之ニ付明這入手元ニ取散有之衣類弐品木綿壱
端盗取、右品々致質入都合代銭弐貫七百四拾八文遣ひ捨候
処相顕被捕右之外盗不致申合候同類無之段雖申之、縦令如
何様致難儀候共盗は致間敷処弐ケ所ニ而品々盗取質入代銭
遣捨候始末不届之至ニ付五十敲追払申付

52 ３ 41 25 286 喜三次 元銀屋町　無宿 － 安永６酉 酉８月18日入牢
同23日100敲追払 湿瘡

右之者儀去々未年盗ニ付五十敲申付住居は差免処、又候致
盗ニ付召捕遂吟味処、同十一月居町致欠落大村領かふらと
申所江罷越幸助と申者相頼致日雇稼処湿病相煩難儀ニ付前
廉心易致候者共より合力請、武雄辺江罷越致入湯度袖乞致
し、当五月五日暮頃当地江立入前々より知人出来大工町武
右衛門方江立寄候処女房臥居暫相待候得共不起合ニ付衣桁
ニ掛有之衣類并木綿幟物数六品盗取、同月十七日夜四時頃
西山郷元居宅表門口明掛リ有之家内寝鎮リ候様子ニ付明這
入手元ニ有之衣類六品風呂敷壱ツ盗取都合物数十三品質入
いたし代銭三貫弐百文追々遣捨処相顕被捕此外盗不致申合
候同類無之段雖申之、先達而盗致ニ付五十敲申付居町江差
返処令欠落立帰無宿ニ而所々致徘徊其上弐ケ所ニ而品々盗
取質入代銭遣捨候始末不届之至ニ付、百敲之上追払申付間
以来当地江立入間敷旨申付

53 ３ 42 ３ 291 金次郎 元出来大工町　
無宿 － 安永６酉

酉10月23日入牢
同11月４日入墨100
敲追払

湿瘡

右之者先達而致盗敲御仕置ニ相成又致盗ニ付召捕遂吟味
処、去申二月五拾敲追払申付候後筑前なた浜江参リ髪結稼
致し候得共湿瘡相煩致難儀間、当五月当地江立入市中郷中
四ケ所ニ而手元ニ有之衣類反物都合物数十八品盗取右之内
十五品其度々質入致し代銭四貫四百文遣捨候処被捕相残ル
三品ハ取上ニ相成右之外不致盗申合候同類無之旨雖申、去
申年五十敲追払申付重而当地江立入間敷旨申渡処不相守御
構之場所江立入而巳ならす右四ケ所江盗ニ入質入代銭遣捨
候始末不届之至ニ付入墨之上百敲追払申付候以来当地江立
入間數候
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54 ３ 42 ７ 295 惣助 元長崎村之内
馬場郷 － 安永７戌 戌２月13日入牢

同月23日50敲追払 湿瘡

右之者致盗ニ付召捕遂吟味処、兼々身持不宜十六年以前未
年居村致欠落近国ニ而彫物職致シ候所湿瘡相煩暮方難儀ニ
付、前々心安致シ候者共江合力可相頼と存、去酉十二月十
七日当地江立入本古川町市五郎并江戸町善右衛門方ニ而手
元ニ有之衣類脇指等物数四品盗取代銭五貫五百文ニ致質入
遣捨候処相顕被捕此外不致盗同類無之、長々相煩難儀ニ迫
リ致盗候旨雖申之、如何様致難儀候共右躰悪事は致間鋪処
市中弐ケ所江盗ニ入質入代銭遺捨候始末不届之至ニ付五十
敲追払申付候以来当地江立入間敷候

55 ３ 45 13 379 次三郎 大村町　無宿 － 天明元丑
安永10丑年２月18日
入牢
同年閏５月13日入墨
100敲追払

湿瘡

右之者致盗ニ付召捕吟味処、四年以前居町欠落いたし去々
亥八月立帰盗いたし被捕同年十一月百敲追払ニ相成其後大
村皿山江参其所をも被追立、佐嘉領宮野ニ隠忍ひ同所ニ而
衣類弐ツ銭壱貫四百文盗取吟味ニ逢額ニ焼鉄を被押当被追
払、夫より唐津筑前遠賀宰府町にて致稼候内湿病煩働キ難
成ニ付、心安もの相頼療治いたし薩州江参リ奉公稼可致と
存忍ひ候て、当正月十一日之夜市中江立入四ツ時頃江戸町
罷通候節知ル人栄助方門口明有之ニ付立寄処人不居合候
故、又候悪心差発手元ニ有之木綿布子羽織壱ツ同紺男帯壱
筋同飛嶋もやう布子壱ツ脇差四腰盗取持出候節表ニ人音い
たしニ付〆有之裏口戸を明ケ迯去右羽織ハ日見村にて代銭
四百文ニ質入いたし布子并帯壱筋ハ同村途中ニ而名住所不
存往来もの江代銭四百廿四文ニ売払脇指四腰ハ佐嘉領之内
木々津と申所ニ而代銭五貫五百文ニ質入いたし都合六貫三
百廿四文酒食ニ遣捨候処相顕被捕右之外悪事不同類無之旨
雖申之先達而敲追払ニ相成候処不相慎他国にても致盗咎を
請猶又構之場所江立入而巳ならす、又候盗いたし質入売払
代銭酒食ニ遣捨候始末重々不届之至ニ付入墨之上百敲申付ル

56 ３ 46 31 411 勝平次
高木菊次郎御代
官所　茂木村之
内古賀浦

－ 天明２寅 寅８月18日村預
同月23日　20日押込 眼病

右之者儀盗賊其七虎次郎為致止宿盗物質入いたし遣ニ付始
末遂吟味処当四月晦日暮時頃長崎者之由不見知もの両人参
大村辺江尋者有之罷越候処及暮候付宿致呉候様達而相頼其
方市中江商ひニ罷越候者故難黙止一宿為致候内路用不足之
由ニ而所持之衣類并柳籠裏共八品質入相頼ニ付請取実意と
存無何心代銭弐貫弐百文ニ質入いたし遣翌朔日朝両人共出
立之節銭百弐拾四文差置候付宿礼と存受用致処右之者共ハ
其七虎次郎と申盗人ニ而無之旨雖申之都而他所之もの共一
夜たりとも無断差置間敷旨前々より申渡置処不相守盗人を
止宿為致盗物質入致遣宿礼等受用いたし候上ハ不馴合との
申口難取用剰盗賊懸リ乙名共より預ヶ中眼病ニ候迚自儘ニ
月代剃候始末旁不埒之至ニ付押込申付

57 ４ 47 ４ ２ 左十郎 元石灰町 － 天明２寅
寅11月４日入牢
同月18日50敲住居差
免

湿瘡

右之者儀致盗ニ付召捕遂吟味処平日野菜致振売候処、湿病
相煩暮方難儀之砌所々袖乞いたし、当九月廿四日昼九時頃
十善寺郷相廻リ候節家名不存外囲垣に蚊屋壱張木綿男帯壱
筋干有之近辺ニ人不居合ニ付右弐品盗取、同廿七日暮過頃
小川町家名不存門口明有之人不居合候間這入手元ニ有之吸
物椀壱組堤重壱組鈴皿壱箱盗取、同十月三日暮時頃船津町
家名不存風呂屋と相見候椽先ニ脱有之木綿袷壱ツ同単物壱
ツ同男帯壱筋盗取都合物員八品致質入代銭四貫三百文追々
遣捨候処相顕被捕此外盗不致申合候同類無之段雖申之、縦
令如何様致難儀候共外ニ渡世之致方も可有之処三ケ所ニ而
品々盗取質入代銭遣捨候始末不届ニ付五十敲申付住居は差
免間以来急度可相慎旨申付

58 ４ 47 15 11 十五郎 今博多町帳面　
本五嶋町住居 － 天明３卯

卯５月27日入牢
同６月23日50敲住居
差免

湿瘡

右之者儀盗ニ付召捕遂吟味処兼々身持不宜借銭等多、其上
去秋已来湿病相煩暮方難儀之砌、当正月四日之夜五時過兼
而知人本五嶋町兵蔵方江罷越処、折節人不居合之間不図欲
心差起リ手元ニ有之衣類物員七品盗取質入いたし代銭弐貫
弐百文追々遣捨候処相顕被捕此外盗悪事等不致申合候同類
無之旨雖申之不身持より事起リ品々盗取質入代銭遣捨候始
末、不届ニ付五十敲追払住居は差免候以来可慎旨申付

59 ４ 49 20 52 権𠮷 元船大工町　無
宿 － 天明４辰 辰12月21日入牢

同月27日中追放 湿瘡

右之者儀銅座跡秀之助ニ被頼密買之代リ物持運候付去夘十
二月五十敲之上居町江引渡ニ相成処、又候本籠町鶴松申合
唐人屋敷江立入致密買ニ付、当二月百敲軽追放申付候処、
猶亦構之地江立入ニ付召捕遂吟味処当二月追放相成候後、
肥前領脇津江罷越船方稼いたし候処湿病相煩難取続難儀ニ
付親類共江相歎合力可請と構之地と乍存当地江立入候儀ニ
而密買又は盗筋を心懸立帰候儀ニは無之、脇津住居之儀は
構之地とも不弁罷在候旨雖申之、去夘十二月五十敲居町江
引渡相成候後致密買ニ付百敲軽追放申付構之国々江立入間
敷旨申渡置処不相守肥前領脇津住居之上、猶又当地江立入
候始末不届ニ付中追放申付間以来構之国々江立入間敷旨申付

60 ４ 49 30 59 久八 野母村 － 天明５巳
辰11月19日入牢
巳３月４日長崎并居
村払

乱心

右之者預居候恵美酒町長次郎於宅大一似寄候千人講相催ニ
付召捕始末遂吟味処、生所野母村ニ而平生野菜致商売処、
去辰十一月初比兼而致懇意候恵美酒町長次郎方江参致滞留
候処、同人儀は乱心ニ而親類共方江家内附添罷越候間留守
之儀相頼候旨申引払候間留守中其方引受罷在処、同十五日
諏方町長四平参リ千人講致鬮披候間宿貸候様申ニ付無何心
致承知処、同夜長四平東古川町安右衛門儀左衛門八幡町太
吉嶋原北有馬村久作罷越致会合長四平より銭百文差越候付
貰請遣捨候後、右千人講之仕方は大一ニ似寄候由承之右躰
之儀ニ携候ては其方は勿論宿主長次郎も難儀可懸と存町役
人江可申立と存候、内吟味相成候旨雖申之吟味懸リ候上申
立候儀難取用候得共、度々宿いたし候儀ニも無之全之大一
とも不相決ニ付宥恕を加、長崎并居村払申付間以来市中江
立入間敷旨申付
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61 ４ 50 66 90 清次 新興善町 － 天明５巳
巳７月23日手鎖町預
同８月４日　10日押
込

痢病

右之者儀於俵物役所煎海鼠干鮑拾ひ取持出ニ付遂吟味処、
平日洗粉商ひ又は俵物方日雇ニも罷出致渡世候処、去月十
一日俵物干立有之ニ付俵物役所江罷出候処、其方姉先頃よ
り痢病相煩食事不進右病症ニは煎海鼠干鮑為致食事候得は
宜趣承候付為給度存候内、干立相済追々蔵入相成候節落盈
有之煎海鼠干鮑拾ひ取隠持出候処、改出ニ相成此外是迄取
隠持出候儀無之旨雖申之、都而聊之品たりとも隠持出候儀
は御法度ニ而殊ニ諸役場取締之儀ニ付ては先達而厳敷申渡
置処、不相用少分なから煎海鼠干鮑隠持出候始末不埒ニ付
押込申付

62 ４ 51 27 120 安兵衛
東浜町　庄八乱
心ニ付代　同人
父

－ 天明６午
午３月７日入牢
同５月７日　10日押
込

乱心

右之者都而無謂他所之ものは猥ニ差置間鋪旨度々申渡も有
之処、得と身元も不相糺役方江相届長七を引請候儀忰庄七
取計其後同人乱心ニ相成子細不存旨雖申之、庄七乱心ニ不
相成以前引請候儀ニ而其方申立一通は難取用町役は難取用
町役人とも相糺処、二三年以来乱心之儀相違無之儀ニ付不
及咎沙汰、乍然其方同居いたし候上は右躰不埓之儀無之様
可心付処兼々申付方不行届段不念之至ニ付押込申付候

63 ４ 52 20 158 善智
野母村
盲人春照忰
磨屋町帳面
新大工町住居

－ 天明７未 － 盲目

右之者親共一同土御門家陰陽道支配入相願則配下ニ成候由
ニ付相糺処、一躰盲人共私之手寄を以宮方御門跡方等之支
配ニ相成衣躰等改候儀は前々より御停止之儀、殊其方共儀
盲人ニ而は無之処是迄無本所之盲人とも仲ケ間之糺方も等
閑故、私之取計を以親共同様盲僧之名目ニ而作業致し恐入
旨申之、不束之至ニ候依之以来之儀は盲僧之名目は不相成
渡世之儀は勝手次第たるへき旨申付候

64 ５ 60 162 21 庄八 上筑後町 － 寛政５丑

丑３月10日入牢
同５月27日遠嶋可申
付処不眼ニ付親類江
引渡預ケ置余人江応
対等為致間鋪旨申渡

眼病

右之者江戸町兵次政次郎盈物之由申ニ付、蘇木拾斤氷砂糖
拾三斤鼈甲弐枚其外江戸町甚兵衛より荷漕船掃溜之品之由
申ニ付、硼砂拾九斤買取売払其上右硼砂之儀ニ付ゆすりニ
逢銭差出并飽之浦郷久助より茶碗二拾買取大黄五斤程有之
候をも買取候積ニ而預ケ置、殊唐人代ロ物替之儀申談獺皮
壱枚久助江渡遣、既先年も不正之品取扱居町払ニ成候上は
右躰之儀は別而可相慎処無其儀、眼病乍相煩女房みよ江差
図いたし、又候不正之品と心付候得共利欲迷ひ買取、剰硼
砂之儀ニ付ては隠密方江立入候もの江銭差出相頼、一旦内
分ニ而相済由雖申之、都而不正之品売買は御法度之旨申渡
置処不相守、殊以獺皮唐人代ロ物替之儀迄申勧候段旁不届
ニ付遠嶋可申付処、不眼之事ゆへ親類共江渡遣間急度相慎
可罷在旨申渡候

65 ５ 62 36 61 松兵衛 元大村領江之串
村　無宿 － 寛政６寅

寅正月18日入牢
同２月16日　50敲追
払

疱瘡
右之者疱瘡相煩稼不相成難儀ニ候迚、町家〆リ無之戸を明
ケ弐ケ所江這入衣類并木綿食物等五品盜取右之内弐品質入
売払代銭都合六百八拾文遣捨候段不届ニ付五十敲追払申付
候以来長崎市中郷中共立入間鋪旨申渡候

66 ５ 68 27 217 秋左衛門 大村領時津村　
虎蔵事 － 寛政８辰

辰６月18日溜入
同月23日入牢
同12月29日100敲之
上用達江引渡長崎構

瘡病

其方儀兼而商ひ物取遣いたし候、船津町せき所々より衣類
道具等引負致欠落候儀乍存荷持等世話いたし途中迄見送荷
持賃銭も其方引請夫々相払、其上せき嶋原罷在候内万屋町
伊八に為持遣候薬ははらやと申瘡薬之由、兼而せきより頼
を請差遣候旨申立候得共於嶋原せき被捕候節、右薬致服用
口中腐爛相果候上は全せき被捕候ては其方身分も難立子細
有之手段を以差遣し候儀と相聞、今更申口難取用剰吟味之
度々偽申立候段不届ニ付百敲之上用達江引渡遣ス以来長崎
江立入間鋪

67 ５ 69 60 235 浄現 茂木村　盲僧 － 寛政９巳

亥５月13日村預
巳５月19日以来上野
方当地安禅寺附之盲
僧と可心得旨申渡外
ニ不埒有之ニ付20日
戸〆

盲目

其方儀前々より地神経を読竈祓其外諸祈禱相勤家業仕来候
処、是迄無支配ニ而座頭山伏等より彼是障を請渡世難儀ニ
候迚、船大工町宝泉一同江戸表江罷出、上野御末寺当地安
禅寺弟子分ニ願済其趣上野仏頂院願王院より安禅寺江之書
簡請取、七年以前亥年罷帰候付始末遂吟味候処、一躰盲僧
共私之手寄を以宮方御門跡方等之支配ニ成衣躰等相改候儀
は前々より御法度之儀ニ候得共、其方共儀は筋合も相分候
間以来共上野方安禅寺附之盲僧と可相心得候、乍然其方儀
は茂木村人別之者ニ付都而願筋之儀は御代官所江申立当御
役所江相願候歟、又は出府不致候而難叶儀ニ候はゝ其段相
断可罷出処無其儀、殊松平越中守殿江差越駕籠訴いたし候
段不敬之至、猶又其方忰泰山願教儀は盲人ニも無之処、幼
少より眼力疎ク外渡世致兼候迚私之取計を以弟子と唱、是
迄盲僧之作業為致剰先達而出府後吟味筋有之呼下申付、村
役人より度々申越候節病気故障を申立早速不罷帰、年々宗
門改踏絵ニも相洩候段旁不埒ニ付、戸〆申付候之間急度慎
可罷在候尤此度申渡候人数之外以来弟子取等致安禅寺附之
盲僧ニ致候儀は堅不相成候間其旨可相心得候

68 ５ 74 73 376 きよ
与市

元下筑後町　欠
落立帰
乱心ニ付代　兄

－ 寛政12申

申10月18日きよ儀乱
心之由無相違相聞ニ
付願之通住居は差免
同人快気次第可届出
旨申付

乱心

右与市妹きよ儀当正月出奔致し此節立帰住居相願候得共、
都而他国出いたし候節は徃来切手取之可罷出旨兼而掟も有
之上、去ル亥年三月猶又右之趣堅ク申渡置処不相守立退候
段不埒ニ付咎可申付処、乱心之由無相違相聞ニ付伊平次願
之通住居は差免間きよ快気次第可届出旨申付候

69 ５ 74 84 380 幾次郎 西浜町 － 寛政12申
申11月７日入牢
同12月９日敲之上居
町江引渡

湿病
右之者湿病相煩暮方難儀ニ候迚、町家門先人不居合所にて
荷籠之内ニ有之夜具弐風呂敷壱盗取質入代銭壱貫九百四拾
八文遣捨候段不届ニ付敲之上居町江引渡遣し候

70 ５ 75 119 395 栄之進 本石灰町　座頭
八重都忰 － 享和元酉

申12月21日入牢
酉６月13日伺之上死
罪

盲目・乱
心 右之者乱心とは乍申親を切殺付死罪申付候
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71 ６ 79 33 86 元三郎 長崎会所筆者手
伝 － 文化元子 子３月18日急度叱リ 乱心

右之者弟政九郎乱心いたし候はゝ心付方も可有之処無其
儀、既去ル十四日法外之躰ニ而御役所広間江罷出前後不都
合之儀共申立候始末ニ至候段畢竟手当不行届不念ニ付急度
叱リ置候

72 ６ 80 35 120 ます 元今魚町　欠落
立帰　瞽女 － 文化２丑 丑５月27日申渡 盲目 右之者共欠落いたす段不埒ニ付手鎖可申付処、ます儀は盲

目之儀ニ付宥免を以急度叱リ置しけは不及咎之沙汰

73 ６ 81 11 141 兵七 金屋町 － 文化３寅

丑６月６日兵七儀検
使懸リより所預
同閏８月４日兵七入
牢和七たけ新太郎吉
平藤三郎他参留
寅正月13日伺之上兵
七儀親類江引渡押込
置候様申渡一件之者
共他参留差免

乱心
兵七儀去丑六月六日朝女房かねを殺害いたし候得共、乱心
ニ無紛かね親類町役人等助命相願ニ付伺之上依御下知不及
下手人助命申付兵七親類江引渡間押込可置旨申渡

74 ６ 87 93 320 松右衛門 元筑前　無宿 － 文化８未
未閏２月15日入牢
同８月27日入墨重敲
之上市中郷中払

湿病

右之者在所無断立出無宿ニ成、櫛笄小間物類等商ひいたし
相廻リ候内、豊後浜之市同国府内市場ニ而名住所不存者と
百文五拾文賭之かるた又は丁半博奕いたし金五両打勝候
後、筑前飯原村次右衛門同国無宿惣平ニ出会盗之手段申
合、当二月夜中平戸江迎浦酒屋裏手塀之破より三人共這入
次右衛門裏口之戸を明ケ惣平一同内ニ入候付其方ハ裏口ニ
相待居候処次右衛門硯箱壱ツ盗出其方江相渡ニ付請取置
処、次右衛門内江入候付右箱挽出シ探見候処金子と相見紙
包之品有之ニ付密ニ懐中いたし取隠シ居候処、次右衛門惣
平銭箱壱ツ盗出山中ニ持越ニ付其方も同所江罷越次右衛門
より請取置候硯箱同人江相渡候処、挽出之内見改候儀ニは
無之哉と相尋ニ付明ケ見候儀無之旨偽申聞候処、衣類壱ツ
呉レ候付貰請、右之者共ニ相別レ候上平戸ニ而盗取候金子
改候処八両有之ニ付、商ひ物為買入当地江立入豊後町紙屋
太兵衛方ニ罷越、筑前田中村之者と申偽湿病養生之ため逗
留いたし度旨申聞、兼而名住所不存往来之者より認貰候贋
切手差出逗留いたし平戸ニ而盗取候金八両之外五両は博奕
ニ而打勝二十両は商ひ物売立候代金所持いたし候分共都合
三拾三両之内飯料養生料として金四両と丁銀壱挺太兵衛江
渡置、其外遊所等ニ遣捨候始末不届ニ付入墨重敲之上市中
郷中払申付候

75 ６ 87 83 322 辰次
高木作右衛門御
代官所　肥前国
高 来 郡 茂 木 村　
百姓

－ 文化８未
午８月28日入牢
未８月13日伺之上中
追放

盲目

右之者父法盲目ニ候得共、居宅雨戸〆候節女房みさ娘を抱
椽先ニ居雨戸突当候得は言葉荒々相咎不埒之躰ニ候はゝい
か様ニも取計方可有之処、拳ニ而擲立出候様申候付みさ儀
親善助方江罷越候後、親法玄并娘之為を存呼戾度善助十三
郎猿松江引合候得共、みさを始其外之者共承引不致却而悪
口等申候故、残念ニ存みさを殺候存念は不得止事儀ニ候得
共、始末其方所存未熟故之儀其節差廻リ候とは乍申、幼年
之娘をも突殺候始末およひ候段不埒ニ付中追放申付候

76 ６ 88 53 367 孫九郎 大村町
周助事 － 文化９申

申７月４日入牢
同月６日出牢手鎖所
預
同９月４日船并茶出
取上市中郷中払
但手廻リ其外杉板薪
等ハ渡遣ス

流行り病

右之者近国ニ而船買請無極印之儘所持いたし、其上名前不
存上方船之船頭より茶出シ買請、長崎村十善寺郷和三郎江
売払候残数千程売払方同人江相頼置数日右品持囲難儀ニ
付、先達而常州鹿嶋事触由当秋悪病流行死亡之者多可有之
由承候儀を存出シ家毎ニ古キ茶出しを打砕候得は病難遁候
旨書面拵板行ニいたし配候はゝ、茶出売捌方之便ニ可相成
と存付、今博多町竹次郎を頼板行拵兄山中宇一江悪病流行
之儀相咄板行摺立配候はゝ陰徳ニ可相成間追々配呉候様頼
置候上、近在江罷越候旨宇一江申偽所役人江も無断昆布酒
等所持之船ニ積込、野母村久蔵与七を水主ニ雇薩州市来江
罷越右品々売払薪杉板焼酒茶出等代銭四拾六貫文ニ買取積
帰候処、右一件吟味相懸候趣承リ所役人方江欠込候旨雖申
之不取留儀を板行ニいたし宇一より所々江為配候始末ニ至
候段、巧成仕方不届ニ付所持之船并茶出シ取上ケ、市中郷
中払申付候以来御構之地江立入間敷旨申渡候

77 ６ 89 ５ 376 やゑ 元寄合町
欠落立帰 － 文化９申 申10月13日申渡 乱心

右やゑ儀欠落いたす段不埒ニ付手鎖可申付処、乱心之由無
相違相聞ニ付此節咎之不及沙汰住居之儀は寅太郎依顧差免
やゑ快気次第可申出旨申渡候

78 ７ 90 ３ ２
豊次郎ほか

（父佐太郎中
症）

恵美酒町　佐太
郎忰 － 文化10酉 酉11月５日申渡 中症

当八月廿日恵美酒町惣市・万吉儀、同町佐太郎を打擲いた
し候後同人余病差出相果候付吟味願出候一件吟味中、惣
市・万吉入牢申付、其外之者とも預他参留申付置処、右は
佐太郎打擲ニ逢候ニ付療治差扣、追々痛所も快方ニ相成和
談内済之儀所役人迄申立候後、同九月廿八日頃より不図病
気差発、翌廿九日夜相果候儀ニ而、一両年以前より中症相
煩近来病身ニ相成候得は、右打擲ニ逢候故相果候儀ニ無之
全余病差発病死いたし候儀ニ相違無之ニ付、双方和談之上
内済いたし度吟味下之儀佐太郎親類并役人一同相願ニ付、
此上吟味之上不及沙汰願之通聞届遣、惣市・万吉出牢申付
一件之者共預他参留差免候旨申渡候
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79 ７ 91 33 50
平作

（袖乞之躰之
男乱心）

万屋町番小屋ニ
罷在候　浦上村
かつくい原非人

－ 文化12亥
亥４月24日検使懸よ
り牢守預、同５月23
日手鎖　日数30日

乱心

右之者去月廿四日万屋町橋際ニ罷在候名住所不存袖乞之躰
之男身元怪敷見請立退候様相咎候節、却而悪口いたし其上
脇差を抜切懸リ乱心者ニも可有之哉と見請迯出候処、右之
者追懸参切付候ニ付、凌方無之側ニ積有之真木を以相防候
内、頭ニ当リ直ニ倒レ全当リ所悪敷即死いたし候儀ニ可有
之旨、雖申之乱心者と心得迯出候程ニ候はゝ如何様ニも防
方可有之之処、差迫候場合とは乍申袖乞之躰之もの相果候
始末ニ至候段不届ニ付急度も可申付処、右之もの名住所紛
敷往来切手数通所持いたし死骸晒建札申付候得共、尋来候
者無之全無宿ニ而身柄不宜者と相聞其上口論之訳とも違怪
敷存相咎候を理不尽ニ切懸リ既ニ三ヶ所手疵負凌方無之、
右及始末候段無相違相聞ニ付宥免を以手鎖申付候

80 ７ 101 １ 273 平次郎（兄
彦九郎乱心） 大黒町 － 文政６未 未９月６日所預、同

10月13日過料３貫文 乱心
右之者兄彦九郎乱心ニ而縊死いたし候はゝ、早速所役人江
可申立処無其儀、取置之儀ゆき・ちよ及相談候節届出候心
付も無之候迚、病死之躰ニいたし内々可葬といたし候段心
得違之至、不埒ニ付過料三貫文申付候

81 ７ 101 １ 273 ちよ（叔父
彦九郎乱心） 西上町 － 文政６未 未９月６日所預、同

10月13日　10日押込 乱心

右之者同居致し候叔父彦九郎致乱心候はゝ、別而心付容易
外出致間敷処無其儀、少々快方ニ相見殊熟睡いたし居候迚
母ゆき方江罷越既留守中彦九郎縊死いたし候始末ニ至、其
上平次郎任申所役人江も不申立、病死之躰ニいたし内々可
取置といたし候段、女之儀とは乍申取計方不行届旁不束ニ
付押込申付候

82 ７ 101 １ 273 ゆき（弟彦
九郎乱心） 大黒町 － 文政６未 未９月６日所預、同

10月13日急度叱 乱心
右之者弟彦九郎乱心ニ而縊死いたし候はゝ、早速所役人江
可申立処無其儀、平次郎任申病死之躰ニいたし内々可取置
といたし候段、女之儀とは乍申取計方不行届不束ニ付急度
叱リ置候

83 ７ 104 21 372 次郎平 万屋町
長平次弟 － 文政10亥 亥３月朔日検使懸よ

り預、同６月５日叱 眼病
右之者兄長平次大井手町安右衛門及口論候はゝ、兄之儀如
何様共申宥取計方可有之処、眼病相煩居候とは乍申安右衛
門手疵負候始末ニ至候段等閑故之儀不束ニ付叱リ置候

84 ８ 106 ５ ４ 市次郎 元南馬町欠落立
帰 － 文政12丑

子７月16日市次郎溜
入
同月19日入牢
丑正月27日伺之上市
次郎儀親類江引渡可
押込置旨申渡

乱心
市次郎儀女房さほを連欠落致し立帰候後、猶又同人并娘く
ま召連欠落致し立帰、去七月十五日夜さほ一同墓参として
立出墓所ニ而同人を殺害いたし候得共乱心ニ無紛ニ付伺之
上松平周防守殿依御下知親類江引渡間押込可置旨申渡候

85 ８ 106 ５ ４ むめ（弟市
次郎乱心）

下筑後町
戸川貞蔵母 － 文政12丑 丑正月27日伺之上急

度叱 乱心
右之もの弟市次郎乱心躰ニ見請候はゝ心付方可有之処、夜
中為墓参さほ一同立出候節其儘ニいたし置、殊市次郎小刀
所持致し候をも不存罷在候段、一躰心付方不行届不束ニ付
伺之上松平周防守殿依御下知急度叱リ置候

86 ８ 107 ４ 27 喜蔵（女房
つき癇症） 諏方町 － 文政12丑

丑12月９日喜蔵・万
五 郎・き く・熊 太
郎・金右衛門・久四
郎検使懸より所預
同月14日内済吟味下

癇症

去ル八日喜蔵女房つき自害致ス処、諏方町林蔵と密通いた
し居候由喜蔵申立吟味願出ル一件、吟味中喜蔵儀得と考候
得ハ、つき儀頃日不揃之儀も有之、癇症躰ニ而右病症手強
差発自害いたし候儀ニ可有之外心当リ無之、全不慮之変死
故取昇セ不取留儀申立、一旦卒忽ニ吟味相願候段今更恐入
旨申之、きく儀も右密通之風聞ハ承候得共聢と取留候儀無
之、林蔵離別之上家出致し候儀を相歎喜蔵夫婦之者共江相
咄候迄ニ而、外子細は勿論一同無申分吟味下ケ之儀相願ニ
付、願之通下ケ遣預差免候旨申渡候

87 ８ 109 １ 83
戸川貞蔵
むめ（親類
市次郎乱心）

長 崎 宿 老 筆 者　
下筑後町
貞蔵母　同町

－ 天保２夘 夘９月18日市次郎永
尋申付両人共急度叱 乱心

右之者共親類市次郎儀女房さほを殺害致し乱心無紛ニ付、
伺之上其方共江引渡押込置候様申渡置処、欠落ニ付貞蔵江
追々日限尋申付処、今以不尋出不埒ニ付急度叱リ置、猶又
永尋申付ル間此上無油断可尋出旨申渡候

88 ８ 110 19
※ 125 茂十（父仁

兵衞傷寒）
本 大 工 町 帳 面　
今魚町住居仁兵
衛忰

－ 天保４巳

巳７月25日茂十処
預・庄兵衛郷宿預
同９月朔日内済依願
吟味下茂十・庄兵衛
預差免

傷寒

当四月廿四日夜尾上権之助方土蔵江盗人這入衣類盗取、右
は庄兵衛仕業之由風聞有之、権之助方ニ而手強相糺処仁兵
衛・茂十仕業ニ可有之旨庄兵衛申立ニ付、仁兵衛・茂十共
取押是又権之助方ニ而相糺候内無実被申懸候由申立、仁兵
衛儀刃物を以自分ニ疵付候ニ付、富岡陣屋にて吟味中右疵
平癒之上傷寒相煩病死いたし候一件、茂十処預、庄兵衛郷
宿預申付置処、右は庄兵衛儀難渋可遁ため無跡形儀申懸い
たし候由相詫、仁兵衛・茂十仕業ニ無之段は顕然いたし、
仁兵衛儀は疵所平癒之上全余病差発相果候儀ニ而、外々江
対し申分無之旨茂十申之、双方無申分熟談内済致し吟味下
ケ之儀当人親類所役人郷宿一同相願ニ付、此上吟味之不及
沙汰願之通吟味下ケ遣、茂十・庄兵衛共預差免候旨申渡候

89 ８ 112 14 158 利右衛門
高木作右衛門御
代官所　肥後国
天草郡佐伊津村　
非人

－ 天保６未

午11月２日郷宿預
同12月14日帰村之上
村預
未４月９日伺之上急
度叱リ

眼病

右之者無宿俊了と生所不知袖乞幾次郎口論致し、俊了・幾
次郎江手疵為負候はゝ取押可訴出処、双方引分候迄ニ而其
節眼病痛強く取押候儀も不心付候迚俊了立去候を其儘ニ致
し置候段取計方不行届、右始末不埒ニ付伺之上松平周防守
殿依御下知急度叱リ置

90 ８ 113 37 196 米蔵（親長
吉不揃躰） 勝山町　長吉忰 － 天保７申 申７月23日急度叱 不揃躰

右之もの親長吉不揃躰ニ有之療用手当いたし追々快相成
処、当七月朔日与風近所江罷出不立帰故所々相尋処、長吉
儀北瀬崎海岸江参リ水死いたす次第ニ相成、畢竟心附方不
行届故之儀不埒ニ付急度叱リ置
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91 ８ 113 45 199 登吉（町内
儀三郎片輪） 八百屋町 － 天保７申 申正月25日入牢

同８月13日居町払 片輪

右之もの町内儀三郎酒狂之上立騒儀度々有之処去未十二月
十日儀三郎酒ニ給酔立騒故、兄卯兵衛儀爲懲戒呉る様相頼
とも異見を加取計方も可有之処、儀三郎を苧縄ニ而後ロ手
ニ縛リ町内自身番屋江三日程入置縄を解処、両之手首腫右
之手ハ次第ニ腫出手首腐腕指とも伸屈不相成、差置てハ命
ニも障る故療治之ため右之腕先切落、疵所ハ癒寄なれとも
渡世も難成程之片輪ニ相成段、右始末不届ニ付居町払申付
ル

92 ８ 113 48 201 みね（母ひ
さ不揃躰） 八幡町　ひさ娘 － 天保７申 申８月18日急度叱 取昇不揃

躰

右之もの聟市蔵離縁ニ相成ル後母ひさ儀推量迄之儀を被是
心配いたし、取昇不揃躰ニ相成ルニ付医師懸手当いたす程
ならハ無油断心付ケ可申処、当七月三日朝便所江参る跡ニ
而ひさ儀脇差を以自殺いたす段、心付方不行届故之儀不埒
ニ付急度叱リ置

93 ８ 116 75 317
野上織之助

（ 橋爪七左
衛門乱心か）

高木作右衛門御
代官所　肥前国
日見村　浦見番

－ 天保９戌
和泉守殿江伺
戌７月25日伺之通無
構

病気・理
不尽

右之もの当正月八日夜病気ニ而打臥罷在ル処、中追放ニ相
成橋爪七左衛門儀理不尽ニ踏込刃物を以其方夫婦江手疵為
負ルニ付、右刃物もき取手近ニ有之棒を以七左衛門を強打
擲いたし疵付同人即死いたすなれとも、其場之始末無余儀
次第ニ付無構

94 ８ 116 76 317
ひさ（夫良
助気分不揃
躰）

後興善町　良助
女房 － 天保９戌 戌７月25日急度叱 気分不揃

躰

右之もの夫良助気分不揃躰ニ有之療用手当いたし追々快相
成処、当六月廿八日朝与風罷出不立帰故所々相尋処、良助
儀長崎村西山郷字棒山畑中ニ而所持之短刀を以自殺いたす
次第ニ相成段、畢竟心付方不行届故之儀不埒ニ付急度叱

95 ８ 118 20 381
夘兵衛（せ
い祖父利三
次不揃躰）

西浜町　利三次
孫　せい煩ニ付
代

－ 天保10亥 亥12月７日急度叱 不揃躰
せい儀祖父利三次不揃躰ニ有之療養手当いたし追々快相成
候処、当十一月廿二日夜与風近所江罷出不立帰候故所々相
尋処、利三次儀西古川町川中ニ而溺死いたし候次第ニ相成
候段、畢竟心附方不行届故之儀不埒ニ付急度叱

96 ８ 118 32 388
みつ（夫常
吉気分不揃
躰）

万屋町　常吉女
房 － 天保11子 子３月27日急度叱 気分不揃

躰

右之もの夫常吉気分不揃躰ニ有之療用手当いたし追々快相
成候処、当月廿一日夜右之もの薬調ニ参リ候留守ニ而常吉
儀髪剃刀ニ而自殺いたし候次第ニ相成候段、右躰之もの壱
人差置畢竟心付方不行届故之儀不埒ニ付急度叱リ

97 ９ 119 ５ 13

兵右衛門
伊助
浅平（庄左
衛門不揃之
躰）

岩屋村　百姓
名頭代
田頭村　百姓　
才兵衛煩ニ付

－ 天保12丑
丑11月13日 兵 右 衛
門・才兵衛ハ過料３
貫文ツツ
伊助ハ急度叱

不揃之躰

右之もの共岩屋村庄左衛門支配役所吟味中手鎖宿預申付有
之処、病気ニ付親類預相成帰村後、兵右衛門・才兵衛ハ預
リ附添居、伊助は折々見廻候処、庄左衛門気分不揃之躰ニ
有之上ハ別而心附候処夜中番いたし候節、兵右衛門ハ用事
有之候とて才兵衛相頼置帰宅いたし、同人は居眠、庄左衛
門立出候をも不存罷在候故同人水死いたし候次第ニ至リ、
伊助も兼而申付方不行届故之儀一同不埒ニ付、兵右衛門・
才兵衛は過料銭三貫文宛、伊助は叱

98 ９ 120 98 88 玄仲（姉む
ろ疳症） 万屋町 － 天保14夘 夘３月23日急度叱 疳症

右之もの姉むろ兼々病気之処当二月廿二日首縊相果、右ハ
持病之疳症差発相果候儀ニも可有之哉、いつれニも幼年之
姪むめ壱人附置候故右躰自分と相果候をも不存罷在候段、
心附方不行届故之儀不埒ニ付急度叱

99 ９ 120 98 98ｰ
99

むめ（叔母
むろ疳症）

酒屋町　久兵衛
娘 － 天保14夘 夘３月23日急度叱 疳症

右之もの万屋町玄仲方ニ留主いたし居候節伯母むろ儀持病
之疳症差発、此もの調物ニ出候跡ニ而むろ首縊相果候をも
不存罷在候段、女之儀とは乍申不埒ニ付急度叱

100 ９ 120 128 101
茂市（伯父
要蔵気分不
揃）

西上町 － 天保14夘
夘５月27日預
同６月18日過料３貫
文

気分不揃
右之もの伯父要蔵先年欠落致し候処、此度幼年之忰召連罷
帰候を訴も不致同居為致、其上要蔵気分不揃ニ有之候はゝ
精々可心付処、当五月廿七日暁不斗罷出溺死いたし候次第
ニ相成候段、畢竟心付方等閑故之儀旁不埒ニ付過料三貫文

101 ９ 120 128 101 富蔵（父要
蔵気分不揃）

西上町　欠落立
帰　要蔵忰ニ而　
同町　茂市方ニ
罷在

－ 天保14夘 夘５月27日預
同６月18日急度叱 気分不揃

右之もの父要蔵当地江立帰候節一同罷越訴も不致西上町茂
市方ニ罷在、其上要蔵儀気分不揃ニ有之候はゝ精々可心付
処、当五月廿七日暁不斗罷出溺死いたし候次第ニ相成候
段、幼年之儀とは乍申心付方等閑故之儀不埒ニ付急度叱リ

102 ９ 121 27 116
清助
しほ（母し
け気分不揃）

西中町
同人妻 － 天保14夘

夘８月14日両人共預
同９月５日両人共急
度叱

気分不揃
右之もの共母しけ気分不揃ニ有之候はゝ精々可心付処、当
八月十二日不斗罷出溺死いたし候次第ニ相成候段、畢竟心
付方等閑故之儀不埒ニ付両人共急度叱

103 ９ 121 59 129 元吉 皮屋町　穢多 － 天保14夘

寅５月４日入牢
同７月21日重病ニ付
出牢預
夘10月16日50日 手
鎖

乱心

右之もの皮屋町穢多喜平次一件ニ付入牢申付、相牢之囚人
古町入墨福太郎儀牢内隠持入候蛤貝貰受、同人死罪御仕置
相成候後隠所持いたし居候処、其後此もの儀右貝ニ而陰嚢
江疵付候儀ハ、乱心ニ而何事も不相弁旨申立候得とも、牢
内掟を背き右様之品隠持居候段不埒ニ付五十日手鎖

104 ９ 122 ９ 152 しな（夫安
平取昇セ）

今 籠 町　 左 官　
安平妻 － 弘化元辰 夘12月29日預

辰２月23日急度叱 取昇セ
右之もの夫安平去十月廿四日夜類焼後取昇セ候様子見請候
はゝ精々可心付処、同十二月廿七日夜不斗罷出溺死いたし
候次第ニ相成候段、畢竟心付方等閑故之儀不埒ニ付急度叱

105 ９ 123 56 176 重助（女房
まつ血症） 東浜町 － 弘化元辰

辰６月24日預
同７月４日過料３貫
文

血症ニ而
取昇セ

右之もの当六月十八日女房まつ血症ニ而取昇セ自殺いたし
候はゝ、其段訴出検使可請処、外聞を厭ひ病死之積取計候
方可然と忰并親類共江も談之上、菩提寺役僧江申談、右躰
自殺之ものを病死之趣ニ申成内々葬候始末、不埒ニ付過料
三貫文

106 ９ 123 56 176 重吉（母ま
つ血症） 東浜町　重助忰 － 弘化元辰 辰６月24日預

同７月４日急度叱
血症ニ而
逆上

右之もの母まつ血症ニ而逆上致シ候はゝ別而可心付処、当
六月十八日他出いたし候跡ニ而まつ血症相募取昇セ自殺い
たし候段、畢竟心附方不行届故之儀、殊ニ外聞を厭ひ病死
之積ニ而取計候方可然と存内々葬候段ハ、父重助存付候儀
とハ乍申倶々役僧江申談、右躰之ものを内々ニ而葬候始末
不埒ニ付急度叱
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107 ９ 125 38 268
虎次郎
むめ

（ 伊兵衛気
分不揃）

今鍛冶屋町　伊
兵衛養子
右　伊兵衛妻

－ 弘化３午 午４月23日両人共急
度叱 気分不揃

右之もの共養父并夫伊兵衛気分不揃ニ有之候はゝ精々可心
付処、当四月十一日伊兵衛儀用事有之趣ニ而裏土蔵江罷越
自殺いたす次第ニ相成ル段、畢竟心付方等閑故之儀不埒ニ
付両人共急度叱

108 ９ 126 53 279
あひ（夫寅
之助逆上い
たし気分不
揃）

八幡町　家持　
寅之助女房 － 弘化３午 午６月27日急度叱

逆上いた
し気分不
揃

右之もの夫虎之助逆上いたし気分不揃ニ候はゝ別而可心付
処、当月十一日昼後二階江上リ臥リ候迚其儘ニいたし置故
既ニ自殺いたし候次第ニ至ル段、不埒ニ付急度叱リ

109 ９ 127 ６ 318 藤七 魚貫村百姓　武
八弟 － 弘化３午

午６月29日預
同８月６日入牢
同９月29日出牢
同日30日手鎖

熱気強疱
瘡

午十月十日此もの儀熱気強疱瘡之様子ニ有之難渋いたし候
間、手鎖差免之儀百姓代幷郷宿之もの願書差出候ニ付願之
通差免、検使之もの差遣手鎖迦し全快之上可届出旨申渡
同月廿二日病死いたし候旨申出
同廿三日死骸取片付申付ル

110 ９ 128 51 350

弥三太（と
く煩ニ付代、
夫多助逆上
いたし気分
不揃）

中紺屋町組頭
熊野多助女房 － 弘化４未 未４月25日急度叱リ

逆上いた
し気分不
揃

とく儀夫多助逆上いたし気分不揃ニ候はゝ別而可心付処、
当月二日夜裏手物置小屋おゐて自殺いたし候次第ニ相成候
段、畢竟心附方等閑故之儀不埒ニ付急度叱リ

111 ９ 128 83 370
まつ（夫友
太郎気分不
揃）

古町家持　友太
郎女房 － 弘化４未 未８月７日急度叱リ 気分不揃

右之もの夫友太郎兼々気分不揃ニ有之候はゝ精々可心付
処、同人儀当七月三日暁表井戸江落入相果候次第ニ至リ候
段、畢竟心付方不行届故之儀不埒ニ付急度叱リ

112 10 130 90 ６
又兵衛（孫
正太郎気分
不揃躰）

酒屋町　柳隆元
借家　正太郎祖
父

－ 嘉永元申 申８月27日急度叱 気分不揃
右之もの孫正太郎気分不揃躰ニ有之候はゝ手当之いたし方
も有之処、当六月十五日法外之躰ニ而御役所広間江罷出、
前後不都合之儀とも申立候始末ニ至候段、畢竟手当不行届
不念ニ付急度叱リ

113 10 131 21 48
吉兵衛（半
兵衛煩ニ付
代、同居理
吉気分不揃）

今紺屋町　家持 － 嘉永２酉 酉閏４月７日急度叱 気分不揃

半兵衛儀縁者出来、鍛冶屋町理吉儀独身ニ罷在候処気分不
揃相成、外親類も無之ニ付同居為引請世話いたし候はゝ、
兼々手当之いたし方も有之処、当三月十日法外之躰ニ而御
役所広間江罷出、前後不都合之儀共申立候始末ニ至リ候
段、畢竟手当不行届故之儀不念ニ付急度叱リ

114 10 133 101 160 りか（母ま
す気分不揃）

油屋町　ぬひ借
家　惣太郎後家 － 嘉永４亥 亥４月13日急度叱 気分不揃

右之もの母ます兼々気分不揃ニ有之候はゝ可心付処、同人
儀当三月廿五日夜不斗罷出溺死いたし候次第ニ相成候段、
畢竟心付方不行届故之儀不埒ニ付急度叱

115 10 134 63 222 周吉
高木作右衛門御
代官所　肥前国
高来郡椛嶋村　
医師

－ 嘉永５子

亥10月27日周吉入牢
伊賀守殿江伺　子７
月23日伺之通周吉乱
心無紛すき親類村役
人等助命相願ニ付助
命申付親類江引渡押
込可置旨申渡

乱心
周吉儀去亥十月八日同村福次郎従弟女すきを殺害いたし候
得共、乱心無紛同人親類村役人等助命相願候ニ付助命申
付、親類江引渡候間押込置へし

116 10 134 63 222
くら
しゆん
いよ（周吉
乱心）

右　周吉母
同人姉 － 嘉永５子

伊賀守殿江伺　子７
月23日伺之通三人共
急度叱

乱心

右之もの共周吉乱心いたし荒々敷躰ニ付手当いたし置候
はゝ快方ニ相成とても、無油断可心付処手ゆるニいたし、
脇差を持罷出候をも不存罷在、既ニ村内福次郎従弟女すき
を殺害いたし候始末ニ至リ候段、心付方不行届一同不埒ニ
付急度叱

117 10 134 64 222 千代吉（兄
政太郎村気）

本下町　市兵衛
借家 － 嘉永５子 子７月23日急度叱 村気

右之もの都而無宿ものは差置間敷旨兼而申渡有之処、兄政
太郎欠落いたし病気ニ而立帰介抱等ニ取紛候とて帰住之願
も不致数日止宿為致、殊ニ折々村気ニ有之候はゝ別而可心
付処同人儀溺死いたし候次第ニ至候段、畢竟心付方等閑故
之儀、右始末旁不埒ニ付急度叱

118 10 134 64 222
清兵衛（し
か煩ニ付代、
兄政太郎村
気）

右　千代吉妹 － 嘉永５子 子７月23日急度叱 村気
しか儀欠落いたし候兄政太郎病気ニ而立帰、折々村気ニ有
之候はゝ別而可心付処同人儀溺死いたし候次第ニ至候段、
畢竟心付方等閑故之儀、右始末不埒ニ付急度叱

119 10 136 11 288 嘉一郎 油屋町　ぬひ借
家 － 安政２夘

夘４月２日入牢
同10月27日親類江預
押込

乱心

右之もの当三月廿九日竹之子堀ニ同道いたし可参旨女房よ
し江申聞候処、勝手次第壱人可参、女之参リ候場所ニ無之
旨答候を心外ニ存し、持病之肝症差発本心取失ひ同人を切
害いたし候段、全乱心ニ無紛同人兄并親類一同助命相願候
間、親類江預ケ押込

120 10 136 11 289
もと
いゑ（嘉一
郎肝症ニ而
村気）

右嘉一郎母
茂吉女房 － 安政２夘 － 肝症ニ而

村気

右之もの共嘉一郎肝症ニ而折々村気ニ有之候はゝ手荒之儀
無之候共心付方可有之処、もとハいゑ方江同居罷在同人ハ
無人ニ候迚、もとを同居為致置嘉一郎手当方等閑ニいたし
置候故、女房よしを及殺害候次第ニ至リ候段、不念ニ付両
人共急度叱リ
一よし死骸は取片付申付ル

121 10 136 40 307 むめ（夫儀
平気分不揃）

本下町　町内持
借家　儀平妻 － 安政３辰 夘９月４日預

辰２月27日急度叱 気分不揃
右之もの夫儀平儀兼々気分不揃ニ有之候はゝ精々可心付
処、同人儀去夘八月廿五日夜不斗家出いたし溺死いたし候
次第ニ相成候段、畢竟心付方不行届故之儀不埒ニ付急度叱

122 10 137 23 341
辰次（清兵
衛代、清兵
衛発狂）

相手　酒屋町 － 安政３辰 辰12月25日申渡 発狂
右之もの共出入吟味中之処相手清兵衛発狂いたし候段訴出
候ニ付、同人快気次第及訴訟候は格別、此上吟味之沙汰ニ
不及訴状は下ケ遣
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番号 巻 章 番号 頁 名前 住所・身分 年齢 年 月日 症状 内容

123 10 137 105 377 茂吉（親類
嘉一郎乱心）

油屋町　嘉一郎
親類　同町　さ
き借家

－ 安政４巳

巳12月25日茂吉は過
料５貫文、恵三二は
同３貫文、儀兵衛・
平兵衛は急度叱一
同、嘉一郎行衛永尋

乱心

右之もの共茂吉は親類嘉一郎乱心ニ而女房よしを及殺害候
ニ付押込可置旨申渡、親類江引渡茂吉方ニ差置候上は精々
可入念処、嘉一郎欠落いたし候次第ニ至候段、畢竟心付方
等閑故之儀一同日限尋申付置候処、度々日延之上不尋出段
不埒ニ付、茂吉は過料五貫文、恵三二は同三貫文、儀兵衛
外壱人は急度叱リ一同、嘉一郎行衛は永尋

124 11 138 67 25 藤太郎（兄
重太郎不揃）

鍋屋町　重太郎
弟 － 安政６未 未７月11日急度叱リ 不揃

右之もの兄重太郎折々不揃之儀有之候はゝ別而可心付候
処、同人儀自殺いたし候次第ニ至リ候段、畢竟心附方等等
閑故之儀不埒ニ付急度叱リ

125 11 143 12 250
与市（伯父
善三郎女房
かう不快ニ
而取昇）

出来大工町　家
持　米十郎忰 － 元治元子 子５月27日急度叱 不快ニ而

取昇

右之もの同居いたし候伯父善三郎女房かう不快ニ而折々取
昇候様子ニ候はゝ米十郎・善三郎とも留守中之儀、別而可
心付処、用事有之候迚かう壱人差置外出いたし候跡ニ而同
人儀縊死いたし候次第ニ至候段、心付方等閑故之儀不埒ニ
付急度叱

126 11 144 27 297 なみ 本五嶋町　佐十
郎借家　孀 － 元治元子

子12月26日過料３貫
文ツヽ
彦四郎行衛は永尋

癪気

右之もの共願成寺書上旅人彦四郎預ケ相成番いたし候はゝ
不取迯様精々可心付処、兵五郎はなみ癪気差発候迚代リ之
ものも不差置薬買入として罷出、なみは癪気強く差発人事
を失ひ候趣ニ候得共、兵五郎薬買入として罷出候はゝ代リ
之もの差置候様可心付処無其儀故、右透を見合セ彦四郎迯
去候次第ニ至候段、番人之詮無之、殊日限尋申付度々日延
之上不尋出段、右始末不埒ニ付過料三貫文宛申付、彦四郎
行衛は永尋

127 11 144 111 333
穴之助
かう（母す
ゑ気分不揃）

東浜町　家持
同人女房 － 慶応元丑 丑11月26日両人とも

急度叱 気分不揃
右之もの共母すゑ病気ニ而気分不揃ニ有之候はゝ精々入念
可心付処、既ニ与風家出いたし井戸江落入相果候仕儀ニ至
候段、畢竟心付方等閑故之儀不埒ニ付両人とも急度叱リ

128 11 145 39 349 徳三郎 家持 － 慶応３夘 夘６月10日両人共過
料３貫文宛 積気

右之もの共町内政太郎儀不埒有之、手鎖御咎受番いたし候
はゝ精々可心付処、彦吉は徳三郎積気差発候とて代リ之も
のも不差置薬買ニ罷出、同人は苦痛ニ堪兼便所江罷出候
跡、右透を見合政太郎迯去候次第ニ至候段番人之詮無之、
殊ニ日限尋申付度々日延之上同人自分と立帰候迄不尋出
段、右始末不埒ニ付過料三貫文宛

129 11 145 52 354 あさ 肥後　無宿 － 慶応３夘

丑10月２日入牢
寅９月７日夜牢屋敷
内出火之節放遣し立
帰候ニ付翌８日帰牢
寅10月７日出牢溜預
夘９月２日入墨之上
重敲可申付処牢屋敷
内出火之節放遣立帰
候ニ付入墨

積気
持病之積気強く差込苦痛之砌、牢番新兵衛外弐人牢内江立
入同人共より内証ニ而介抱受、剰仮牢便所之板を引放し迯
去候始末不届ニ付、入墨之上重敲可申付処、牢屋鋪内出火
之節放遣し立帰候ニ付入墨、但人足寄場江差遣ス
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表
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３ 『長崎奉行所記録口書集』上中下（森永種夫編、犯科帳刊行会、1963）
番号 巻 番号 頁 名前 住所・身分 年齢 年 月日 症状 内容

１ 上 ３ ５ もん 東浜町七郎太娘、酒
造 辰20 弘化元辰 辰４月 癪気

女髪結之儀ニ付ては厳敷御触も有之処、病後自分ニ髪結候儀相成兼候迚兼
而出入いたし候寄合町遊女屋忠三郎方ニ罷在みつ相頼賃銭取極当三月十九
日内々ニ而髪を結貰ひ鼻紙代として銭弐拾文呉遣し候段、右躰御触を相背
候

２ 上 12 17 弥吉 油町、乙名定次郎借
家長之助亡父 － 弘化元辰 辰５月 病気

去卯年弥吉相果、三味線小唄浄瑠璃酒宴相催候儀に付ては度々御触も有之
処、倅長之助忘却いたし、当四月九日西古川町嘉平次相頼本石灰町磯助外
弐人一同、肥前国彼杵郡浦上村金毘羅山別当所ニおゐて幼年子供江手踊為
致三味線等相用ひ追々酒狂之上事騒敷相成ル段、亡父存生中病気平愈のた
めニ候とも猥ニいたし成候

３ 上 16 30 松本藤蔵 大村丹後守様鉄炮役 － 弘化元辰 辰５月 病気

藤蔵病気ニ付暇相願右跡相続丹後守様足軽ニ而鉄炮役相勤肥前国鈴田村ニ
住居いたし罷在候処病気ニ付、四年以前丑年暇相願倅常太郎江跡役相続被
申付、倅九十郎ニ相改父藤蔵母さき倅常太郎ハ在所ニ差置、妻まつ九十郎
両人同国彼杵村江引越、書画刀剣商売いたし候得共難取続、去卯五月上旬
両人とも同所立出無宿に而右商ひいたし立廻、坂瀬川村兼而知人医師現成
方留守之様子ニ而大小壱腰白鞘又ハ拵付脇差幷短刀とも三本盗取候

４ 上 22 46 － 肥前国天草郡久留村
百姓菊右衛門母 － 弘化元辰 辰５月 病気 菊右衛門郡中請地願一件御呼出ニ付出崎中、母病気手重之趣申越、御奉行

所江申立候ては日間相懸候儀を厭ひ、差添村役人江も不申聞帰村いたし候

５ 上 28 64 与兵衛 摂津国西成郡曽根崎
村、書上旅人 － 弘化元辰 辰６月 気狂、村

気

与兵衛儀、去々正月下旬甚太郎方江罷越、当三月廿九日外出いたし候儘不
立帰候処、四月七日長崎東築町川中江落入、所持之短刀ニ而咽壱ヶ所突切
相果罷在、右は兼々狂気之様子ハ相見江不申候得共、村気ニ相成甚太郎方
立出、全自分と疵付候

６ 上 ３ 74 つね 紺屋町儀助方ニ罷在 － 弘化２巳 巳２月 癪痛
母子講銭持参いたし候処、酒肴差出つね儀は癪痛差発候由ニ而相臥、紺屋
町喜三太、本大工町源吉、居候作兵衛、麹屋町弥吉ら一同博奕相催、本大
工町藤吉借家四郎助、見物いたし罷在候処町役人罷越捕押候ニ恐怖いたし
逃去候

７ 上 ２ 115 吉蔵
出来大工町嘉三次
倅、出来大工町常十
郎借家

午66 弘化３午 巳11月 重病
去巳八月、吉蔵儀唐船明キ船番ニ罷出盗いたし候処、唐船修理御出役之衆
ニ被捕押、廻之衆江御差出相成御尋之上手鎖御預、其後巳十一月廿二日重
病ニ付手鎖御免御預被仰付候

８ 上 ６ 120 － 長崎村高野平郷 － 弘化３午 午２月 病気 東上町家持利作弟恒吉儀、母病気ニ付見舞として罷越候間、当月七日夜利
作留守宅ニ而懇意之もの呼寄酒給合、博奕いたし候

９ 上 ８ 125 次八郎 乙名 － 弘化３午 午２月 重病 作次郎儀、当二月十八日乙名組頭御呼出請、次八郎ハ重病ニ付代兼罷出、
本博多町治助借家政吉仕役場ニ而盗いたし御仕置被仰付候

10 上 15 137 友次郎 椛嶋町とも借家 午27 弘化３午 午３月 大病
母病気ニ付友次郎儀、讃州金毘羅江立願有之町内江断も不致、去々辰年八
月廿七日出立いたし候処、途中ニ而大病相煩、当午三月廿四日、帰郷いた
し候由町乙名江自訴いたし候

11 上 16 138 伊兵衛 今鍛冶町 － 弘化３午 午４月 気分不揃
伊兵衛儀、二月二日頃より相煩逆上強折々気分不揃ニ有之候間、医師相懸
薬用手当いたし罷在候得共、当月十一日用事有之趣ニ而裏土蔵江罷越、自
殺いたし候

12 上 21 152 安五郎 今下町久兵衛借家 午66 弘化３午 午５月 盲目 安五郎儀、盲目ニ付按摩渡世いたし罷在候

13 上 １ 169 後藤屋伊
十郎

細川越中守領分肥後
国飽田郡熊本通町 － 弘化３午 午閏５月 腰痛

伊十郎持病之腰痛強く差発、倅幸作は介抱ニ附添、領内阿蘇山温泉江入湯
ニ罷越度段申出、去巳十月廿日同所江出立いたし留守ニ付、通町組頭百
助、細工町壱丁目木屋幸七方江罷出、成瀬春助、成田新次郎両人江其段申
立候処、早々呼戻候様申渡有之候

14 上 ５ 188 寅之助 八幡町家持 － 弘化３午 午６月 気分不揃
当年暑気強、逆上之様子ニ而当月十日比より気分不揃ニ相成候ニ付、早速
医師手当仕、甥惣助江為相介抱いたし罷在候得共、十一日昼七時頃二階に
て自殺いたし候

15 上 ７ 225 徳兵衛 丸山町 － 嘉永２酉 酉２月 癪気
徳兵衛持病癪気有之強く差発候砌、肥後国清正神江立願いたし、追々快方
相成候ニ付、徳兵衛倅豊三郎儀、解願として参詣いたし度、去々十二月中
無断立出無宿ニ相成、清正神江参詣いたし夫より所々立廻り、去申六月日
不覚立帰候得共、親元欠落いたし候

16 上 20 257 久右衛門 高木健三郎御代官所
肥前国高来郡日見村 酉44 嘉永２酉 酉３月 病気

久右衛門儀、日見村百姓久平倅ニ而右跡相続いたし候得共、兼而病身ニ而
百姓稼難相成、去々未年二月豊前国別府は湯場有之候ニ付、焼物器持越商
ひ可致と同所江罷越候処、日向国之もの之由辰之助儀代金遣込、久右衛門
儀も病中難儀いたし候得とも追々快相成、村方江罷帰候処、右病中立願之
儀も有之候ニ付、去申四月中旬肥後国清正公江参詣いたし候節、熊本城下
ニ而不計辰之助ニ出会、催促いたし候

17 上 22 261 国太郎 本石灰町無宿 酉36 嘉永２酉 酉４月 病気
国太郎儀、去々未年欠落いたし無宿ニ成、豊後国佐賀之関ニ罷在候伯母さ
と方江罷越候内、病気相煩全快之上、四国巡参又ハ九州所々神社参詣いた
し立廻候

18 上 ３ 268 吉五郎 本石灰町常吉借家 酉44 嘉永２酉 酉４月 大病
吉五郎儀、去々未年大病相煩候砌大宰府江心願いたし、全快いたし候ニ
付、為願解去申十月十三日御当地出立同所江参詣いたし、同廿八日帰宅仕
候

19 上 13 279 忠太郎 本石灰町入墨、無宿 酉21 嘉永２酉 酉４月 湿病 忠太郎暫溜ニ罷在候故、湿病相煩候間湯治いたし度、去申七月五日御当地
立出、筑前国須恵と申所之湯場ニ而入湯いたし候処、追々全快いたし候

20 上 17 285 － 今博多町堅重祖母 － 嘉永２酉 酉閏４月 眼病 祖母眼病煩候ニ付、堅重儀、当正月十一日肥前国戸町村大浦ニ罷在候眼病
方江目薬を求ニ罷出候

21 上 21 290 理吉
今紺屋町家持半兵衛
妻之甥、出来鍛冶屋
町

－ 嘉永２酉 酉閏４月
乱心、気
分 不 揃、
村気

理吉儀、当二月初旬より村気ニ相成渡世向も出来兼、半兵衛引請同居為致
世話いたし、医師山岡良平療治受候処、追々快方ニ御座候得共、当三月二
日朝より帰宅不致候
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22 上 28 300 卯三郎
高木健三郎御代官所
肥前国高来郡日見村
人別同国彼杵郡長崎
村小嶋郷伊助方同居

酉45 嘉永２酉 酉閏４月 病身
卯三郎儀、肥前国日見村百姓次助伜ニ而、父は先年相果右跡相続農業いた
し罷在候処、幼年之砌より病身ニ而稼難出来、小間物商ひいたし罷在候
処、去申三月中肥後国清正神江参詣いたし熊本新町旅籠屋江止宿いたし候
処、持病之疝痛差発歩行も出来兼ニ付滞留罷在候

23 上 35 310 勝五郎 勝山町無宿 酉48 嘉永２酉 酉閏４月 病身 勝五郎儀、木挽渡世罷在候処、病気差発渡世も出来兼、盗いたし候

24 上 38 316 倉右衛門
高木健三郎御代官所
肥前国彼杵郡浦上村
渕船津浦家持

酉36 嘉永２酉 酉閏４月 疾病
倉右衛門儀、当四月巳来疾病相煩打臥難渋いたし罷在候ニ付、讃岐国金毘
羅は常々信仰ニ有之候付、全快之程日々相念罷在候処、神力故ニ而候哉
追々快腹（ﾏﾏ）罷在、右ニ付為願解金毘羅江参詣いたし度存、当三月朔日
村方出立いたし候

25 上 11 333 －
寄合町遊女屋富三郎
抱遊女冬菊母、本大
工町

－ 嘉永２酉 酉５月 長病
冬菊儀、本大工町鼈甲細工師久太郎娘ニ而、父は先年相果、父跡兄伴太郎
相続いたし同人手前ニ罷在候処、母長病ニ而追々困窮ニ相成、暮方難取続
候付、十四年以前申年四月日不覚寄合町遊女屋富三郎江禿奉公いたし、其
後遊女ニ相成候

26 上 12 340 ゆき 肥後無宿 酉25 嘉永２酉 酉６月 疾病

ゆき儀、出稼ぎ奉公可致と存じ、四ヶ年以前午年在所無断立出無宿ニ相
成、豊後国浜脇江罷越、同所旅籠屋江食盛奉公いたし罷在候処、去申四月
頃より疾病相煩打臥難渋之余リ、常々肥後国清正公は信仰ニ有之候間、全
快之程願懸いたし、日々相念薬用いたし罷在候処、当春以来全快いたし候
間、為願解参詣可致と存し、当四月宿元立出肥後国熊本江罷越清正公江参
詣いたし候

27 上 15 344 米吉 本石灰町金右衛門借
家 酉38 嘉永２酉 酉５月 病身 米吉儀、兼々病身ニ付立願之儀有之、当二月廿五日筑前国大宰府江参詣い

たし、同所門前ニ旅宿いたし五日之間参詣いたし候

28 中 ５ ４ 友吉 嶋原無宿入墨 酉29 嘉永２酉 酉10月 湿病 友吉儀、去申正月迄筑前国罷在候処、湿病相煩候節、肥前国御崎観音江立
願全快いたし、礼参リとして立出候

29 中 21 44 忠兵衛 五嶋無宿入墨 酉26 嘉永２酉 酉12月 湿病
忠兵衛儀、去申三月十八日被召出出溜仰付、御奉行所門前払ニ相成、夫よ
り肥前国大村辺所々物貰ひいたし候処、湿病ニ而思ハ敷歩行も出来兼、同
国鈴田村江野宿いたし候

30 中 11 75 升太郎 時津村無宿 戌43 嘉永３戌 戌３月 持病
升太郎儀、塩肴振売いたし罷在候然処、四年以前未年三月下旬村方無断肥
後国辺江商ひニ罷越、帰リ之途中持病差発リ候ニ付、所名不存旅籠屋ニ而
療養全快いたし候付、同四月下旬居村江立帰リ候処、踏絵之間ニ合不申村
方帳外ニ相成候

31 中 22 93 常助 肥後無宿 戌24 嘉永３戌 戌５月 病身
常助儀、農業手伝いたし罷在候処、病身ニ付湯治いたし度存、父幷村役人
江も無断当二月三日宿元立出、同国日奈久湯治場江参リ入湯いたし、同月
十七日立帰候処、同月十日村方踏絵之節不居会候ニ付、人別被相除無宿ニ
相成候

32 中 ６ 103 仙之助 今石灰町由太郎借家 戌40 嘉永３戌 戌８月 病身 仙之助儀、病身ニ付去酉八月二日為養生肥後国比奈久江入湯ニ罷越、滞留
いたし罷在候中、豊後国日田之もの之由鉄蔵と知人ニ相成候

33 中 ８ 106 巳之吉 浦上村無宿 戌30 嘉永３戌 戌８月 病気
巳之吉儀、去々申十二月中病気為養生豊後国別府江入湯ニ罷越居候処、長
崎恵美酒町要次郎ニ出会、知人江引合セ相談相調、其後要次郎申聞候ハ、
踏絵前ニ而急キ帰郷いたし候

34 中 11 110 豊吉 船大工町無宿 戌44 嘉永３戌 戌８月 病気 豊吉儀先年欠落いたし無宿ニ成、去酉十一月立帰、早速町役人江申立帰往
之儀可願出処、病気ニ候迚届も不致其儘打過候

35 中 14 113 － 八幡町亀吉借家万作
伜福太郎母 － 嘉永３戌 戌８月 病気 福太郎儀、母病気ニ付、立願として去酉八月十八日筑前国大宰府江参詣い

たし、止宿いたし居候処、小倉之もの之由重吉と申もの知人ニ相成候

36 中 15 114 熊五郎
高木定四郎御代官所
肥前国彼杵郡浦上村
山里馬込郷利兵衛借
家

戌27 嘉永３戌 戌９月 病身

熊五郎、種次郎共病身ニも有之、入牢被仰付候ては難儀可相掛と存、両人
相談之上、次兵衛方江罷越、右之趣申聞三人申談候上、浦上村本原寅蔵よ
り被頼候唐薬種類売払遣シ候処、及露顕可申も難計候間其節引受呉候様、
左候は丶入牢も可被仰付候落着之上は、三人より謝礼として銭四拾貫文可
遣旨申聞き、次兵衛倶々只管相頼候処承知いたし候

37 中 15 114 種次郎
高木定四郎御代官所
肥前国彼杵郡浦上村
山里馬込郷種次郎

戌26 嘉永３戌 戌９月 病身

熊五郎、種次郎共病身ニも有之、入牢被仰付候ては難儀可相掛と存、両人
相談之上、次兵衛方江罷越、右之趣申聞三人申談候上、浦上村本原寅蔵よ
り被頼候唐薬種類売払遣シ候処、及露顕可申も難計候間其節引受呉候様、
左候は丶入牢も可被仰付候落着之上は、三人より謝礼として銭四拾貫文可
遣旨申聞き、次兵衛倶々只管相頼候処承知いたし候

38 中 16 117 次助 筑前無宿 戌27 嘉永３戌 戌９月 病気
次助儀、六年以前巳年正月勘当受無宿ニ成、、吉井と申所ニ罷越し日雇い
稼いたし、去酉年迄同所ニ罷在候処、久々病気ニ而渡世も難相成、少々旅
用有之候間、長崎表江志し、同二月廿日頃御当地江立入、物貰いたし罷在
候

39 中 17 118 喜一郎 元長崎会所小役 － 嘉永３戌 戌９月 病気
利作儀、八年以前卯年叔父長崎会所小役周蔵世話いたし同役喜一郎聟養子
ニ相成候処、養父喜一郎儀病気ニ付、六年以前巳年御暇奉願、右跡相続同
年十二月会所小役被仰付、給米五俵、受用銀壱貫目申請相勤罷在候

40 中 22 129 正次郎 銅座跡奥助借家忠太
郎父 － 嘉永３戌 戌９月 老病 忠太郎儀、親正次郎老病ニ而多分之物入も有之困窮之余リ利欲ニ迷ひ、不

正之唐物預リ置候

41 中 23 129 利平次 酒屋町無宿 戌29 嘉永３戌 戌９月 風邪

利平次儀、髪結渡世いたし、長州下ノ関ニ而相稼可申と存、尤当春踏絵前
ニは罷帰候積ニ付、町役人江も不申立、兄佐太郎江も無沙汰ニ、去酉八月
廿七日立出、下ノ関豊前田町ニ而手間稼いたし居候処、風邪相煩候ニ付養
生いたし、全快之上当二月廿八日御当地江立帰、兄佐太郎方江罷越候処、
欠落届いたし候旨申聞候

42 中 25 134 小川善蔵 紅毛方荷宰領、今鍛
冶屋町 戌39 嘉永３戌 戌９月 病身 善蔵儀、病身ニ付為入湯、去々申八月三日御当地出立、信州草津江罷越シ

入湯いたし候処、相煩暫逗留年越旅行ニ相成候
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43 中 ２ 146 作助 大黒町嘉吉弟 亥35 嘉永４亥 亥２月 眼病
作助儀、鼈甲細工いたし罷在候処、眼病相煩右細工も難出来ニ付、肴振売
いたし候得共捗々敷儀も無之内、他国江出稼可致と存、八年以前辰年正月
日不覚、居町欠落いたし候

44 中 ４ 151 － 東古川町国助借家又
市母 － 嘉永４亥 亥２月 大病

又市儀、不正物売捌候処若及露顕候得は入牢も可仰付右様成行候ては、母
大病相煩罷在介抱不行届候故、罪科引請名前押隠呉候は丶、落着之上礼金
弐拾両可呉旨、猶又在牢中家内養育方手厚いたし可遣旨、願成寺書上旅人
恒助江相頼、売払代銀売残之品共渡置候

45 中 ９ 159 みよ 勝山町無宿入墨梅次
郎母 － 嘉永４亥 亥２月 大病

梅次郎儀、十二年以前子年五月十八日市中郷払御仕置ニ相成、夫より御構
場所去リ肥前国平戸城下桶町ニ罷在候処、母みよ儀大病之由承、親之儀様
子相尋度存、八年以前辰年九月中御構場所と乍弁立入候

46 中 ９ 159 重吉 勝山町無宿入墨梅次
郎親 － 嘉永４亥 亥２月 眼病

梅次郎儀、八年以前辰年十月四日軽追放御仕置ニ相成、夫より肥前国平戸
城下桶町ニ罷在候処、親重吉眼病之趣承、不届之儀とハ存候得共、五年以
前未年正月中長崎江立入候

47 中 18 170 丈吉 福岡無宿 亥21 嘉永４亥 亥３月 熱病
丈吉儀、五年以前未年三月姪之浜ニ而下ノ関迄荷持ニ被雇、立別レ候後熱
病相煩候付療養相加、全快之上同四月十五日日在所江罷帰候処、無断立出
人別改之節不居合候付、帳外ニ相成候由承候

48 中 19 171 卯吉 銅座跡善四郎借家 亥27 嘉永４亥 亥３月 病身 卯吉儀、大工職相続いたし候得共、病身ニ而荒稼難出来、炭薪類商ひいた
し罷在候

49 中 24 178 卯七 小川町立石末十郎借
家、古鉄商 亥42 嘉永４亥 亥４月 眼病

卯七儀、当二月下旬商ひ用有之近在江罷越候節、商ひ先より眼病痛強相成
候ニ付、直ニ大村城下江罷越療養いたし、数日逗留罷在、三月廿九日夜帰
郷いたし候処、日限尋被仰付、当時御尋中之由及承候

50 中 25 179 ます 油屋町ぬひ借家惣太
郎後家りか母 － 嘉永４亥 亥４月 気分不揃

ます儀、当春以来病気ニ而折々気分不揃ニ有之候間、医者相懸ヶ療養手当
いたし罷在候処、当三月廿五日夜不斗罷出、肥前国戸町村大浦江溺死いた
し候

51 中 28 182 直吉 肥後無宿 亥30 嘉永４亥 亥４月 疾病
直吉儀、去々酉年正月十五日頃国許無断立出無宿ニ相成、近国所々日雇稼
いたし立廻候処、兼而病身ニ有之、其上疾病相煩候間、入湯可致と存、当
正月初旬肥後国小浜江罷越、四五日滞留入湯いたし、次第に快相成候

52 中 15 213 仁助
肥前国彼杵郡浦上村
之内皮屋町穢多、入
墨

子40 嘉永５子 子月日 腫物
仁助儀、七年以前豊前国別府江罷越相稼居候内、腫物相発入墨之所江膏薬
打候処腐爛いたし、其後平癒いたし候処、入墨薄く相成候ニ付龍之形を彫
入消紛し、四年以前御当地江立帰リ同様皮類商ひいたし罷在候

53 中 ７ 241 助七 大坂長町之もの（全
住所不知のもの） － 嘉永５子 子５月

中症（片
身不随）、
村気

助七儀、先年小道具類商ひとして当地江罷越、亀太郎方ニ罷在候処、中症
相発片身不随ニ有之候ニ付療養相加候処、追々快方ニ相成候得共、病苦之
余リ不計村気ニ相成、当閏二月二日広吉宅二階ニ而縊死いたし候

54 中 13 255 政太郎 無宿、本下町市兵衛
借家千代吉兄 － 嘉永５子 子７月

湿病、気
分不揃、
村気

政太郎儀、当五月大坂表ニ而唐木細工渡世いたし居候得共、湿病相煩難渋
ニ付、立帰医者相頼薬用手当いたし候処、少々快相見候得共、折々気分不
揃之儀も有之、妹しか介抱罷在候処、同廿六日宿元立出帰り不申、同二十
八日東築町長久橋下川中ニ而溺死いたし候

55 中 15 260 六太郎 新大工町貞次郎方ニ
同居 子28 嘉永５子 子７月 小瘡

六太郎儀、去ル酉三月中小瘡相煩候ニ付、入湯として肥前国小浜村江罷
越、逗留中相宿いたし居候肥後国熊本之もの之由重吉と申もの知人ニ相成
候

56 中 １ 273 重吉 勝山町無宿入墨梅次
郎親 － 嘉永５子 子９月 重病

梅次郎儀、親重吉儀重病之趣承候間、御構場所と乍弁為見舞、去亥二月十
七日御当地江立入、同月廿七日重追放御仕置ニ相成、肥前国江罷越日雇稼
いたし立廻候中、入墨丸キ形チニ相見候様自分と消紛し罷在候処、父相果
候趣及承、墓参いたし度存、当八月十日夜御当地江立入候

57 中 ５ 277 駒吉 三会村無宿 子23 嘉永５子 子10月 小瘡
駒吉儀、兄長蔵病身ニ付、病気平癒之為祈願身延山江参詣可致と存、其砌
小瘡相煩、去亥五月初旬帰着いたし兄手前ニ而養生いたし、村方無断立
出、踏絵之間ニ合兼、人別帳外ニ相成候

58 中 19 307 太郎吉
高木作右衛門御代官
所肥前国彼杵郡野母
村無高百姓常太郎事

子42 嘉永５子 子12月 病気 太郎吉儀、先名常次郎と申候得共、先達而病気之節、占見貰ひ候処、名前
不応候付、改名いたし候

59 中 ６ 348 次八 豊後無宿 丑28 嘉永６丑 丑５月 病気 次八儀、父手元ニ而農業手伝いたし罷在候処、兼々病身にて稼方難出来、
去々八月中四国巡拝可致と存、同月廿五日頃村方無断立出、無宿ニ相成候

60 中 17 370 甚兵衛 諏方町弥吉借家八十
八父 － 嘉永６丑 丑７月 病気 八十八儀、父甚兵衛病気ニ付、立願之ため御崎観音江参詣として罷越候ニ

付、女房とら江留守申付置候処、十兵衛儀、品物預り置呉候様申候

61 中 25 385 寅次郎 今町よね借家 丑45 嘉永６丑 丑８月 眼病
寅次郎儀、去々亥年二月二日御当地出立いたし四国巡参いたし候途中、眼
病相煩候砌、土佐国之もの之由重兵衛ニ出会、色々世話いたし呉心易ク相
成候

62 下 １ １ 峯吉 勝山町無宿、入墨 丑30 嘉永６丑 丑12月 病気
峯吉儀、九年以前以前巳年六月中居町無断立出無宿成、筑前国所々日雇稼
致し罷在候処、同十月より病気ニ而難取続、同月中旬長崎江立帰、病気全
快之後日雇稼いたし罷在候

63 下 ２ ２ 忠助 矢上村無宿、入墨 丑37 嘉永６丑 丑12月 打身
忠助儀、去々亥六月廿三日重敲御仕置相成、夫より肥前国嶋原有家村ニ而
所々竹細工渡世いたし罷在候処、先年之打身痛出候ニ付、同九月日不覚同
国小浜江入湯ニ罷越候

64 下 ８ 10 次八 豊後無宿、入墨 寅29 嘉永７寅 寅正月 病身 次八儀、父手前ニ而農業手伝いたし罷在候処、兼々病身にて稼方難出来、
四年以前亥八月中四国巡拝可致と存、村方無断立出、無宿ニ相成候

65 下 16 25 － 銅座跡無宿入墨和一
郎母 － 嘉永７寅 寅３月 病気

和一郎儀、十三年以前寅年四月四日如元入墨之上、長崎払御仕置相成候ニ
付、御当地立去候処、母病気之趣承面会いたし度、四年以前亥年三月十二
日御構場所と乍弁、御当地江立入候
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66 下 22 35 渡辺保太
郎 元御屋敷番 － 嘉永７寅 寅４月 病気

渡辺鉄蔵儀、四年以前亥年四月中より、兼而知人ニ有之北馬町兵七方ニ而
表具渡世いたし罷在候処、御屋敷番渡辺保太郎儀病気ニ付御暇願、鉄蔵儀
同人従弟之続を以、右跡名跡相続被仰付、受用銀七百廿五匁御給米六俵申
請相勤、表具拵内職いたし罷在候

67 下 25 45 たけ 浦上村無宿種次郎母 － 嘉永７寅 寅４月 病気
種次郎儀、去ル戌九月無宿ニ相成、住所不定近在幷彼杵宿江罷越古手物商
ひいたし罷在候処、母たけ儀病気之趣承候間、御構場所と乍弁、去亥三月
中より介抱として同人方江罷越心付居候処、追々病気も快相成候

68 下 １ 50 新吉 武州無宿 寅29 嘉永７寅 寅11月 病気 新吉儀、先達而病気之節祈願全快いたし候ニ付、讃州金毘羅江参詣いたし
度暇願候得共、聞済呉不申候付、去ル戌年七月下旬頃猶又欠落いたし候

69 下 １ 53 新吉 武州無宿 寅29 嘉永７寅 寅11月 湿病
大坂表江可罷越積之処、新吉儀湿病相煩湯治いたし度、藤助女房之母も再
旅出も難成候間、一同湯治いたし度旨申候付、備前国和気村ニ入湯場有之
候付、同所江罷越候

70 下 ３ 71 次八 豊後無宿、入墨 寅29 嘉永７寅 寅11月 病身
次八儀、父手前ニ而農業手伝いたし罷在候処、兼々病身にて稼方難出来、
四年以前亥八月中四国巡拝可致と存、村方無断立出、無宿ニ相成所々巡拝
いたし立廻リ候処、追々病気全快いたし、同十一月中旬肥後国高嶋石灰山
江罷越日雇稼いたし候

71 下 13 103 幸太郎 本下町家持 寅42 嘉永７寅 寅12月 大病
幸太郎儀、当春以来大病相煩既ニ絶命も可致模様ニ付家内幷親類之もの共
申談、兼而信仰いたし候筑前大宰府天満宮江当病平癒之心願を籠め候より
追々全快いたし候ニ付、同所江右願成就礼参として幸太郎女房さと、恒吉
孫たき下男召連、当十月五日御当地出立為致候

72 下 ９ 125 嘉一郎 もと伜 － 安政２卯 卯10月 肝気鬱症、
村気

嘉一郎儀、五年以前夏之頃より肝気鬱症差発、追々療養いたし快節ハ職業
出来候得共、不勝レ之節ハ半日余も一間ニ引籠リ鬱し罷在、去寅十二月頃
ハ兎角毎々相起リ差而、乱心手荒なる儀は無御座候得共、折々村気ニ有
之、同月中旬日不覚女房よし切掛リ、よし疵請候得共四五日過平癒いた
し、向後別而精々気を付ヶ介抱いたし、薬用をも致し追々快方ニ有之候得
共、当三月廿九日嘉一郎乱心いたし、よし及殺害候

73 下 10 126 長市 銀屋町無宿 卯60 安政２卯 卯11月 病身
長市儀、八年以前八月敲之上長崎払御仕置ニ相成候後、近国所々立廻猶亦
小間物商ひいたし罷在候処、追々病身相成稼相成兼候間外可便方も無御
座、御構場所とハ相弁罷在候得とも、去々丑年三月以来御当地江立入、弟
銀屋町嘉三太方裏薪小屋取繕忍び罷在候

74 下 18 137 －
出来鍛冶屋町重兵衛
借家梅之助方ニ同居
梅吉母

－ 安政２卯 卯11月 病気
梅吉儀、去冬より母病気ニ而多分之雑用相懸リ候付、筑後国若津町親類共
江銭借用可相頼と存、当正月四日町役人江も不申聞立出罷越候処、於彼地
永々相煩其段懸合越候儀ニも不心付罷在、当十月ニ至リ漸全快いたし候

75 下 21 152 猪之助
高木作右衛門御代官
所肥前国彼杵郡浦上
村渕竹ノ久保郷

卯31 安政２卯 卯12月 病身 猪之助儀、病身ニ而百姓之業難出来候間、父跡は弟久蔵相続農業いたし、
猪之助は肴振売いたし罷在候

76 下 37 206 岩助 堂崎村無宿 － 万延元申 申11月 病身、村
気

当三月中肥前国堂崎村岩助罷越、暫当地ニ出居候処追々病身ニ相成、幸兵
衛方手加勢等いたし候得共、当六月頃より折々村気之体ニ有之候ニ付療養
手当いたし遣、猶心付罷在候処、同九月三日朝与風立出候儘不帰、同五日
長崎村岩原郷字頂守嶽稲荷社梁より古帯を下ケ、幸兵衛より給銀等不差遣
候由書付右之手ニ括リ付、首縊絶命いたし居候

77 下 35 253 市助 肥後無宿 酉27 文久元酉 酉５月 病身
市助儀、肥後国玉名郡下村百姓庄五郎伜ニ而、農業手伝いいたし親手前ニ
罷在候処、病身相成百姓之業難仕遂、去々未年七月中親元欠落いたし無宿
ニ成所々立廻リ、去申正月盗いたし候依科同二月敲御仕置相成、人足寄場
江被差遣、同七月寄場御赦免、身寄大黒町茂八江御引渡相成候

78 下 35 257 政右衛門 肥後無宿 酉29 文久元酉 酉５月 病身
政右衛門儀、肥後国郡不覚とがわら村百姓武兵衛伜ニ而、農業手伝いいた
し親手前ニ罷在候処、病身ニ而百姓之業難仕遂、去々未年欠落いたし、大
黒町武源次相頼無宿ニ成候儀は押隠し、去申五月下旬より同人方ニ止宿日
雇又は船乗稼罷在候

79 下 37 261 勝之助 嶋原無宿 酉35 文久元酉 酉５月 病身
勝之助儀、肥前国嶋原城下神町百姓勘助伜ニ而、親手前ニ罷在候処、病身
故農業難出来、去ル酉年居村欠落いたし所々立廻リ、去々未年四月中知人
肥前国戸町村大浦重吉方江罷越、無宿之身分は押隠し、止宿之儀相頼、玉
子果物類振売いたし罷在候

80 下 43 271 弥十 今下町無宿 酉30 文久元酉 酉５月 病身、流
行病

弥十儀、去ル子年欠落いたし所々立廻候得共、病身ニ而稼も出来兼難給続
候間、去々未年十月御当地江立戻リ、弟平吉方江相越、帰住願之儀は追而
町役人江可申立積を以同人方ニ罷在、無間も流行病煩付、右等ニ取紛数日
其儘内々差置貰候

81 下 22 305 － 松平美濃守 － 文久元酉 酉７月 疝積
庄三郎儀、松平美濃守様御領内筑前国江相廻候節、折々持病之疝積差発及
難候ニ付、其次第ニ寄人馬雇方相対ニ而は急早埒明け申間敷役場帳面を以
旅行いたし候

82 下 28 314 友太郎
高木作右衛門御代官
所肥前国彼杵郡浦上
村渕竹之久保郷百姓
友蔵伜、入墨

酉27 文久元酉 酉８月 病身
友太郎儀、農業稼致し罷在候処、病身ニ而百姓之業難仕遂、日雇稼致し居
候節、去申二月被召捕、御吟味之上致盗候依科同三月中入墨之上、重敲御
仕置相成直ニ寄場入被仰付置候

83 下 ３ 322 梅吉 油屋町無宿 寅42 慶応２寅 寅３月 病身 梅吉儀、去々子十月中居町無断立出無宿ニ成、石炭掘子稼等いたし所々立
廻リ罷在候処、病身ニ相成右稼出来兼、去丑閏五月中御当所江立帰候

84 下 15 343 忠右衛門 唐津無宿 寅26 慶応２寅 寅４月 病身
忠右衛門儀、去ル酉年無宿ニ成、御当地江立入住所不定日雇稼いたし罷在
候然処、追々病身ニ相成捗々敷稼も出来兼候ニ付、長崎村高野平郷住居松
平修理太夫様用達服部清八郎方江は日雇ニ相越候儀も有之候ニ付、当二月
十日同人方江相越候
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85 下 17 345 直吉 新大工町 － 慶応２寅 寅４月 啞

外国人より貰受候金壱分為持、亜米利加人スミス方江遣し候処、右金子幷
先日牛肉代ニ相渡置候分とも何れも贋金之由ニ而、持参候金子を削リ為見
或ハ火ニ入候手真似抔いたし候得共、素々直吉は啞之儀ニ而何之弁へも無
之故不相分趣、是又手真似を以相答候処、スミス腹立いたし、直吉を引連
居留所柵門御番所詰之役人衆江引渡候

86 下 21 354 林太郎 小浜村無宿 寅40 慶応２寅 寅４月 病身 林太郎儀、兄右兵衛手許ニ農業手伝罷在候処、病身ニ而農業難仕遂、去丑
六月中無断立出無宿ニ成、御当所江立入住所不定日雇稼いたし罷在候

87 下 24 359 菊市
高木作右衛門御代官
所肥前国彼杵郡浦上
村渕稲佐郷百姓八十
郎伜

寅33 慶応２寅 寅４月 眼病
菊市は（幼名妙玄と申、眼病ニ而職業も出来兼候に付、検校稲ノ都弟子ニ
相成、琵琶を習覚、申丑五月中稲佐郷百姓八十郎方江養子ニ参り菊市と名
改）父手許ニ同居いたし罷在候

88 下 25 361 久蔵 棚底村無宿 寅22 慶応２寅 寅４月 病身 久蔵儀、祖父金平手許ニ農業手伝罷在候処、病身ニ而農業不仕遂候付、御
当所ニ而相稼と当二月中村方無断立出無宿ニ成、宿所不定日雇稼罷在候

89 下 40 394 藤吉 椛嶋町粂蔵弟 － 慶応２寅 寅５月 疝積 今紺屋町無宿年太郎御預ヶ被仰付やす留守中、藤吉儀、俄ニ疝積さし発苦
痛難堪打臥罷在候内、年太郎取迯し候

90 下 １ 406 － 長崎村小嶋郷元乙名
武十郎伜武三郎母 － 天保２卯 卯８月 眼気 武三郎儀、母ハ五拾五歳ニ而近来眼気相煩、盲人同様母と両人暮、農業渡

世罷在候
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４ 『御仕置伺集：長崎奉行所記録』上下（森永種夫編、犯科帳刊行会、1962）
番号 巻 番号 頁 名前 住所・身分 年齢 年 月日 症状 内容

１ 上 １ 24 小新六 長崎町 巳47 元文元 巳２月 病死 小新六儀、去月廿六日より牢内ニ而相煩候付、医師を掛尤様々養生申付
候処、今五日朝病死仕候

２ 上 ７ 37 － 散使服部忠七母 － 寛保元 ６月 病気 当六月十四日、忠之進方江忠七参候処、母為保養祇園社江参詣可致候間
一同ニ参り候様ニと申之、母幷忠之進忠七三人同道ニ而罷出候

３ 上 13 53 藤吉 長崎西築町桶屋、一
向宗 子26 延享元 子３月 病気、長

病
藤吉儀、久々病気ニ而家職も難成罷在リ、貞吉ニ被頼、盗物とハ不存、布
子壱ツ八百文之質物ニ置、其銭直ニ借用致し候

４ 上 14 56 助次郎
松平主殿頭御預所肥
後国天草郡本戸馬場
村権平

－ 延享元 子３月 疱瘡 去十一月十九日夜、助次郎儀、喜助方ニ而打擲ニ逢、致疱瘡候躰ニ而顔
も腫レ疱瘡も相見江、其上強打擲ニ逢頭を打破られ殊外よわり相果候

５ 上 19 81 徳次郎 肥前国長崎之内東古
川町無宿 未32 宝暦元 未２月 足痛ミ

徳次郎儀、去午十二月入墨追払ニ成候以後、大村領はさみ村瀬戸物焼候
皿山江参働キ罷在候処、足痛ミ土持等難成故、長崎表江立帰リ、当正月
盗いたし候

６ 上 24 92 伊三郎 肥前国長崎之内本紙
屋町無宿 酉36 宝暦３ 申７月 痛所 伊三郎儀、去未十月長崎敲払ニ相成候夜、浦上辺迄参候得共、兼而痛所

有之他国江罷越候儀難叶、同所山中ニ臥リ、長崎江立帰盗いたし候

７ 上 34 107 － 肥前国長崎之内八幡
町吉太夫娘 － 宝暦４ 酉10月 長病

吉太夫儀、たはこ商売仕候者ニ而御座候、然処吉太夫娘久々相煩、渡世
方相止メ候上、飢餲之躰ニ罷在成、其上借銀方より厳敷催促ニ逢ひ難儀
仕候間、盗いたし候

８ 上 36 112 － 元諏訪町当時無宿友
之助母 － 宝暦７ ９月 病気 友之助儀、五年以前酉七月敲払相成候処、母病気之由承、長崎江立入候

９ 上 36 113 次平次 元西中町当時無宿 丑54 宝暦７ ９月 病身 次平次儀、亥六月又々敲払相成候処、病身ニ罷成、他国之稼難相成、旦
那寺相頼剃髪致度存、元居西中町江欠込候

10 上 45 169 儀八 長崎東浜町 － 寛政元 酉３月 眼病 儀八儀十一年以前長崎払相成候後、肥前国伊万里皿山江参リ稼居候得共、
眼病相煩難儀ニ付、伜次右衛門を呼越候

11 上 45 170 金蔵
立花左近将監領分元
筑前国柳川昇小路無
宿

酉31 寛政元 酉５月 湿病
金蔵儀、八年以前寅年長崎江立入盗致し五十敲追払ニ相成、其後又候去々
未年入墨之上百敲追払ニ成、近国所々ニ而日雇稼仕居候内、湿病相煩稼
難物貰致候得共給続兼、去申年長崎江立入盗致し候

12 上 56 226 茂助 長崎豊後町 － 文政７ 申11月 積気 茂助儀、去月四日夜諏方町嘉兵衛より手疵負罷在候間、縁者円助方ニ而
療養為致候内、兼而持病之積気差発、同月十六日同症差募相果候

13 上 58 237 喜三郎 長崎浦五島町 － 文政８ 申９月 病身 喜三郎女房つま儀、近来夫喜三郎儀老年之上病身ニ相成渡世出来兼候付、
縫洗濯等いたし取続罷在候

14 上 60 245 伝蔵 元長崎西浜町無宿 酉44 文政８ 申７月 病気
伝蔵儀、八年以前敲之上重追放相成候得共、去々未十二月長崎江立入、同
所銅座跡ほの借家ニ罷在候女房ちか方江一宿いたし候処、同夜より病気
差発リ立出候儀難相成罷在候処、去申正月ちか儀不図家出いたし候間、病
気ニ而歩行難儀ニ付、其儘罷在候

15 上 61 255 金兵衛
高木栄太郎御代官所
肥前国長崎村十善寺
郷

辰55 天保３ 寅11月 病身
金兵衛儀、病身ニ罷成大工職渡世難相成候付、唐阿蘭陀入札商人長崎東
浜町加賀屋七十郎方江手加勢ニ被雇、同人商売用ニ往来切手申請、大坂
表江度々往返いたし候

16 上 61 260 楢林三兵衛 長崎会所筆頭格同所
江戸町 辰66 天保３ 寅６月 脚病 三兵衛儀、四年以前五月、脚病ニ付摂州有馬江湯治として罷越度、日数

七十日程之暇相願、同月十八日長崎表出立いたし候

17 上 62 269 為蔵
高木作右衛門御代官
所肥後国天草郡二江
村罷在候無宿、岸和
田

巳29 天保４ 巳２月 小瘡
為蔵儀、生所泉州岸和田之ものニ而悪事有之、大坂町奉行懸リニ而、去
辰六月遠嶋申渡、同八月肥後国天草郡江差越候付、同郡二江村長八方ニ
罷在、同郡着岸之砌より小瘡相煩候間養生いたし罷在候

18 上 69 306 時助
高木健三郎御代官所
肥前国彼杵郡浦上村
渕小瀬戸浦、漁師

申26 嘉永元 申４月 湿病

時助儀、四年以前九月中たみを女房ニ貰請、倶々相稼罷在候内、同人儀
湿病相煩薬用之上全快いたし候処、此もの儀伝染いたし候哉、引続同症
相煩養生相加候得共一円相勝不申次第ニ重症相成、稼も出来兼難渋いた
し候処、相談いたし去未四月中たみを親元江差遣候、其砌たみ儀懐胎罷
在候処、同六月中不計流産いたし候

19 下 73 12 友吉 嶋原無宿 酉29 嘉永３ 酉閏４
月 湿病 友吉儀、去申正月迄筑前国ニ罷在候処、湿病相煩候節肥前国御崎観音江

立願全快いたし、礼参として立出、夫より長崎江立入盗いたし候

20 下 81 54 友吉 有家町無宿、入墨 亥31 嘉永４ 戌４月 湿病 友吉儀、四年以前申正月迄筑前国ニ罷在候処、湿病相煩候節肥前国御崎
観音江立願全快いたし、礼参として立出、夫より長崎江立入盗いたし候

21 下 － 60 寅次郎 長崎今町よね借家 丑45 嘉永６ 丑７月 眼病
寅次郎儀、去々二月当地立出四国巡参いたし候途中、土佐国之もの之由
重兵衛ニ出会日々道連ニ相成同宿いたし、其砌眼病相煩居候ニ付ては色々
世話いたし呉、心易相成候

22 下 83 67 常吉

小笠原左京大夫領分
豊前国企救郡東朽網
村百姓、常右衛門弟
ニ而同郡小倉大門町
よね借家ニ罷在ル旨
申立候

寅33 安政２ 丑５月 眼病
常吉儀、十一ヶ年以前辰年貫村百姓庄右衛門聟養子ニ相成、養父手前ニ
而農業いたし罷在候処、永之眼病相煩百姓之業難仕遂、相談之上離縁い
たし、五年以前戌年兄常右衛門方江引取厄介ニ相成居候

23 下 86 93 嘉一郎 長崎油屋町ぬひ借家 卯34 安政２ 卯４月
村気、乱
心、肝気
欝症

嘉一郎儀、五年以前夏之頃より肝気欝症差発、追々療養いたし快節は職
業出来候得共、不勝レ之節は半日余も一間ニ引籠リ欝々罷在候処、当三
月廿九日女房よしを殺害いたし候を吟味仕候処、聢と請答も不致折々前
後不揃之儀申立全乱心ニ無紛、同人兄幷親類一同助命相願候間、親類江
預ケ押込と取直し可申渡候
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番号 巻 番号 頁 名前 住所・身分 年齢 年 月日 症状 内容

24 下 89 107 次八 豊後無宿 卯30 安政３ 卯３月 病身
次八儀、父手前ニ而農業手伝いたし罷在候処、兼々病身ニ而稼方難出来、
五年以前亥年八月中村方無断立出無宿ニ成、去々正月長崎江罷越物貰い
たし候

25 下 98 136 助松 長崎寄合町家持亀之
助下男 酉20 文久２ 酉７月 病身 助松儀、農業いたし罷在候得共病身ニ付、奉公稼可致と去申十一月長崎

江立越候

26 下 98 137 卯八 長崎寄合町家持孀か
つ下男 酉28 文久２ 酉７月 病身 卯八儀、農業手伝罷在候得共病身ニ付、奉公稼可致と当七月長崎江立越

候

27 下 98 139 長之助 長崎寄合町家持利喜
太郎下男 酉30 文久２ 酉７月 病身 親病死後農業いたし罷在候得共病身ニ付奉公稼可致と去申三月中長崎江

立越候

28 下 98 139 末吉 長崎寄合町家持利喜
太郎下男 酉23 文久２ 酉７月 病身 親病死後農業いたし罷在候得共病身ニ付奉公稼可致と当七月中長崎江相

越候

29 下 101 184 周耀通 巳弐番船唐人 － 文久２ 午７月 発狂
去ル午年七月下旬より於牢内相煩発狂いたし候体ニ付療養手当申付置候
処、船主共儀去々未年帰帆之船より連戻治療差加度段願出候ニ付猶得と
相糺候処、全く乱心ニ無相違候ニ付、同年三月右船主共江相願帰唐差免
し申候

30 下 108 217 竹尾藤四郎 三州山中八幡宮社役
人 酉43 文久２ － 脚気 藤四郎儀、脚気差発及難儀候ニ付、村役人江右次第相届止宿いたし、快

気之上長崎表懇意之向江々寄進申勧候得共いつれも断受候

31 下 108 230 近沢三左衛
門 小普請組岩瀬内記組 酉51 文久２ － 病気 嘉永元申年五月廿日御天守下番被仰付、其後病気ニ付願之上、去ル卯年

十月小普請請入被仰付然ル処、天保十三寅年中ニ長崎奉行組同心相勤候

32 下 114 281 岩永行助
高木作右衛門御代官
所肥前国彼杵郡野母
村庄屋

丑21 慶応２ 丑閏５
月

乱心、鬱
症、発狂、
気分不揃、

行助儀、鬱症相発不取留儀等申聞落涙いたし気分相揃不申候ニ付、去ル
戌年八月中より療養手当およひ追々全快いたし気分平和ニ相成候得共、当
二月十五日乱心再発いたし、村内良蔵伜貞蔵江為疵負、右疵ニ而同人相
果候得共乱心無紛、良蔵ハ勿論貞蔵親類一同助命相願候間、助命申付親
類江引渡押込可置旨申渡候様可仕候哉

33 下 117 293 清七 長崎材木町新次郎召
仕ニ而欠落いたし候 寅40 慶応３ 子10月 病身 清七儀、農業手伝罷在候処病身ニ付奉公稼可致と存、弘化二巳年四月中

村役人江相断、当所江相越奉公住いたし罷在候

34 下 121 308 長崎桶屋町
光永寺借家 清太郎 寅45 慶応３ 子２月 湿瘡 清太郎儀、湿瘡相煩肥前国嶋原小浜村温泉江入湯ニ相越候節、同所ニ而

被召捕糺受候
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５ 『長崎代官記録集』上中下（森永種夫編、犯科帳刊行会、1968）
番号 巻 番号 頁 名前 住所・身分 年齢 年 月日 症状 内容

１ 上 ５ ４ 幸右衛門 肥後国天草郡
古江村百姓 － 文政２夘 夘12月伺書 霍乱

同月廿二日夜より与風病気ニ付霍乱躰ニ而言舌難分相成、幸イ加津佐
村初次郎儀拾弐三才之忰壱人乗組稼ニ罷越、右を頼幸右衛門ヲ為乗移
長次郎方江手紙を付、同廿四日昼後より出船致候処、乗候頃より病気
差重リ罷在候故、於船中ニ病死いたし、同月廿五日夜ニ入長次郎方江
右之趣初次郎より申向候得共、天草郡之儀は疱瘡を嫌候場所柄若疱瘡
ニは無之哉相恐れ死骸陸揚不致、古江村江も申向罷在候内、初次郎儀
右死骸早速不請取段如何様之難題ニ逢候も難計存付、其儘磯辺江抱揚、
村役人共よりも内探いたし候得共全病死ニ無紛相聞、尤重病人付添人
も無之他領之船相頼村方江差送候段不行届不束之取計、幸右衛門母な
つへ再応詫申向、一同疑念相晴怪敷儀も無御座候間、死骸は勝手ニ可
取置旨申渡

２ 上 ６ ５ 只右衛門 肥後国天草郡
大浦村百姓 夘58 文政３辰 辰正月伺書 取昇

平日実躰ニ農業出精仕脇より意趣遺恨可請ものニ無御座、家内一同睦
敷相暮候ものニ御座候得共、去夘十二月十二日夜四ツ半時頃与風表江
立出、居宅より三町程も隔候てんどふと申処畑中椿の木枝より首縊相
果候、一躰小心ものニ而殊ニ極月之儀ニも有之、全貧苦ニ差迫与風取
昇縊死仕候儀ニ可有御座、願之通死骸取片付候様可申渡

３ 上 19 15 きく
肥前国高来郡
茂木村人別日見村
龍蔵後家

辰39 文政３辰 辰９月伺書 気むら

兼々気むらニ有之候間与風病気差発、当月十四日縊死仕候儀ニ可有之、
親類共申立候通怪敷風聞等風聞旨申之候ニ付、縊死人等有之候はゝ早
速可訴出処届方及延引候段不行届不念之旨吟味、きく儀茂木村人別之
ものニ有之候付、彼方江掛合之手数仕候内彼是日間相掛候旨、以来精々
入念候様可被申渡

４ 上 24 19 熊次郎 肥後国天草郡
富岡町百姓 － 文政３辰 辰11月伺書 取昇・放

心

兼而困窮ものニ而当五月下旬幼少之忰娘両人疱瘡ニ而相果候砌、葬式
入用行届兼隣家喜次郎江相頼、同人名前を以品々相調其後放心いたし、
代銭壱貫七百九拾六文払方延々ニ相成候ニ付、喜次郎より及催促致候
所取昇、先月廿八日朝四ツ時頃与風自身髪剃を以咽左右江掛ケ、疵所
療養申付追々相糺、譬疵ニ而相果候共喜次郎江対し申分可致訳も無之、
何方江対し候ても後日聊願筋無之旨、忰伊三郎并親類組合町役人一同
吟味下之儀願之通聞届

５ 上 60 47 嘉蔵
肥後国天草郡
志岐村無高百姓　
由平養子

午25 文政５午 午２月伺書 乱心

至而小気実躰之素生ニ而困窮仕候を常々苦心ニ存候哉、去々辰年春中
より与風病気差発二八月之頃且時候代リ等之節ハ乱心躰ニ相見候故、農
業ニ罷出候砌も家内一同不案心ニ存し、迎ひニ罷越連レ帰候程之仕合
ニ而、次第ニ病気募候間実父幸作江も及相談、当春より薬用中ニ候処、
去月十六日頃より右病ひ手強ニ差発候ニ付打寄介抱いたし、漸同夜四
ツ時頃ニ至リ熟睡ニ相見候故、家内之もの共江も無程打臥候処、八ツ
時頃と覚居宅裏手ニ鉄炮之音響候ニ一同目覚、嘉蔵寝所改見候得共不
居合、隣家直蔵をも頼入倶々相尋候内、居宅裏手北ノ方拾間程隔リ候
字横渡と申処小柴山江鉄炮を密ニ持出咽江当打放候哉ニ而玉疵を相果
仰向ニ倒罷在候、由平儀支配役所より借請鉄炮を以嘉蔵及自害候始末
不埒ニ付急度叱リ、死骸ハ勝手次第取置候様可被申渡

６ 上 18 64 知浄
肥前国高来郡
日見村盲僧
知善忰

未21 文政６未 未６月伺書 （盲目）

右之もの儀兼而人柄不宜ものニ付、親類組合村役人共より毎度異見仕
候得共、相用不用市中郷中ニおゐて盗いたし被捕御吟味之末、村方江
御引渡相成候儀度々ニおよひ、村内挙而追立之儀相願、人別帳外被仰
付度旨、父知善并親類組合村役人共一同連印を以願出候、願之通追立
可被申渡

７ 上 ５ 99 界真
元豊後国小倉萩崎
出生之由
道心者

寅53 文政13寅 寅12月伺書 眼病

当十月廿二日朝浦上村淵庄屋志賀和一郎散使平井清助村内見廻として
平戸小屋郷通リ掛候処、道端地蔵堂江不見馴坊主壱人打臥居候、眼病
相煩ひ両眼全不相見足痛ニ而歩行難相成、無宿もの之儀ニ付取計方相
伺候積於村方養生申付候処、病気差重リ当月十一日相果候、親類身寄
之もの等も無之上ハ最寄寺院江為取置、所持之品ハ葬候寺院江為取可
申候哉

８ 上 ８ 103 桂山 肥前国日見村
帳面盲僧 － 天保２夘 夘３月伺書 眼気

以前は龍山と申、幼年より眼気悪敷候ニ付文化三寅年父桂山相続之儀
本山江相願候処、無筋之盲人は宮之御支配ニ難相成候得共桂山血脈之
儀故相続被差免、眼気之様子相糺候処日影ニ而は少は物色相分候得共
日を請候ては一向相見不申、全之盲人とは相見不申、百姓商人之忰盲
人は盲僧ニは難相成旨候得共、両眼悪敷外所業難成ものニ候はゝ願之
趣可承届被仰渡候、桜町傳心と申もの座頭配下ニ相成、親共は盲僧ニ
而忰実子ニ候とも両眼相見候ものは盲僧ニ難相成、たとひ盲人ニ候と
も盲僧相成候はゝ其時々可申出処無其儀、心得違ニ付、盲僧座頭之差
別相分居候事ニ候得は堅相守御趣意ニ不振様可取計旨を以書面不残差
戻

９ 上 16 114 よし 肥後国姫浦村
百姓恵七女房 － 天保２夘 夘６月伺書 血之道

大風雨之紛ニ而聢と不聞留鍬遣いたし候処、右鍬之柄後ロヘ罷在候よ
し鼻筋ニ中リ、気絶いたし候故驚入一同打寄介抱いたし正気付候得共、
其後持病之血之道相発食事不進ニ而容躰悪敷罷成候故、当月九日訴出
見分請候儀ニ而、然処追々療治差加天気晴候ニ随ひ気分直リ血之道も
治リ、疵所無之平癒いたし全快故之儀ニ而、互ニ意趣遺恨無之熟談内
済

10 上 36 128 徳太郎 肥前国高来郡
茂木村千々名百姓 辰24 天保３辰 辰３月書付 気むら

同月十四日夜、徳太郎儀女房約束いたし掛候得共、ふて承引不仕同人
儀長崎表江罷越候由を承、徳太郎儀兼而気むらニ候間遺恨ニ存取昇庖
丁を以及切害、其身も覚悟いたし庖丁腹ニ突立は仕候得共、自害仕損
候儀ニ可有之、村預申付疵所全快次第不迯去様手当いたし引合之者共
一同可被差出、尤ふて死骸は仮埋可被申付
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番号 巻 番号 頁 名前 住所・身分 年齢 年 月日 症状 内容

11 上 １ 205 智道（吟
味儀平等）

肥前国古賀村
春徳寺弟子

66、
７位 弘化３午 午10月伺書 中風、半

身不随

去月廿五日朝五時頃村内中里名百姓儀平儀祐七方江罷越、同月廿三日
夜ニ入不見知僧壱人罷越通掛リ、病気ニ而歩行難叶一宿之儀相頼候ニ
付、同日同所出立旅行いたし候ものニ有之、通リ掛病気差発殊夜中之
儀旁一宿相頼無別条ものと心得止宿為致、医師相掛薬用為致候得共中
風之躰ニ而最早半身不随ニ有之、翌廿四日も出立難相成、種々薬用手
を尽候得共不相叶当月四日四時頃相果候、旅人取締且宿送もの等之儀
は兼而申渡置候趣も有之処、旅僧相煩一宿相頼候はゝ村役人江相届可
請差図処、無其儀当人任望春徳寺江送遣し候処、同寺弟子ニ無之不請
取、猶又連帰候上村役人江相届候段不埒之旨、過料五貫文、急度叱、死
骸は六ヶ月見合尋来候ものも無之候はゝ仮埋之儘土葬、所持物は葬候
寺院江為取候

12 上 ２ 207
音吉（吟
味中村吉
郎右衛門
等）

肥後国天草嶋
流人無宿お茶山の
音吉

－ 弘化３午 午10月伺書
午11月御附紙 腫満

追々吟味中当八月廿二日頃より腫満差発重症ニ相見候間、出牢郷宿預
療養申付置候処、次第ニ差重リ当九月十九日暁七半時頃相果候段届出
候、村内ニ流人差置候ニ付ては別而可心付処、流人音吉村方立出候を
も不存段不埒ニ付急度も可申付処、尋中同人を差押訴出候ニ付令宥免、
不及咎之沙汰旨可被申渡

13 上 ３ 208 初次郎 肥前国大村
無宿 午65 弘化３午

午11月伺書
午11月17日御
附紙

痰症

去月八日朝六半時馬場郷字中嶋川端乞食躰之男壱人打臥罷在、四十七、
八ヶ年程以前国初出立無宿ニ相成、相廻候内持病之痰症差発何分歩行
難叶段申之候付、頃日之寒気ニ障候哉俄ニ病気再発いたし、去ル八日
暁七時相果候、先年致欠落帳外申付候ものニ而領内人別之ものニ無之、
死骸は土葬ニ取置雑物不用立品は取捨候様可被申渡

14 上 12 225 なを
肥前国高来郡
糀嶋村百姓
喜三郎家内

未26 弘化４未
未３月伺書
未３月７日御
附紙

眼気

なを儀兼而眼気有之、弟同村浦見番小林為之助并親類共より世話いた
し遣し、浦見番高田源吾物置小屋借受此もの壱人住居賃仕事等いたし、
都而親類共厄介ニ成罷在候、然ル処当月二日夜夜食相仕舞竈之火をし
めし置戸〆等いたし、右為之助弟源三郎頃日痘病煩居候ニ付、同夜四
時頃近所之事故為見舞罷越居候処、近辺物騒ケ敷なを居小屋より燃上
リ、元麁末より右躰出火いたし類焼も有之右始末不埒ニ付押込可被申
付候、日数十日

15 上 17 229 長山 肥前国彼杵郡
長崎村小嶋郷 － 弘化４未

未３月伺書
未４月15日御
附紙

眼病

長山儀、長順と改名いたし青蓮院宮より盲僧小頭申付有之候段届出候
付取調候処、天保二夘年中盲僧共御取調之儀有之、同人儀元御船蔵水
主七平忰ニ而幼年之頃同村十善寺郷武十郎と申もの方江差遣養育相頼
置候処、眼病相煩水主難相勤候付、元小嶋郷盲僧長順養子ニ相成家業
罷在候処、長山儀青蓮院宮配下盲僧ニ相成印札等申請候、付ては先年
より御触之趣も有之、本紙返納いたし候様可被申渡候

16 上 18 229 忠右衛門 肥後国天草郡
碇石村百姓 未45 弘化４未

未４月伺書
未４月12日御
附紙

黄疸病、
気むら

小気実躰之生質にて兼而黄疸病相煩苦心ニ存候哉、近年ハ折々気むら
に罷成当三月初旬頃より少々様子悪敷相見候間、療養いたし次第ニ快
方ニハ候得共、同月廿四日与風取昇縊死およひ候、同人女房かめ儀は
急度叱リ置可被申候

17 上 39 249 つね
肥前国高来郡
茂木村飯香浦名之
内古賀浦百姓平三
郎娘

申６ 嘉永元申
６月伺書
６月23日御附
紙

虫気、驚
風

吟味仕候処病気幼年ニ付代兼、平三郎儀去ル十五日夜五時頃近辺江用
事有之旨申聞立出候処、娘つね儀頃日虫気ニ而驚風之気味相見候付、心
遣ニ存女房たつ儀平三郎を連帰度近辺尋歩行候処、浦内善右衛門居宅
脇物置小屋ニ平三郎儀善右衛門妹すゑと一緒ニ打臥居候、両人相対死、
双方申分無之上は両人之もの死骸取捨可被申渡候

18 上 134 318 東元 安禅寺附支配盲僧
南泉忰 子36 嘉永５子

子８月口上書
子９月伺書
子９月20日御
附紙

眼病

長崎盲僧支配頭桂山儀隠居いたし、安禅寺附支配盲僧南泉忰東元江跡
盲僧支配頭願立度旨願出、兼而眼病悪敷去亥夏頃より眼病相煩候ニ付、
種々療養手を尽候得共治方行届兼、終ニは内瘴ニ罷成、家内立居之儀
も壱人ニ而は出来兼盲目同様ニ罷成、全清眼ニ無之盲僧之作業は出来
候得共、外所業難出来上は、願之通可申渡哉

19 上 143 324 吉兵衛 肥前国彼杵郡長崎
村西山郷百姓 － 嘉永６丑

丑９月伺書
丑９月22日御
附紙

痢病
吟味中入牢申付其段御届申上置、同人儀痢病相煩重症ニ付出牢申付其
段御届申上、療養中ニ御座候間、全快次第吟味可仕処、今般仲人立入
熟談相調内済

20 上 148 333 重次郎 肥前国高来郡
茂木村新網 － 嘉永７寅

寅５月伺書
寅６月17日御
附紙

疝癪
新網拾壱人之内ニ候得共双方江不相拘次第、兼而疝癪之持病有之人並
之稼相成兼、七拾歳余之両親を養育、加之母親は盲人、稼不相成困窮
ニ御座候、両親共此もの病身之儀を格別ニ憐出入ケ間敷儀ニ加候ては
弥増困窮之基ニ付、神妙ニ漁業相営候様精々之教訓を守

21 上 185 359 仁平（吟
味国太郎）

播州加西郡
戸田井村 60位 安政４巳

巳７月伺書
巳７月23日御
附紙

癩病

昨十八日肥前国彼杵郡長崎村本河内郷番非人国太郎小屋ニ坊主壱人行
倒、食薬等相与養生差加、早速村役人江為相知国所名前等相尋候得共、
病苦之余リ言舌も不相分次第ニ差重リ、同夜九時頃相果候ニ付猶又村
役人江為相知、病死ニ無紛死骸は土葬ニ取置所持之金銭雑物とも葬候
寺院江為取候様可被申渡、乞食坊主、癩病之躰ニ而惣身浮腫色青黒ク
所々皮腐爛疵無

22 中 21 11 平次郎 肥前国高浜村
百姓 － 文化４夘 夘８月御届 癰 右之もの儀先達而癰相煩候付、出牢之上村預申付療養相加候処、此節

全快仕候段、右村役人とも届出申候

23 中 34 18 龍山
肥前国日見村
帳面長崎村伊良林
郷

－ 文化４夘 夘12月奉伺 眼気

青蓮院宮御支配盲僧桂山儀及老衰、実子龍山幼年より眼気悪敷候故去
寅年実子相続之儀本山江相願候処、近来無筋盲人は宮之御支配ニ難相
成候得共、桂山血脈之儀故相続被差免、龍山は平僧、桂山は盲僧支配
頭申付有之印札被相納候段桂山届書差出候ニ付、百姓町人之忰盲人は
盲僧ニは難相成旨、天明五巳年御触有之候処、実子相続之申立も如何
ニ相聞候、桂山届之趣承置候様奉存候、龍山儀両眼悪敷外所業難成も
のニ候はゝ願之趣承届、眼気之様子日影ニ而は少シハ相分候得共日を
請候ては一向相見へ不申、全之盲人とハ相見不申候

24 中 15 71 宮之一 市中桜町ニ罷在
盲僧伝心座頭 夘57 天保２夘 夘６月伺書 （盲目）

当五月十八日渡世之琵琶所持いたし罷出候途中ニおゐて、盲僧配下長
山儀、盲僧頭桂山申付之趣ヲ以所持之琵琶押収いたし、其上打擲いた
し候間吟味之儀、吟味之儀宮之一願出候段、盲僧配下伝心と申儀は外
僧名前一同名前而巳相分居候得共、聢と盲僧ニ相成候始末
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25 中 15 72 長山
肥前国彼杵郡
長崎村小嶋郷罷在
候盲僧配下

夘27 天保２夘 夘６月伺書 眼気

此もの幼少より眼気悪敷盲人ニ相成候ニ付、願之上青蓮院宮配下罷成、
伝心事宮之一は親長順弟子ニ而長順より本山江申立、寛政九巳年九月
印札頂戴いたし盲僧配下ニ相成年来作業いたし罷在候処、親之恩も忘
却いたし印札返上之儀も不申出、去寅五月廿五日無沙汰ニ座頭仲間入
いたし、其上盲僧之作業いたし罷在候趣承ニ付、座役之者江懸合候て
も不相用候ニ付盲僧頭桂山江申達候処、既当五月十七日夜配下養順・
清伝両人伝心宅江差越、翌十八日本石灰町より浜崎江罷越候途中ニ而
手引之もの宮之一見掛為相知候間、一派之琵琶道具ニては作業難相成
旨申聞、箱共差押相改候処、いつれも盲僧之相用候品ニ有之候処、同
夜座頭共一同多勢罷越、所持之琵琶相渡候様申聞候得共、座頭共江可
相渡道理無之段返答いたし候処、種々悪口雑言いたし立帰候儀ニ而、座
頭共夜中多勢踏込候段、心外之儀ニ而則差押打擲いたし候趣ニ有之、且
宮之一江懸合候ても承知不致候はゝ、其筋江申立吟味仕候処、役所よ
り申付候抔申聞候儀は勿論、致打擲等候儀仰無之全可願立儀不心付

26 中 15 73
養順
本城
元春

肥前国高来郡
日見村帳面市中伊
勢町（本城以下新
大工町）住居盲僧
配下

夘36
夘50
夘46

天保２夘 夘６月伺書 眼病
眼気

養順儀幼年之頃より眼病相煩盲人ニ相成候ニ付拾三歳ニ而桂山弟子ニ
相成、本城・元春儀はいつれも幼年ニ而眼気悪敷外渡世難相成、祖父
并父之作業いたし渡世罷在、前々被仰出も有之青蓮院宮印札申請盲僧
作業いたし候はゝ、其段其筋江可申出儀之旨吟味仕、決而座頭共方之
琵琶所持いたし候儀ニ無之、前々より盲僧一派ニ相用候仏琵琶之段申
之、此もの共儀盲僧配下ニ相成渡世いたし候儀、表通願上候儀不心付、
殊ニ元春は未本山免許印札も不申請盲僧渡世いたし罷在候

27 中 15 74 清伝 本紙屋町
盲僧配下 夘40 天保２夘 夘６月伺書 眼気

此もの幼年之頃より眼気悪敷親同様盲僧渡世いたし、当時一躰ニ桂山
差配請罷在候、同人差図ヲ以当五月十七日夜宮之一方江罷越、其段桂
山江申聞候迄ニ而善龍共一同差押可申旨伝心より申聞候儀は無之、其
後之始末ハ存不申

28 中 15 75 繁之一
秀山

肥前国彼杵郡
浦上村渕住居市中
今博多町（秀山新
興善町）帳面盲僧
配下座頭

夘42
夘23 天保２夘 夘６月伺書 （盲目）

善龍事繁之一・周山事秀山、百姓之忰ニ而幼年之頃より盲人ニ而外渡
世難相成、去寅五月中宮之一同様盲僧渡世難相成旨座役之ものより申
達、其節初而百姓町人之忰ニ而は盲僧ニ難相成段相分候間、両人共一
同座入いたし候

29 中 15 76 桂山 市中八幡町ニ罷在
候盲僧頭 夘42 天保２夘 夘６月伺書 （盲目） 此もの壱人盲僧頭有之候処、配下盲僧共免許之印札銘々相渡置候ては

麁末ニ相成

30 中 20 81 多吉
肥後国天草嶋
志岐村ニ差置流人
無宿てら市の

夘29 天保２夘 夘９月御届 痢病
文政十一子年中流罪被仰付候ニ付志岐村ニ差置候、当月二日より痢病
煩付候故早速医師相掛候得共至而重症ニ而養生難叶、同六日巳刻病死、
流人共病死取扱方先例之通

31 中 ３ 124 為蔵
肥後国天草嶋
二江村ニ差置候流
人無宿岸和田の

巳29 天保４巳
巳正月書付
巳２月11日御
奉行所江
差出

小瘡

去辰八月廿三日大坂町奉行掛ニ而遠嶋被仰付天草嶋着岸之砌より、小
瘡相煩居一円不相勝候ニ付、都而村方厄介相成居候処、市兵衛儀為蔵
病気之趣承リ大坂より被遣候船中より懇意ニいたし候儀故、肴商ひ之
序一両度二江村江見舞ニ参候儀有之、為蔵儀十一月中頃より漸小瘡快
気いたし候間、市兵衛江見舞之挨拶可申積同月十七日朝宿主長八方江
立出、同月廿日同嶋之内志岐村百姓喜蔵方江這入盗いたし候

32 中 ６ 128
伊藤源四
郎（吟味
覚天等）

京西八条六孫王経
基社支配人之由並
河左膳家来

－ 天保４巳 巳２月21日差
出 乱心

肥後国天草郡樋嶋村西派一向宗願乗寺江滞留之旅人、当正月三日より
傷寒煩付薬用為致介抱いたし候得共、日々熱気強苦痛いたし候ニ付昼
夜心付看病罷在候処、乱心之躰何事も難相合仕合、同十一日朝六時頃
与風起出側ニ有合候其身着用之刀を以、看病ニ附添居候同寺弟子覚天・
法雲両人江疵為負候、手重之傷寒ニ而全熱気ニ被犯与風狂乱いたし候
儀ニ無相違、容躰も追々快御座候得共重病ニ付此上変症之程も難計、一
同願筋無之旨申立吟味下相成候、猶小野心付薬用介抱いたし身寄之も
の罷越候はゝ其もの江引渡勝手ニ取計候様申渡、京都町奉行所江も相
達

33 中 15 139 音次郎
肥後国天草嶋
今富村ニ差置候流
人無宿高砂の

巳42 天保４巳

巳５月16日御
届
巳５月23御附
紙下ル
巳５月28日写
出ス
巳６月長崎奉
行所江差出

疝癪

大坂町奉行掛遠嶋被仰付、文政六未年七月十二日着岸仕候ニ付差置挑
灯張渡世致為置候処、去辰十二月十七日朝より村方ニ不居合旨、隣村
壱町田村之儀は兼而所々得意先有之候間正月入り用之挑灯注文も可有
之存、其日帰之積ニ付村役人共江不相断立出、大坂表ニ而懇意ニいた
し候借屋金物屋与兵衛儀住居仕候趣承およひ、音次郎母便無之候間、与
兵衛江面会之上安否承度存候ニ付、与兵衛江面談難相叶候儀と母之安
否一図ニ案思候より両三日泊、面会続廿四日朝四時頃持病之疝癪差発
各地ニ而養生、上津深江村往還筋ニおゐて被差押候始末ニ至候段、不
埒ニ付急度叱リ置以来心得違無之様申渡、元居村江被差置候

34 中 ８ 180 れん
肥後国天草郡
二江村百姓関右衛
門女房

去 巳
35 天保５午 午４月伺書 傷寒

（乱心か）

去巳十月十日比より傷寒相煩療養仕候得共、次第熱気烈敷相成、関右
衛門・ふく無油断附添介抱いたし居候処、同廿三日夜四ツ半時頃数日
之疲レニ而居眠いたし候を伺候哉、与風裸ニ而走出候ニ付、一同所々
江相尋候得共不尋当候間其段村役人共方江申出、六ヶ月相立候ても今
以行衛不相知、関右衛門・ふく儀附添介抱乍致居居眠候間ニれん走出
行衛不相知始末心付方不行届、急度叱、殊ニ六ヶ月相立候ても不尋出
段旁不埒之旨吟味請可申立様無之旨、手掛リ相知候はゝ可訴出旨申渡

35 中 19 196 俊了
肥後国合志郡
下陣内村喜右衛門
忰卓次事
当時無宿道心者

午27 天保５午 午10月伺書 片輪

拾四歳之砌悪気ニ当リ半身痿右之手肩之方江曲り候儘ニ而、屈伸難相
成片輪罷成候ニ付、剃髪いたし道心者ニ罷成国内托鉢いたし罷在、当
四月十日朝五ツ時頃立出村内托鉢いたし凡十四、五町参リ休足いたし
罷在候処、名前不存袖乞幾次郎儀跡より参リ同様相休、此もの腰ニ弓
ミ折差シ居候を及見山伏歟浄土坊主歟と申候ニ付、禅僧と答候処咎候
ニ付、先キ之村江罷越候積人家相離凡弐拾町程も罷越候処坊主待テと
幾次郎声掛、立懸打擲いたし逢手込候得共、首ニ懸候日鉢箱ニ入置候
細工小刀取出、左逆手ニ而何所とも不覚後ロ一ト突、即死いたす、吟
味請候儀ニ而幾次郎儀此ものを片輪ものと見侮、全此ものを捕へ居候
手相弛ミ候はつみに苦痛之余リ、決而殺候所存ニ而いたし成候儀ニは
無之候得共、村所をも無沙汰ニ致出奔無宿相成名前等も不存、旅僧よ
り似往来手形貰剰、不届之旨吟味請可申立様無之恐入候旨申之
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36 中 19 198 利右衛門 肥後国天草郡
佐伊津村非人 午64 天保５午 午10月伺書 眼病

片輪

当四月十日朝四ツ半時頃同郡棚底村江罷越、此もの眼病頻ニ手強相痛
歩行難相成に付木蔭ニ打臥致養生居処、名前不存袖乞幾次郎此所より
拾四五間先ニ、名前不存道心者俊了と口論いたし候様子ニ、声高ニ相
成摑合候様子ニ付不得止事病眼押へなから罷越取支候処、幾次郎は其
儘打臥即死、利右衛門介抱いたし候得共幾次郎連参候忰光蔵人殺之段
声立、人家離居候場所ニ而不任心底、此もの儀は早速名前不存百姓家
江参始末為相知立帰リ、疵人ニ附添相労リ遣罷在候処、村役人罷越、俊
了儀片手は不相叶片輪者ニ候得は全幾次郎より手込ニ逢右始末およひ
候、外怪敷儀等見聞不致旨申之

37 中 22 204 遊禅

肥後国天草郡
本村ニ差置流人
摂州西成郡
北野村浄土大念仏
宗西念寺住持

午43 天保５午
午11月伺書
未閏７月12日
写差出

疝癪

去ル夘年十二月廿三日大坂ニ而被召捕吟味、遠嶋被仰付候段去々辰八
月廿三日天草嶋江着岸仕候、当六月廿五日昼四時頃より日用暮兼相応
迚村々托鉢いたし相廻、本妙寺清正神参詣、其上宿願途中持病之疝癪
相発歩行も自由相成兼、数日を経立帰嶋抜いたし候所存ニ無之、不埒
ニ付急度叱リ置以来心得違無之様申渡、元居村江可被差置候、且本村
役人共儀村内ニ流人差置候付ては別而可心付、立帰候を召捕差出候ニ
付宥免

38 中 ９ 302 野村弥左
衛門

肥後国天草郡
久玉村枝郷内 辰47 天保15辰

辰４月伺書
御附紙４月24
日

疝癪
取昇・乱
気

弥左衛門去十二月廿日天草郡町山口村江罷越、同廿四日帰路亀川村途
中ニおゐて持病之疝癪差発候付、同村時太郎方江立寄養生いたし罷在
候処、同村小市儀同夜逢盗賊、弥左衛門胡乱之躰ニ而風聞有之内探中、
盗いたし候故穿鑿ニ恐レ病気と申立出歩行も不致多分同人仕業ニ可有
之と疑心差発、品ニ寄ては差押村役人江引渡し候、廿四日夜は疝痛ニ
而聢と歩行も難成盗賊筋ニ携候儀無之、廿五日夜時太郎方江為引取尚
養生いたし候内、不快之上兼而小気之ものニ有之、盗賊之疑請候を気
掛リニ存候哉翌廿六日より折々取昇乱気之模様相見候付、正月四日夜
明ケ頃与風起立時太郎方台所ニ有之候庖丁を取候ニ付両手先を弛ク括
置候、病気差重翌五日暮六時頃積気胸元江差込候儘治療行届不申相果
候、全病死ニ無紛一同疑心相晴、吟味下承届可申候哉

39 中 14 308 清吉 肥後国天草嶋
流人無宿堀江の － 天保15辰 辰７月伺書 痢病

去夘閏九月頃より用事ニ付村方立出嶋内所々立廻リ、当辰四月廿九日
居村江立帰候処嶋抜いたし候段、肥前国日見村之内網場名江着船いた
し候処、痢病相煩歩行難渋いたし、漸翌晦日暮六時頃私役所江欠込訴
いたし候段申立候間、吟味仕候積入牢申付候処病気次第ニ差重リ候付
出牢郷宿預之上療養申付置候処、養生不相叶去ル十一日暮六時頃病死
いたし候、殊清吉村方立出候を訴延引いたし候段旁不埒ニ付過料三貫
文、急度叱

40 下 ７ 29 竹蔵
肥前国彼杵郡
浦上村山里家野郷
無高百姓

未43 安政６未

未３月書付
未３月10日会
所掛
未６月15日御
救承知

片輪

去午十二月七日異国人鉄炮ニ当怪我いたし候後、為御手当金三両弐朱
と銀六匁五分両度ニ被下置養生罷在候得共、今以全快不仕右手不叶食
事等も難出来、全快仕候共生涯之片輪ニ可相成、然ル処右竹蔵儀田畑
所持不仕家内女房忰娘共七人暮ニ而、兼而困窮之ものニ而小作・日雇
等稼来候処、右怪我以来稼等も難出来、親類身寄之もの共よりも追々
助合いたし遣候得共、次第ニ困窮差迫暮方難渋罷在候段申出候間、何
卒相応之御救被下候様仕度奉存候、依之容躰書壱通相添此段申上候

41 下 ８ 30 八蔵 肥前国彼杵郡
戸町村大浦郷百姓 未36 安政６未 未３月御届書 瀉病

去午二月六日無沙汰ニ家出いたし候ニ付、心当之所々相尋候得共行衛
不相知段、親類組合村役人一同届出候ニ付、日限尋申付百八十日相立
候ても不尋出段訴出候付、此上無日限尋方申付置候処、同十二月廿六
日立帰候段村役人共届出候付相糺候処、金次郎儀去秋流行瀉病相煩八
蔵看病仕存外永滞留ニ相成、漸全快仕去午十二月廿六日帰村いたし候
処、追々日限尋相成候趣承リ驚入、全在府罷在候もの共江対し不実と
存込何之弁もなく無沙汰ニ出府仕候段、今更心得違之段前非後悔いた
し恐入候旨申立候間、以来心得違不仕如法ニ農業可精出と申渡置候、依
之此段御届申上候

42 下 26 87 久右衛門
（母眼病）

肥前国彼杵郡
長崎村片淵郷百姓 － 安政７申 申７月書付 眼病

若年之頃より父母ニ孝心ニ有之、父相果候後万事母ニ相尋差図を請日
用農業出精いたし候、母儀眼病相煩難儀いたし候ニ付、別而心を用孝
心を尽候ニ付妻子共迄見習、家内一同実躰ニ有之奇特成もの之由、寛
政三亥年十一月為御褒美銀三枚被下候

43 下 26 88
円 次 郎

（父七左衛
門湿病）

肥前国彼杵郡
長崎村中川郷無高 － 安政７申 申７月書付 湿病

両親并弟弐人、伯父壱人共家内六人相暮候処、父七左衛門六十五才ニ
相成拾ヶ年以前より湿病相煩打臥罷在、此もの幼年之砌より野菜振売
或は日雇稼等いたし家内を養ひ、暮方至而難儀ニ候得共人柄実躰ニ而
平日親共申付候儀を相尋、孝心厚もの之由、文化四夘年八月為御褒美
銀弐枚被下候

44 下 26 89 甚吉（母
くめ眼病）

肥前国彼杵郡
浦上村稲佐郷無高 － 安政７申 申７月書付 眼病

母共弐人相暮小作并日雇稼又は草花類市中江持出商ひ渡世いたし、暮
方至而難儀ニ候得共人柄実躰ニ而、母くめ六十四才ニ相成拾壱ヶ年以
前より眼病相煩居候処、此もの幼年之砌より村内袖乞いたし、又は草
花等市中江持出商ひ母を養ひ、大切ニ心附介抱いたし候由、文化四夘
年八月為御褒美銀弐枚被下候

45 下 26 89
正 太 郎

（ 父正三
郎疝癪）

肥前国彼杵郡
浦上村立神郷乙名 － 安政７申 申７月書付 疝癪

田畑高三石九升余所持いたし両親并女房忰壱人、娘弐人、姉壱人有之、
家内八人相暮農業渡世いたし乙名役相勤罷在、父正三郎六十九才ニ相
成持病疝癪有之折々差発候処、其時々枕元ニ附添昼夜介抱いたし候ニ
付、持病之儀心遣ひニ不存村用向并作方労も可有之候間、引取休足い
たし候様正太郎江申聞候得は、暫立退候得共亦々附添全快見届不申打
内は決而引取不申、至而親共を大切ニいたし候由、文化四夘年八月為
御褒美銀弐枚被下候

46 下 26 89
初 次 郎

（ 父嘉三
太痰症）

肥前国彼杵郡
浦上村小瀬戸浦百
姓

－ 安政７申 申７月書付 痰症

畑高壱石七升余所持いたし母并妹弐人有之、家内四人相暮農業・漁業
渡世いたし、人柄実躰ニ而兼々孝心厚ものニ有之、既父嘉三太四ヶ年
以前より痰症相煩、去々寅六月上旬頃より差重同七月上旬相果候処、病
気差重候てより相果候迄は、作方并漁方稼等相止昼夜枕元ニ附添看病
いたし遣、小身之ものニは珍敷嘉三太相果候後は弥母を大切ニいたし
候由、文化四夘年八月為御褒美銀弐枚被下候
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47 下 26 90 徳右衛門
（母湿病）

肥前国彼杵郡
浦上村山里本原郷
百姓

－ 安政７申 申７月書付 湿病

高弐拾五石四斗所持いたし家内九人相暮罷在候、弐拾弐ヶ年以前父病
死いたし其後母儀は湿病相煩罷在候処、此もの儀母望ニまかせ何事ニ
よらす相背候儀無之昼夜附添看病いたし候処、少々宛病気快方ニ相成
候ニ付、此上貧窮之もの共江多少ニよらす扶助いたし候はゝ、弥全快
ニ趣可申と心付最寄貧窮之もの見聞次第、米銭等相施難儀相救、専母
之病気全快之儀を心掛孝心奇特之もの之由、文政十亥年九月為御褒美
銀弐枚被下候

48 下 ５ 110
たか（夫
上滝能右
衛門中症
ニ付代）

瀬崎御米蔵預頭取 － 万延２酉 酉２月訴訟
酉３月書付 中症

夫能右衛門儀御米蔵預頭取被仰付置、然ル処能右衛門儀昨秋以来中症
相煩、次第ニ差重リ当時ニ至リ候ては言舌も不相分、旦夕差迫リ居候
ニ付、実子無御座候ニ付新町乙名八尾平一次男東三郎と申もの養子仕
度旨去申三月中願出候ニ付相伺候処、親類桜町住居姉山健輔儀は母方
従弟之続ニ付、自分孫養子ニ差遣跡敷為相勤可申と故障申立候趣、以
右養子之儀双方熟談之上願出候様被仰渡、願書被成御下ケ候間、其段
御米蔵預共呼出申渡置候処、熟談難整趣を以別紙之通訴状差出申候、右
は市中引合之儀ニ付於御奉行所御吟味被成下候様仕度奉存候、依之訴
状壱通相添此段申上候

49 下 14 117 さめ
肥前国彼杵郡
長崎村馬場郷百姓
亀次郎忰鉄三郎女
房

去 申
21 文久元酉 酉６月伺書

酉６月御附紙 積気

肥前国高来郡有田村百姓文七妹之由、長崎江奉公稼として罷越、桶屋
町滞在罷在候村内栄七方江止宿仕居候を、去申四月鉄三郎女房ニ貰請
之儀、さめ儀折々無沙汰ニ家出いたし行先尋候ても彼是取繕押包罷在、
不埒之心中と心憎く存候折柄、同五月廿七日取昇疵為負、疵所も癒方
ニ向キ安心いたし候儀之処、其砌暑気甚敷同人持病之積気折々取詰、同
六月朔日右病症俄ニ強く差詰相果候儀ニ而今更後悔いたし、さめ母む
ろ其外身寄之もの共江対し候ては何とも気之毒之次第ニ存掛合之上、右
躰事柄相分リ殊ニ余病ニ而相果候巳、無相違聊申分無之旨申聞候儀ニ
而、何卒御慈悲之程相願候旨申之候

50 下 ６ 137 みつ 市中榎津町
無宿 戌28 文久２戌 戌５月書付 癪気

五ヶ年以前去ル午年無沙汰ニ居町立出筑後国若津江罷越奉公稼中、去
酉年拾壱月中長崎之者之由其節名前不存種吉女房ニ相成、五嶋宇久嶋
江罷越候積富蔵船江乗組、去月十七日夕大村領崎戸浦着船、此もの儀
血気差起種吉弟八十八より介抱請貰ひ、其外之もの共酒給合候内種吉
儀脇差を以乗合弐人切掛ケ、みつ儀癪気差迫リ候処右三人共海中江飛
込、種吉も自身と怪我いたし罷在、厄介罷成重畳恐入候旨申之

51 下 15 207 重松 肥前国茂木村漁師 － 文久４子 子４月書付 腰不自由
片輪

肥前国高来郡川原村江出稼罷在候、浜辺ニおゐて為石村無高百姓儀平
外弐人より疵請候ニ付療養申付置相応処、疵所は追々平癒いたし候得
とも、腰不自由ニ而漁業稼は勿論歩行も思ハ敷出来兼、全片輪同様ニ
相成歎ケ敷次第ニ付、一件之もの共吟味之儀願出申候、依之願書并医
師容躰書相添差出之儀申上候

52 下 30 310 悦蔵 肥前国高来郡
清水寺門前帳 夘37 慶応３夘 夘８月29日書

付 取昇

折節気候ニ寄為取昇病気有之、精々薬用いたし居候得共全快不致次第
ニ相募、元治元子年九月十六日退役相願、当五月中当地江引越居処を
極置候迄ニていまた何職と申心当も無之、当六月廿二日茂木村江罷越
同夜より与風兼而之持病相発正気取失ひ、何歟怪敷もの多人数悦蔵を
目掛ケ追懸参候ニ付、苦さの余リ迯廻リ候儀は幽ニ覚ヘ居候得とも、其
余之事は更ニ不相覚、翌廿三日昼九ツ時比喜八郎方江罷越一飯を乞候
末、勝手江廻リ庖丁持参リ同人江為疵負、自身と疵付候儀、追々手当
ニ相成薬用等申付此度全快いたし候ニ付てハ、素より意趣遺恨等有之
右及始末候儀ニは毛頭無之、此上御慈悲相願候旨申之

53 下 30 311
森英次郎

（ 父喜八
郎眼病）

肥前国高来郡
茂木村浦見番喜八
郎忰同見習

夘24 慶応３夘 夘８月29日書
付 眼病

当六月廿三日昼九ツ時比悦蔵儀与風罷越一飯を乞候付見請候処、下帯
等も不致丸裸ニ而其上眼色等も不穏狂気之体ニ相見候間、喜八郎江切
懸ケ候付打驚、側ニ有合候十手を取支候得共同人儀は兼而眼病相煩、思
ハ敷自由成兼居合候、悦蔵儀狂気とは乍申右始末およひ候段何共歎ケ
敷次第、此上御法通吟味相願候旨申之
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６ 「罰責類聚・罰責」（藩法研究会編『近世刑事史料集』２対馬藩、創文社、2014）
番号 巻 頁 名前 身分 年 月日 症状 内容

１ １罰責類聚 10 桑山新之允 － 正徳３癸巳 ５月24日 （精神病）

右不調法之儀有之、籠舎之上上方江追放被仰付候処、就病気
一類中依願養生之間、一類中江御預被成候、此程過半快気仕
候由ニ付被差登、追放被仰付候、就公義御役人衆、此方御家
門様方、此分奉公は不及申、徘徊仕候儀御構被成候、若右之
夫江戸中御三家様、但右新之允儀、不行跡ニ在之上剛気ニ在
之、船中等ニ而如何様之儀可仕出も難計候ニ付、為警固御道
具十左衛門相附被差登

２ １罰責類聚 68 斎藤与四郎 町人 享保16亥 12月９日 乱心

右田渕町ニ罷在候処、三年以前ゟ乱心之機シ在之、当四月廿
八日与四郎致乱心、屋ねニ上り押石を取、隣家之屋ね壁打破、
通り之者江も投付候故、母罷出制候得ハ、母をも石ニ而打殺、
其身も屋ねゟ落致怪我候付、早速検使差越候処、母ハ弥致絶
命候付、与四郎義入牢申付置、御裁許之義致吟味候処、乱心
ニ而も親其外他人を殺候者ハ死罪、又ハ磔罪被仰付候と相見
候付、大橋ニ一日さらし、死罪被仰付ル

３ １罰責類聚 ４ 源吉 梯正吉忰 元文３戊午 ６月14日 （酒狂）

右父正吉以書付申出候は、源吉儀酒給候得ハ本心を失、乱心
之ことく有之、御奉公相勤さセ候儀大切ニ存、御奉公被差免、
正吉江被成下候ハヽ何分ニも片付可申旨願出候、然処去十二
日之暁名子改喜助を殺害可仕とて脇差を抜、疵付候由相聞遂
僉議候処、相違無之不届者故、佐護郷深山村江流罪被仰付

４ １罰責類聚 66 八五郎 瀧勘兵衛弟 元文５ ７月９日 不平気
右先月廿八日夜、勘兵衛妻并弟病気之由、急用人参ヲ医師山
田昌軒証印似せ相頼、弐匁買取候段相顕候、平日不行跡有之、
畢竟不平気者ニ付、不及御詮議早々囲ニ入置、追而快気之節、
自分ゟ旅出切申渡候

５ １罰責類聚 71 海津幾右衛門 － 寛保２戌 ６月11日 痰病
右痰火之病気ニ而服薬仕罷在、夜前宿を立出、方々相尋候処、
知勝院屋敷脇ニ而自害仕居、検使差越自滅ニ其紛無之段申出
候付、親類中ゟ取置候様申渡候、尤跡式之儀、御切米壱石被
減之、忰へ相続被仰付ル

６ １罰責類聚 ８ 中原善左衛門 － 宝暦５ 10月18日 不平気

右夜前亥刻比、八幡宮御殿ニ而神楽太鼓打拍子を踏候者在之、
騒敷候付藤兵内参、制候得共不相慎、御徒目付罷越見届候処、
中原沢右衛門儀、不平気も快方ニ而親類方江参、帰掛之仕形
と相聞、右躰之人殊帯刀ニ而徘徊為致候段不届ニ付、遠慮申
渡、同廿八日被差免

７ １罰責類聚 50 仁位主計 － 宝暦６丙子 ５月16日 不平気・
乱心

右は去年九月、父孫右衛門儀不平気之機有之、槍を携主計并
親類中ニ対し鬱憤を可散様子ニ付、乱心之業作有之段訴出、捕
手を願請候、其節之次第相尋候処、条答之趣始終不詳、不慥
成取計ニ候、返答書之内ニも前廉より其機有之たる事と相聞
候、主計儀もはや幼年と申年齢ニ而も無之候処、親類ゟ及相
談候通を令同意候趣と相聞候、御国政之儀は事品ニ依老若之
差別無之事ニ候、捕手を願請候上は、御国家ニ対し犯罪ニ相
成段当然ニ候得は、上を大切ニ恐レ、次ニは孝心も有之候
ハゝ、最初ニ竭心力穏便之取計方も可有之、弥乱心ニ極候ハゝ
処置も可有之事ニ候処、其儀を相尽候とも不聞、乱心ニ相極
候故騒動ニ及はせ、無其隠候へは他州之響キ旁御国之瑕瑾と
相成候、弥乱心手ニ余候程ニ候ハゝ、捕手ニ対し敵対之働可
有之事ニ候得共、無其儀神妙ニ命令を得候を以見候得は、宥
方手抜無之候ハゝ此儀ニは及間敷、殊ニ主計儀、其節他方へ
外居候段相聞候、惣而武士は非常之災変ニ臨ミ、不幸ニして
其場ニ不居合たに、後日之嘲弄を心頭ニ掛候段本意ニ候処、身
分ニ預り候場所を外し居候段、逃退候ニ無其紛、剰乱心者に
家を明渡し差置候仕形、第一上を不恐、次ニは父子之親ニ悖
り、父を縲紲ニ苦メ候段、不孝不義不慈之至ニ候、其上御番
頭をも相勤候身分ニ候得は、仕官と申内、御国中にては重キ
格式ニ候を、其所をも令忘却、重畳不届至極之次第ニ付、被
仰付様之品も可有之候へとも、格別之御宥恕を以被弛其品、知
行被召放候

８ １罰責類聚 51 仁位七九郎 主計二弟 宝暦６丙子 ５月16日 乱心 右同断之節、乱心者ニ令荷担候付、孫右衛門同前被召捕候様
ニ相成、旁不届千万ニ付、一生御国中仕官之在附御構被成候

９ １罰責類聚 52 仁位好之助 主計末弟 宝暦６丙子 ５月16日 乱心
右は主計儀、家古キ人ニ而、殊孫右衛門儀乍乱心、捕手ニ対
し神妙ニ覚悟仕たると相聞候付、旁ニ被対御慈悲を以新知百
石被成下、御馬廻ニ被召出候事

10 １罰責類聚 93 岸勝左衛門 － 宝暦６子 ８月28日 乱心・不
平気

右ハ乱心ニ而囲ニ入置候処脱出、御屋敷御居間御庭へ紛入、甚
不埒ニ付、御潰し被成（36番  乱心ニ付家御潰被成候類）

11 １罰責 17 岸勝左衛門 宝暦６子 ８月28日 乱心・不
平気

右ハ岸勝右衛門不平気ニ在之候処、右親類中大様不念之次第
在之、差扣被仰付置候へとも被差免候事

12 ２罰責類聚 53 小野典膳 － 明和２酉 ７月12日 流行り病
右ハ市中悪病時行候付、従　御隠居様御祈祷被仰付候処、同
日従　表様も御祈祷被仰出候訳ニ付、間違之次第在之、不埒
之品ニ付、退役之上逼塞被仰付
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番号 巻 頁 名前 身分 年 月日 症状 内容

13 ２罰責類聚 69
庄村又右衛門
川嶋吉左衛門
平川徳兵衛

宮谷町乙名 明和８辛卯 ２月16日 流行り病
右坂尾屋長五郎掛り町改故、捕へ候者召連、預り候様申達候
処、町内病人多く番人差支、殊不埒者故難預り旨申聞候由相
聞候、掛り町之義候へハ異議不申可預候処、不埒之至候、右
躰之義無之様可心用旨申渡

14 ３罰責 45 阿比留五郎七 鶏知村社人隠
居 明和９ ４月７日 不平気

右は馬場筋ニ而放埒之次第有之、相尋候処、平日馬を飼候付、
粕為調令上府、酒屋ニ而田舎者差寄、酒を調給令酔忘候段申
出候処、酔忘斗ニ而無之、不平気之機有之と相聞候付、上府
被差留、村内ニ而令徘徊候儀も被差留

15 ３罰責 44 井玄 － 安永５丙申 ７月３日 （精神病）
右は久々御番令不参居、間々市中令徘徊候段相聞候付、右之
次第御用人中ゟ相尋候処、委曲返答書之趣異様ニ相聞、
上を不恐甚如何敷候得共、此節は不及御沙汰候段申渡

16 ４罰責類聚 73 庄太郎
伊奈郷志多留
村給人
中山治部右衛
門拝領奴

天明元 ７月４日 不平

右は元来不行跡ものニ而、去丁酉年小野六郎右衛門江十ヶ年
切奴ニ被成下候処、又々不埒之訳有之、去丑年伊奈郷奉役小
野政右衛門江残年数六ヶ年切奴ニ被成下候処、不平之機し有
之、火元大切之由を以無間も依願返上被仰付、右治部右衛門
へ被下候処、又々返上願出、追々如何敷候得共無余儀相聞候
付返上被仰付、今以行跡不相改、重々不埒ものニ候へとも、各
別以御慈悲豊崎郷大浦村給人大浦勝兵衛へ残年数五ヶ年切奴
被成下

17 ４罰責 129 宇兵衛 横町改山村屋
庄七倅 天明４甲辰 10月24日 不平気・

乱心

右は不平気者ニ候処、父庄七儀ハ老衰極難之者ニ而倅両人所
持いたし居、弟吉蔵と申者ハ御米漕水夫ニ而朝鮮へ罷渡居候
付、親類共ゟ撫育等見続、且風烈キ時分ニも相成第一火之元
不用心ニ付夜番をもいたし居候処、親類共ニも困窮ニ而両人
之者数日相育呉候儀令難儀、其上宇兵衛乱心ニ而極老之者を
令打擲候躰之儀も有之、旁不安存候付、窮民小屋入之格を以
入牢被仰付被下候様願出、弟吉蔵令帰国候迄入牢申付、
同辰十一月十三日右吉蔵令帰国候処、片付先無之令難儀候付
居形りニ入牢之儀願出、無余儀相聞候付、今暫入牢申付

18 ５罰責類聚 87 智鏡坊 山伏 天明５乙巳 10月24日 不平
右は弟庄三郎と申者先達不平之様子相見、自分ニ而介抱難届
依願借牢被仰付置候処、近来快方ニ付引取養生仕呉度旨願出、
願之通出牢申付ル、
天明二寅年三月十二日依願借牢、集りニ記し有之

19 ５罰責類聚 88 清吉 与良郷久須保
村百姓 天明７丁未 ２月24日 不平気

右は去辰年不平気ニ相成、同村百姓平左衛門子供両人江手疵
を為負候付入牢申付置、其後居村囲入申付有之候処、今程致
平癒、囲出之儀親類共ゟ願出差免

20 ５罰責類聚 84 勝村唯五郎 － 天明７丁未 ７月26日 不平気
右は養父郡之助儀兼而不平気ニ有之囲ニ入置たる由候処、去
廿三日之夜囲を破出、市中令徘徊打廻番所且古川図書宅江も
罷出、唯五郎及家内之面々ニ至大様不念ニ付、去ル廿四日差
控被仰付置候へ共以御用捨差控御免被仰付ル

21 ６罰責 69 川名部元慶 － 寛政３辛亥 ３月28日 眼病

右は眼病相煩去ル酉年九月、依願筑前須恵村江為療治日数九
十日御暇被成下、其後痛所透々快方無之由ニ而追々依願、都
合四度ニ而十五ヶ月之御暇被成下当月令帰着候、右御免之月
数外三ヶ月を越、等閑ニ心得候故、右之通と相見、上を不憚
所意、不埒千万之儀ニ候、依之吃度御沙汰之品も有之候得共、
此節ハ以御用捨無其儀候

22 ７罰責類集 98 五七
三根郷志多賀
村
足軽五左衛門
孫

寛政４壬子 11月８日 乱心・唖

右は佐賀村百姓四郎吉と申もの方へ召置候処、当七月同村名
子百姓徳三郎方へ参、右徳三郎子佐護郷井口村給人福嶋弥七
郎下男甚平と申者之首ニ与風鎌ニ而深手を負候付、甚平起上
候処を重而胸ニ打込、其躰甚平親徳三郎見請、両人をさゝへ
候処、徳三郎へ直ニ切掛、其疵至而深、徳三郎ニは相果、甚
平儀ハ快方令存命居候、五七儀生得啞ニ而、其上前方乱心之
機有之候ものニ付、此節又々乱心差起、右之仕業ニ至候哉之
趣村役人并右甚平ゟ申出、乱心ニ而も人を殺候ものニ付、大
橋ニ一日さらし、地獄谷ニをゐて死罪ニ被行候、
十九日右同断之次第、村役人中大様不念之所も有之候付、御
呵筋相達

23 ７罰責類集 98 五左衛門 志多賀村足軽 寛政４壬子 11月19日 乱心・不
平気

右は孫五七儀、当節之仕業乱心故と相聞へ、右躰不平気之も
のを勝手ニ為致歩行、剰他村江遣置候処より如右仕業ニも至、
是偏ニ五左衛門平常手放置候故と大様至極ニ付、吃度申付方
も有之事ニ候得共、用捨を加無其儀候、以来可心用旨申付

24 ７罰責類集 100 五七
三根郷志多賀
村
足軽五左衛門
孫

寛政４壬子 11月18日 乱心・唖

明十九日死罪ニ被行候処、雨乞ニ付地獄谷雨覆いたし被取計
候様打廻頭へ及差図、
右は生得唖ニ而兼而乱心之機有之候処、当七月佐賀村名子百
姓徳三郎方へ参、右徳三郎子甚平と申ものを鎌ニ而深手を負
ハせ候付、右徳三郎取さゝへ候を鎌ニ而徳三郎を切殺し、乱
心之仕業とハ相見候得共、人を殺し候ものニ付、大橋ニ一日
さらし、地獄谷ニをゐて死罪ニ被行、委細廿九番之紐ニも記之
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番号 巻 頁 名前 身分 年 月日 症状 内容

25 ８罰責 ２ 喜介 森口屋清兵衛
次男 寛政８丙辰 １月17日 眼病

右は去月廿四日暮比、於途中年寄中之内ニ不礼之挙動いたし、
其次第相尋候処、眼病相煩居見損恐入候由申出候付、閉店申
付置候、町家之者士官ニ対し不礼不致様ニと申儀は、追々申
付置候処、其旨を不相守、不埒不届之者ニ付、申付方も候得
共、此節迄は格別之加慈悲閉店差免

26 ８罰責 14 吉田壮馬 － 寛政９丁巳 ７月13日 乱心

右は名子八十之允と申者、当時阿須辺へ住せ置候処、近比乱
心之躰手余ニ有之、自分ニ而難召捕由を以従上被召捕、直ニ
借牢被仰付被下候様願出、則去三日組中差越、八十之允儀召
捕入牢申付候、抑壮馬儀、名子之者を当分たり共他所へ差置、
被召捕方を申出候所ゟ彼是御手入ニ相成、剰八十之允強力之
ものニ付、捕手之もの共へ手疵を負、既其内一人急所を被突
鑿即日相果、人命迄害候、是畢竟壮馬儀全躰斗方不宜、大禄
をも被下置候身分、名子一人之取斗筋自力ニ不得加所置、如
前件御手入を生シ、甚大様不心得之次第ニ付、差扣被仰付置
候へ共、当節迄は格別之以御寛恕差扣御免被仰付

27 ８罰責 86 吉田壮馬 － 寛政９丁巳 閏７月４日 乱心
右は名子八十之允と申者令乱心、手余ニ有之候付、被召捕方
之儀願出、被召捕被下候処、彼是御手入相生、恐入候由ニて
差扣伺出、則差扣被仰付

28 ８罰責 26 利左衛門 － 寛政12庚申 ９月27日 乱心
右は弟利右衛門義、兼々不行跡之聞へ有之候付、兄たる身分
厳重ニ教訓不致候而難叶義候処、平素大様ニ差置、既乍乱心
手疵を負候段、未練千万不心得之至ニ候得共、各別之被加御
用捨候、以来可心用段申付ル

29 ８罰責 98 藤崎利右衛門
跡 － 寛政12庚申 ９月27日 乱心・不

平気

右は利右衛門存生之内、当月四日夕兄利左衛門江手疵を為負
候段及案内候付、令僉議候処、利右衛門義、兼而不平気之機
相募、脇差を持二階江揚、自滅之覚悟ニ見へ候付押留候処、利
左衛門へ疵を付、全乱心之仕形ニ候旨申出、依之戒メ置候処、
同六日利右衛門義、急症差起令病死候段又候遂案内候、右之
仕業利右衛門存命ニ候ハヽ、乍乱心人倫之道を破り、兄江手
疵を為負候仕形、其罪科難免候付、急度重刑ニ可被処候得共、
及死後利左衛門疵も令平癒候付、被加御宥恕、利右衛門跡六
十人格并問屋株共ニ御取揚被成候段申付ル

30 ８罰責 101 蕃建小十郎 － 寛政12庚申 閏４月７日 乱心
右ハ下女ふりと申者不埒之儀有之、依願借牢被仰付、但右ふ
り乱心と相見候付、依願知行所鴨居瀬村へ囲出来、入置候
儀被差免

31 ９罰責 62 児島左内 － 享和２壬戌 ２月24日 乱心
三月十四日快方之由ニて出牢之儀申出候付、相達、
右は甥民五郎令乱心、急々囲等之設難届由、依願当時借牢被
仰付

32 ９罰責 71 土田郡内跡 － 享和３癸亥 ７月10日 乱心・不
平

右は郡内儀、去月廿四日暮比、河村平次郎・川辺治左衛門妻
江及刃傷候段親類ゟ遂案内候付、早速検使御徒士目付差越、双
方之意趣及尋問候処、郡内儀ハ直ニ異病差起り相果尋問不相
成、勿論何儀之書置等も無之、親類中共ニ一向如何之趣等も
見聞不致旨令返答、扨又平次郎・治左衛門申答候趣ハ、両人
妻女同道ニ而近所江罷越候処、途中ニ而郡内平次郎妻を引伏
セ、短刀ニ而首元を剃候故、人殺と呼り候、折節平次郎近所
へ罷在駈付見候処、右之為躰故郡内持居候短刀を奪取候而、手
負人を令介抱居候内、郡内宿ニ立帰り刀を取出し、抜身ニ而
治左衛門宅江立越、同人妻ニ深手二ヶ所為負候、折柄治左衛
門帰合セ、杖ニ而郡内刀を支候処請外し、右之肘を少し傷キ、
其間ニ両人之女ハ手負なから近所へ逃去、郡内儀も其侭引取
候由、依而猶亦両人之妻ハ素り、平次郎・治左衛門ニも相尋
候へ共、少も意趣遺恨等無之、右両人親類ともに如何之訳共
見聞キ不仕旨申出候、然ハ郡内儀、此節乱心共可申挙動、抑
途中ニ刀をも不帯士之作法を取失、殊更婦女を相手ニ及刃傷、
其上異病差発相果候節、男子をも所持不致迚判元之見分を請、
常躰之手数ニ跡目を願出、自分不平之挙動人を害候不埒之罪
をも不憚、旁以士官之趣意を令忘却、上を不恐之仕形重々不
届至極之族ニ候、依之此節郡内跡目断絶被仰付、閉門被差免候

33 ９罰責 72 河村平次郎 － 享和３癸亥 ７月10日 乱心

右は去月廿四日、土田郡内於途中其身妻江及刃傷候折柄、近
所ニ罷在直ニ駈付、郡内持居候短刀を奪取候而、手負人を令
介抱候内、郡内ニハ立去候と相聞候、就右御吟味之筋も有之、
差控被仰付置候、右之一件、郡内存生ニ候ハヽ其旨趣双方糺
明ニも可被及候得共、無間も郡内相果候付、いつく迄も不分
明、尤平次郎江相尋候処、其身妻ニ郡内意趣を含候覚無之、妻
ニも其覚無之由申出候得共、郡内其節之挙動乱心或ハ酔狂と
も難相見候、既ニ末期ニ臨判元見分を受、跡目之儀を願出候、
ケ程ニ本心有之候而両三人江及刃傷候は、其旨趣無之儀と不
相見、風聞等強ニ御取揚可被成ニも無之儀なから、奉仕之身
分、死後迚一方而已之申分御裁許片落ニも相成候而は、至而
不容易、扨又平次郎儀、急場之所置ヲ以妻之死を助ケ候は、左
も可有之儀なから、郡内江対候而之挙動ハ士官行届たる事と
難申、既ニ郡内其場を去り、直ニ川辺治左衛門妻を及刃傷、治
左衛門江も手疵を為負候ニ至、是間も平次郎儀妻を而已相助
ケ、郡内江対候而之士道難行届ゟ之儀ニ有之、旁以不届之至
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34 ９罰責 72 川辺治左衛門 － 享和３癸亥 ７月10日 乱心

右は去月廿四日、土田郡内儀河村平次郎妻江手負セ、引続其
身宅江立越妻及刃傷候、折柄帰合セ手比ニ有之候杖ニ而相支
江候処請外し、自分ニも少し肘を傷キ、尤郡内ニは其侭引取
候段申出候、右ニ付御吟味筋も有之、差控被仰付置候、右一
件郡内存生ニ候ハヽ旨趣双方糺明ニも可被及候へ共、無間も
郡内相果候而其訳不分明、尤治左衛門江相尋候処、其身ハ勿
論、妻共ニ郡内意趣を含候覚無之由申出候得共、郡内其節之
挙動乱心亦は酔狂共難相見は、死期ニ臨判元之見分を請、跡
目を願出候程ニ本心有之候而、三人江及刃傷候は其旨趣無之
儀と不相見、風聞等は強テ御取揚可被成事ニも無之儀なから、
奉仕之身分、死後迚一方而已之申分ニ御裁許片落ニも相成候
而は、至而不容易、扨又治左衛門其節之計不行届して郡内自
由ニ私宅江引取、既ニ相果候
依之治左衛門儀、此節御奉公被差除差控御免被成候、
右之通各立会被申渡候様、与頭・大目付江書付相渡、右伺之
書面委細日帳有之

35 ９罰責 73 宮川平左衛門
他 享和３癸亥 ７月10日 不平

右は土田郡内儀、河村平次郎・川辺治左衛門妻江及刃傷候
（マヽ）は、不平之次第共可申哉、士官之所業ニ戻、上を不恐
憚之挙動、畢竟右之面々郡内身近キ親類として、平常之教諭
も不相届、大様無念之所ゟ御手入を生し、不届之儀ニ付、差
扣被仰付候へ共、此度郡内跡御裁許被仰付候儀故、差扣御免
被成候

36 ９罰責 62 平兵衛 大工 享和３癸亥 ５月18日 狂気 右は忰貞吉と申者狂気之機有之、其後快方ニ付、出牢申付候
処、亦々右之機致増長、難儀之趣願ニ依、借牢申付

37 ９罰責 62 園兵衛 － 享和３癸亥 10月30日 不平気
同十一月晦日依願出牢、伊奈郷御鉄砲志多留肝入吉兵衛方へ
為養生差下候義申出御免、
右は昌元町改吉田屋隼介と申者、右園兵衛叔父候処、不平気
之機増長いたし、依願借牢被仰付

38 10罰責 107 広助 御駕籠 文化３ ５月９日 不平気 右ハ伯父安右衛門忰茂八、兼而不平気有之、借牢願出差免

39 10罰責 88 古河又三郎
古川図書、古
川蔵之介、古
河夜叉丸

文化４ ７月11日 不平

右古河又三郎田舎牢居被仰付、本姓之親類恐入差扣被伺出、其
儀不及、伺書差返、
同八月十九日差扣御免被仰付、古河夜叉丸
右は父又三郎不平之挙動有之、御奉公被差除、田舎牢居被仰
付、差扣被仰付

40 10罰責 109 古河又三郎 文化４ ７月10日 不平

右は大目付郷役御先手役兼勤被仰付置候処、度々御目見相願、
御直ニ申上候次第被為聞召届候、役儀ニ付存寄申上候ハ其筈
之儀なから、其次第令混雑心得違卒忽不敬、第一不平之挙動
ニ被思召、其侭被差置候而ハ如何成騒動ニ可相成も難量、御
大用中御響不安次第ニ思召候ニ付、御奉公被差除、伊奈郷志
多留村江牢居被仰付候、尤跡式之儀ハ忰へ被成下

41 10罰責 107 神宮清五郎 六十人 文化５ ３月９日 不平気 右は弟鎚五郎と申者不平気ニ付、囲出来迄借牢願出申付ル

42 10罰責 35 又次郎 三根郷狩尾村
百姓仁吉甥 文化６ ６月22日 不平気

右ハ去十二日夜、六十人緒方茂右衛門方裏口ゟ差覗、其躰訝
敷候付相咎候処、御先手足軽之由相答候付、茂右衛門其跡ゟ
附行候処、恵比須崎町切ニ行掛、出張役人ゟ名前相糺候得ハ
右同様申聞候得共、無刀之者ニ付、差留置候を御先手足軽町
足軽等召捕、令吟味候得ハ、時々不平気之機有之、酒を常ニ
相好、酔中ニて前後を不弁段申出、無途方者と相見候付、重
不及沙汰為懲十ヶ年府内登差留

43 10罰責 110 島村半左衛門 浪人 文化７ ８月12日 不平

右は不行跡ニ有之、当正月佐護郷恵古村江流罪被仰付置候処、
近来不平之機有之、火之元等大切ニ付、村方ニ而相堅居候由
村役人ゟ申登承届候、平気ニ無之人其形ニ差置候而ハ難相済
事故、村囲入被仰付候間、早々囲出来手数之通被取計、食事
之儀は村ゟ相与候様被仰付

44 10罰責 113 古森与七 － 文化９壬申 ６月20日 乱心・不
平気

右は去九日之夜近所江罷越、帰宅之途中ニ佐護茂兵衛彳居、行
過候処を声を不掛後より切かけ、茂兵衛義、不平気之機し在
之人ニ付、搦捕候心得ニ而手元江仕込組臥候節、刀を捥捨候
得共、頭之疵ニ眼くらミ、病後ニハ在之気力乏、捕外候段及
案内、検使申分手疵之様子無相違、茂兵衛不平気之段彼方親
類よりも申出、然は双方意趣等為在之共不相見、手疵快方之
上、御吟味之品も有之候処、相果候段遂案内候、茂兵衛亍居
候節、心を付可行過段勿論ニ候処、何等之心得も無之、数ヶ
所手疵を受ニ至候ハヽ乱心人なから不得止、其心得も可在之
処、闇々と被疵付、士道ニ疎不覚悟之至不埒、士官之作法不
案内之事越度之至候、依之被仰付方候得共、死後之儀、元来
自分開地を以御奉公被召出候人ニ付、与七跡目被召上、忰初
右衛門家格是迄之通自分開地ニ而新ニ被召出、差扣御免被仰付
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45 10罰責 114 佐護茂兵衛 － 文化９壬申 ６月20日 乱心・不
平気

右は去九日之夜、途中ニ彳居古森与七行過候を声をも不掛、後
より無躰ニ切掛、与七振返り候頭を畳掛切付、数ヶ所手疵を
為負、不平気之仕業と相見、親類よりも不平気之段申出、然
は意趣為在之とも不相聞、乱心無相違、尤与七儀、手元江仕
込組臥候節、刀捥取捨候得共、最初之疵ニ眼くらミ数ヶ所之
疵ニ気力弱り、茂兵衛其場を逃去候と相聞、検使申分数ヶ所
之疵無相違旨申出、不届至極之族ニ付、舟志村江先牢居被仰
付、与七生死之様子ニ依被仰付方在之、既相果候付而は猶一
等重被仰付方も候得共、士官之作法通於配所切腹、跡目断絶、
閉門御免被仰付候

46 10罰責 101 春沢与兵衛 文化９壬申 ６月11日 不平気
右は佐護茂兵衛義、不平気ニ而不届至極之挙働有之、御奉公
被差除、舟志村江先牢居被付、同人跡先閉門被仰付、身近親
類ニ付、差扣被仰付

47 11罰責 44 宮川宇右衛門 － 文化11甲戌 10月23日 眼病
右ハ去年三月大坂実母病気ニ付依願御暇被下、罷登候処其身
眼病相煩日延被仰付置候処段々相滞、恐入差扣伺出候得共不
及其義伺書差返

48 13－ ３ きの
佐護郷仁田内
村給人大石源
内娘

文政３庚辰 ６月11日 癪

右は御聞込之品有之去卯十一月佐須郷奉役初村久兵衛江御預
被仰付置候処、癪気之持病有之家内之助ニは不相成却而手入
ニ有之返上願出、此節返上豆酘郷奉役阿比留利右衛門江被成
御預、同人身行之慎方は素り平日心得違無之様加教諭、家内
之もの同様可召仕候

49 13－ 78 正右衛門 諸道具 文政５壬午 11月４日 疱瘡

右同断御物宰領をも申付候処、船子共御物之内黄芩抜取候と
相聞、大様之至ニ付禁足申付置遂吟味候処、御物相請取船積
為致候而已ニ而御用仕廻、且自分仕廻等仕、其上子供疱瘡之
看病旁ニ而一切船ニ乗組不居、右等之仕業一向相心得不申恐
入候旨申出、宰領之身分心得方大様不届至極ニ候得共、用捨
を加不及沙汰禁足差免

50 13罰責 109 善兵衛
岩倉屋平右衛
門忰御船奉行
所改

文政６癸未 12月18日 乱心・狂
気

右は神社江立入放埒之挙働いたし候付召捕口問申付候処、此
者令乱心居前後無正躰もの故入牢申付置候、狂気之者猥ニ徘
徊不致様可心付義候処、緩成処ゟ不埒相生不届之至ニ付申付
方も候得共不及沙汰候、以来囲ニ入置候様申付

51 14罰責 20 和七 元御船奉行所
下代 文政９丙戌 10月14日 胸痛

右は当八月晦日之夜、当番ニ而御蔵之戸前を明ケ候段及案内
候付召捕入牢申付遂僉議候処、胸痛之持病有之酒を給酔不図
盗之気差起、御蔵之錠前を石ニ而打明ケ透戸之上ワ敷をせき
揚候処、透戸落候音を被聞咎候段令白状、猶拷問を以再三遂
責問候処、持病は有之候得共酔候程酒を給たるニも無之、兼々
内困ニ而衣服等質入仕居当節御供被仰付候付、是非不取出し
て難叶候処他借之手段も無之、苦ミ之余り御蔵之内ニ有之苧
取出し、跡は如元〆置相番之者寐入候間ニ夜具之包と包替、翌
朝番代り前ニ忍而私宅迄遣し候積ニ而、素苧掛目弐貫目計取
出候ハヽ凡四拾匁位ニも可相成、夫を以質物ニいたし衣服等
を取出候心組ニ而、外ニ同類等は無之由令白状候、抑軽キ者
なから下代をも相勤居、殊更当番をいたし居候而盗を志候段
不埒至極ニ有之、其上御蔵之錠前を石ニ而打放、素り品は不
取出候得共透戸之具合ニ依候ハヽ心組之通盗出候は必定之儀、
少しニ而も上之御品を盗候志旁以重科難免者ニ候、乍然此者
儀兼々異病之聞も有之、実は愚成所ゟ纔式之盗も志たる事と
相見、旁ニ付当節は格別之御慈悲を以一命御助被下、豊崎郷
西津屋村肝入三六江永代奴ニ被下候間以来行跡可相改旨厳重
申付、大手橋ニ一日さらし手数之通可被引渡候

52 14罰責 86 藤川兵作 － 文政10丁亥 ３月16日 放心

右は去夏江戸表ゟ帰国掛下モ関ニ而病気之由を以揚陸、乗船
は差下其身ハ肥前船江便船六月十四日彼地出帆之段親類中ゟ
相届、数十日ニ及候得共行先不相知、実は彼地ゟ出奔江戸表
江忍而罷越候風聞有之不埒之至ニ付、去年八月家名御預り被
置候処同十一月廿七日令帰着候付、右之始末及吟味候処、下
モ関出帆三田尻江欠戻、其後御手洗江乗戻病気ニ而令放心前
後何事も不相覚趣申出、抑下モ関出帆上方をさし致登船候は
出奔之志しニ無相違、其上江戸迄も立越候風聞様々御聞込之
品も有之、再三御吟味被差詰候節々、申抜難相成場ニ至候得
は病気放心せしめ居不相覚躰ニ申出、不敵成心得重々不埒之
族ニ候、右様多月令漂流居候ハヽ慥成引合も可有之処無其儀、
剰其身切手は下モ関より敏く留守江送越置候を、当人罷帰候
上添状と一所ニ差出、全躰巧成心得上を掠候所為ニ付此節改
易被仰付、仁位郷曽村江流罪被仰付

53 14罰責 87 江島惣九郎 流人 文政10丁亥 ７月５日 疱瘡

右は配所三根郷志多賀村より忍而上府市中令徘徊候段相聞候
付、去月十二日召捕親類中江御預被仰付、上府之訳親類を以
遂尋問候処、疾瘡相煩難儀之余為養生忍登忍入候段申出候、流
人府内登は不相成儀、病気ニ而養生登等之儀は手数も有之儀
候処忍而令上府候而已ならす、親元も有之候ニ他家江方々多
日之間令止宿旁不埒千万之事、其上種々悪説も有之候付吃度
相糺御沙汰之品も有之候得共、此節迄は各別之以御憐愍不被
及御沙汰、最前之配所江被差下他村越等は猶堅差留候間身行
別而可相慎候、万一向後不埒之聞於有之は厳重御沙汰之品有
之候
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54 15罰責 85 関右衛門 御駕籠 文政13 ６月28日 不平気

右は江戸詰番召仕置候処於江戸表不埒之行状在之、去月四日
帰国申付品川宿ニ而放埒之挙動いたし候付、組中差遣御屋敷
江連帰同組預申付置候処、組長屋ニをゐて手余之儀有之御料
理人中山市右衛門海陸見かしめ、昨夕令帰着候付猶相糺申付
方も在之候得共、江戸表ゟ不平気之由申来候品も在之候付此
節御駕籠組召放候

55 15罰責 86 関右衛門 御駕籠 文政13 ７月６日 不平気 右は関右衛門儀於江戸表不平気ニ相成、放埒之挙動いたし令
帰国候付、依願借牢被差免

56 16罰責 159 兵蔵 御持筒 天保２ ７月13日 放心
右は此節御下向御供ニ而帰国申付候処品川宿ニをゐて放心之
機有之、出張組中御屋敷江連帰禁足之侭同組万蔵海陸見かし
め令帰着候、右等御手入筋相生候得共実は病苦放心之躰と相
聞候付、当節迄は加用捨禁足差免候、以来可心用候

57 16罰責 113 安五郎 曲海人 天保４癸巳 ８月８日 流行り病

右は商売躰と相見生蚫府内江持上り居候趣役筋より及案内候
付遂吟味候処、内山郷左衛門方兼々懇意有之、当春曲村中悪
病流行之節も格別セ話ニ相成、近来郷左衛門留守家内病人有
之候付、為恩報落貝ニ而不御用立蚫五持参致音進候旨申出、間
近及厳達置候品も候処其旨を不相守不埒之ものニ付、重申付
方も候得共此節迄は各別之慈悲を加、右之通科銀差免

58 16罰責 168 岩崎忠兵衛 流人 天保５甲午 ８月１日 湿病
右は当六月佐須郷小茂田村蟄居被仰付置候処、水・土不相応
ニ有之湿病相煩快気無覚束相聞、情愛難相忍配所替之儀同姓
守之輔より願出、事情無余儀相聞候付与良郷洲藻村江配所替
被仰付

59 17罰責 81 又市

囚人
元佐護深山村
給人佐護四郎
左衛門拝領下
男

天保８丁酉 ９月27日 流行り病

右は去年十二月喧嘩之科ニより右四郎左衛門へ十ヶ年切奴被
下置候処、去月主人方立出府内江忍登、打廻番所江欠込候付
行道遂詮議候処、府内悪病流行ニ付両親之事不安気ニ有之、且
は主人替相願度存念ニ而如右欠込候段申出候、抑両親心掛ニ
候ハヽ幾重ニもいたし方可有之処、其弁薄所より手入を生不
埒者ニ付申付方も候得共、外ニ悪事無之事故当節迄は加用捨、
伊奈郷久原村給人小宮弁之進江残年数被成下

60 17罰責 42 阿比留仁右衛
門

与良郷鶏知村
給人 天保９ ９月24日 不平気

右は養子九郎治儀同村社人阿比留平磨弟候処、兼而不平気之
機有之先般御奉公御免願出居候、然処今般不審之次第聞込之
品有之呼登之儀相達候処、閏四月朔日宿を立出候付、心之及
諸方相尋候得とも行衛不相知段申出、吟味方筋々江為及達事
候、右之次第早速可遂案内儀ニ候処、多月ニ及候迄無其儀呼
登相達候上申出、殊ニ不平気ニ有之候を緩ニいたし置候段、
重々不届之至ニ付厳重御沙汰之品も可有之儀なから、先般御
奉公御免願出候砌内実は致返弁、実家江差遣置候共相聞、病
気不得止事情も有之候付各別之以御憐愍居村七日閉門被仰付
御奉公被差除

61 17罰責 42 阿比留平磨 与良郷鶏知村
社人 天保９ ９月24日 不平気

右は弟九郎治儀同村給人阿比留仁右衛門養子ニ遣置候処、不
平気之機有之候付、先般内々致返弁置候と相聞、此節宿を立
出行方不相知候、九郎治儀兼々不平気ニ有之候を緩ニ差置、第
一元来不行跡ニ有之候共相聞候得とも、示教方不行届故之義
旁不心得之至候得とも、以御憐愍於居村日数十五日差控被仰付

62 17罰責 202 半右衛門
高向二頭太夫
名代加藤五八
郎家来

天保９ ３月５日 不平気
高向二頭太夫名代加藤五八郎家来半右衛門と申者、不平気有
之囲出来召置度候処、屋敷手狭ニ而其儀不相届候付、空牢壱ヶ
所拝借之儀願出、事情無余儀相聞候付五八郎御国逗留之間借
牢願之通被仰付

63 17罰責 203 弥次兵衛 － 天保９ 11月25日 不平気 右は伯母よしと申者不平気ニ相成、借牢之儀願出願之通借牢
差免

64 19罰責 ６ 弁次郎

豊崎郷比田勝
村肝入甚八拝
領下男
元町人惣嶋屋
又四郎忰

天保12辛丑 ５月14日 疱瘡
流行り病

右は盗欠落之科ニ依去戌年豊崎郷大浦村給人大浦善次郎江永
代奴被下置候処、同己亥年又々令盗欠落候ニより、同郷豊村
肝入弥六江永代奴被下置候処依願返上、同子正月同郷唐船志
村肝入喜兵衛江被下置候内、同八月赦を以弐拾五ヶ年切奴御
弛被下其後返上、閏正月右甚八江被下置候処四月二日欠落之
段及案内、同十三日比田勝村村船ニ而召捕行道遂詮議候処、其
身病弱ニ有之主家ニ而は養生不相届所ゟ親之生園、犬ヶ浦村
江養生罷越度段相歎、通り切手認貰薬代等相与候付閏正月廿
九日比田勝村出立、犬ヶ浦村江罷越候処疱瘡且悪病流行ニ而
養生方難相届、即日同所出立村々通行同六日府内江忍登、日々
所々江相忍居候内比田勝村々船江便船相頼、下村之心得ニ而
罷越候処被召捕恐入候段令白状、重々不埒ニ付吃度申付方之
品も候得共、外ニ悪事も無之事故当節迄は各別之慈悲を加、佐
護郷友谷村肝入清右衛門江残年数被成下府内登他村越共堅差留
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65 19罰責 66 卯吉

故三浦兎毛当
時雇
元仁位郷貝口
村百姓作右衛
門次男宗門名
作之允事

天保12辛丑 12月９日 眼病

右は兎毛存生中江戸表ニおゐて召仕居候内、去亥年七月令欠
落此度御中屋敷御門ニ掛立帰之儀相歎候付、召捕欠落之行道
遂詮議候処、兼々金子遣込兎毛所持之品々追々自由致入質相
償候処、次第ニ相嵩若相知候而は不相済、留守江金子送越方
申遣候得共段々致延引、不得止事御屋敷立出欠落所々令流浪
居候処、眼病相煩難儀之余留守親共懐敷相成立帰候段申出、折
柄平山新蔵帰国ニ臨下人差支候付、当九月廿八日海陸之間奴
ニ被成下此節令帰着候、軽キ者なから主人之品物自由致質物、
剰令欠落候段重々不埒ニ付急度申付方も候得共、外ニ悪巧も
無之相聞候付格別之慈悲を加、新蔵江奴ニ被成下候節より七ヶ
年切奴ニ申付、此セつ三浦沢之助江拝領替被仰付

66 19罰責 103 源助 町人
直束屋 天保14癸卯 ４月19日 流行り病

右は去壬辰年七月商買筋ニ而切手願請令旅行、其侭致逗留居
当節令帰着候付遂吟味候処、筑前秋月江罷越其砌より疫病相
煩、同所問屋万屋徳平方ニ而様々養生相尽候得共、急快ニ不
至多年及逗留、漸く昨今少々得全快、此節薩州船々頭助五郎
船より令帰国候段申出候付禁足申付置候、就夫病気不得已及
逗留候ハヽ、右之訳其筋江願越切手日切ニ不至様幾重ニも不
取計して難叶候処、等閑之心得よりして其手数をも不相立、多
年令逗留居候段不埒ものニ付厳重申付方之品も候得共、秋月
且博多問屋より之引合も有之、無相違相聞候付慈悲を加、右
之通科銭申付禁足差免

67 19罰責 50 古藤太左衛門 豊崎郷舟志村
給人 天保14 ４月27日 不平気

右は去年九月廿九日同人雑家より出火、本家・雑家・板小屋
共都合百三拾壱軒焼失、火元及吟味候処同人忰武八郎儀、兼々
不平気ニ有之囲出来相禁置候処、家内留守中囲を破脱出、附
火いたし候段無相違段申出候付、太左衛門儀先差扣被仰付置
候、然処武八郎儀相果

68 19罰責 72 久蔵 御霊屋番所定
番 天保14癸卯 ５月６日 癪

右は去朔日午之刻御霊屋番所素燃口上書申付候処、持病之疝
積差起候得共前日迄は押而相詰候処、次第ニ病勢弥増薬店江
罷越居候と相聞、畢竟火之元大様ニ致し置候所より致素燃、第
一御場所柄と申不埒至極ニ付禁足申付置候処、加用捨禁足差免

69 21罰責 166 伝兵衛 御厩小頭 弘化４ ５月17日 不平気 右は同組喜左衛門従弟改瀧蔵と申者不平気ニ有之、令増長候
付当時借牢之儀打廻番所江願出、借牢差免候旨付札を以相達

70 21罰責 166 桜井一右衛門 年行司 弘化４ 10月９日 不平気 右ハ御厩喜左衛門従弟改瀧蔵不平気ニ付借牢願出差免

71 24罰責 15 中村与左衛門 － 嘉永７甲寅 11月19日 癪

右は不心得之儀有之去十三日差控被仰付候、其次第は清潔院
様御中陰之間御墓所仮番所詰昼夜番被仰付置、当月朔日当番
之処番所を空引取候付及尋問候処、持病之疝癪差起代勤之儀
申遣候得共、出違当病等ニ而速ニ出勤無之、病苦弥増難相勤
候付引取恐入候旨申出、抑病気とハ乍申奉仕之身分勤向之本
体を失勝手ニ引取番所を空候段、不埒之至ニ付厳重被仰付方
之品も候得共、当節迄は以御用捨此上之不被及御沙汰差扣御
免被仰付

72 27罰責 119 重吉
小普請入
桟原勇馬名子
改

安政５ ７月18日 不安気

右は当四月二日之夜、宿を立出安神村江忍下令剃髪、其後所々
令徘徊居候を親類之者見咎召捕、為差登候付、於打廻番所遂
吟味候処、此者儀兼々不安気之機有之、全躰無埒儀を申出、手
入を生不埒者ニ候得共、外ニ悪事も無之事故、当節迄は用捨
を加、深不及沙汰候

73 29罰責 122 惣作

佐護郷小茂田
村給人
鈴木郡右衛門
懲奴
元御船奉行所
改

文久２壬戌 閏８月12日 不平気

右は生村葦見村江無切手ニ而罷下令滞留、田舎下之儀ニ付、厳
重之旨を背、其上不人柄之聞も有之、旁ニ付当四月、右郡右
衛門江弐ヶ年切懲奴被下置候処、府内江罷登、七月廿二日、御
場所柄も不憚不法之令挙働候付、直ニ召捕入牢申付置候折柄、
主人ゟ手筋江届出候は、此者儀同月十八日之夜宿を立出、行
衛不相知候付、府内迄相尋候処、親類方江罷在、全躰不平気
と相成、殊外手荒れ下方不相届段届出、猶同人より願出候次
第、御郡奉行所ゟ申出之趣承届候、此者儀間近懲奴申付置候
身分、主人方令欠落、猥ニ府内江罷登剰不法之令挙働候段、不
埒之至候得共、不平気無相違相聞候付、各別之慈悲を加此節
返上被仰付、病中之間生村親類中江被成御預候間、手堅囲入
取計厳重為相慎置、追而快方之上は早速手筋届出候様申付

74 29罰責 23 又次郎 郷番手 文久２壬戌 閏８月17日 麻疹
流行り病

右は不埒之次第有之禁足申付置候、其次第は麻疹流行御手人
不足之訳を以、去七月郷夫被召仕ニ相成居候内、蘆ケ浦村之
者共より賃銀差立帰村方相頼候処、相請持則賃銀相請取候と
相聞、抑郷夫被召仕之儀は訳も違候儀、第一其筋江も不申出
一己之心得を以相対雇取計候段、訝敷次第も有之、不埒之も
のニ候得共、当節迄は各別之用捨を加右番手召放、諸御扶持
人召抱候儀差留、禁足差免

75 29罰責 47 善吉 御国三反帆船
頭 文久２壬戌 ７月17日 麻疹

右はから灰抓集として鰐浦村江罷越居候処、村役人留守中預
置候切手取出、裏書等之手数不相立直ニ令出帆候段、役筋ゟ
申越候付其筋ニおゐて及尋問候処、麻疹相煩不快ニ付、廻府
方差急候処折悪村役人不居合、帰宅迄難相待、切手裏書から
灰浜出等之手数不相立令出帆、御手入を掛恐入候旨申出候、病
気とハ乍申其筋之手数も不経令廻府候段、御締筋ニも相拘不
埒者ニ付、右之通科料申付
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76 28罰責 121 寛次郎
流人
元津留多助名
子改

慶応２丙寅 ９月16日 持病・放
心

右は一昨子年為漁業令沖立其侭不罷帰、令出奔科ニ依当七月
佐護郷友谷村江蟄居申付置候処、此節自侭ニ上府、打廻番所
江欠込候付行状遂尋問候処、段々寒気ニも差臨身薄候而は難
凌段を思詰、□火之持病有之、時々令放心候趣、全躰埒もな
き事共申出、不埒ニ付、此節佐護友谷村江牢居申付
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７ 「官刻孝義録」（菅野則子校訂『官刻 孝義録』上中下、東京堂出版、1999）
番号 巻 頁 国 種別 名前 年齢 管轄 住所 身分 年 対象 症状

１ 上 10 山城 孝行者 清七 18 京都町奉行支配所
新町通下長者
町下元頂妙寺
町

町人借屋住赤
尾屋 寛政３ 継父 継父病に臥て世ワたるワさもなし

２ 上 17 大和 忠義者 庄六 － 松平甲斐守領分 郡山城下藺村 町人畳屋忠兵
衛下男 宝暦13 主人 忠兵衛眼をやみて畳さす事を得す

３ 上 18 大和 孝行者 小ゆり 45 植村出羽守領分 高市郡親守村 百姓左衛門娘 天明７ 父
・・佐兵衛年ころ目をやミて、ひとつハしぬ、ひと
つはおほろなるに、中風の病をさへかさねて
・・つゐに目しゐとなり

４ 上 19 大和 孝行者 善兵衛 17 藤堂庚千世領分 添上郡和尓村 百姓 明和５ 父、母
・・父仁兵衛見くるしき病にふし、母も眼やミける
・・後にはあゆむこともくるしくてありしを
・・つゐに目しゐとなりぬ

５ 上 21 河内 孝行者 五右衛門 25 御代官支配所 讃良郡三箇村 無田百姓 寛政２ 親（母）
親…疲労の病にて昼夜ともにふしてのミ有しか、
家貧くて薬をも求めかたく、母も病かちなる身に
てよろつなやましかりしを

６ 上 22 河内 孝行者 なあ 42 大久保加賀守領分 交野郡打上村 百姓 元文元 父、兄 父ハ目しゐ、兄も物くるはしき病あれハ

７ 上 27 和泉 孝行者 喜右衛門 34 御代官支配所 南郡下池田村 百姓 宝暦12 母
・・寛保三年の比より母中風の病に臥て身いたミた
ち居かなはす
・・中風の病なれハ膝のいたミのつよかりしをも心
のまゝに養ひぬ

８ 上 28 和泉 孝行者 勘六 42 岡部美濃守領分 岸和田城下濱
町 町人桶屋 安永７ 義父

・・俄に中風の病おこりしときゝ、家こそりて驚き
とく駕籠もて迎へかへりさまゝゝに療養し、よき
薬ありときけハ道の遠きもいとはすもとめてすゝ
むれと、もとより重き病なれハ左の手足かなはす
・・七右衛門病重けれハ食事ハすゝめとも手足かな
はす、口の中も心のまゝならぬを

９ 上 36 摂津 孝行者 かう 15 大坂町奉行支配所 南問屋町 町人借屋住大
和屋宇兵衛娘 寛政２ 養母 養母のさわといふもの病にふしけるを

10 上 37 摂津 孝行者 しも 45 御代官支配所 西成郡下新庄
村

無田百姓太郎
娘 寛政３ 母、父 母ハ其此より病かちになり太郎も腰いたミて世渡

りのわさかなハさりけれハ

11 上 42 伊賀 孝行者 留松 ８ 藤堂和泉守領分 阿拜郡東條村 百姓忠七孫 天明３ 母、祖父 ・・りんハ八年あなたより癩をやミて
・・祖父忠七もまた膈の病をやミて

12 上 54 伊勢 孝行者 万吉 11 御代官支配所 鈴鹿郡坂下宿 町人小揚 天明７ 母、父
母のくめハ病おほきものにて日ことに一二度はか
りハ積の病にをかされて息もたえぬへき程にやミ
ぬれと

13 上 54 伊勢 孝行者 りよ 25 土方彦吉領分 三室郡黒田村 百姓佐兵衛妻 宝暦13 姑 姑病に臥てあやしうくみえしに

14 上 55 伊勢 兄弟睦
者 たつ 59 加納遠江守領分 三室郡芝田村 百姓権平妹 天明７ 兄

・・兄は病おほき者にて四十年ほと起臥もかなはぬ
上に、八年先より目しゐけり
・・兄は煙草を好めるか手足かなハすしてきせるさ
へ持事あたはされハ

15 上 58 伊勢 孝行者 甚助 － 紀伊殿領分 飯高郡古井村 百姓 安永８ 母 母は目しゐなれハ厠のゆきゝにも昼夜心をそへた
りしか

16 上 58 伊勢 孝行者 甚吉 － 紀伊殿領分 安芸郡稲生西
村 百姓 寛政２ 祖母、父

祖母は目しゐてありく事もかなはぬをねんころに
いたはりき、父はひよハき生にて農事の勤めもな
らさるに

17 上 60 伊勢 孝行者 ゑん 45 藤堂和泉守領分 安濃郡古川村 百姓嘉兵衛後
家 明和元 夫の弟、

姑
・・夫の弟宇兵衛、狂気せしもの
・・姑、宝暦八年の此より腰たゝすありく事さへ叶
はねハ

18 上 60 伊勢 孝行者 よね 40 藤堂和泉守領分 一志郡雲出池
田村

無田百姓五兵
衛娘 明和３ 父 父ハ素より痔の病あるに、宝暦十三年の頃より中

風をさへ病てあゆむ事かなはねハ

19 上 61 伊勢 孝行者 さつ 32 藤堂和泉守領分 飯野郡清水村 百姓清太郎妻 明和７ 男

・・清助、宝暦八年のころより足に腫物いてきて痛
ミことに堪かたく、療養の験もなく年月を送りし
か、明和五年の頃より腰なえて二便も人手を頼ミ
し程に
・・膿血拭ふ料の布切もあまたいれハ

20 上 62 伊勢 孝行者 文七 26 藤堂和泉守領分 一志郡太郎生
村猿子垣内 百姓 安永５ 継父 継父わかきとき腫物を病て歩行も心にまかせす

21 上 63 伊勢 孝行者 ぬひ 36 藤堂和泉守領分 多気郡北藤原
村 百姓久三郎娘 寛政２ 子、母

・・子三人まてもたりしか、疱瘡にてミなうしなひ
けれは
・・母は…近き頃は痰の病にてよはゝゝしき身とな
りしかは

22 上 71 尾張 孝行者 代吉 10 尾張殿領分 愛知郡日置村 百姓借屋住 天明３ 本人 或時代吉風邪にをかされて熱強かりしか

23 上 72 尾張 孝行者 安太郎 ８ 尾張殿領分 春日井郡小幡
村

百姓弥助後家
忰 天明４ 母 此春より母の黄胖といへる病に腰さへなえておき

ゐ叶ハさりし程に

24 上 79 三河 孝行者 小三郎 42 安部摂津守領分 八名郡中宇利
村福津新田 百姓 宝暦６ 本人 目をやミてつゐに目しゐとそなれりける、盲人

Ⅳ．近世障害史料目録

－85－



表
７

表
７

表
７

番号 巻 頁 国 種別 名前 年齢 管轄 住所 身分 年 対象 症状

25 上 85 駿河 忠義者 八助 38 駿府町奉行支配所 傳馬町 町人甚兵衛下
男 宝暦５ 本人 耳つふれ目しゐ

26 上 87 駿河 孝行者 まき 22 駿府町奉行支配所 傳馬町 盲人借屋住祝
栄後家さよ娘 天明８ 養母、本

人
・・養母のさよといひしも天明のはしめより目しゐ
・・まきハ湿瘡をさへやみ

27 上 91 駿河 孝行者 重助 24 水野出羽守領分 冨士郡天間村 百姓 天明８ 母、父 ・・母は目さへしゐぬれハ
九歳の時はからす疱瘡をやミてふしけるに

28 上 94 甲斐 忠義者 六右衛門 35 御代官支配所 八代郡末木村 百姓五郎右衛
門下男 天明８ 主人 主の五郎右衛門家やうゝゝに衰へ、剰痢をやミ形

もやれそこねて

29 上 94 甲斐 孝行者 八郎左衛
門 52 御代官支配所 都留郡田野倉

村 百姓 寛政６ 母 母は…目をさへ病て世渡りの助けもならす日々の
烟もたえゝゝなれハ

30 上 97 甲斐 孝行者 くの 27 田安殿領分 山梨郡上石森
村

百姓茂右衛門
娘 寛政元 父、母

・・父は…年ワかきよりやミ目をやミ、母ハ右の手
首なく殊にかたわにさへあれハ世渡りのわさもな
らす
・・父はつゐに目しゐたりしかは

31 上 99 伊豆 孝行者 五郎兵衛 28 御代官支配所 加茂郡妻良村
枝郷立岩 百姓礒七忰 天明８ 父 父はもとよりひよハき生れつきなるに病さへ多か

りしかば

32 上 104 相模 孝行者 佐太郎 52 大久保加賀守領分 足柄下郡町田
村 百姓 安永７ 母、姉

・・六年前より老たる母の膝のいたミてあゆミくる
しく家の内を這ひまはり
・・姉…安永七年閏七月の比にはかに中症にて宅地
の中に倒れ死せり

33 上 125 武蔵 忠義者 万助 42 江戸町奉行支配所 浅草東仲町 町人家持加賀
屋 享保20 主人 医師益庵の年六十あまりより病によりて歩行にく

るしミ

34 上 126 武蔵 忠義者 久助 67 江戸町奉行支配所 新乗物町 医者借屋住石
川東雲下男 元文元 主人 同（享保）十九年の比より東雲中風を煩ひて手足

もかなはねは

35 上 127 武蔵 孝行者 吉五郎 30 江戸町奉行支配所 神田多町二町
目 町人借屋住 天明７ 母、本人 其年の十月母子ともに時疫をやミ枕を並へて臥り

しに

36 上 128 武蔵 孝行者 弥右衛門 37 江戸町奉行支配所 本所松坂町二
町目 町人借屋住 寛政２ 母、弟

・・母中風をやミて身のなかは痿え痺れありく事も
叶ハぬうへ、眼さへうちくもりけれは
・・二人の弟ハ…足をいため又病ひの事もありて

37 上 131 武蔵 忠義者 重助 75 江戸町奉行支配所 桶町一町目 町人家主与左
衛門下男 寛政３ 父 父の与左衛門腫物をうれへて長く病にふし

38 上 132 武蔵 孝行者 さよ 28 江戸町奉行支配所 深川北川町 按摩取借屋住
春養女 寛政３ 父 按摩をとりて世をわたれる盲人春養といふものあ

り

39 上 133 武蔵 孝行者 勘次郎 31 江戸町奉行支配所 喜左衛門町 町人借屋住喜
八忰 寛政３ 父、弟

・・五年まへより喜八中風の病に染ミ歩行もかなは
す
・・弟新次郎もことしの夏の初より風湿といへる病
をうれへしに

40 上 134 武蔵 孝行者 祐心 64 江戸町奉行支配所 浅草旅籠町二
町目代地

町人借屋住甚
兵衛厄介道心
者

寛政３ 母
・・母は二十一年前より中風になり身を動かす事も
まゝならす
・・此頃母の目しゐて心もたとゝゝしく気まゝなる
事のミいふを

41 上 140 武蔵 孝行者 百之助 14 江戸町奉行支配所 本郷金助町 町人借屋住庄
八郎忰 寛政４ 養母 養母のりよ…ワきて積の病のつよく発せる時は夜

のうちもいさゝかまとろますして介抱し

42 上 141 武蔵 孝行者 市太郎 15 江戸町奉行支配所 浅草材木町 町人借屋住源
六忰 寛政４ 父

・・源六…六年さきより左の腕に種物いてきて
・・源六黴瘡をやミて歩行も成かたく世のいとなミ
苦しけれハ

43 上 142 武蔵 忠孝者 忠七 28 江戸町奉行支配所 南槇町二町目 町人家主舂米
屋太兵衛下男 寛政４ 養父 甚右衛門…次のとし春のなかはより中風をやミて

すきはひにもなやミしかは

44 上 143 武蔵 孝行者 さよ 38 江戸町奉行支配所 駒込肴町 町人借屋住文
治後家 寛政５ 姑、娘 姑は二十年はかりこのかた目みえす十五になる娘

もまた目しゐとなり

45 上 146 武蔵 孝行者 弥助 35 江戸町奉行支配所 霊巌嶋濱町 町人借屋住 寛政７ 継母
継母…黴瘡をやミてさまゝゝ医療せしに、そのし
るしなく三年ほとこのかたハ歩行もなりかたく腰
たにたゝぬを

46 上 148 武蔵 孝行者 伊右衛門 24 江戸町奉行支配所 浅草田原町三
町目 町人借屋住 寛政８ 養母

・・ゑんといひて…多病にさへあれは
・・今の養母も常に積をやミてふしかちなるもなく
なりぬ

47 上 149 武蔵 孝行者 権太郎 27 江戸町奉行支配所 小伝馬上町 町人借屋住 寛政８ 母、叔父
・・母も去々年より足いたミておゆむ事かなはねハ
・・叔父吉五郎…年久しく目を病て今年六十に及ひ
ついにしゐけれハ

48 上 150 武蔵 忠孝者 甚太郎 50 江戸町奉行支配所 神田冨山町二
町目

町人借屋住鍛
冶十兵衛下男 寛政８ 母、息子、

主人

・・母多病になり、つとめもならねハ
・・天明四年の春より母中風の病にふし、ありく事
もかなはねは
・・子の亀蔵ハ目しゐなれハ
・・今の主人十兵衛はやくより中風を病て職の業も
かなはぬ

49 上 151 武蔵 孝行者 庄助 41 江戸町奉行支配所 神田花房町 町人借屋住 寛政８ 義父 長右衛門…多病にて役もつとまらす
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番号 巻 頁 国 種別 名前 年齢 管轄 住所 身分 年 対象 症状

50 上 152 武蔵 貞節者 そめ 47 江戸町奉行支配所 小石川伝通院
前白壁町

町人借屋住孫
七妻 寛政８ 夫 孫七といふもの…四年前より黴瘡をやミて耳遠く

足さへかなはす

51 上 153 武蔵 孝行者 忠兵衛 29 江戸町奉行支配所 亀嶋町 町人借屋住 寛政９ 本人、兄
弟

・・忠兵衛…生れしより、をしみゝしゐにて物の用
にもたつましきか
・・兄ハ忠兵衛、次ハ女子次は平次郎といへるか、
これも又をしミゝしゐなりしかハ

52 上 158 武蔵 孝行者 与右衛門 53 御代官支配所 秩父郡蒔田村 百姓 寛政元 父、母 ・・其父ハ長兵衛といひて…鶴膝風を病て
・・母も病者となり身なかは痿痺れて自在ならぬを

53 上 161 武蔵 孝行者 勘六 47 御代官支配所 足立郡鴻巣宿 百姓 寛政４ 母 母…中症をやミけれは

54 上 165 武蔵 孝行者 小助 68 御代官支配所 多摩郡上高井
戸宿 甚五兵衛弟 寛政６ 兄 兄甚五兵衛も疫病にかゝり

55 上 167 武蔵 孝行者 文太郎 55 御代官支配所 埼玉郡中野村 百姓 寛政６ 母 母積の病発りし時

56 上 169 武蔵 孝行者 作左衛門 38 御代官支配所 足立郡保木間
村 百姓 寛政８ 兄弟、父 ・・伊之助ハ多病にて農事もなりかたく

・・父五右衛門疝積の病ありて

57 上 173 武蔵 孝行者 牧右衛門 35 阿部豊後守領分 足立郡吹上村 百姓 延享２ 母 母は…痛風といへる病にさへふし

58 上 174 武蔵 孝行者 新八 死
後 阿部豊後守領分 大里郡熊谷町 町人借屋住鍛

冶
寛政３

（誉） 妻 妻、黴瘡といへる病にて、我手つから扱ふやうに
もあらさりけれは

59 上 176 武蔵 孝行者 久太郎 42 阿部豊後守領分 大里郡肥塚村 百姓清左衛門
柏壱八忰 寛政３ 父 父痢病をなやミけれハ

60 上 180 上総 孝行者 長兵衛 42 稲葉播磨守領分 望陀郡木更津
村 水吞 寛政３ 母

母ハ老の病にふして十六年ハかり腰たゝさりし
に、天明七年の頃より中風の病さへ加ハりて物い
ふ事もわからさりしを

61 上 185 下総 孝行者 金六 47 御代官支配所 結城郡上山川
村

百姓忠左衛門
忰 寛政７ 父 父は七十七歳にて天明六年に眼をやミてしゐけり

62 上 215 常陸 孝行者 かよ 43 水戸殿領分 那珂郡大岩村 百姓次郎左衛
門娘 明和４ 父、母 父ハ心ミたれ母ハ悪き病をうけ

63 上 216 常陸 貞節者 りつ 31 水戸殿領分 那珂郡戸崎村 百姓多𠮷妻 安永４ 夫 夫は…癩の病をうけ

64 上 216 常陸 貞節者 とミ 36 水戸殿領分 那珂郡湊村 水吞忠助妻 安永４ 夫 夫ハ…癩をやミ

65 上 218 常陸 孝行者 なを 40 水戸殿領分 久慈郡稲木村 百姓藤兵衛後
家 安永７ 舅、叔父 舅ハ老の身の目しゐて起臥も人の手をはなれさる

に、盲人の叔父さへかゝりをり

66 上 220 常陸 貞節者 もよ 33 水戸殿領分 水戸城下下金
町四丁目

人別役五右衛
門妻 天明３ 夫

・・夫ハ兼て口中を煩ひ居しか、日にそひて痛ミま
さり耕作もならさりけり
・・七月の頃より病ことに重り、のと下やふれ食物
ももれ出れハ

67 上 222 常陸 農業出
精 まつ 62 水戸殿領分 那珂郡東野村 先十人組頭喜

兵衛後家 天明８ 夫、子 家の内のものすへて七人くらせしか、ミな病にふ
し剰夫と子ハその病によりて身うせぬ

68 上 222 常陸 孝行者 彦七 41 水戸殿領分 那珂郡八田村 百姓 天明８ 母、兄 年おいし母と病たる兄のありけるか、ともに目し
ゐて世渡りの助にもならす

69 上 223 常陸 孝行者 善重 35 水戸殿領分 那珂郡後臺村 利兵衛忰 天明８ 本人 年おい病さへ多く産業もなやましけれハ

70 上 224 常陸 孝行者 利八 24 土屋但馬守領分 筑波郡小田村 百姓太郎右衛
門忰 宝暦10 曾祖父、

母

・・曾祖父靏膝風といふ病にてありく事もかなハさ
れハ
・・十三のとし母痛風をなやミしかハ、帯をもとか
ていたはりしに、次の年歩行もやう／＼に出きぬ
れは

71 上 225 常陸 孝行者 けん 37 土屋但馬守領分 筑波郡小田西
村

無田百姓藤七
娘 明和７ 本人 けんか十五の歳妻を先たて己も同き三年の頃目し

ゐとなり

72 上 227 常陸 孝行者 嘉兵衛 51 戸田藤次郎知行所 鹿嶋郡谷原村 百姓 天明３ 母 その母年久しく重き病にふして腰たゝさりしかハ

73 上 233 近江 孝行者 長十郎 49 井伊掃部頭領分 彦根城下本町 町人借屋住 天明４ 母 母は八十にあまりたれといまたたちゐも自由にて
耳目とてもうとからねは

74 上 234 近江 孝行者 太助 61 井伊掃部頭領分 坂田郡堀部村 百姓 天明６ 養母 養母漸く年老て立ゐさへたやすからねと

75 上 235 近江 孝行者 九郎兵衛 47 分部左京亮領分 高島郡畑村 百姓 天明６ 兄、母 ・・兄、我近ころ淋疾をなやミぬれハ
・・母、天明四年霜月から翌春まで病にふして

76 上 239 近江 孝行者 権大夫 75 能勢筑前守知行所 野洲郡川田村 百姓 明和６ 父 父の忠三郎門隔の病をなやミけるに

77 上 249 美濃 忠義者 みと 35 戸田采女正領分 大垣城下俵町 町人佐兵衛下
女 寛政３ 主人 佐兵衛、黴瘡といへる病をさへかさねて

病をもりて多くの涎をはきぬれは

78 上 251 美濃 孝行者 藤十郎 38 松平摂津守領分 海西郡鹿野村 無田百姓 安永２ 父、母
父は折都とて盲人なりしか
母は中症のことくになやミ腰うちくしけ手足さへ
自在ならす

79 上 252 美濃 奇特者 さよ 61 松平摂津守領分 海西郡大和田
村 百姓子八後家 天明３ 娘 娘ハさきのとし中風をなやミて
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80 上 256 美濃 孝行者 善九郎 46 遠山近江守領分 加茂郡福地村 百姓善次郎忰 寛政元 養母
養母、癲癇といへる病ありて
眼をなやミいてそれかうへに中風の病をさへかさ
ねて

81 上 258 美濃 孝行者 勘六 40 竹中厚之進知行所 不破郡玉村 百姓勘七忰 寛政３ 養母 養母二十二年はかりあなたより狂気しけるか

82 上 276 信濃 孝行者 かつ 56 御代官支配所 佐久郡軽井澤
宿

無田百姓久右
衛門後家 寛政２ 子 二人の子ハ癲癇の病さへ日々におこりて

83 上 277 信濃 孝行者 吉兵衛 83 御代官支配所 伊那郡片桐村
田嶋 百姓 寛政３ 父

与兵衛ハ…年若き頃ハ多病のゆへにやありけん気
力薄く
父ハ耳目もうとくなりゆきて物にうミぬる色のミ
えけれハ

84 上 281 信濃 孝行者 市左衛門 42 松平丹波守御領所 筑摩郡本山宿 百姓 寛政６ 父 父を長九郎といひて極めて多病のものなれは

85 上 283 信濃 孝行者 源蔵 33 真田右京大夫領分 水内郡三輪村 百姓 天明７ 母 母ハもとよりかたましきものなるに多病にさへあ
りけれハ

86 上 284 信濃 孝行者 さき 22 松平丹波守領分 筑摩郡白板村 無田百姓又七
娘 元文４ 父 父ハ七八年このかた病て歩ミもくるしく

87 上 286 信濃 孝行者 たよ 46 松平丹波守領分 安曇郡塩崎新
田村

百姓織右衛門
母 天明７ 姑 姑ハ多病のものなりけれハ

中風のさまになやミて歩行もならねハ

88 上 287 信濃 忠義者 善兵衛 42 内藤大和守領分 髙遠城下本町 町人豊後屋六
左衛門手代 天明元 主人妻 年頃中風を煩ひけるを

89 上 288 信濃 孝行者 つる 31 諏訪因幡守領分 諏訪郡金沢町 百姓藤四郎妻 寛政２ 姑 姑、病て七年このかたハ歩ミもくるしく

90 上 291 信濃 貞節者 たけ 47 堀大和守領分 伊那郡下市田
村

百姓彦蔵門守
者圑七後家 明和４ 母 老いたる母、此三年ハかりハあゆミも苦しけねれ

ハ

91 上 291 信濃 孝行者 とよ 46 牧野周防守領分 佐久郡八満村 百姓定𠮷後家 安永元 舅 舅七三郎ハ老の目のミもわかす

92 上 294 信濃 孝行者 弥曽八 33 松平大炊知行所 更科郡川中島
今井村

百姓松右衛門
忰 寛政３ 本人 六ツ斗の頃より物くるハしくなやミて

93 上 301 上野 孝行者 清五郎 42 御代官支配所 甘楽郡馬山村 百姓 寛政６ 母 母は…をもき病をうれへ、其後狂気しけれハ

94 上 302 上野 孝行者 まつ 38 松平久五郎領分 舘林城下鍛冶
町

町人藤兵衛後
家 寛政元 舅、姑 舅仁左衛門…痢病をやミけれは

姑…中風のやうになやミ

95 上 305 上野 孝行者 ちよ 14 松平久五郎領分 邑楽郡高根村 百姓佐五右衛
門娘 寛政２ 伯母、父 兄の妻、病かちにてなにの手業もならさりけるを

父は寛政元年のころに重き病にふしけれは

96 上 323 下野 孝行者 利八 52 御代官支配所 芳賀郡西高橋
村上組 百姓 明和５ 父、母

父母とも長き病にふして
もとより多病にさへあれは折／＼狂気のやうにな
りけるを

97 上 324 下野 孝行者 利左衛門 40 御代官支配所 那須郡東沓掛
村 百姓 天明２ 母 常に病かちにて月毎に一二度はかりハ咽のはれぬ

るをなやミ

98 上 325 下野 孝行者 佐右衛門 20 御代官支配所 芳賀郡荒町 百姓 寛政６ 母、父 母痔をいたくやミて
父もまた痳病をうれへて

99 上 326 下野 孝行者 かね 42 大久保山城守領分 鳥山城下金井
町

百姓定右衛門
娘 寛政元 母 母は…中症の病にふして

100 上 329 下野 孝行者 要助 30 大田原飛騨守領分 芳賀郡祖父井
村 百姓 寛政元 母 母の頸にいたミありて頭をさへ動かし得さるに、

天明七年の頃より中風のやうにうちなやミ

101 上 332 下野 孝行者 のよ 25 戸田大炊頭領分 都賀郡千渡村 百姓倉松妻 寛政２ 姑 老たる姑の年久く病にふし

102 上 333 下野 孝行者 清六 37 水戸殿領分 那須郡馬頭村 百姓 天明２ 本人、母
両眼も既にしゐんとせしかは、貧き中にもさま
／＼に療養を尽しけれと終に盲人となりぬ
母は…黄疸といへる病にふして

103 中 ４ 陸奥 孝行者 長薫 － 松平肥後守御領所 大沼郡黒沢村 盲人 明暦２ 本人 長薫といへる盲人あり

104 中 ５ 陸奥 孝行者 吉三郎 33 松平肥後守御領所 大沼郡玉梨村 百姓 宝永３ 父、母 病多く年頃わつらひぬれハ

105 中 ６ 陸奥 孝行者 城定 61 松平肥後守御領所 大沼郡小野川
村 盲人 宝永５ 本人 十二歳の時目しゐとなり

中風の病にて歩行も心のまゝならねハ

106 中 ８ 陸奥 忠義者 久七 52 松平肥後守御領所 会津郡水根沢
村

百姓市右衛門
譜代下男 正徳３ 主人 老衰いやまして四五年か程病にふし

107 中 ９ 陸奥 貞節者 とら 26 松平肥後守御領所 大沼郡東尾岐
村

百姓善右衛門
妻 元文３ 夫 善右衛門ハ癩の病になりしより

108 中 11 陸奥 孝行者 かね 55 松平肥後守御領所 会津郡糸沢村 百姓伊勢𠮷妻 元文５ 舅 舅病多くして

109 中 12 陸奥 忠孝者 六助 52 松平肥後守御領所 大沼郡横田村 組頭加津右衛
門譜代下男 寛保３ 子 その子吉朗右衛門も病多く

110 中 14 陸奥 忠義者 作兵衛 58 松平肥後守御領所 大沼郡岩渕村 名主嘉右衛門
譜代名子 延享４ 主人 脹𥈞（カ）の病にふし

111 中 15 陸奥 孝行者 久七 33 松平肥後守御領所 大沼郡西谷村 百姓 宝暦元 父 病多かりしかと
父老て多病なれハ
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112 中 17 陸奥 孝行者 藤十郎 35 松平肥後守御領所 会津郡田嶋村 百姓 明和２ 母 五十四歳の春頃より中風の病にふし

113 中 18 陸奥 貞節者 － 55 松平肥後守御領所 大沼郡八町村 百姓喜右衛門
妻 明和３ 夫 夫ハ…十二年このかたハ中風の病にさへふし

114 中 19 陸奥 忠孝者 弥助 35 松平肥後守御領所 大沼郡宮下村 （ 百姓 ）庄𠮷
下男 明和５ 母 母…中風の病にふして足も手もかなハて

115 中 20 陸奥 孝行者 谷太郎 30 松平肥後守御領所 会津郡楢原村 百姓 安永２ 父 父…眼をやミて年ころ医療を尽しけれと、そのし
るしもあらて今ハ目しゐにことならす

116 中 21 陸奥 貞節者 いね 35 松平肥後守御領所 大沼郡尾岐窪
村 百姓寅之助妻 安永２ 舅、夫 舅ハ…中風の病にふし、ありくこともかなハさり

しに、寅之助も七年このかた癩の病になやミ

117 中 23 陸奥 貞節者 ちよ 40 松平肥後守御領所 会津郡田代村 元名主忠兵衛
妻 寛政３ 夫 夫ハ十五年前より悪瘡をうれへ

118 中 24 陸奥 忠義者 六郎兵衛 42 松平肥後守御領所 会津郡川嶋組
川嶋村

川嶋組元組頭
星金吾忰鶴松
下男

寛政３ 主人 星金吾、疫癘の病をこなハれしに

119 中 27 陸奥 孝行者 平七 － 松平陸奥守領分家来
伊達駿河給知 伊具郡毛萱村 百姓 享保10 父 父の病にふしける

120 中 28 陸奥 孝行者 久兵衛 － 松平陸奥守領分家来
伊達駿河給知 栗原郡中村 肝煎 － 父、母 久兵衛老てのち中風をやミ

母ハ多病にして

121 中 32 陸奥 孝行者 平左衛門 － 松平陸奥守領分家来
伊達駿河給知

宮城郡國分七
北田村

上刈谷村古内
村野村肝煎 － 父、母 父…老て後その妻とともに中風を病て

122 中 33 陸奥 忠義者 傳蔵 49 松平陸奥守領分家来
伊達駿河給知 伊具郡大蔵村 百姓十兵衛下

男 享保12 父、母 十兵衛腰痛の病にて農業もなりかたく
母…中風をうれへて行歩叶ハす

123 中 34 陸奥 兄弟睦
者 喜平次 63 松平陸奥守領分家来

伊達駿河給知
栗原郡三ノ迫
石越村

百姓八之助叔
父 享保12 兄 兄の家貧しく病身にさへあれハ

124 中 35 陸奥 孝行者 与惣右衛
門 63 松平陸奥守領分家来

伊達駿河給知
栗原郡三ノ迫
沢辺村 百姓四郎作父 享保13 父 父の年老て目しゐ耳うとく大かたふしてのミあり

しを

125 中 38 陸奥 孝行者 孫七 48 松平陸奥守領分家来
茂庭筑後給知 遠田郡桑針村 百姓借屋住孫

助忰 寛保元 養父
孫助五六年このかた中風をやミ言語のわかちなく
行歩心のまゝならぬを
養父病によりて寒中といへとも汗いて又ハ覚えす
尿して衣服なとぬれたる時ハ

126 中 39 陸奥 孝行者 さと 40 松平陸奥守領分家来
茂庭筑後給知

名取郡南方下
増田村

百姓長兵衛忰
庄兵衛妻 寛保２ 姑、娘

姑…中風の病にて言語もわかりかたく手足も叶ハ
ねは
庄兵衛か娘十五歳になれる、疱瘡にてなくなりし
か

127 中 42 陸奥 孝行者 喜之丞 － 松平陸奥守領分家来
茂庭筑後給知

仙台城下新伝
馬町

町人借屋住豆
腐売 寛保３ 父 父十右衛門中風をうれひ

128 中 44 陸奥 孝行者 半平 44 松平陸奥守領分家来
茂庭筑後給知 気仙郡長部村 百姓久内忰 延享元 母、妹 母と妹ハ近頃目しゐとなりて

129 中 46 陸奥 孝行者 久之丞 29 松平陸奥守領分家来
橋本市郎給知

名取郡北方高
柳村

百姓六右衛門
弟 延享３ 父、母 父ハ久兵衛とて年久しく疝気をうれへ、母も血の

道にてふしかちなるに

130 中 49 陸奥 忠義者 松兵衛 65 松平陸奥守領分家来
橋本市郎給知 仙台城下柳町 町人黒田屋八

郎兵衛手代 寛延元 母、父 老たる母中風にて手足も叶ハねと
八郎右衛門中風を病、

131 中 51 陸奥 貞節者 なよ － 松平陸奥守領分家来
橋本市郎給知

仙台城下大町
一町目

町人借屋住紺
屋善七妻 寛延３ 夫 善七癩をやミ治すへくもみえさりけれは

132 中 53 陸奥 孝行者 長吉 11 松平陸奥守領分家来
橋本市郎給知 柴田郡足立村 百姓長五郎忰 宝暦２ 母、父 母の病によりて寛延二年の秋家に帰り、同き十一

月より父も疝気を患へ惣身いたミて腰たゝす

133 中 54 陸奥 貞節者 － 31 松平陸奥守領分家来
橋本市郎給知 江刺郡高寺村 百姓文六妻 宝暦２ 夫 文六此妻をめとりてより程なく癩病を患へ

134 中 55 陸奥 奇特者 半左衛門 50 松平陸奥守領分家来
石母田長門給知

黒川郡志戸田
村

志戸田村舞野
村蒜袋村高田
村肝煎

宝暦４ 盲人
もし大病の者ありて人参用うへき料なけれハ是を
もたすけあたへ
往来の盲人病に苦しミ居しをたすけたる事も有き

135 中 56 陸奥 孝行者 さき 34 松平陸奥守領分家来
石母田長門給知 黒川郡成田村 百姓善五郎妻 宝暦４ 姑 姑ハ延享元年より中風を患へ七年の間昼夜ともに

臥し居りて

136 中 58 陸奥 孝行者 権右衛門 49 松平陸奥守領分家来
石母田長門給知

江刺郡栗生沢
村

百拾五右衛門
忰 宝暦７ 父、母 五右衛門ハ多病のものにて農事もものうけれは

宝暦三年の頃より母ハ中風を患ひしか

137 中 62 陸奥 孝行者 勘右衛門 54 松平陸奥守領分家来
瀬上筑後給知

仙台城下龍宝
寺門前 町人桝屋 宝暦11 養父 養父ハ中年の頃より中風をうれへ

138 中 65 陸奥 孝行者 三左衛門 55
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

牡鹿郡萩濱 肝煎 明和元 父 父の疝気いためるにもかねてより心をつけ置

139 中 66 陸奥 貞節者 さよ 32
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

黒川郡三ノ関
村

百姓弥左衛門
添人茂助妻 明和元 夫、娘 其年より茂助癩病を患へ見くるしき貌になりしか

むすめ九つになれるとし疱瘡をやミて失ぬ
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140 中 67 陸奥 孝行者 覚右衛門 58
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

伊沢郡下伊沢
上麻生村 組頭 明和２ 妻 覚右衛門か妻病重かりし時

141 中 68 陸奥 孝行者 さつ 51
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

桃生郡深谷川
下村 百姓弥伝次妻 明和２ 父、継母、

夫
しかるに父五六年前より疝積をうれへ手足も自由
ならす、継母ハ十年比かた痰症にて病身になり、
夫弥傳次ハ五年先より盲人となりて

142 中 69 陸奥 孝行者 くま 56
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

宮城郡菅谷村 肝煎半三郎母 明和３ 姑 姑は十年はかり前より目しゐとなり常に病かちに
て手足も叶ハねは

143 中 69 陸奥 忠義者 長作 67
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

仙台城下國分
町

町人借屋住甚
之助下男 明和５ 主人 治三郎か妻重き病にふせり

その後治三郎大病をうれへ妻も壊胎にて悩ミしに

144 中 71 陸奥 孝行者 与次兵衛 26
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

宮城郡塩竃二
井町 百姓 明和５ 継母 継母ハ父の有し時より癩病をうれへしに

145 中 74 陸奥 孝行者 さん 34
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

江刺郡人首村 百姓太兵衛忰
太三郎妻 明和７ 姑 姑の年おい病にをかされ

146 中 75 陸奥 孝行者 甚内 45
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

黒川郡今村吉
岡町 百姓 明和７ 本人 甚内病多き身なれハとて

147 中 76 陸奥 貞節者 しち 56
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

仙台城下國分
町

町人木皿屋十
三郎妻 安永３ 夫 夫十三郎…気痰の症を患へ病に臥せる事十九年な

りき

148 中 77 陸奥 孝行者 十五郎 42
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

仙台城下新伝
馬町

町人借屋住八
百屋 安永３ 母 母の疥癬をやミし時は殊更に介抱し

149 中 79 陸奥 孝行者 半右衛門 42
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

黒川郡志戸田
村

志戸田村舞野
村蒜袋村高田
村肝煎

安永４ 母
母は五年前に病て死せしか、病の中も療養に力を
つくし病のいまたはけしからぬうちに仙台にのほ
せ、医者をまねきて療治せしか

150 中 80 陸奥 孝行者 － 40
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

登米郡狼川原
本町 平右衛門妻 安永５ 姑 姑中風の病にふして手足自由ならすいよ／＼気ミ

しかくなりゆき

151 中 82 陸奥 孝行者 千坂仲内 40
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

黒川郡今村之
内𠮷岡町 大肝煎 安永５ 母 母は久しく病けれハ仙台にゆかしめて療養をくハ

へしか

152 中 83 陸奥 孝行者 惣吉 14
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

江刺郡片岡村
岩谷堂町一日
市町

百姓借屋住長
五郎忰 安永７ 祖母 祖母ハ十年このかた目しゐにてよろつ心のまゝな

らぬを

153 中 84 陸奥 孝行者 吉郎平 37
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

牡鹿郡網地濱 百姓 安永７ 父 父吉兵衛ハ…下疳の症にてなやミかちなりしかは

154 中 85 陸奥 孝行者 佐藤久三
郎 49

松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

宮城郡田子村 陸方大肝煎 天明２ 母 母は四年前より病にて気たらさるやうになり

155 中 88 陸奥 孝行者 くに 47
松平陸奥守領分家来
遠藤四郎右衛門・横
尾金右衛門給知

仙台城下肴町 町人豆腐売甚
蔵後家 寛政元 父 父の𠮷助天明四年に痢病を患へしに

156 中 94 陸奥 孝行者 治郎左衛
門 － 松平肥後守領分 若松城下堅三

日町 町人 元禄３ 母、息子
母ハ老衰へて起居も叶ハぬを
蹇となり四つになれる男子…これも母に同しき病
者なるを

157 中 96 陸奥 孝行者 重都 － 松平肥後守領分 若松城下二ノ
町 座頭 元禄４ 本人 盲人重都ハ若松の城下二の町のものなり

158 中 97 陸奥 孝行者 利三郎 － 松平肥後守領分 大沼郡高田村 百姓 元禄５ 父 父の痢病をわつらひて

159 中 97 陸奥 孝行者 治右衛門 22 松平肥後守領分 大沼郡高田村 百姓 元禄５ 母 母年久しく痰を病て衰へ行をねんころに介抱し

160 中 99 陸奥 忠義者 八蔵 － 松平肥後守領分 大沼郡本郷村 陶師水野瀬戸
右衛門下男 元禄８ 主人母 瀬戸右衛門か母老て中風を病けるを

161 中 100 陸奥 孝行者 安兵衛 － 松平肥後守領分 若松城下南町
分 百姓 元禄８ 母 母ハ年八十にあまりて目もしゐたるやうになり、

足もたゝねハ起臥にも必手をそへ腰をおさへ

162 中 103 陸奥 孝行者 惣兵衛 － 松平肥後守領分 河沼郡北田村 百姓 元禄12 母 母…この年ころ病身になりしゆへに

163 中 116 陸奥 忠義者 三五郎 43 松平肥後守領分 若松城下六日
町

検断飯岡七左
衛門下男 享保４ 主人 七左衛門長病にて家産ます／＼衰えへ

164 中 120 陸奥 孝行者 市太郎 35 松平肥後守領分 大沼郡高田村 水呑 享保５ 父 此年秋の初より父病を得

165 中 123 陸奥 忠孝者 三十郎 － 松平肥後守領分 家来百瀬七兵
衛召仕 下男 享保５ 父 老父の病に帯をもとかすつき養ひける
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166 中 126 陸奥 奇特者 小七 28 松平肥後守領分 若松城下甲賀
町

町人大工傳兵
衛弟子 享保７ 師 師の傳兵衛…五年さきより中風を煩ひて手足しひ

れ職業つとむる事あたハす

167 中 126 陸奥 兄弟睦
者 与八郎 52 松平肥後守領分 若松城下甲賀

町 町人借屋住 享保９ 両親、兄 二親とも長病にて
其後兄ハ眼をやミてつゐに目しゐとなり

168 中 127 陸奥 孝行者 九十郎 20 松平肥後守領分 若松城下大町 町人 享保10 父 父義左衛門去々年より疝気をやミ

169 中 129 陸奥 孝行者 八十郎 － 松平肥後守領分 会津郡小田村
分小田町 商人 享保12 母 母の病にありしに

170 中 132 陸奥 孝行者 勘太郎 44 松平肥後守領分 耶麻郡下利根
川村 百姓 享保13 父、弟 父も弟も病身になりし故

171 中 133 陸奥 孝行者 権左衛門 46 松平肥後守領分 会津郡高久村 水呑 享保13 母 母ハあすをもしらぬ老の病にそミ

172 中 134 陸奥 孝行者 傳助 51 松平肥後守領分 若松城下甲賀
町 茂兵衛弟 享保14 兄 兄の茂兵衛も四五年よりこのかた眼をやミしに、

つゐに目しゐけれハ

173 中 135 陸奥 孝行者 小池小伯 14 松平肥後守領分 若松城下馬場
町

医者小池友説
忰 享保15 本人、父

・・其子ハ小伯とて目しゐなり
・・去年より脹満の病をうけて
・・友説、あしき病を得て家の内もありき得ず

174 中 138 陸奥 孝行者 かん 44 松平肥後守領分 河沼郡垂川村 百姓又兵衛忰
勘右衛門後家 享保16 義親 又兵衛夫婦も老たる上病さへ犯されて

175 中 139 陸奥 貞節者 つな 51 松平肥後守領分 大沼郡西麻生
村

百姓安左衛門
忰平助妻 享保19 夫 子平助も十二三年狂人となりしうへに癩といへる

あしき病をさへかさね

176 中 141 陸奥 奇特者 与兵衛 － 松平肥後守領分 若松城下天寧
寺町 町人 元文元 主人 其子一人あれと若き時より病ありて

177 中 143 陸奥 孝行者 吉右衛門 － 松平肥後守領分 耶麻郡木地小
屋村 百姓 元文３ 母 母ハ久しく膈症やミて飯の類をくふ事なく

178 中 144 陸奥 貞節者 いち 32 松平肥後守領分 会津郡神指村 百姓武右衛門
妻 元文３ 夫

十三年さきより武右衛門癩病をやミ、いろ／＼に
療治すれとも治せす、これ人／＼の忌嫌へる病な
れハ

179 中 145 陸奥 孝行者 かん 42 松平肥後守領分 若松城下中六
日町

町人五右衛門
妻 元文５ 夫 夫五右衛門も多病になりしか

180 中 145 陸奥 孝行者 惣左衛門 50 松平肥後守領分 会津郡西川村 肝煎 元文５ 父 今年夏の頃より父病つき冬に至りてうせにしか

181 中 146 陸奥 孝行者 巳之助 16 松平肥後守領分 若松城下融通
寺町 町人 元文５ 父、母

四郎兵衛、五年さきより立やミとて寝もやらすな
やミて
目もややしゐなんとす

182 中 147 陸奥 忠義者 ふさ 44 松平肥後守領分 家来日藤卓兵
衛元召仕 下女 寛保元 主人 卓兵衛父母病る事あり

183 中 149 陸奥 孝行者 甚助 49 松平肥後守領分 若松城下二ノ
町 町人 延享元 母 母ハ血の道をやミて

184 中 151 陸奥 孝行者 とめ 32 松平肥後守領分 耶麻郡下利根
川村

百姓与右衛門
娘 延享２ 本人、母

・・足たゝぬかたわなれハ
・・母ハ年七十五歳なるか、十二年さきより中風を
やミて片手動かす事あたハす

185 中 152 陸奥 忠義者 かや － 松平肥後守領分 若松城下中河
前町堀端

医者斎藤玄智
下女 延享２ 主人 ・・玄良も傷寒の病をうけ

・・母また中風の煩ひにておきふしもやすからぬを

186 中 153 陸奥 貞節者 せき － 松平肥後守領分 耶麻郡木地小
屋村

百姓惣次郎後
家 延享２ 夫 十五年さきより夫癩の病にてミくるしく人の前に

も出かたけれハ

187 中 156 陸奥 貞節者 みよ 25 松平肥後守領分 若松城下年貢
町

町人借屋住和
右衛門妻 延享３ 夫 夫ハ…癩の病にて医療手をつくすといへとも面の

色あしくて

188 中 159 陸奥 孝行者 吉兵衛 67 松平肥後守領分 若松城下融通
寺町 町人 延享３ 養父

茂兵衛ハ…七年このかた中風の病をうけ
夫中風の症となりて
夫の吉兵衛四年このかた中風をうれへ
つよハ多病にして

189 中 163 陸奥 孝行者 佐々木弥
五右衛門 31 松平肥後守領分 若松城下甲賀

町 検断 延享３ 父、母
父ハ六十に及ひ歯もこほれ眼さへくもりかちに
て、母ハ痞の病に犯されともに起居も自在ならぬ
を

190 中 165 陸奥 孝行者 蔦右衛門 40 松平肥後守領分 河沼郡勝常村 百姓 延享３ 母、父 母俄の病ありてうせにき
其後父疝気をやミしか

191 中 167 陸奥 孝行者 弥惣右衛
門 51 松平肥後守領分 若松城下四ノ

町 町人 延享４ 母 母ハ七十五歳にて早くより痰をやめるかつねとな
りて

192 中 168 陸奥 孝行者 林右衛門 73 松平肥後守領分 若松城下一ノ
町 町人 延享４ 母 母の年老て目もしゐはて手足も叶ハぬをよくたす

け養ひ

193 中 169 陸奥 兄弟睦
者 新三郎 68 松平肥後守領分 耶麻郡下臺村 百姓三右衛門

叔父 延享４ 兄 新右衛門中風をやミ足かなハぬ身となり

194 中 173 陸奥 忠孝者 せん 47 松平肥後守領分 若松城下甲賀
町

町人治郎左衛
門父玄心譜代
下女

寛延元 主人 玄心とて六十にあまれるか、年久しき病ありて
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195 中 176 陸奥 孝行者 みよ 20 松平肥後守領分 若松城下四ノ
町 町人左兵衛妻 寛延３ 舅

舅の七右衛門…中風をやミて手足はたらかす、物
いふ事もワかりかたく、物ことせは／＼しくのミ
あるを

196 中 177 陸奥 忠義者 半助 71 松平肥後守領分 家来町野繫八
召仕 下男 宝暦元 主人 繫八か親義左衛門多病にて折／＼病おこり

197 中 178 陸奥 孝行者 清傳 33 松平肥後守領分 若松城下馬場
名子屋町 盲人 宝暦２ 本人、父

・・幼して母に別れ年四になれるとき、疳の病にて
両眼ともにしゐぬ
・・父－去年の春より安兵衛も中風をなやミふし

198 中 181 陸奥 孝行者 きよ 19 松平肥後守領分 若松城下甲賀
町

町人理右衛門
妻 宝暦５ 舅 舅の…六年前より中風をやミて手足も心に任せ

す、二便のかよひもならさるを

199 中 182 陸奥 孝行者 勘助 15 松平肥後守領分 若松城下老町 町人借家住 宝暦７ 兄 兄虚症の病をうけ世のいとなミもなりかたく

200 中 182 陸奥 孝行者 はな 30 松平肥後守領分 耶麻郡小荒井
村 水呑又市妻 宝暦７ 姑、舅 姑中風をやミ、言葉もワからす手足も自由なら

す、舅四年さきより病にふしけれハ

201 中 184 陸奥 孝行者 久兵衛 42 松平肥後守領分 若松城下老町 町人 宝暦10 母 母のミあるか、中風をやミて手足もかなはす家の
内をもありかねハ

202 中 186 陸奥 孝行者 小吉 39 松平肥後守領分 大沼郡蕎麦目
村 百姓 宝暦12 父 父は…目明らかならす

203 中 189 陸奥 孝行者 喜野右衛
門 58 松平肥後守領分 若松城下南町

分年貢地 町人 宝暦13 母 母はことし七十にあまり中風を病て手足に心にま
かせす有しを

204 中 191 陸奥 孝行者 善兵衛 40 松平肥後守領分 若松城下當麻
町

町人借屋住善
六忰 宝暦13 母 母は四年さきより中風になりて手足うこかす、言

語もわかちなきを

205 中 198 陸奥 貞節者 はつ 34 松平肥後守領分 耶麻郡雄國新
田村獅子沢

百姓伊三郎後
家 明和４ 夫 夫伊三郎癩病をうれへ日にそひて重りゆき

206 中 199 陸奥 孝行者 喜八 38 松平肥後守領分 河沼郡濱崎村 百姓 明和４ 兄 兄太右衛門－その身も多病にして世ワたりなりか
たく

207 中 200 陸奥 忠義者 権右衛門 52 松平肥後守領分 若松城下北小
路町

検断小池市郎
次下男 明和４ 主人 市之丞年ワかくて久しく病にふし

208 中 201 陸奥 忠義者 市助 46 松平肥後守領分 若松城下道場
小路町

町人安右衛門
下男 明和４ 主人祖母 安右衛門か祖母の年老たるありて中風をうれへ

209 中 204 陸奥 孝行者 熊次郎 15 松平肥後守領分 若松城下堅町 町人借屋住傳
六忰 明和７ 父

父傳六－去々年の夏より多病になり立居も心にま
かせかたけれは、去年秋より痰火に悩まされてく
るしけなる

210 中 207 陸奥 忠義者 ろう 74 松平肥後守領分 家来粟田平右
衛門召仕 下女 安永３ 主人 ・・兄弟疱瘡をやミに頃は

・・平八も病多くなり、あゆみもかたかりけれは

211 中 209 陸奥 貞節者 よし 35 松平肥後守領分 耶麻郡山潟村
端郷上戸 百姓平七後家 安永３ 夫 癩をやミしを

212 中 210 陸奥 孝行者 周懿 83 松平肥後守領分 若松城下七日
町

町人折笠弥右
衛門父 安永４ 母 母の年老て積といへる病おこり

213 中 212 陸奥 貞節者 とり 29 松平肥後守領分 若松城下常慶
寺町

町人金右衛門
妻 安永７ 夫 夫の病年／＼に重りて、やかて悪疾の症をやう

／＼にあらハれけれは

214 中 214 陸奥 孝行者 惣次郎 46 松平肥後守領分 耶麻郡宮在家
村 百姓 安永７ 母 母病者となりて手足もかなひかたく

215 中 215 陸奥 貞節者 とよ 27 松平肥後守領分 若松城下愛宕
町

町人才右衛門
妻 安永７ 夫 才右衛門は…病者となり

つゐに癩病とやう／＼人も見きハむる程になれは

216 中 217 陸奥 奇特者 喜三郎 61 松平肥後守領分 若松城下中町 町人 安永７ 伯父、母 喜左衛門も中風にて歩行なりかたかりしに

217 中 219 陸奥 貞節者 うの 46 松平肥後守領分 耶麻郡内野村 百姓儀助妻 安永８ 養母、夫 養母六十七の年より中風になり手足も自由ならす
夫の儀助も九年このかた悪疾にそミ

218 中 221 陸奥 孝行者 治郎八 35 松平肥後守領分 若松城下弘長
寺地借 町人 天明元 母、父、兄

母はむまれつき多病にて朝夕の竈のもとのわさも
ならす
父ハ三とせ前より中症を煩ひ
兄の勘次郎さへおなし頃より痰水の病症にてもの
いひたしかならす

219 中 223 陸奥 忠孝者 倉太郎 36 松平肥後守領分 耶麻郡第六天
村

百姓忠右衛門
元下男 天明元 父 父文八郎年六十九の春より疝気をなやミ、秋にい

りては疫癘を煩ひくるしミしを

220 中 225 陸奥 孝行者 文次郎 21 松平肥後守領分 若松城下融通
寺町 町人市太夫忰 天明２ 父 父は市大夫とて年頃多病なりしか

221 中 226 陸奥 奇特者 関沢丹三
郎 55 松平肥後守領分 耶麻郡夷田新

田村 肝煎 天明３ 父 父はつねに疾をやミて折／＼におこりけれは

222 中 229 陸奥 貞節者 ミつ 68 松平肥後守領分 耶麻郡布流村 百姓金右衛門
伯母 天明３ 夫、子 夫は病つきて

わすれかたミ一人ハ…これも多病になりて

223 中 231 陸奥 忠孝者 権蔵 36 松平肥後守領分 耶麻郡清治袋
村

百姓善七郎元
下男 天明３ 妻、子 妻子ともに痢病をやミしを
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224 中 233 陸奥 孝行者 金蔵 20 松平肥後守領分 若松城下桂林
寺町 町人 天明４ 父 金十郎久しく癆症を煩ひ

225 中 234 陸奥 孝行者 亀治 20 松平肥後守領分 若松城下半兵
衛町 町人 天明５ 父 伊左衛門は此五年このかた老の病、いつとなく手

足も自在ならす物いふ事もたと／＼しきに

226 中 235 陸奥 忠義者 市太郎 39 松平肥後守領分 会津郡深川村 百姓新助下男 天明６ 主人 去年の夏、疫病行はれて人ことにふしけるに、新
助をはしめ家こそりてやミけれは

227 中 237 陸奥 孝行者 門太郎 26 松平肥後守領分 耶麻郡山潟村
端郷上戸分 百姓 天明７ 母 母の久しくやむ事ありしに

228 中 238 陸奥 孝行者 五郎次 13 松平肥後守領分 会津郡高久村 百姓文𠮷二男 天明７ 母 病ある上に懐妊の身にさへありけれは

229 中 239 陸奥 奇特者 かん 34 松平肥後守領分 河沼郡持寄村 百姓庄助後家 天明７ 本人、主
人

・・かねて多病の身なりけれハ
・・主人－疫癘にかゝりて終にうせぬ
・・その頃、一村こと／＼く疫病行ハれ肝煎をはし
めとして其余の民家も衰へて、ところところに散
在せしに

230 中 245 陸奥 孝行者 喜右衛門 75 松平肥後守領分 耶麻郡雄國新
田村七本木 百姓 寛政元 父 父は…年おい痰をなやミしゆへ

231 中 246 陸奥 孝行者 惣十郎 72 松平肥後守領分 会津郡西桝原
村 百姓 寛政２ 父

父は…ワかき時より目をやミけるか、ついにしゐ
ぬれは、あゆミもかなはす耳さへうとくなりゆき
て

232 中 252 陸奥 貞節者 さよ 29 松平肥後守領分 若松城下寺町 町人借屋住文
𠮷妻 寛政３ 夫 五年ほとあなたより病にふし鍛冶の業もなりかた

く

233 中 253 陸奥 孝行者 佐々木弥
五右衛門 32 松平肥後守領分 若松城下甲賀

町 検断 寛政３ 母 母中風をやミて手も足もかなはさりしを

234 中 257 陸奥 貞節者 はる 35 丹波加賀守領分 安達郡表塩沢
村 百姓長三郎妻 享保12 夫 夫ハ十三四年あなたよりやミて目しゐとなり

235 中 260 陸奥 孝行者 春澤 64 丹波加賀守領分 安達郡糠沢村 盲人 寛政２ 本人 安達郡糠澤村の盲人春澤ハ

236 中 260 陸奥 孝行者 庄助 15 南部慶次郎領分 閉伊郡両石村 無田百姓 宝暦５ 父 父は家貧しく殊に病かちにて起臥も自由ならねは

237 中 261 陸奥 貞節者 みゑ 41 安藤對馬守領分 伊達郡梁川村 百姓忠𠮷妻 寛政３ 夫 夫は二十年あなたより癩をやミしかは

238 中 263 陸奥 孝行者 次右衛門 44 松平大学頭領分 田村郡横川村 百姓 宝暦５ 母、妻
母ハ六十七の頃より中風をやミ手足も痿痺れて起
臥もものうきに、妻も多病にて農業の助けも心に
任せねは

239 中 265 陸奥 孝行者 甚右衛門 62 松平肥後守領分 若松城下穢多
町 肝煎仮役穢多 延享２ 父 父の痰症をやミて七十日はかり床にありしに

240 中 283 出羽 孝行者 久右衛門 40 佐竹右京大夫領分 雄勝郡中村 百姓 明和２ 母 母ハ六年さきより中風をやミて起臥も自由ならす

241 中 285 出羽 孝行者 清太郎 54 上杉弾正大弼領分 米沢城下免許
町 町人 明和８ 父 父の源三郎ハ明和六年の頃より病をうけて自由な

らさりしかは

242 中 286 出羽 孝行者 さき 58 上杉弾正大弼領分 置賜郡中山村 百姓久右衛門
妻 安永２ 母 母ハ十年さきより病て歩ミもくるしきを懇にいた

はり

243 中 286 出羽 孝行者 きそ ７ 上杉弾正大弼領分 米沢城下紺屋
町

町人次郎兵衛
娘 安永２ 祖母 祖母ハ六十あまりなるに中風の病にさへなやミて

起臥も心にまかせねハ

244 中 287 出羽 孝行者 義三郎 29 上杉弾正大弼領分 置賜郡宮村 百姓 安永８ 祖父、父 祖父ハ目しゐて老かゝまり、父ハ中風を病て歩行
も心にまかせぬを

245 中 288 出羽 孝行者 とゑ － 上杉弾正大弼領分 米沢城下東町 町人市右衛門
娘 安永８ 父 父の市右衛門重病をうけて死ぬへくなやミしか

246 中 289 出羽 孝行者 太四郎 49 上杉弾正大弼領分 置賜郡西大塚
村 百姓 天明元 父 父ハ多病にて人なミ／＼の産業もならす

247 中 292 出羽 孝行者 与惣右衛
門 52 上杉弾正大弼領分 置賜郡成田村 百姓 寛政元 父 父ハ年此眼を病て歩ミもくるしく年も八十をこえ

248 中 294 出羽 孝行者 慶玉 29 上杉弾正大弼領分 田川郡早田村 百姓茂助忰盲
人 元文５ 本人、母

田川郡早田村の盲人慶玉ハ
母ハ六十二になりしか又多病にて世渡りの業にも
たへねハ

249 中 295 出羽 貞節者 ミや － 上杉弾正大弼領分 飽海郡酒田臺
町

町人清右衛門
妻 寛保元 母 母はをもき病にさへふしけるを

250 中 297 出羽 奇特者 長吉 40 上杉弾正大弼領分 飽海郡酒田筑
後町 肝煎 寛延３ 祖母 中にも祖母ハ老の身のいたはりかちにて起臥も物

うきを

251 中 298 出羽 孝行者 つる 33 上杉弾正大弼領分 飽海郡酒田四
町

町人小右衛門
娘 宝暦６ 父、 兄、

母

父の小右衛門ハかれか二十の頃より眼をやミ医療
のしるしもなく、つゐに目しゐとなりて
兄小太郎といふもの多病のむまれつきなるに物狂
ハしくさへありしかハ
母も目を煩ひしかハ

252 中 300 出羽 孝行者 くの 30 上杉弾正大弼領分 飽海郡酒田山
王堂町 町人惣次郎妻 明和５ 夫 惣次郎…目を煩ひてよろつ心にまかせさりしを
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253 中 313 若狭 孝行者 まつ 40 酒井修理大夫領分 三方郡鳥濱村 百姓九右衛門
妻 安永元 姑 姑ハ十年ハかりさきに浮腫をやミてうせしに

254 中 315 若狭 孝行者 三郎右衛
門 34 酒井修理大夫領分 遠敷上中郡本

保村 百姓 安永５ 父、母 痔疾をなやミけるを父母深く歎けハとてたえす療
治を加へ

255 中 318 若狭 奇特者 庄右衛門 34 酒井修理大夫領分 大飯郡高濱赤
尾村 町人小間物屋 天明２ 漁家

安永二年のころ高濱の浦町なる漁家多く疾癘をや
ミてその業なりかたく、飢に及んとするもの多か
りしかハ

256 中 320 若狭 貞節者 しけ 34 酒井修理大夫領分 遠敷下中郡西
津長町

町人田井屋茂
左衛門妻 天明６ 夫

茂左衛門はつねに心くるはしきものなりしか、あ
る夜病おこりてミつから短刀をとらんとするに
此家にもかさやめる子のあれハ

257 中 327 越前 孝行者 甚兵衛 46 松平越前守領分 福井城下石場
松尾町 町人 寛政２ 母 かくて母をもき病にかゝりしかハ心をつくして介

抱し

258 中 328 越前 孝行者 太右衛門 35 土井能登守領分 大野城下七間
西町 町人 寛政２ 母 母ハ上昇の病ありて年ころ心くるひ、折にふれ声

立て詈る事なとありけれハ

259 中 329 越前 孝行者 とめ 48 小笠原相模守領分 大野郡橋爪村 百姓権三郎妻 天明８ 舅 今ハ甚右衛門とて年たけ病多き舅のありけるか

260 中 333 越前 孝行者 満吉 28 酒井修理大夫領分 敦賀郡道之口
村 無田百姓 安永元 父 父ハ…年おい病多く只家にのミゐて

261 中 337 加賀 孝行者 権兵衛 41 松平加賀守領分 能美郡千代村 百姓 寛政３ 母 母の病にふせしかハ医薬看病をこたらす

262 中 339 能登 孝行者 久右衛門 56 松平加賀守領分 羽咋郡生神村 百姓 安永３ 父 父の痰咳になやめる藥にハ萆薢よしと聞て雪のふ
かき時もいとハす

263 中 341 越中 孝行者 太三郎 29 松平加賀守領分 砺波郡福光村 百姓伊左衛門
忰 天明７ 父 伊左衛門つねに積気の病ありけるか

264 中 369 越後 孝行者 権七 39 御代官支配所 蒲原郡上条村 百姓 寛政５ 母、姉、父
母はかれか幼き時、長病のうへ目しゐとなり、姉
ののりも病多く、父権七は六年此かた中風の病に
ふし
母もまた目しゐて齢かたふきけれは

265 中 374 越後 孝行者 此都 － 松平肥後守御領所 魚沼郡小千谷
村

百姓与兵衛名
子座頭 延享２ 本人、妻 此都といへる座頭有

妻ハもとより病多くすきハひのたすけもならねは

266 中 376 越後 忠義者 あき 47 松平肥後守御領所 魚沼郡小千谷
村

医者山崎東伯
下女 寛延３ 主人夫婦 東伯夫婦ともに痿弱の病にて、家のうちもあゆミ

かたく

267 中 377 越後 孝行者 権兵衛 43 牧野備前守御預所 頸城郡千原村 無田百姓 宝暦８ 母 母十五年前、眼の病にかゝりしとき

268 中 384 越後 孝行者 七郎右衛
門 66 牧野備前守領分 三島郡成沢村 横目役 明和２ 母

母のなやミしとき医者をむかへてみせけるに、こ
れ中風の症にして服薬するともさせるしるしとい
ひしを

269 中 385 越後 孝行者 半七 51 牧野備前守領分 蒲原郡天竺堂
村 百姓 安永元 父 父半之助…去年三月病にをかされ程なく心ミたれ

て昼夜のわきまへなく、家を走り出

270 中 386 越後 孝行者 いよ 38 牧野備前守領分 長岡城下呉服
町

町人麹屋九兵
衛妻 安永元 夫、姑、舅

夫ハ病多く舅姑ハ年おい
七十三歳の姑も年頃中風の病をうれへ起居心の
まゝならさりしに

271 中 387 越後 孝行者 きよ 68 牧野備前守領分 古志郡田中村 百姓久右衛門
妻 安永５ 夫 夫ハ…病多しとて子をしてその勤にかハらしむる

身のうへなれハ

272 中 388 越後 孝行者 村之助 52 牧野備前守領分 三島郡本大嶋
村 大庄屋 安永８ 父 父ハことし七十になれるか、六年前より老の病に

なやミ身躰心のまゝならさりけれハ

273 中 396 越後 孝行者 九兵衛 50 牧野備前守領分 蒲原郡中権寺
村 百姓 寛政２ 母 ある時母の風気にて食事のすゝまさりしに

母ハゝる老の病をさへかさぬれハ

274 中 398 越後 孝行者 治之一 － 溝口亀次郎領分 蒲原郡松橋村 百姓佐兵衛兄
座頭 寛延元 母 母老衰へて後ハかゝる目しゐの不具なる身に

275 中 398 越後 孝行者 とめ 28 溝口亀次郎領分 蒲原郡岩渕村 無田百姓市兵
衛妻 寛延２ 夫 夫ハ久しく病にふし

276 中 403 越後 忠義者 はつ 35 松平肥後守領分 蒲原郡野村 元郷頭九野右
衛門譜代下女 安永６ 母、妹 目しゐの母と妹をはこくミ

277 中 404 越後 孝行者 せき 30 松平越中守領分 魚沼郡水口沢
村 百姓四郎助妻 明和２ 父 十助ハ年頃、病多くして行歩もなし得さりしを

278 中 406 越後 孝行者 三次右衛
門 38 牧野備前守領分 長岡城下大工

町 非人 明和７ 母 母ハ持病ありてとかくなやミかちなれハ

279 中 427 丹後 孝行者 武左衛門 52 牧野佐渡守領分 加佐郡岡田由
里村

百姓安左衛門
忰 寛保３ 父 父ハ老の病にて行歩もかなハぬを

280 中 428 丹後 孝行者 源太郎 14 牧野佐渡守領分 加佐郡公文名
村

百姓伊左衛門
忰 明和５ 母 母長き病なるを

281 中 436 但馬 孝行者 浅五郎 41 御代官支配所 養父郡吉井村
之内中瀬分 百姓 天明８ 母 母…病の身にて歩行もなりかたく

282 下 ５ 伯耆 孝行者 彦七 33 松平相模守領分 久米郡倉吉餅
屋町 町人福積屋 寛政４ 父 父多左衛門中風をうれへておゆむ事あたハす
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283 下 ５ 伯耆 孝行者 清兵衛 28 松平相模守領分 久米郡服部村 無田百姓 寛政４ 養父、養
母

作右衛門ハ…多病にて世わたるわさもなりかたき
を
養母の手足腫れやミけれハ

284 下 13 出雲 孝行者 ため 18 松平出羽守領分 出雲郡東阿用
村 百姓 寛政３ 母 母の目をやミてつゐにしゐぬれハ

285 下 17 石見 孝行者 友蔵 11 松平周防守領分 美濃郡上本郷
村 百姓十作忰 寛政２ 父 十年前より病の身となりしうへに

286 下 35 播磨 孝行者 新次郎 33 御代官支配所 赤穂郡山野里
村 百姓 寛政７ 伯父、母

伯父七兵衛といふもの多病にて身ひとつを住わひ
て彼か許に養はれしかは
母は中風をやミて起臥も自由ならす二便のもるゝ
をも覚えねは

287 下 36 播磨 孝行者 安兵衛 36 清水殿領分 加東郡社村 無田百姓 寛政３ 母 母は十年あなたより中風をなやミて手足なえ、物
いいふ事も叶はぬに

288 下 38 播磨 忠義者 平七 53 建部内匠頭領分 揖東郡林田町 町人糠屋弥七
郎手代 寛保元 主人 弥七郎ハ年若く、かつハ多病の身なれは

289 下 40 播磨 孝行者 ふさ 31 丹波長門守領分 加東郡上三草
村

無田百姓茂兵
衛娘 寛政２ 母 母は積の病ありてしは／＼なやミしかハ

290 下 41 播磨 孝行者 くめ 22 松平久五郎領分 美囊郡久次村 百姓幸右衛門
娘 安永３ 父 父は二十年あまり痛風をなやミしか

291 下 42 播磨 孝行者 兵吉 31 松平久五郎領分 美囊郡三木上
町

町人甚右衛門
忰 天明元 父 父は七年このかた眼をうれへて世渡るワさもなし

かたく…はてハ目しゐて

292 下 43 播磨 孝行者 なつ 死
後 松平久五郎領分 美囊郡三木濟

原町
町人次郎右衛
門娘 寛政元 母 母は中風の症にて床にのミ臥しゐ

293 下 54 美作 孝行者 源左衛門 54 松平越後守領分 津山城下西新
町 町人丁子屋 天明６ 父 父彦左衛門病にふし痰火の症にて医療の手をつく

せともいよ／＼重りゆき

294 下 55 美作 孝行者 惣助 44 松平越後守領分 津山城下林田
町 町人薬屋 天明８ 父 父…長病に臥し

295 下 56 美作 忠義者 善吉 46 松平越後守領分 津山城下西今
町

町人直屋孫兵
衛手代 天明８ 父 父病にふして日傭の業もなしかたく

296 下 59 美作 孝行者 彦次郞 51 松平越後守領分 東南條郡高野
本郷村 百姓 寛政３ 母、父 明和二年より母痔をやミて医療尽すといへとも

父中風をうれへ

297 下 60 美作 孝行者 とみ ９ 松平越後守領分 久米南條郡八
出村

肝煎陶政右衛
門娘 寛政３ 母、祖母 母は六七年こなた難病をうれへ祖母も三四年さき

より病を得しに

298 下 61 美作 孝行者 惣助 64 大久保加賀守領分 久米北條郡神
代村 百姓 天明元 母 母のミありしか、老の身の病多きに中風にさへな

りぬれは、あゆむ事かなハす

299 下 62 美作 孝行者 為野都 40 土井大炊頭領分 久米南条郡金
掘村 盲人 天明４ 叔父、兄、

本人

母の弟、二十年前に家のうちこと／＼く温疫にて
うせ
兄も重き病を得て六年前にうせぬ
三郎兵衛病にかゝりて目を失ひ、己も又目しゐけ
れは

300 下 86 備前 孝行者 惣大夫 － 松平内蔵頭領分 岡山城下紺屋
町 町人紺屋 明暦元 母 もとより飢になやめる病なれは頓ていく出たり

301 下 106 備中 孝行者 一良 29 関備前守領分 浅口郡西阿知
村

百姓源太兵衛
忰 天明６ 母 その母狂ハしきさまになやミて筋なき事をのミい

ひ詈りしを

302 下 110 備中 孝行者 惣十郎 － 松平内蔵頭領分 浅口郡西六條
院村 百姓 － 祖父 八年さきより目しゐ耳つふれしかは

303 下 112 備中 孝行者 藤次郎 － 池田信濃守領分 小田郡尾坂村 名主 寛延３ 母 母は病にふして

304 下 113 備中 孝行者 助七 74 池田信濃守領分 浅口郡七崎村 百姓 宝暦５ 父 父は…病にふし十五月なやミしか

305 下 115 備中 孝行者 長吉 13 池田信濃守領分 浅口郡大嶋村
中村 無田百姓 寛政元 父 父は弥平次とて年此病にふしけれハ

306 下 125 備後 貞節者 ひめ 33 松平安藝守領分 世羅郡高山村 町人濱田屋儀
八郎後家 享保20 夫 儀八郎病にかゝりて八年はかりなるに

307 下 129 備後 孝行者 ぎん 28 松平安藝守領分 三次郡原村十
日市町

百姓念頃屋源
右衛門妻 宝暦11 夫、男子 三人は病者にて病の症はひとしからねと、いつれ

も行歩かなハすして

308 下 131 備後 孝行者 三六 54 松平安藝守領分 三谿郡大田郷
村 百姓 明和４ 父 父文七は九十二歳になりしか、十年こなたは病を

得て行歩もかなはす

309 下 134 備後 孝行者 八之助 31 松平安藝守領分 三谿郡灰塚村 百姓 明和４ 母 母もことし七十一歳になり去年の冬より病にふせ
しを

310 下 136 備後 孝行者 さこ 43 松平安藝守領分 三上郡永末村 百姓孫七後家 安永６ 姑、夫
姑は七十二歳になりしか、十年前に物のけのやう
になやミ、それより後は老ほれて物くるハしくな
り
夫孫七も水腫の病をうれへ

311 下 137 備後 孝行者 文蔵 22 松平安藝守領分 三次郡入君村 百姓孫三郎実
子 天明３ 兄、父 政次郎は病てうせ、孫三郎中風の病にふしけれは
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312 下 139 備後 孝行者 角兵衛 36 松平安藝守領分 三上郡上谷村 百姓 天明４ 父
十年前より父物くるはしきさまになりしか、一二
年ハ一月に六七度もおこり正体もなく打ふして家
のうちを這まハり

313 下 140 備後 孝行者 新蔵 23 松平安藝守領分 三上郡正原村 百姓 天明６ 祖母 天明二年の此より祖母中風をやミて手足もかなひ
かたく同四年七月にうせにしか

314 下 150 安芸 忠義者 喜兵衛 61 松平安藝守領家来上
田主水給知 佐伯郡玖波村 百姓新屋七三

郎下男 享保15 主人 去年七三郎疱瘡をやミし時も

315 下 151 安芸 孝行者 八十郎 42 松平安藝守領分 山縣郡戸阿内
村 百姓 享保18 母 母の年七十六になりし比より目をやミて療養のし

るしもなく、つゐに目しゐとなりしかは

316 下 152 安芸 孝行者 朝都 37 松平安藝守領分 安藝郡仁保島
渕崎浦 座頭 元文５ 主人

座頭あり
いとけなき時、眼しゐしに、病のうちの医療に父
母心を苦めしよし

317 下 155 安芸 孝行者 はな 44 松平安藝守領分 安藝郡牛田村 百姓源三郎後
家 安永元 夫

夫源三郎も五年さきより肺癰を病しに、医療手を
尽すといへともその験なく、昼夜となく口の中よ
り膿血を吐出せしか、去年の夏の比より腋の下に
腫物出来て是も膿血出しかハ

318 下 156 安芸 孝行者 傳蔵 11 松平安藝守領分 高田郡桂村 百姓貞右衛門
次男 天明５ 母 母のなやめる事ありしかハ…此病ハ血虚労症なる

うへに姙娠の身なりしかハ

319 下 158 安芸 忠孝者 七郎 22 松平安藝守領分 高田郡横田村 浮過百姓 天明５ 父、母 八九年このかた夫婦ともに病の身となり

320 下 161 安芸 孝行者 左助 14 松平安藝守領分 廣崎城下竹屋
町

町人借屋住貞
七忰 寛政２ 母 七年前に母産後の病にて手足も叶ひかたく起居に

くるしミしを

321 下 165 安芸 孝行者 新助 68 松平安藝守領分 廣島城下六町
目 浮過町人 寛政３ 父 老たる父の病ありときゝて

322 下 165 安芸 孝行者 新之助 17 松平安藝守領分 安藝郡蒲刈島 百姓新七忰 寛政３ 母 七年このかた母ハ病の床にふして三年生より手足
もかなはす

323 下 167 安芸 孝行者 じよろ 55 松平安藝守領分 佐伯郡厳島小
浦 船乗善三郎娘 寛政３ 父 父は船のるわさをのミ事とせしか、三十歳の時あ

やまちして身を傷め病の身となりしに

324 下 193 紀伊 孝行者 源三郎 － 紀伊殿領分 名草郡和佐中
村 百姓 天和２ 姉 たゝひとりの姉あるも、病多くして

325 下 194 紀伊 孝行者 吉弥 － 紀伊殿領分 若山城下坊主
町 盲人借屋住 宝暦９ 本人 盲人吉弥は

326 下 195 紀伊 孝行者 半六 － 高野山慈眼院領 伊都郡東冨貴
村 百姓 寛永３ 父、本人 父多病にして田畑をも多くは人に売ワたし

半六も幼き時疱瘡になやミて片目となり

327 下 204 阿波 孝行者 佐次兵衛 39 松平阿波守領分 海部郡宍喰浦 猟師 元文元 母 母はとミの病を得て佐次兵衛か留守のあひたにう
せしかは

328 下 205 阿波 孝行者 瑞朔 46 松平阿波守領分 名東郡上八万
村

医者山崎東伯
下女 明和２ 母 母も中風を病て四年まて床に臥けれは

329 下 206 阿波 孝行者 勘七 68 松平阿波守領分 海部郡大里村 百姓 寛政４ 母 母は七年はかり積の病になやミて心むすほふれ

330 下 215 讃岐 孝行者 だい 28 松平讃岐守領分 大内郡水主村 無田百姓新七
娘 天明３ 継母 継母、病を得て手足もかなハねは

331 下 216 讃岐 孝行者 市蔵 37 松平讃岐守領分 大内郡中筋村 百姓 天明３ 村人 隠休といへる道心者ありしか…湿瘡をさへ煩ひた
れは手足も動かしかたく

332 下 217 讃岐 孝行者 多度都 59 松平讃岐守領分 大内郡湊村 座頭 天明３ 本人、父
多度都といへる座頭は
父中風をなやミて手足もかなひかた、物くるハし
くさへなりぬれは

333 下 218 讃岐 孝行者 新兵衛 70 松平讃岐守領分 大内郡中筋村 百姓 天明３ 父 父七十はかりになれる年、はからすも狂気して

334 下 219 讃岐 孝行者 金右衛門 68 松平讃岐守領分 大内郡与田山
村 百姓 天明３ 母

母のミありしか、年五十あまりより眼をやミて終
に目しゐとなれり
しかるに鶴膝風といへる痛を得て

335 下 222 讃岐 孝行者 権四郎 60 松平讃岐守領分 鵜足郡東川津
村 百姓 天明４ 兄 兄一人ありしか、病者にて家の事をもなしかたく

336 下 223 讃岐 孝行者 政右衛門 34 松平讃岐守領分 香川郡西庄村 百姓 天明５ 母 母も…八年前に長病にて死せしに

337 下 256 伊予 孝行者 かん 24 伊達分三郎領分 宇和郡𠮷田目
黒村西之川

百姓平十郎忰
新蔵妻 延享元 舅 舅の平十郎は六七年さきより癩をやミて

338 下 257 伊予 孝行者 かね 21 伊達分三郎領分 宇和郡高野子
村

組頭源七忰新
次郎妻 寛延３ 姑 姑は二十三年さきより浅ましき病にそミ、五年こ

のかたはいやましに重り、眼つふれ手足なえて

339 下 257 伊予 孝行者 遊六 61 伊達分三郎領分 宇和郡下鑰山
村 百姓 宝暦９ 父 父の弥右衛門病をもりて起臥も叶はさりしかは

340 下 259 伊予 孝行者 平八 42 松平左京大夫領分 宇摩郡土居村 百姓 享保17 父 六年さきより下体の腫物をなやミ、四年このかた
は別て痛ミも加りて起居も心に任せねは

341 下 261 伊予 孝行者 忠兵衛 39 松平左京大夫領分 新居郡洲之内
村 無田百姓 元文４ 本人 忠兵衛ハ幼きより病多く力を用うる業もならす
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342 下 264 伊予 忠義者 長右衛門 49 松平左京大夫領分 宇摩郡金川村 百姓源左衛門
下人 宝暦５ 主人 孫左衛門ハはからぬ悪疾をうけて

343 下 266 伊予 孝行者 弥助 41 松平左京大夫領分 周布郡玉之江
村 無田百姓 宝暦９ 母 母は七十にあまりて年頃の病に目さへしゐぬれと

344 下 267 伊予 孝行者 助左衛門 40 松平左京大夫領分 新居郡垣生村 百姓 宝暦13 母、娘
母は十年このかた病にふして六十八歳にさへなり
けるを
一とせ幼き娘の疱瘡をやミて殊に重かりしか

345 下 269 伊予 孝行者 才右衛門 47 松平左京大夫領分 新居郡西條中
之町

町大年寄廣崎
屋平右衛門弟 安永４ 母 母は八十七の老の身なるに、九年あなたより中風

をさへやミて歩ミも叶ハさりしかは

346 下 270 伊予 孝行者 政六 67 松平左京大夫領分 周布郡石田村 百姓 天明元 継母 継母は老て後、眼を病て目しゐとなり家の内の歩
行たになりかたけれハ

347 下 271 伊予 孝行者 くみ 27 松平左京大夫領分 新居郡沢津村
大庄屋小野七
郎右衛門忰運
平妻

寛政２ 舅 舅の七郎右衛門は八年さき背の骨の左右に廱瘡腫
出て大切になやミしか

348 下 272 伊予 孝行者 徳次郎 14 一柳兵部輔領分 周布郡新屋敷
村枝郷岡村 無田百姓 寛政２ 父 父は…三年このかた病にさへふして歩行もならね

は

349 下 274 土佐 孝行者 かね 33 松平土佐守領分 土佐郡潮江村 百姓畳表打久
八娘 天明６ 父 父は…安永の初より中風をさへ病て起臥もくるし

けなるに

350 下 287 筑前 孝行者 こや － 松平筑前守領分 宗像郡地崎 九郎右衛門娘 元禄２ 父
父の八十にあまりて、おいほれぬれは、片時も側
をはなれかたかりほれ、行歩も心のままならず、
ひた臥にふせり、消渇といへる病

351 下 295 筑前 孝行者 正助 46 松平筑前守領分 宗像郡武丸村 百姓 享保２ 父
父ハ六十歳にして中風の病にかゝりしかハ
一とせ疫癘の病流行して村中の人多く其病にかゝ
りしかハ

352 下 303 筑前 孝行者 八平 43 松平筑前守領分 福岡城下紺屋
町 番人 享保12 母、妻、子 ころしも熱の病はやりて母も妻子もその病にをか

されしに

353 下 304 筑前 孝行者 鞍崎加右
衛門 60 松平筑前守領分 夜須郡甘木宿 町人土器師 享保16 父 其後父の病重かりし時

354 下 307 筑前 兄弟睦
者 惣太郎 － 松平筑前守領分 志摩郡島田村 百姓 － 父、母 父のわすらひ、母も病にふす

355 下 309 筑前 孝行者 儀三次 31 松平筑前守領分 穂波郡九郎丸
村 百姓 元文５ 祖父 祖父は年ころ病多くして行歩もなし得さりしか

356 下 314 筑前 孝行者 歌仙 47 松平筑前守領分 那珂郡四條村
薬院村 盲人 安永７ 本人、母

盲人を歌仙といへり
母年老て眼あしく起居もことに自由ならさりしか
ハ

357 下 315 筑前 貞節者 はん 39 松平筑前守領分 宗像郡土穴村 百姓 天明２ 父 夫中風の病にかゝりて行歩ハ家の内とても叶ハさ
りしに

358 下 317 筑前 孝行者 きた 17 松平筑前守領分 宗像郡本木村 百姓藤七次女 天明７ 父、姉
藤七ハ年ころ脚気の病ありて多くは枕にふし居け
るを
或時姉の鼠に囓れて半年あまりもなやミしか

359 下 318 筑前 忠義者 次右衛門 － 松平筑前守領分 早良郡西新町 町人紺屋嘉兵
衛下男 天明８ 主人 此時嘉兵衛わつかに三歳にして乳にはなれ、剰程

なく疱瘡をなやミ、ましてその症重かりし程に

360 下 320 筑前 孝行者 庄吉 61 松平筑前守領分 鞍手郡上頓野
村 百姓 寛政元 妻 妻は年ころ手足をなやミて身のふるまひも自由な

らさりしを

361 下 322 筑前 孝行者 はん 59 黒田甲斐守領分 秋月城下上町 町人大工与市
妻 明和８ 姑 姑の年おい病にをかされかくときかハ心やすかる

ましとて

362 下 334 筑後 孝行者 宇平治 26 有馬中務大輔領分 三潴郡西牟田
本村 百姓平次郎忰 天明４ 父 父癰を病しか、程近き医者の療治をうけしに

363 下 337 筑後 孝行者 和作 16 有馬中務大輔領分 久留米城下瀬
下横町 町人 寛政元 父 父中風をなやミてありく事も叶はぬのミならす

364 下 381 豊後 農業出
精 武右衛門 56 中川修理大夫領分 大野郡小平村 百姓 天明２ 本人 武右衛門はその年より目を病て療養のしるしもな

く、同じ年の正月につゐにしゐけり

365 下 382 豊後 忠義者 まめ 58 中川修理大夫領分 大野郡小園村 百姓半蔵下女 天明２ 本人
年若きより眼をやミて
目の療治もとゝかされは、のちハ目しゐにひとし
かりしかと

366 下 384 豊後 孝行者 はつ 13 松平駿河守領分 杵築城下上町 町人半六後家
たひ娘 宝暦３ 母、隣人 母は病ひかちにて

かくて定七は中風を病て床にのミ有しを

367 下 385 豊後 孝行者 幸平 44 松平駿河守領分 國東郡手野村 百姓 安永５ 本人 生れつき啞にて耳も聞えねと

368 下 386 豊後 孝行者 たけ 20 松平駿河守領分 國東郡来浦村 百姓長左衛門
娘 天明５ 父 父病にそミて筋骨いたミありく事もかなはさりし

か

369 下 390 豊後 孝行者 せん － 細川越中守領分 直入郡阿蔵野
村

百姓清右衛門
娘 享保７ 父、母 父あやまちて目をつき、つゐに目しゐとなり、母

もまた血暈の病ありて父母ともに床に有しを

370 下 391 豊後 忠義者 三八 － 細川越中守領分 鶴崎高田郷政
所村

百姓宇三郎下
男 宝暦７ 主人 かつて傳右衛門病て危かりし時
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番号 巻 頁 国 種別 名前 年齢 管轄 住所 身分 年 対象 症状

371 下 392 豊後 孝行者 いし － 細川越中守領分 鶴崎町 町人勘右衛門
妹 宝暦10 母 母積の病ありて朝夕の食を調する事もなしかたけ

れは

372 下 393 豊後 孝行者 四郎兵衛 － 細川越中守領分 鶴崎町 町人平野屋 安永２ 母 母の年四十に近くて、はからすも物くるはしくな
りしを

373 下 394 豊後 孝行者 幸蔵 － 細川越中守領分 鶴崎町 町人藤本屋 明和２ 父 実父病にて手足の叶ハさること五年はかりなりし
を

374 下 394 豊後 忠義者 林助 60 松平主殿頭領分 国東郡高田村 百姓徳兵衛手
代 寛政元 父 徳兵衛、ふと病にかゝりしのちハ狂気のやうにな

りけれは

375 下 419 肥前 孝行者 － － 松平主殿頭領分 高来郡山田村 百姓伊兵衛妻 宝永５ 舅 舅の惣左衛門ハ二十年あまり病にふし

376 下 436 肥後 孝行者 妙喜 58 細川越中守領分 阿蘓郡高森郷
白河村

庄屋七右衛門
娘尼 貞享２ 父 父は四十はかりより病にかゝり

377 下 440 肥後 孝行者 久八 － 細川越中守領分 益城郡矢部郷
白小野村 百姓 享保７ 父 久八六七歳の頃より父重き病にふしけれは

378 下 444 肥後 孝行者 助太 18 細川越中守領分 山鹿郡中村郷
庄村 百姓 元文元 母 病多かりしかハつねに家にありて遠くゆかす

379 下 445 肥後 孝行者 宇平 35 細川越中守領分 飽田郡横手郷
横手村 百姓 元文２ 本人 宇平か幼き時に江戸にゆきて病を得

380 下 447 肥後 孝行者 善之丞 51 細川越中守領分 益城郡木倉郷
南田代村 百姓 延享３ 父 母ハ五十歳あまりより病多く

381 下 448 肥後 孝行者 権三郎 65 細川越中守領分 阿蘓郡小國郷
馬場村 百姓 宝暦３ 母 母ハ手足なえしひれて起居もかなハす

382 下 453 肥後 孝行者 曽七 51 細川越中守領分 阿蘓郡内牧町 町人 宝暦５ 母 母病にふして手足もかなはねハ

383 下 457 肥後 奇特者 海津嘉右
衛門 31 細川越中守領分 熊本城下新町

二町目 年寄檜桶屋 宝暦９ 姑 姑の目しゐて家の内の事も思ふまゝならぬを

384 下 460 肥後 孝行者 ふり 65 細川越中守領分 家来 鉄炮者荒木宇
平太伯母 安永３ 母 母ハ年八十六にて老衰へ、病につかれて手足もか

なハす

385 下 460 肥後 忠義者 つや 60 細川越中守領分 阿蘓郡小國郷
下城村

百姓七兵衛下
女 安永４ 主人妻 主人の妻病にふして手足はたらかす

386 下 462 肥後 奇特者 作弥 28 細川越中守領分 阿蘓郡小國郷
杉平村 百姓 安永６ 近隣 近き里に疫病行ハれて人多く病けるに

387 下 464 肥後 孝行者 銀次 15 細川越中守領分 玉名郡小田郷
青野村

桜井村庄屋幸
三郎忰 安永９ 母 母は年久しくあしき病を得て近頃ハ人目もいふせ

く

388 下 464 肥後 孝行者 つち 18 細川越中守領分 元家来 横目役大場伊
三娘 天明５ 父 伊三ハ天明四年三月流行の病をうれへて死せり

389 下 466 肥後 孝行者 儀兵衛 19 細川越中守領分 球麻郡新町 町人 天明７ 父、母 父母ともに中風をやミ家の内をもあゆむ事なりか
たく

390 下 487 薩摩 孝行者 池田庄右
衛門 － 松平豊後守領分 鹿児嶋城下恵

比須町 町人 宝永４ 母 母中風をやミて手足も心にまかせねは常に抱き
かゝへて
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８ 「会津孝子伝」（菅野則子編『近世の孝子伝・孝義録』汲古書院、2021）
番号 巻 頁 住所・名前 年 対象 症状 内容

１ １ 53 瞽者長薫 明暦３ 本人、両親 盲目、老衰 ・・長薫ハ南山御料伊南の郷黒沢といふ所の盲人なり、
・・両親ハ老衰しえ立居もかなひがたし

２ １ 55 勢至村孝婦 延宝年中 父 盲目、老衰 老たる父の目しゐて足たゝざるあり

３ １ 57 天台亮賢法印 貞享３ 母 盲目、老衰 母ハ盲ゐ且老衰せるに亮賢つかふること孝也

４ １ 60 藤生村太郎右衛門 貞享年中 親 老衰
一人乃親の老衰して病るに、孝行いよ／＼ふかゝりけり、親ハいかなる病にか
有けん、人に逢ことをきらひて、常に土蔵へ引こもり戸をたて窓を塞き暗くし
てのミ在けり、

５ ２ 66 大原新田長作 元禄２ 父母 老衰 父母老おとろへいとなミもならざるをかなしミ、

６ ２ 74 鞘師次郎左衛門 元禄３ 母、姉 老衰、蹇 ・・母ハ老衰し且病あしく立居だにかなひがたかりけれバ、
・・又ひとりの姉或者の妻なるが病て蹇たりけるを

７ ２ 76 濱坪村六之助 元禄３ 本人 眩暈征忡の
病

貞享三年の春、母病て失ぬ、孝子がうれひ大かたならず、胸を焦し肝を摧く、母
が姉ながらへ居て面影よく似たりけれバ、母にあふと思ひ度々行ぬ、しかれど
もまことの母なれねバ、いねてもさめても露忘るゝ事なく歎きしかバ、自然と
膚かしけ眩暈征忡の病ひ発れり、したしき者医家に伴ひ来りて病ひの起りを語
れるにぞ、人皆これを知りぬ、

８ ２ 77 重都 元禄４ 本人 盲目 若松馬場二之竪町瞽者重都父母につかへて孝也、

９ ３ 82 高田村孝子兄弟 元禄４ 父 老衰、痢病

・・歳八十三の衰老（ママ）なれバ、眼も翳ミ手足も弱く中／＼細工の障りなれ
共
・・あるとき父春より秋まで痢病を煩ふ事有しに、さま／＼養生をつくすといへ
ど験しなし、医師いはく、老病なれバ薬力かなひがたし、此上ハ食事の禁物撰
ぶべからず、何にても願ひにまかせよと家内の者もさおもひけるに、孝子ハ禁
物をいとひて妻子にかたくいひふくめ、父が心にさハらぬやうに調へすゝめ、よ
ろづに心をつくしける、そのしるしにや、病愈て全き事を得たり、

10 ３ 83 佐久間次右衛門 元禄４ 母 痰病、老衰 母痰症の病にかゝり、いよ／＼老衰しぬるに、

11 ３ 86 融通寺町喜平治妻 － 夫 人のいとふ
病

夫若かりしとき人のいとふ病をうけて、やゝ顔色も見ぐるしく成けれバ、ミづ
から身をかへり見て、人に出交る事をやめ侍りけるが、つく／＼かへりミて我
かくあしき病ひにふして、

12 ３ 87 本郷村八蔵 － 主人の母 老衰、中気 主人が母老衰のうへに中気を煩ふ、ある医来りて病躰をうかゞひ、夜中にもふ
と気を失ハん事はかりがたし、必油断あるべからずといふ、

13 ４ 97 東條近右衛門 元禄９ 賤婦 小児痘疾 或ハ賤婦の産前後小児痘疾を病るたぐひ、すべておもき病人には人参を貯置て
あたへ、生薬をもとめ食養の魚肴を饋りて慈を行ひ、

14 ４ 99 南町安兵衛 元禄９ 母、兄 盲目、痰症
・・母は八十にあまり、目翳ミてめしゐにひとしく足なへて行歩叶ハぬは、
・・又かれが兄に九左衛門とて六十余歳のもの、若き比より奉公せしが、老てい
とまとりて世を送りしに、痰症乃病人と成ぬれバ、

15 ４ 105 御池村又兵衛 元禄11 父 中風 ふたりの親老て煩ふときハ、…父ハ中風を煩ひぬれバ、翌の年まで一夜二夜を
へだてゝ看病のため通ハしける、

16 ５ 107 曹洞宗全良 元禄11 師 老衰 師いよゝゝ老衰して足冷れバ

17 ５ 110 上西蓮村八蔵 元禄13 父 老衰 父老衰して歩行も叶ハず

18 ５ 114 北小路藤右衛門幷
子忠左衛門 元禄15 母、本人 盲目、老衰、

中風
母老衰してメ目しゐ足たゝず、剰藤右衛門十とせバかり中風を煩ひ立居くるし
けれども

19 ５ 116 秋尾徳右衛門 － 本人 老衰 当太守に至り病身に成手足も自由ならさるゆへ餌さしをゆるして番所を守らし
む、次第に老衰し病者に成ぬれども、
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９ 「若州良民伝」（『小浜市史』１（史料編）、小浜市史編纂委員会編、1971）
番号 巻 頁 住所・名前 年月日 対象 症状 内容

１ １ 620 奥田縄村又五郎妻 享保10 又五郎がニ
子兄 病 舅姑ともに病み、其夫又五郎も亦煩ひ

又五郎が二子兄多病なれば弟に家を継せ

２ １ 621 熊川村興七 享保６ 興七父 老耄 父老耄して母と睦じからず。互に相争ふ事度々にして和らがす。

３ １ 626 有田村弥助妻　 享保18年２月 弥助姑 歯あしく 姑今年八十二歳に及ぶ。老病にて久しく煩へるに
姑歯あしくなり食物をかむ事をくるしめ

４ ２ 639 松村六太夫 宝暦８年10月
27日 六太夫 病 幼より十五六歳の比までは病身

５ ２ 39 松村六太夫 宝暦８年10月
27日 六太夫父 歩行不自由 父年老ひ病身にて歩行も自由ならねば

６ ２ 641 尾内村弥兵衛 宝暦11年12月 弥兵衛母 歩行不自由 歩行も自由ならねば

７ ２ 641 尾内村弥兵衛 宝暦11年12月 西国巡礼の
旅人 足を痛め 年老い或は幼稚のものなど、足を痛め歩行に苦しめども

８ ２ 642 尾崎村安太夫 宝暦12年正月 安太夫母 ひがめる 年九十一。其生れつき甚ひがめる者

９ ２ 648 早瀬浦佐左衛門妻
いと 明和７年５月 舅 衰老 八十余の衰老に及び、殊に年比病み辟みて婦に対しても非理の事のみ多けれ

10 ２ 650 堀屋敷村きさ 明和８年２月
晦日 きさ・母 老耄

母八十七歳に及び久しく煩ひて腰も立難し。きさも年六十余なり。日夜の看
病且いとなみに疲れて目も明らかならす。
母老耄し、きさを使ふも非理なる事多し

11 ２ 651 小松原角左衛門女
綱 明和８年５月 綱 病犬、毒気

病犬来りて飛びかゝらんとす
犬すきまもなく飛かゝりて綱をかむ事あまたゝび、疵数十ヶ所に及び、衣類
もこれが為に裂破れ、血の流るゝ事わくが如く
綱は日を経ず毒気熾に発苦しみもだゆ。茂太夫あはれみなげきて、医療さま
ざまに尽せども終にしるしなく、煩事十日余りにてむなしくなりぬ

13 ３ 656 道口村満吉 明和９年２月 父忠兵衛 気短 齢傾き病身となりぬれば働をもなさず
人となり気短にてゆゑなきにも子共を怒り罵る事しばしばなり

14 ３ 657 鳥浜村九右衛門妻
まつ 明和９年５月 まつ姑 水腫 姑は水腫を病みて十年ばかりも前に亡びぬ。其病中の介抱至らざる事なく

15 ３ 657 鳥浜村九右衛門妻
まつ 明和９年５月 まつ舅 長々物語 江戸の事を毎日に朝より夕に至るまで長々敷物語す。いつも同じ咄なれば人々

聞苦しく退屈する

16 ３ 660 油屋源七 安永２年３月 父 酒、気短、
もたれ

父若き比より酒を好み酔へば必気短くなり。故なきに源七を初家人を罵り怒
る
老人のもたれ物に宜き具あり。させる日用のものにあらざれども、年老ひた
る親あれば万一病気の時などもたれ物に宜しからん

17 ３ 660 油屋源七 安永２年の比 － 疫病 小濱町疫病はやりて、家内ことごとくやむ貧しき家あり

18 ３ 661 小間物屋若無 安永２年の比 疫病
高濱浦町といへる漁家疫癘行れ、営みをなす事あたはず。飢に及ばんとする
もの多し
浦町の猟師疫病に苦しむ故に白米貮俵を持来れり

19 ４ 673 鳥浜村孫次郎、善
蔵

安永３年７月
15日 － ひがめ 年より親と申者ハ物ことごとく心だてひがミて立居も自由にならざれバ、お

のずと諸人にもうとまれるものなり

20 ４ 674 鳥浜村八左衛門 安永３年７月
15日

八左衛門老
母 歩行不自由 此老母近年立居も自由に成らず、年九十六歳に近けれバ尤なり

21 ４ 677 本保村三郎右衛門 安永５年12月
25日 三郎右衛門 痔疾 三郎右衛門常ニ痔疾を病り

22 ４ 679 福井幸七 安永７年５月
13日 幸七母 ひすかし 母性すぐれてひすかしく、殊に年老ぬれバいとど事へにく事多し

23 ４ 680 清水善左衛門、同
妹

安永７年５月
13日 善左衛門母 歩行不自由 老母二三年も病ミ歩行も自由ならざりしかば

24 ４ 681 黒田村安太夫妻 安永９年４月 安太夫妻舅 起居不自由 舅老病日々に重なり起居も自由ならず

25 ４ 685 堀口次兵衛妻 安永９年11月 次兵衛妻姑 ひがみ 姑年老ひ僻ミて折ふしハ、無理ならぬをいふ
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表10

表10
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10 「田辺孝子伝」（『田辺孝子伝』舞鶴町立図書館、1928）
番号 巻 頁 住所・名前 年 対象 症状 内容

１ １ １ 溝尻村喜右衛門女 元文元 姉 不具 姉をさつといひて、身不具なる生質にて、一身の世渡りもなり兼ね

２ １ ２ 岡田由里村武左衛
門夫婦 寛保３ 父 老衰・歩行不

自由
安左衛門齢九十余歳になるといへども、その身にハ若きこゝろにてもや、牛の
飼草を刈にゆかんとするを
父老病にて歩行自由を得ざれば、

３ ２ ３ 公文名村源太郎 明和５ 母 手足不自由 母病の床に臥て、次第におもり、手足自由を得ず、たゞ仰向に寝て年を過しけ
る

４ ２ ５ 朝代町長兵衛女 安永６ 母 多病 母ハ多病

５ ２ 11 上漆原村定次郎妻 天明７．
文化６ 姑 躄・手足不自

由
廿年已前より、姑病に臥し
去春より姑の病重り手足自由ならず、躄となりけれバ

６ ２ 16 池内下村重次郎夫
婦

寛政２．
文化６．８．
11

父 中風 父五ヶ年前、中症をわづらひ手足かなハざれバ

７ ２ 20 女布村六右エ門妻 寛政２．
文化６． 父 不具、耳遠

久しく煩ひて、すでに其身不具になるばかりの大病
近頃父耳遠くなりしゆゑ、家にあつてはいろゝゝのはなしを、声高になして慰
るを

８ ２ 34 伊佐津村庄七妻 寛政５ 養父 老耄 養父のちにハ老耄して田畑へゆきて作物のたすけをなさんとて、却て訳もなき
事のミなして妨をなす

９ ２ 39 大俣村与惣右衛門
兄弟

寛政12．文
化６

与惣右衛
門・妻 ちんば、愚 前かた二階より落てちんばとなり、そハ壱人前の働きも出来かねけるが、其妻

うまれつき愚にして物ごとに行とゞかず

10 ３ １ 桑飼下村安四郎妻
享和２．
文化２．８．
11

夫・ 姑・
兄 徴瘡・疝積

夫安四郎十年已前ゟ徴瘡をわづらひ、働きも成がたく、殊にこの五六年の間ハ、
歩行も叶はず、姑も安四郎が難病を苦にして其身も煩付て、これも歩行叶ハざ
れば
中年より疝積つよく、人なミの働きも出来かね

11 ３ ８ 中山村与兵衛夫婦
享和２．
文化６．８．
11

姑 老衰 母きはといへるハ、性質いとはげしくなさけうすく、万事六かしき者
姑老病にて五六ケ月わづらひしときだも、そよが介抱行届けり。

12 ３ 12 石浦村福松 享和２．
文化６．８ 本人・母 愚、手足不自

由

福松生質無口にして愚なるがごとし
母六年前より病に臥し、手足自由ならず。
愚鈍に見ゆれども日雇にてハ如才なく、よく働きける。
人並の取まハしも出来かね無口愚鈍に見ゆれども

13 ３ 15 八田村内八戸地惣
右衛門夫婦

享和２．
文化６ 母 盲目・手をあ

らふ

母十五ヶ年前より病て盲人
病によつて惣身かゆがりぬれども、盲のことゆゑ、蚊が刺とのミ心得、自身に
払ける
又己が目の見えざるを忘れ、闇とて白昼にても行燈を灯せといへるときハ、さ
よやがて行燈を側に差おきぬれバ
母病にて手をあらふ事いく度となく、いたつて奇麗をこのミけるゆゑ

14 ３ 18 東吉原町甚六 享和２．
文化６．８ 本人 虚弱・不具 甚六生質虚弱にして言語も分りかね、殊に手足不具なる者なり

其身不具にして働き鈍しといへども

15 ３ 21 森村西右衛門女 文化２．８ 母 盲目・手不自
由

両親ともに年老耳遠く、ことに母は過しころ火傷にて手の自由かなハす、其上
とハ九才の年より母また眼病にて此七八年このかた終に盲となり

16 ３ 35 冨室村辰五郎 文化２．８ 母 病 母病に臥けれバ看病のならざるをうれひ奉公を引き

17 ３ 28 志高村和七妻 文化２．８ 舅 眼・歩行不自
由 舅齢重るにしたがひ、眼力うすく歩行自由を得ざれば

18 ３ 30 河原村平助妻 文化２．８ 母 老衰・歩行不
自由 母の年老腰かゞミ行歩自由ならず、戸口へ出る事も能ハずと憂けれバ、

19 ３ 32 弐ケ村武助夫婦 文化２．８．
11 父母 中風・歩行不

自由・老耄
母年老し上に、寛政六子どしより中風の病にて手足叶はず、其頃より父も老屈
し歩行かなハざれバ、武助夫婦昼夜かたハらを離れず看病なしける
父母とも病の上に次第に老耄して、稚きものゝごとくになり、父母中悪しく

20 ４ １ 万願寺村兵七 文化２．８ 父 腰痛・歩行不
自由

父ハ短気なる者にして、其上近頃ハ腰痛にて歩行不自由になり、折節ハ兵助を
打擲なす

21 ４ ９ 大内町嘉七女 文化２．８ 本人 腰なへ
叔父幸助なる者大病
たちまち彼舞台より飛落しハ憐れなりけり。然るにふしぎなるかな心気も違ざ
れバ、立んゝゝとすれとも腰なへてたつ事あたハず。

22 ４ 12 堀村与惣兵衛 文化４．８ 継母 中風・歩行不
自由

継母次第に年老、過にし丑どしの冬より中風をわづらひ、手足も叶はざれば与
惣兵衛よく介抱なしぬ。
床ずれいたミあらんと

23 ４ 19 福井村佐兵衛妻 文化４．８．
11 夫 難病・癩病・

瘧疾
佐兵衛難病発し
佐兵衛後にハ癩病の体にて人交りも成がたく苦ミけるゆゑ
夫難病のうへにまた瘧疾をわずらひけれバ、

24 ４ 26 地頭村幸七 文化２．８ 母 難病・手足不
自由 母は幸七、幼年の頃より難病をわづらひ、手足自由ならざれバ
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番号 巻 頁 住所・名前 年 対象 症状 内容

25 ４ 29 下漆原村与右衛門
妻 文化６．８ 母・夫 病気・寝起不

自由
母は二年前より病気づき、寝起さへも自由ならず、夫与右衛門は三年ほどの病
気

26 ４ 31 久田美村太三郎 文化６．８ 本人 愚鈍 左三郎壱人家に在り、愚鈍にして、人並の応対挊とても出来ざる気質也

27 ５ １ 大川村清七妻 文化６．８ 姑 盲目 姑は十ヶ年来眼病をわずらひて、七八年前より盲目と成

28 ５ ３ 女布村久左衛門妻 文化６．８ 夫 病 夫旅にて病付て帰り来る

29 ５ ６ 丸田村定右衛門 文化６．８ 母 中風 母八十六年已来中風を煩ひて手足とも叶ざれバ、定右衛門耕作の外には、母の
傍を離るゝ事なく母の意に背かず、

30 ５ ８ 冨室村幾五郎 文化６．８ 本人 乱心・きちが
い

壮年ころより癲癇のるいの病ありしに、十三年前巳年より、病変じて乱心し、農
業の勤めハなほ更なり。訳もなき事のミいひ歩行つゝ、人事を覚ざる体なり
気ちがひの幾五郎のミにてハ、看病も届まじ
性本善なりといへ共、気の狂ひよりさまゞゝの変あり、病また気の変なる事、幾
五郎を以て知べし

31 ５ 13 河原村傳七 文化６．８ 母 病 母三ケ年前より病に臥しけるところ

32 ５ 14 上安久村五左エ門
夫婦 文化６．８ 妻 病 政と称す。五左衛門へ嫁てよりのち、病身に成ぬれども

33 ５ 16 魚屋町清左衛門女 文化２．８ 弟・母・
父 痢病・病

弟太七といひしハ、痢病を病ミて終に死ける
母は享和三亥としの春より病つきぬれバ
父次第に年老、寒夜にいたれハ小水の近けれども

34 ５ 19 魚屋町儀左エ門妻 文化６．８ 舅 中風 舅善左衛門ハ七八年前より、中風を煩らひけるに、夫儀左衛門家貧しけれバ、
日々近在へ桶の輸がへに出れバ、しげハ舅の介抱を引うけ、心をくバり事ふ。

35 ５ 20 紺屋町㐂太郎 文化６．８ 母 病 母五年まへ丑年の春より風と病に臥す

36 ５ 21 西吉原町長七 文化６．８ 養父 煩 養父煩ひしときも、其業を休ミ、家に在て大切に事へ、看病なす

37 ５ 21 布敷村清三郎 文化８ 養母・本
人 病、左腕切

養母風と病に臥しけれバ、清三郎甚だ憂ひ
鉈をもつて左の腕を半打切し体なり
外科をまねき、疵の療治を加へて、かなりに癒といへども、其手自由ハ叶ざり
けり

38 ５ 24 桑飼上村善五郎妻 文化８．11 母 病・手足不自
由 母同年十月のころより病発り手足牽急、つひに手足の自由ならざれバ

39 ５ 27 常津村弥左エ門 文化６．８．
11 母 中風・老耄

七ケ年前、享和三亥年より母中症になやミ、終に手足かなハざれバ、
母難病の上に老耄して、親類近隣の者の思ハ忘れざる故、咄応対に替る事なし。
されども名を忘れ、誰を見ても伯父々々と呼びぬるはかりの老耄ゆゑ
只母の心を以て己が心と為せバ、元朝より大晦日まで昼夜の別ちなく、元より
他の聞えも、何のおもひやりもなく、声高に謡笑ふを、他より聞ときハ気の狂
ひしやうにおもはれけり

40 附録 35 八田村〈徳右衛門
/ 女房きわ〉 享和２ 母 長病 九十二歳に相成母、長病にて

41 附録 36 西町兵七 － 母 中風 母五ケ年前より、中風を煩ふ。

42 附録 38 西町〈久右衛門女
房 / とめ〉 － 姑 中風 後ハ姑長く中風をわづらひしを、夫留守中引うけ、別て大切ニ介抱なせしニ付。
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11 「続編孝義録料」60丹後（菅野則子『続編孝義録料』５、汲古書院、2018）
番号 巻 頁 支配 国名 地名 題（名前） 年月日 対象 病気・症状 内容

１ ５ 418 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡河原町 大根屋吉兵衛、
同人弟安兵衛

寛政12年12月
15日 祖母 中風・手足不

自由 祖母七八ヶ年中風ニ而手足共一向相叶不申候

２ ５ 419 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡葛屋町 大工八十八後家
よし

寛政13年２月
５日 夫 長病 夫八十八三ヶ年長病ニ而働一向相成不申

四ヶ年以前夫八十八相果候

３ ５ 420 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡魚町 とく 享和３年２月
29日 母 老病 母七十九歳ニ罷成老年之儀ニ御座候得は近年老病

之体ニ相見申候

４ ５ 421 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡猟師町 漁師平右衛門 文化２年３月
18日 母 病身 母病身ニ御座候

手足抔撫でさすり

５ ５ 421 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡金屋谷 数賀屋文治、同
人妻とよ

文化２年３月
18日

両親（義
両親） 盲目、中風 とよ義縮緬機賃織仕候所、貫糸之管ヲ盲目之老父

車ヲ廻シ中風症之母親緒ヲ取

６ ５ 421 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡紺屋町 藤五郎娘はる 文化３年５月
28日 母 病気 老母五六年以前ゟ病気ニ御座候

７ ５ 422 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡紺屋町 庄八妻その 文化３年５月
28日 夫 病気 夫庄八義及老年七八ヶ年以前ゟ病気ニ而打臥罷在

候

８ ５ 424 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡小田村 百姓久左衛門、
弟喜七

寛政11年２月
５日 母 歩行不自由

母寛政六寅年十一月上旬之頃ゟ病気足痛行歩不叶
但馬国城崎江入湯仕度望
同国ニ而壱里計離レ、ケイ村と申所ニ針医御座候
享和二戌年六月致病死候

９ ５ 424 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡岩瀧村 水呑藤七後家ま
ん

享和元年12月
23日 姑、夫 老衰、癩病 姑老年ニ及ヒ甚六ヶ敷御座候処ニ逆ヒ不申

夫藤七癩病相煩候

10 ５ 425 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡岩瀧村 水呑善吉 文化６年５月
９日 母、舅 歩行不自由、

乱気

母親八九年以前ゟ足立不申病気相煩居候
領分下山田村ニ善吉妻之父独身暮罷在候処、去春
乱気ニ相成甚難渋致候由善吉承、早速駕籠為持罷
越連帰り候処、乱気之者ニ御座候故不及手候ヲ
段々深切ニ致介抱
乱気ヶ成宜相成当時少々ツ丶仕事も致候様ニ罷成
居

11 ５ 426 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡小寺村 水呑藤次後家と
よ

文化６年２月
26日 舅 老衰 舅義次第ニ致老衰候

12 ５ 427 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡田井村 百姓孫八、同人
妻せん

文化６年６月
17日 母（姑） 中風・半身不

随 母三ヶ年以前ゟ中風相煩半身相叶不申打臥罷在候

13 ５ 427 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡石川村 百姓吉平 文化６年６月
17日 母 歩行不自由 母儀極老之上行歩不自由ニ候

14 ５ 427 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡石川村 水呑恒八 文化６年６月
17日 母 中風・歩行不

自由
母義四年以前ゟ中風相煩不自由ニ御座候
母儀去年中致病死候

15 ５ 428 松平富次郎領分 丹後国 与佐郡雲原村 水呑源七 文化６年６月
17日 養父 重病 去辰春ゟ親与七重病相煩候

七月上旬致病死候

16 ５ 429 松平富次郎領分 丹後国 中郡周枳村 百姓又六 文化６年６月
17日 母 老病 当二月母老病差発候

三月致病死候

17 ５ 430 松平伯耆守領分 丹後国 与佐郡本町 飴屋善八娘はつ 文化８年４月
19日 父、妹 老病、眼病 父善八儀近年老病ニ而貧窮ニ相成

妹義一両年眼病ニ相悩ミ自由も不叶

18 ５ 431 松平伯耆守領分 丹後国 与佐郡職人町 丸田屋善兵衛 文化８年４月
19日 父 長病 父兵助長病

19 ５ 431 松平伯耆守領分 丹後国 与佐郡葛屋町 伊八 文化８年４月
19日 隣家 歩行不自由

組合之内平六後家とよと申者当未八十弐歳ニ罷
成、此者一子御座候処為致出家、当時因幡国ニ罷
在候而、其外子兄弟縁類等も無御座独身者ニ而、
剰行歩不自由ニ相成居
とよを引請養育致シ申候、此趣意之儀はとよ一子
之出家ゟ被相頼罷在候

20 ５ 432 松平伯耆守領分 丹後国 竹野郡綱野村 医師河田玄哲 文化８年４月
19日 妻、養父 半身不随、身

体不自由

当村百姓金右衛門娘六歳ニ罷成候を是又養女ニ
仕、成人之上夫婦ニ可仕旨親玄哲存念ニ御座候御
座候処、右養女八歳之時大病相煩其節ゟ右之手足
共一向不相叶
寛政十二年申年父玄哲発病身体不相叶候
弥療養相加候得共段々長病ニ相成、自然と我侭出
候
当正月急症ニ而相果候

21 ５ 433 松平伯耆守領分 丹後国 与佐郡野中分 百姓仁兵衛 文化８年４月
19日 母 手足不自由 当春も老衰ニ而手足不叶ニ御座候を、何その障り

ニ候哉祈祷者ニ見て貰可申候段母申候

22 ５ 434 松平伯耆守領分 丹後国 中郡三重村 水呑源六 文化８年４月
19日 姉、母 歩行不自由、

身体不自由

母八拾六歳姉さん五拾歳
弐拾九ヶ年以前姉さん儀大病相煩其後腰延難く、
足ハ一向難叶候得は縁付も不相成
母儀は老年ニ相成候処、一昨年相煩惣身不叶御座
候

23 ５ 436 豊前守領分 丹後国 加佐郡池内下村 百姓文四郎伜重
次郎、妻ろく 寛政２ 父（舅） 中風・手足不

自由
父文四郎五ヶ年之間中症ニ而手足共不叶候
寛政三辛亥年七十三歳ニ而相果申候
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24 ５ 437 豊前守領分 丹後国 加佐郡城屋村
百姓喜左衛門娘・
此節同国同郡女
布村六右衛門妻
婦く

寛政２ 父 難聴

父耳遠ニ相成候故咄抔候を外ゟ承り候へハ二三人
も咄人有之様にわさわさと相聞へ、初之程ハ毎晩
誰か参り抔と申位ニ御座候
以前は少之田地も所持仕候得共、久々煩ひ不具ニ
相成候程之事故、悉売払屋敷計ニ相成貧究御座候

25 ５ 439 豊前守領分 丹後国 加佐郡大俣村 百姓与惣右衛門、
友吉 寛政12 兄、妻 歩行不自由、

愚鈍
与惣右衛門義ハ前方二階ゟ落跛ニ相成、其後は病
身ニ而壱人前之働も出来兼
与惣右衛門妻ハ生得愚鈍成

26 ５ 440 豊前守領分 丹後国 加佐郡石浦村 百姓弥右衛門弟
利平 享和２ 母 手足不自由 母十余年来病気ニ而手足共自由不相叶

母ハ享和二壬戌年七十四歳ニ而病死仕候

27 ５ 440 豊前守領分 丹後国 加佐郡八田村 百姓徳右衛門、
妻きわ 享和２ 母（姑） 身体不自由 母ハ長々病気ニ而自由不叶候

母義享和元辛酉年九十一歳ニ而病死仕候

28 ５ 441 豊前守領分 丹後国 加佐郡八田村之
内八戸地

百姓惣右衛門、
妻さよ 享和２ 母（姑） 盲目、難聴

母老年之上十五ヶ年程盲目ニ相成居候
近年ハ病気故歟惣身癢（かゆ）ク
姑耳遠ニ御座候付声高ニ咄申
母義文化三丙寅年八十六歳ニ而病死仕候

29 ５ 442 豊前守領分 丹後国 加佐郡中山村 百姓与兵衛妻そ
よ 享和２ 姑 歩行不自由 姑きわ老年ニおよび病気ニ而五六ヶ月之間相煩候

母は享和二壬戌年八十一歳ニ而病死仕候

30 ５ 442 豊前守領分 丹後国 加佐郡桑飼下村
百姓仁右衛門次
男安四郎後家か
る

享和２ 夫、姑 歩行不自由

夫安四郎当巳年ゟ十七八年前ゟ癥瘡ニ而働成かた
く、後五六年之間ハ行歩不相叶
母も安四郎難病ニ取結ひ候を苦労ニいたし、其上
相煩是又行歩不相叶
姑ハ寛政十戊午年、夫安四郎ハ享和元辛酉年相果
申候

31 ５ 444 豊前守領分 丹後国 城下東吉原町 猟師甚兵衛次男
甚六 享和２ 本人 柔弱・手足不

自由
甚六義生得柔弱ニ言語も人並ニ分り兼、手足共不
自由ニ而漁業難仕

32 ５ 445 豊前守領分 丹後国 加佐郡万願寺村 百姓兵七 文化２ 父 歩行不自由
父又兵衛儀近年腰痛ニ而行歩不相叶
又兵衛儀四ヶ年前文化三丙寅年六十七歳ニ而相果
申候

33 ５ 446 豊前守領分 丹後国 加佐郡森村 百姓西右衛門娘
とい 文化２ 両親 難聴、手不自

由・盲目

両親共及老年耳遠ニ相成
母ハやけと仕手不叶ニ御座候
母ハ眼病相煩丑年六十三歳ニ而相果候まて七八年
間ハ一向見へ不申候

34 ５ 448 豊前守領分 丹後国 加佐郡地頭村 百姓弥市郎弟幸
七 文化２ 母 手足不自由 母ハ幸七幼少之節ゟ難病ニ而廿年来一向手足共不

叶候

35 ５ 448 豊前守領分 丹後国 加佐郡志高村 百姓喜四郎次男
和七後家志ち 文化２ 舅 歩行不自由

舅喜四郎五ヶ年以前文化二乙丑年八十二歳ニ而相
果候
相果候前一年半程ハ目モ薄ク歩行も難叶体ニ相成
候

36 ５ 449 豊前守領分 丹後国 加佐郡河原村之
内下見谷

百姓善四郎娘此
節平助妻かあ 文化２ 母 歩行不自由 母腰かがみ歩行も難仕候

母ハ文化四丁卯年八十九歳ニ而病死仕候

37 ５ 450 豊前守領分 丹後国 加佐郡桑飼上村 百姓善五郎妻さ
ん 文化２ 母 手足不自由 母十四ヶ年前寛政八戊辰年十月頃ゟ煩ひ手足共引

付一向不叶候

38 ５ 451 豊前守領分 丹後国 加佐郡弐ヶ村 百姓武助、妻た
津 文化２ 両親（義

両親）
中風・手足不
自由、歩行不
自由

母老年之上中風ニ而享和元辛酉年八十歳ニ而相果
候迄七ヶ年之間一向手足不叶
父吉右衛門義も致老屈是又文化三丙寅年八十九歳
ニ而相果候迄八ヶ年之間行歩不相叶候
父母共老年病気之上致老耄子供同様ニ相成、夫婦
中悪敷一ツ家ニ居不申候

39 ５ 452 豊前守領分 丹後国 城下魚屋町 三四郎倅忠四郎 文化２ 父 歩行不自由 父三四郎当巳年七十二歳ニ相成老病ニ而歩行も難
仕御座候

40 ５ 454 豊前守領分 丹後国 城下西町 兵七 文化２ 養母 中風 文化二乙年ゟ母中風ニ而難渋仕候

41 ５ 456 豊前守領分 丹後国 加佐郡堀村 百姓与惣兵衛 文化３ 継母 中風・手足不
自由

継母老年之上去ル丑年冬ゟ中風相煩手足不叶候
継母ハ同年八十一歳ニ而病死仕候

42 ５ 458 豊前守領分 丹後国 加佐郡上福井村 百姓作兵衛後家
津ま 文化４ 夫 癩病・瘧疾

癩病之様ニ相成人交りも難出来候
作兵衛瘧疾相煩享和三癸亥年六月讃岐国坂本村と
申所ニ而相果申候

43 ５ 459 豊前守領分 丹後国 城下西町 久右衛門妻とめ 文化４ 姑 中風 姑長々中風相煩候
姑文化五戊辰年七十六歳ニ而相果申候

44 ５ 460 豊前守領分 丹後国 加佐郡下漆原村 百姓与右衛門妻
ちよ 文化５ 母、夫 身体不自由、

積気

母二ヶ年振相煩寝起も難仕
夫与右衛門も三ヶ年振相煩候
夫積気痛押居候
母ハ四年前文化三年丙寅年六十八歳ニ而相果

45 ５ 460 豊前守領分 丹後国 加佐郡大川村 百姓五兵衛倅清
七妻とめ 文化５ 姑 盲目 清七母十ヶ年来眼病相煩七八年以来ハ盲目ニ相成

母ハ去辰年七十四歳ニ而病死仕候

46 ５ 461 豊前守領分 丹後国 加佐郡久田美村 百姓太三郎 文化５ 本人 愚鈍 太三郎一通之応答も難出来程之不並之愚鈍成生得
ニ而、五六歳位之小児之様子ニ御座候
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47 ５ 463 豊前守領分 丹後国 加佐郡丸田村 百姓定右衛門 文化６ 母 中風・手足不
自由 母十六年来中風相煩一向手足不叶候

48 ５ 464 豊前守領分 丹後国 加佐郡富室村 百姓幾五郎 文化６ 本人 乱心
幾五郎儀前方ハ顛癇之様ニ御座候処、十三年前寛
政九丁巳年ゟ乱心仕、訳なき事とも申歩行一向働
も得不仕体ニ御座候

49 ５ 466 豊前守領分 丹後国 加佐郡常津村 百姓弥左衛門 文化６ 母 中風・歩行不
自由

母老年之上七年以前享和三癸亥年ゟ中風相煩行歩
不相叶候
近年は母老耄仕親類村方之者抔も皃ハ見覚居咄も
相応ニ仕候得共名ハ覚不申

50 ５ 467 豊前守領分 丹後国 城下魚屋町 儀左衛門妻志け 文化６ 舅 中風 舅善右衛門七八年以前ゟ中風相煩居申候

51 ５ 470 京極周防守領分 丹後国 中郡新町村 木挽勇八 文化６ 養父 歩行不自由 養父佐右衛門儀、去ル未年ゟ段々老衰におよひ歩
行も出来兼

52 ５ 471 京極周防守領分 丹後国 中郡善王寺村 百姓磯七 文化８ 父 歩行不自由 父助八儀当未八十二歳に相成猶更老衰におよひ、
歩行も出来兼
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12 「続編孝義録料」58・59丹波（備中・摂津）（菅野則子『続編孝義録料』５、汲古書院、2018）
番号 巻 頁 支配 国名 地名 題（名前） 年月日 対象 病気・症状 内容

１ ５ 346 青山下野守領分 丹波国 多紀郡宮田村 百姓久下吉左衛
門 寛政６年11月 父 歩行不自由 老父歩行も不自由ニ相成

老父寛政六年十二月十三日八拾歳ニ而病死

２ ５ 347 青山下野守領分 丹波国 多紀郡東吹村之
内吹下村 三右衛門娘りつ 寛政６年閏11

月 母 手足不自由 母は天明六午年ゟ病気ニ而手足も不自由

３ ５ 347 青山下野守領分 丹波国 多紀郡浜谷村高
之内西浜谷村 百姓太兵衛 寛政６年閏11

月 母 中風・手足不
自由 母寛政二戌年より中風相煩手足不自由

４ ５ 348 青山下野守領分 丹波国 多紀郡野々垣村 百姓善五右衛門
妻きさ 寛政７年11月 舅 中風・半身不

随
舅善兵衛極老ニ而中風相煩半身不相叶
寛政九巳年五月四日八拾八歳ニ而病死

５ ５ 356 青山下野守領分 丹波国 篠山城下魚屋町 古屋利左衛門 寛政９年３月 姉 乱心 姉壱人有之病身ニ而一向女業も得不仕折々乱心躰
ニ相成

６ ５ 360 松平紀伊守領分 備中国 浅口郡玉島村之
内上成

百姓儀兵衛妻き
し 寛政６年 姑 乱心

六十有余の姑狂気の如き病にて時ときハつよく差
発り、常々食物の好ミ品多く、仏神の祈祷にふけ
り、さまさま筋なきことをいひ立

７ ５ 363 松平紀伊守領分 備中国 浅口郡玉島村之
内爪﨑

百姓吉右衛門倅
仙之助後家かね 寛政８年８月 舅、姑 腫物、痰もち 舅吉右衛門癰腫を煩ひ難儀

姑も痰もちにて拾年以来つねつね病ミわつらひ

８ ５ 364 松平紀伊守領分 丹波国 船井郡南広瀬村 百姓茂右衛門 寛政11年正月 養父、養
母 手足不自由

養母重き病にかかりて養父茂右衛門も中風
手足ふかなひなる親の腰をいたき、手をひきて
養母ハ病中三年養父茂兵衛ハ八年の病気にてあと
さきに死去

９ ５ 365 松平紀伊守領分 丹波国 船井郡南広瀬村 百姓喜兵衛母ゆ
き 寛政11年 義妹 瘖 夫藤兵衛父母は老衰、弟安兵衛と申ハ多病、妹と

わと申すハ瘖

10 ５ 367 松平紀伊守領分 備中国 浅口郡柳井原村 百姓七兵衛 享和元年12月 母 中風・歩行不
自由 四年以前より老母中風の症にて歩行叶ひかたく

11 ５ 368 松平紀伊守領分 丹波国 桑田郡上佐伯村 百姓源四郎 文化３年５月 父 盲目
老父武兵衛と申者行年七十一歳にして眼病を煩ひ
遂に盲人と相成
七十七歳にて病死

12 ５ 369 松平紀伊守領分 丹波国 桑田郡佐伯村 平蔵女房さよ 文化６年 夫 癇症・腫気 十四年以前平蔵事癇症をこり且腫気を兼て

13 ５ 371 小出信濃守領分 丹波国 船井郡上河内村 百姓忠兵衛 文化元年10月
24日 親姉 中風・手足不

自由
親姉先年長病ニ而床につき数年相煩居候
去ル戌年ゟ中風相煩手足不相叶床ニつき罷在

14 ５ 373 小出信濃守領分 丹波国 船井郡宮町 中島屋吉郎兵衛
倅左兵衛

享和２年正月
18日 父 歩行不自由 親吉郎兵衛段々及老衰行歩不自由に相成

15 ５ 373 小出信濃守領分 丹波国 船井郡裏町 熊崎屋安兵衛、
同人姉もん

文化４年２月
27日 母 歩行不自由 母は七年以来病気相重り行歩不相叶

16 ５ 374 小出信濃守領分 丹波国 船井郡八木嶌村 百姓甚蔵、同人
妻その

文化５年12月
27日 母（姑） 鶴膝風・手足

不自由
姑三十年以前より靍膝風相煩手足縮少も自由不相
叶

17 ５ 376 織田出雲守領分 丹波国 氷上郡遠坂村 百姓藤七後家わ
き 文化６年か 舅 歩行不自由 舅長八文化六年七十一歳ニ罷成候処当春ゟ相煩一

向歩行も不相叶

18 ５ 377 織田出雲守領分 丹波国 氷上郡北島村 百姓穢多久兵衛 文化６年か 母 歩行不自由 母高年ニ御座候間行歩自由難成
母文化六年八十一歳

19 ５ 378 九鬼和泉守領分 丹波国 氷上郡氷間下村 百姓忠兵衛娘つ
た 文化４年正月 父 中風・歩行不

自由
親忠兵衛去ル申年ゟ中風相煩自由相叶不申
文化六年六十三歳ニ相成

20 ５ 379 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡高津村 百姓孫七 寛政８年12月 父 長病 父傳右衛門長病ニて起臥不相叶

21 ５ 381 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡青野村 百姓甚六 文化元年８月 父 中風・歩行不
自由 親仁助九年以前ゟ中風相煩打臥居

22 ５ 381 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡東栗村 百姓九右衛門 文化元年10月 母 中風・歩行不
自由

老母儀去々戌三月より中風にて戌三月ゟ自由も不
叶

23 ５ 382 九鬼和泉守領分 丹波国 船井郡質志村 百姓喜兵衛、女
房くり 文化３年８月 母 中風・手足不

自由 老母九年已然ゟ中風ニ而手足相叶不申

24 ５ 383 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡大島村 百姓与七郎 文化元年10月 兄 風湿・跛 兄市助儀拾五年以前風湿を煩ひ五年之間足跛

25 ５ 383 九鬼和泉守領分 丹波国 天田郡宮村 百姓平右衛門女
房さん 文化元年10月 夫 愚 平右衛門儀は愚成者

26 ５ 385 九鬼和泉守領分 丹波国 天田郡岼村 百姓久米七女房
はつ

文 化 ２ 年 正
月、文化３年
12月

夫 歩行不自由 久米七儀近年病気にて一向歩行難相成

27 ５ 386 九鬼和泉守領分 丹波国 船井郡新町村 百姓嘉兵衛、女
房かん 文化３年８月 妻 歩行不自由 女房儀足痛にて不行歩

28 ５ 389 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡野田村 職人直八 文化４年12月 父 中風・歩行不
自由・心狂

父小兵衛儀七年以前ゟ中風発病仕行歩も一向不相
叶打臥居、病労ゆへ少ハ心も狂ひ発病迄之通には
無之方ニ御座候

29 ５ 390 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡新庄村 百姓伊右衛門娘
かめ 文化４年12月 母、父 趁跛、老屈 母は性質病身殊に趁跛にて手強働も出来兼

父も去寅年ゟ別而老屈ニ付一向農業も難出来
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番号 巻 頁 支配 国名 地名 題（名前） 年月日 対象 病気・症状 内容

30 ５ 391 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡延村 百姓弥左衛門娘
たつ 文化５年12月 兄弟、父 愚鈍、痛風・

手足不自由

兄弟之者生質愚鈍
弟靍之助儀も耕作之暇山野へ日々参背格好人並ニ
候得共、荷も甚軽く惣て拾二三歳之行作ニ御座候
父弥左衛門儀拾三年已然辰之春ゟ病発痛風相煩手
足痛同年六月ゟ手足一向不相叶

31 ５ 393 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡綾部村上
町

職人善次郎娘く
ま、同妹けん 文化５年７月 父 中風・手足不

自由
善次郎近年中風体之病気ニ而手足一向不叶ニ相成
床に付居

32 ５ 394 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡綾部村西
新町

職人伊兵衛、女
房くめ 文化５年７月 母（姑） 歩行不自由 当夏領主入国之砌母申候は、今年は歩行も不自由

にて拝ミ候事も難成

33 ５ 398 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡井倉新町 百姓権七、女房 文化７年３月 母
中風・半身不
随・手足不自
由

母義八年以前ゟ中風発病仕半身相叶
巳暮ゟは手足左右共不相叶
母は七拾壱歳ニ相成

34 ５ 399 九鬼和泉守領分 丹波国 何鹿郡鍛冶屋村 百姓六右衛門 文化８年閏２
月 本人、継母 虚弱、歩行不

自由

元来六右衛門生質虚弱ニ而常々病身者
母も病身者之上、六七年已然ゟ行歩不自由成、座
敷向も這回候程之躰
六右衛門も両三年以前大病相煩壱ヶ年程も打臥罷
在
全快仕候得共人並之働出来かたく

35 ５ 403 松田善右衛門知
行所 丹波国 桑田郡穴太村 百姓茂吉 文化６年か 母 歩行不自由 最早母も及老衰ニ歩行等も不自由

36 ５ 406 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡厚村 百姓藤右衛門娘
すき、同とめ

天明３年10月、
寛政元年12月、
享和２年２月

両親 乱心、盲目

藤右衛門妻天明元丑年正月男子を出産、然ル処産
後相煩乱症ニ相成毎度駈出是非を不弁申事も不揃
天明三年三月ゟ父藤右衛門眼病相煩、様々手を尽
候得共終ニ盲目ニ罷成、俄之儀故別而肝も悪敷
天明三年十月母病末に至り本心ニ立戻り候得共、
同四年辰年三拾九歳ニ而相果

37 ５ 408 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡畑村 百姓勘兵衛倅友
吉 享和２年２月 母 歩行不自由

腰抜・居座
拾三ヶ年いぜん母出産後長々相煩腰抜ケ居座ニ相
成

38 ５ 409 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡猪崎村
百姓五助倅市左
衛門、同人娘き
く

文化３年５月 両親 中風・手足不
自由、盲目

母寛政元酉年ゟ中症相煩手足不叶
母同五年五拾八歳ニ而病死
父五助儀弐拾七ヶ年以前ゟ眼病相煩農業不相成
父其後盲目ニ相成り肝も悪敷

39 ５ 409 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡和久市村 百姓仁左衛門倅
仁兵衛妻さよ 文化３年５月 姑 歩行不自由

腰抜
姑大病ニ而腰抜ケ、四ヶ年之間起臥不相叶
寛政九巳年母六拾六歳ニ而病死

40 ５ 410 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡岩井村 百姓仁右衛門、
同人妻いし

寛政２年５月、
享和２年２月 母（姑） 手足不自由 母次第ニ及老年殊ニ病身ニ而手足不叶

寛政五丑年母八拾三歳ニ而病死

41 ５ 411 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡今安村 百姓佐七 享和２年２月 母 歩行不自由 母及老年歩行等不自由ニ相成

42 ５ 411 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡牧村 百姓弥惣右衛門 享和２年２月 母 眼病・手足不
自由

母拾八ヶ年いぜんゟ眼病相煩其上手足不相叶様ニ
相成
享和元酉年九月母病死

43 ５ 412 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡千原村 百姓半左衛門妻
はつ 享和２年２月 姑 痛風 三拾七ヶ年以前ゟ姑痛風相煩甚難渋

姑次第ニ手足共別而強痛

44 ５ 412 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡福知山下
柳町

源助、同人妻志
ゆん

寛政11年９月、
享和２年２月

父、養父、
親類

中風・手足不
自由、眼病

父長助天明八申年ゟ中風之症ニ而手足不相叶八ヶ
年床ニ附罷在
養父惣八長々老病之処、寛政十一未年七拾五歳ニ
而死去
源助妹とめ当町権六倅清兵衛方江縁付、権六妹志
け病身ニ而人並之働不相成、其上眼病相煩為養生
為致剃髪

45 ５ 415 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡福知山上
紺屋町

平八聟養子兵助
妻まつ 享和２年２月 養母 中風・半身不

随・短気

寛政五丑年ゟ養母すき中風之症ニ而半身不叶
同八辰年ゟ病気差重り一向自由不相叶、生得短気
ニ而不宜人柄之上乱心同様之病気ニ相成
寛政十二申年十一月養母五拾七歳ニ而死去

46 ５ 415 朽木土佐守領分 丹波国 天田郡福知山鋳
物師町

與兵衛倅武兵衛
妻婦し 享和２年２月 姑 中風

姑儀寛政七卯年ゟ老もふいたし
同十二申年ゟ中風症ニ而自由不相叶
同年姑七拾八歳ニ而病死

47 ５ 417 谷房之助領分 丹波国 何鹿郡山家村 百姓文助 享和元年12月
６日 母 歩行不自由

母相果候以前五ヶ年余痛所有之自由不相叶部屋に
ふせり
母享和元酉年七月四日九拾一歳ニ而相果
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13 「備前国孝子伝」（菅野則子編『備前国孝子伝』吉川弘文館、2005）
番号 巻 番号 頁 名前 住所 分類 年月日 対象 内容

１ 前編巻１ 28 24 惣十郎　市介 備中国浅口郡西六
条院村 孝行者 承応末 祖父 祖父瞽聾にして二便さへ母と我として取はこぶ

体、狂気して夜中となくかけ出る

２ 前編巻２ ３ 35 五郎右衛門妻 備中国浅口郡中六
条院村 孝行者 － 姑 姑年おひ病に打ふして床もはなれず

３ 前編巻２ ４ 37 六介妻 備中国浅口郡中大
嶋村 孝行者 － 姑 姑病に臥して行歩かなハず二便にひたりたる

４ 前編巻２ ５ 37 治郎兵衛妻 備中国窪屋郡渋江
村 孝行者 － 姑 姑病に臥して手足かなハざれハ二便を取て

５ 前編巻２ ６ 38 久兵衛 備中国窪屋郡三田
村 孝行者 － 舅 舅行歩もかなハねば

６ 前編巻２ 10 45 与左衛門 和気郡西香登村 孝行者 － 母 母年老て気短くなり

７ 前編巻２ 11 46 与兵衛幷妻 和気郡大中山村 孝行者 － 本人 与兵衛病に臥して日ゝに労れ衰へ

８ 前編巻２ 13 47 長兵衛 邑久郡長船村 孝行者 － 母 母身つかれ足たゝず

９ 前編巻２ 14 50 亦兵衛妻 邑久郡乙子村 孝行者 － 舅 舅病に臥して

10 前編巻２ 18 54
甚右衛門幷妻
弟六右衛門同
妻

邑久郡鹿忍村 孝行者 － 母 母行歩叶ハず

11 前編巻２ 19 55 弥五郎幷子長
右衛門 津高郡大岩村 孝行者 － 父 弥五郎年老けれ、父既に年老ぬれバ行歩も叶が

たく常に煩わしくて口の味もかハるべし

12 前編巻２ 20 58 太郎左衛門 津高郡横井上村 孝行者 － 弟 弟病に臥して日々におとろへ

13 前編巻２ 21 59 亦兵衛妻 上道郡西大寺村 孝行者 － 父 父目を病て、年老ていよゝゝ眼も見へず歩行も
叶ず

14 前編巻３ ５ 71 治郎右衛門 児嶋郡田井村 孝行者 貞享２年２月 養父 養父行歩かなハず

15 前編巻３ ８ 73 多兵衛 御野郡福嶋村 孝行者 － 養父 養父病に臥しけれ

16 前編巻３ ９ 74 富都 児嶋郡福田村 孝行者 － 本人、姑・
伯母

盲人、老たる姑あり又老たる伯母あり二人とも
病がちなれ

17 前編巻３ 10 75 市郎兵衛幷弥
一兵衛 児嶋郡粒江村 孝行者 － 母 母の兄行歩も不自由なれバ

18 前編巻３ 11 77 五兵衛妻 上道郡中田村 孝行者 － 姑 姑は病者にて手足かなハざれ

19 前編巻３ 15 80 市介妻 赤坂郡下仁保村 孝行者 － 姑 姑ハ病者、病重りしかバ寝起も成りがたかり

20 前編巻３ 16 81 七右衛門幷妻 磐梨郡釣井村 孝行者 － 老父 老父、行歩も叶ひがたけれ

21 前編巻３ 23 88 猪兵衛妻 和気郡伊部村 孝行者 － 夫、姑 夫藾病、姑も病気、夫病重りて

22 前編巻３ 27 93 九左衛門 津高郡西辛川村 孝行者 － 母 老母足も立ざりし

23 前編巻３ 33 97 清兵衛 備中鴨方村 孝行者 － 母 母病に臥て危うかりけれ

24 前編巻４ ２ 106 八郎兵衛妻 冨田町 孝行者 天和２年11月 夫 八郎兵衛あしき病をうけて次第に見ぐるしく成
りけれ、世を渡るいとなミ不自由に成ぬ

25 前編巻４ ７ 112 槌次郎 大黒町 孝行者 延享４年 父 父病に伏して起居も自由ならざれ、病次第に重
くなり

26 前編巻４ ８ 112 市郎右衛門幷
妻 小原町 孝行者 寛保３年春 父、母 養父年老、養母ハ中風を病て手足叶ハず、母病

気手足不叶成りし

27 前編巻４ 12 114 又八郎 上内田町 孝行者 宝暦８年９月
12日 夫 老父中風を煩、左右の手足も叶ハざりし、昼夜

とも枕に臥し

28 前編巻４ 14 116 清都 広瀬町 孝行者 宝暦８年冬 父、本人 父老衰の身、其身盲人

29 前編巻４ 15 117 安右衛門幷養
子七右衛門 高橋町 孝行者 宝暦11年 本人 七右衛門眼病

30 前編巻４ 17 118 長十郎幷妹く
に　ふさ 富田町 孝行者 宝暦13年冬 継母 継母、中風を病て倒れ伏し居けれ

31 前編巻４ 19 120 兵右衛門女小
でん 油町 孝行者 － 祖母 老母足痛ミて行歩かなハず

32 前編巻４ 22 123 助左衛門姉し
ゆん 野殿町 孝行者 明和５年夏 弟 介左衛門、生質痴

33 前編巻４ 24 125 新右衛門妻 上片上町 孝行者 － 夫 夫、歩行も得せず
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番号 巻 番号 頁 名前 住所 分類 年月日 対象 内容

34 前編巻４ 25 126 治兵衛 大黒町 孝行者 － 兄、母、
妹 兄病身、母ハ積気、妹狂気

35 前編巻４ 27 127 佐兵衛幷妻 大工町 孝行者 － 養母 養母熱病を煩ひける

36 前編巻４ 29 129 弥右衛門女き
わ 仁王町 孝行者 安永２年３月

19日
弟、母、
父 弟は痴なる性、母既に病に侵されけれ、父年老

37 前編巻４ 30 130 槌之介 古京町 孝行者 安永２年12月 母 母老耄

38 前編巻４ 32 132 清左衛門妻 岩田町 孝行者 安永４年11月
８日 姑 姑年老て歯もあしけれ

39 前編巻５　岡山市
中之部 １ 136 安兵衛 紺屋町 孝行者 安永６年10月 父 父中風を重く煩ひ手足も叶ひがたけれ

40 前編巻５　岡山市
中之部 ５ 140 徳三郎 紙屋町 孝行者 天明３年２月

13日 母 母大病を煩ひける

41 前編巻５　岡山市
中之部 ６ 140 吉三郎 冨田町 孝行者 天明４年２月 母 母いつとなく病身に成りけれ

42 前編巻５　岡山市
中之部 ８ 142 庄五郎 上片上町 孝行者 天明５年８月

21日 母 母腫物を煩ひ大になやミけるが、引継て大病を
煩ひぬ

43 前編巻５　岡山市
中之部 ９ 142 源五郎 磨屋町 孝行者 天明５年11月

28日 父 父熱症を煩ひけれ

44
前編巻５　備前之
支封池田信濃守政
直朝臣封地之部

２ 156 善七郎 備中鴨方村 孝行者 寛延３年２月 父 父病に伏し居けれ

45
前編巻５　備前之
支封池田信濃守政
直朝臣封地之部

５ 160 十介 備中池口村 孝行者 明和９年２月 母 母、心労積もり二十五年以前より手足をいたミ
歩行も叶ひがたかりし

46
前編巻５　備前之
支封池田信濃守政
直朝臣封地之部

６ 161 治郎三郎 備中池口村 孝行者 天明５年 父、妹 父老衰、妹病身者

47
前編巻５　備前之
支封池田信濃守政
直朝臣封地之部

７ 163 神人三之介 備中池口村 孝行者 明和８年８月
21日 母 母ハ手足をいたミ、痛も日ゝに増し

48 後編巻１ ６ 186 加蔵 上道郡山守村 孝行者 享保14年春 母 母目を病ミて盲となり

49 後編巻１ ７ 186 山村正都幷妻 児嶋郡山村 孝行者 元文２年秋 本人 正都盲目

50 後編巻１ ８ 188 源兵衛妻 和気郡大漂嶋 孝行者 宝暦元年11月 父、母、
夫

父母老病、久しく病けれ、夫病むのミならず目
さへ見へざれ

51 後編巻１ ９ 189 孫太郎 和気郡藤野村 孝行者 宝暦３年12月
26日 母 母病の床に伏けれ

52 後編巻１ 12 192 平十郎女 上道郡清水村 孝行者 宝暦９年春 弟 弟久しく病ミて

53 後編巻１ 16 195 源之介幷妻 赤坂郡河原毛村 孝行者 宝暦９年 父、母 父母とも久しく中風を病て歩行もなりがたき事

54 後編巻１ 18 196 弥一郎寡婦 上道郡倉田村 孝行者 宝暦９年９月 姑 老姑中風を煩出して手足さへ自由ならざれ

55 後編巻１ 20 200 安太夫寡婦 和気郡曾根村 孝行者 宝暦11年 夫の弟 夫弟常に多病なる者

56 後編巻１ 21 200 市平 和気郡伊部村 孝行者 明和３年11月 父 父痱を病ミけれ

57 後編巻１ 22 201 祠官金屋右近
妹ひで 沖新田沖田大明神 孝行者 － 父 父病の床に伏して足も立ざりし

58 後編巻１ 23 202 吉兵衛 和気郡西片上駅 孝行者 明和５年３月
24日 本人 眼疾あり、あらき働もならざれは

59 後編巻１ 24 203 多平次 和気郡西片上駅 孝行者 明和５年３月
24日 母 母痰の病ありて常に病がちなる

60 後編巻１ 25 204 孝女　かん 邑久郡服部村車 孝行者 明和５年３月
24日 弟、父 弟多病、次の弟痴なるもの、父老衰へぬれ、病

に伏して起居もならざれ

61 後編巻１ 27 207 金兵衛 邑久郡西幸崎村 孝行者 明和６年８月
28日 父 父年老て一入性急もいやまし

62 後編巻１ 29 209 藤治郎妻 和気郡伊部村 孝行者 明和６年 夫、姑 夫生つき多病、姑痱を病て常に枕に伏して足さ
へたゝざる

63 後編巻２ ４ 219 孫三郎 沖新田 孝行者 安永３年６月
朔日 父 父痱を病ミて枕に伏しけれ

64 後編巻２ ５ 222 忠吉 上道郡吉井村 孝行者 安永２年12月
22日 父 父老衰へたる心よりやや性急
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番号 巻 番号 頁 名前 住所 分類 年月日 対象 内容

65 後編巻２ ６ 223 半之介寡婦 備中国浅口郡地頭
下村 孝行者 安永４年閏７

月
本人、子、
夫、妹、姑

疫病行れ寡婦と幼き子重く煩ぬるに、夫もまた
疫疾、夫の妹疫におかされ、老姑病に伏しける

66 後編巻２ ７ 225 嘉左衛門女 磐梨郡市場村 孝行者 安永８年８月
28日 父 父老衰、歩行も心のまゝならざり

67 後編巻２ ９ 227 亦八郎 児嶋郡大崎村 孝行者 安永８年11月 父 父病に伏しけれ

68 後編巻２ 11 229 喜六郎 御野郡出石村 孝行者 安永６年７月
朔日

弟、妹、
母

弟足を傷て、妹いたく積聚を病ミて、弟妹老て
久しく病に伏し、母老耄

69 後編巻２ 13 230 佐次郎 児嶋郡味野村 孝行者 安永年中 父 父老衰へ起居も心のまゝにならざれ

70 後編巻２ 14 231 久松 和気郡北山方村 孝行者 安永年中 父 父病ミかちなる

71 後編巻２ 15 232 庄右衛門 津高郡品田村 孝行者 天明改元年 母 母老衰

72 後編巻２ 16 233 里正多四郎 津高郡中原村 孝行者 天明元年正月 母 母老病にて久しく枕に伏しける

73 後編巻２ 17 234 喜次郎亡妻 和気郡働里正 孝行者 天明元年11月
23日

祖父、祖
母、舅、
姑

祖父病の床に伏しける、夫の祖母老悖、病もい
よゝゝ重りし、舅姑年寄衰へし

74 後編巻２ 20 240 源次郎 磐梨郡河田原村 孝行者 天明元年閏５
月 父、母 父年老て中風を病ミて行歩さへ立ず、枕に伏し、

母同じ病にて行歩も自由ならず

75 後編巻２ 21 241 多次郎幷弟三
人 和気郡坂根村 孝行者 － 父 父病に伏して病ミ疲れ、病重りし

76 後編巻２ 23 244 甚右衛門 磐梨郡吉原村 孝行者 天明４年冬 母 母衰へ疲れ手足も自由ならざれ

77 後編巻２ 24 246 岩右衛門 上道郡松崎新田 孝行者 天明５年冬 父 父中風を煩しか

78 後編巻２ 25 247 平吉 浅口郡地頭上村益
坂 孝行者 天明５年夏 父、継母 父いたく眼を病ミて既に盲目、継母も多病がち

79 後編巻２ 26 249 小一兵衛 浅口郡地頭上村 孝行者 天明５年 父 父年衰へ

80 後編巻３ １ 253 孝女久 児嶋郡小串村 孝行者 天明５年 父、叔父 父中風の病にかゝりけれ、叔父年老いて、足を
いたく痛ミ、

81 後編巻３ ２ 256 長次郎 上道郡新屋敷村 孝行者 天明６年10月
23日 母 老母、行歩も自由ならざれ、壮なりし比より疝

積の持病あり

82 後編巻３ ３ 258 平蔵 備中浅口郡占見村 孝行者 天明７年春 妻 妻病に伏して手足さへ立ざれ

83 後編巻３ ４ 260 利七 備中窪屋郡上原村
冨原 孝行者 天明７年夏 母 母眼疾にかゝり起居も自由ならざれ

84 後編巻３ ５ 261 惣兵衛寡婦 備中窪屋郡真壁村
溝口村 孝行者 天明７年夏 姉 姉年衰て足痛ミ行歩も自由ならざれ

85 後編巻３ ７ 263 九郎兵衛寡婦 備中窪屋郡三田村 孝行者 寛政３年 夫 夫病に伏して手足さへたゝず起居も心に任せず、

86 後編巻３ ９ 265 定吉 御野郡津嶋村福居 孝行者 － 母 老母中風を病て枕に伏しぬる、起居もならざり

87 後編巻３ 13 270 重兵衛幷妻 備中窪屋郡上秦村 孝行者 寛政３年正月
８日 父 父中風を病ミて手足さへ叶ハざれ

88 後編巻３ 15 274 与三次 御野郡七日市 孝行者 寛政３年正月
８日 母 母足を痛ミて歩行もならす気色もよからずして

うち臥居ける

89 後編巻３ 17 276 孝女はる 磐梨郡下村 孝行者 寛政３年２月
８日 兄、弟 兄ハ盲となり弟ハ多病なるもの

90 後編巻３ 19 278 石之介幷弟勘
介 上道郡湊村 孝行者 天明年間 弟 弟病に伏して起居もならず

91 後編巻３　岡山市
中之部 ２ 282 笠屋伊三郎 平野町 孝行者 寛政４年11月 母、父 母多病なるもの、父も病ミかちなるもの、腫気

を煩しこと

92 後編巻３　岡山市
中之部 ３ 284 車屋六十郎 中之町 孝行者 天明６年11月

28日 母 母足たゝすして行歩も叶ハず

93 後編巻３　岡山市
中之部 ６ 286 児嶋屋和介 中之町 孝行者 天明年間 養父 養父久しく病に伏しける

94 後編巻３　岡山市
中之部 10 289 古松屋善吉養

子善七郎 尾上町 孝行者 － 養父 養父老年盲人と同、歩行不叶

95 後編巻４　忠臣儀
子貞女之部 ５ 299 少右衛門奴与

吉 児嶋郡弘岡村 孝行者 承応 主人 少右衛門、重き病を得

96 後編巻４　忠臣儀
子貞女之部 13 309 宗清 邑久郡福岡村 孝行者 承応３年９月 童 下関某、病に疲れて力もなく、すねを痛ミて歩

行不叶

97 後編巻４　忠臣儀
子貞女之部 38 331 亦三郎 山田庄村 孝行者 享保15年８月

９日 盲人 盲人病あるもの
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98 後編巻５ ３ 340 貞女 香登本村 孝行者 明和年間 夫 夫悪疾にかゝりし

99 後編巻５ ６ 343 弥三郎 祇園村 孝行者 安永３年 家族 疫疾流行

100 後編巻５ 14 349 神坂松左衛門 西大寺村 － 天明元年夏 村人 疫病行れ

101 後編巻５ 18 356 吉兵衛 西香登村 奇特者 － 肥後国女 痘瘡を病み

102 後編巻５　岡山市
中之部 ２ 365 五郎兵衛 中之町 － 寛政元年初冬 父 父久しく病けれ

103
後編巻５　支封池
田信濃守政直朝臣
領地之部

１ 370 常吉 鴨方村 － 天明７年９月
朔日 母 母多病、持病発り、老疲れ足もやゝ立ざり
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14 「予州大洲好人録」（小山国三・吉田公平編『川田雄琴全集』研文出版、2015）
番号 巻 住所・名前 年月日 対象 症状 内容

１ １ 厩下人喜兵衛妻りき孝心貞
烈の事 － 親 足痛 足痛て、其業もかなハず

２ １ 下田乃口孝子孫平が事 元文２年冬 親 眼つぶれ 親休無卒に眼つぶれ、今日送るべき便なくして、止事を得ず、髪を
そり、爰かしこさすらひありき

３ １ 下田の口孝子延寿院か事 － 父 心ひが／＼し
父を盛心院法印といひ、年九十三に成りぬ
盛心百にちかき老なれバ、心ひが／＼しくて、やゝもすれバ食事な
とこゝといひて食ざりしに

10 ２ 五郎村吉蔵御吉蔵御助扶持
差上候事 － － こしぬけ、い

ざり
当家世々御恵深く、鰥寡孤独の四窮民をはじめとして、こしぬけ、い
ざり其外一切の廃疾無告の者にハ、すべて扶持して養ひ給ひぬ

12 ３ 中山町塗師重兵衛妻姑へ孝
行之事 － 姑 中風、手足痿

痺
姑ハ十とせ已来、中風の病わつらひ、老にさへせまりて、日々にお
とろへ巳の年の夏よりいやましにやまひも重り、手足猶更痿痺して、
我と起居する事能ハず

13 ３ 上灘村漁夫長左衛門家内親
睦事 － 老母 年煩ひ

老母何やめりともなけれど、世にいふ年煩ひと見へて、常のやうに
もなかりしかバ、男子の内一人嫁一人も朝暮はなれずつき添ひ、介
抱に心を用ひぬ

14 ３ 大瀬村孝婦八兵衛か妻の事 － 老母
中気、痿痺、不
語の症、ほう
け、ひが／＼
し

老母中気の病して、起居する事もかなハず。痿痺甚しく、其上不語
の症にて、食事などの好ミ望ミもやうくにあやしき手品して教へけ
る故、側なる人もさとしがたく、殊に病ほうけて、心もひが／＼し
くぞ有ける

15 ３ 六日市村農民孝子文六夫婦
事 － 養父 ほうけし かゝる病ほうけし頑愚なる舅にしたがひ仕ふるハ、

19 ３ 灘町孝子米屋彦七か事 － 父・母
舌ももとをら
す、痿痺癱瘓
の症

父両度までおもく病、長く枕にふしぬ
母も又六とせ七とせ已来わづらひ、ことに三とせが程ハ重りて、舌
ももとをらす、痿痺癱瘓の症とて、人手をそへされバばしも座す事
能ハざりしに

20 ３ 灘町孝子治郎兵衛か事 － 母 足たちがたく 病にかゝりて、足たちがたく、爾も短慮にしてつかへがたきによく
つかへて、気をそこなふ事なく

21 ３ 徳森村農民清貧喜平次が事 － 喜平次 起居もかなひ
がたく

七十有余の老農にて、妻も又老たり。僅の田畑を耕せしが、今ハ其
身起居もかなひがたくなりにければ

22 ３ 大洲村農夫孝子之事 － 養父 病 親病つき、日を経て重かりしが

23 ４ 大洲村五助夫婦之事 － 伯父 痢疾 勘兵衛長太夫ともに病死せしが、其皆痢疾也し。五助も同しく危篤
にて本復も有まじかりしが、年若けれハしのぎもしつべし。

24 ４ 芝村由右衛門夫婦の事 － 母 病 母又病身にて介抱

25 ４ 高岸村治兵衛夫婦之事 － 母 病 母七年已前より病身にて

30 ４ 長浜市中泉屋金治孝行親睦
之事 － 兄 病 兄文吉といへる者病身になり

31 ４ 湊町漁人松右衛門 － 十右衛門姉 傷寒
傷寒を病ぬるゆへ
民間のならひける病をバうつるものとて、いミ厭ひて人あしも絶ぬ
るに

32 ４ 森村孝子了西の事 延享２年３月 親 病 親壮年のころより病気にて

33 ５ 森村孝子源太郎事 － 父 病 父もわづらひ

35 ５ 大平村九郎兵衛事 － 親 腫物 親腫物出来、甚大事なりしかば、費用を顧ず、養生を加へぬ。内外
の治療残る所もなかりしかど

37 ５ 麻生村孝子組頭市郎左衛門
事 － 村人権七 右のかいなを

打 家根より堕、いたく右のかいなを打、母病て死しけれバ

38 ５ 本川村孝子作治兵衛 － 母 老人の飽按く 老人の飽按く、飢やすきに気をつけ、昼の労をいとひもなく、夜半
に起て必ず食事をなさしむ

40 ５ 河之内村源八夫婦孝心和順 － 妻 狂気 妻狂気のやうに煩ひしが、妊娠にて男子をうめり。正気なしとハい
ひながら、いかなる心にや、彼うミし子を小便たごのうちへ打こミし。

41 ５ 城下市中孝子樽屋忠蔵 － 父 ひが／＼し 極老のひが／＼しき父によくつかへぬ

42 ５ 城下比志町孝婦じゆん － 養父 病 仁助近年病にかゝり

43 ５ 城下町孝子山伏千寿院光明
院兄弟の事 － 親 耄、僻事

四五年已来耄て、よろづ正体なく、老の僻事もいやましにて、あら
ぬ事のミぞ多かりしに、千寿院兄弟是を正気なき人とせず、愛敬日々
甚慎めり
老父或ハ夜ふけて起出、何とて夕飯遅きそ、我をば飢しぬかなどゝ
て、腹あしくいひのゝしれども
目をさまし、何しに我にかく網を打かゝるぞやとて、気しき甚だあ
しかりしかバ
我駒人のわきまへさへなけれバ、ましてとるの、とらるゝのといふ
わからもなきに。手を見せしのと、折々ほどよくあしらひ、まけし
の、かちしのとて、老父を慰めける
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表14
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番号 巻 住所・名前 年月日 対象 症状 内容

45 ５補 厩下人喜兵衛妻りき － 本人 短慮 其後又短慮再発して、不埒なる事ありし

47 続 宇和川村甚五郎孝状 － 親 老衰 親も老衰仕るべく

48 続 宇津村萬右衛門の事 － 継母 中風にて不叶
ひ

母、中風にて不叶ひの事なれば朝夕の起き臥し飲食、二便の世話ま
で

49 続 出淵村太郎市奇特 － 大伯父、母 極老、盲目
大伯父の重蔵は当年九十三歳、火事、極老なればなかなか自身逃れ
出づること覚束なく存じ
母盲目

50 続 八多喜村長兵衛妻とよ貞実 － 夫長兵衛 癇癪持
長兵衛は俗にいふ癇癪持にて常に到つて六ヶ敷く少しも気分に叶は
ざる事ある時は家内他人の隔てなく、声と色とを大にして或は打た
たき、あり合ふ家財何によらず投げ破りなど荒々しき行状なかなか
寄り付きがたき振舞

51 続 田口村市太郎継父母へ孝行 － 継父母 胸痛、足痛 九兵衛、胸痛を持病に患ふ
つや両三年は足痛みて屋敷歩行も難渋なれば

52 続 宇津村傳次兄弟孝行 － 父母 中風、老耄、僻
事、乱心

父友七、五年来、中風に自由不適ひのみならず九十に近き老耄の習
ひ、色々の僻事のみにて此の扱ひにさへ手も届かざる上に、七十に
余れる母、十年このかた乱心し、もののわきまへなく、口無倫の語
を出し、身非常の振舞多けれども

53 続 五郎村新六娘つま孝行 － 老父、厄介
の婦人 老ぼれ、愚鈍

九十に余れる老父：四五年来は新六も益々老ぼれて兎角、昼は能く
寝いり、夜は染々といぬる事なく夜更けて後も動すれば土間へ下り
覚えず二便に穢れ下地不自由の足元なれば、そこそこ這ひ廻るなど
度々なれども
厄介の婦人あり。至つて病身愚鈍にて何働きも出来ざるのみならず
食事など彼是と六ヶ敷く人並みの物は喰兼る位なるを

54 続 忽那島大浦村徳三郎妻はる
孝貞 － 老母、夫徳

三郎 癩病、中風

老母は平日六ヶ敷き性質のうへ、数年癩病にて形容さへ見苦しき有
様なれど
夫徳三郎はからずも中風に病み付き
徳三郎は右様の次第にて手足さへ叶はざれば、手職農業すべてすた
りぬべく難渋

55 続 手成村彌兵衛奇特 － 老母、妻 盲目、愚か
盲目の老母を介抱し、其のうへ家内の世話さへ出来かねる程愚かな
る妻を持ちて
妻も大病にて

56 続 出淵村文吉妻さん貞節 － 夫文吉 悪病（癩病カ）
文吉悪病に病みつき次第に農事も勤めかねけれ
元より天刑とも云ふ程の病ひなれば百に一つの効しなく病勢次第に
つのり、容貌も変り行き、顔面手足も蝕ひ爛れその臭の当るべから
ざる穢れの倚るべからざる
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表15

表15

表15

15 「阿淡孝子伝」（立石信成、1881）
番号 巻 コマ 位置 名前 年月 対象 症状 内容

１ 前巻１ 10 左 南大工町寺澤いそ － 父 手足不随 孝養に年月を経るすままに父ハ老衰し手足不随になりたれバ、人を雇
ひて駕を舁せ野山へいさなひゆきて其心を慰めぬ

２ 前巻１ 10 左 南大工町寺澤いそ （寛延） 母 中風 其後母も続て中風を煩ひ、事に老耄して人に逢へハ俄に泣出し、又己
か心に任せざれハいそをいたく捶罵などす

３ 前巻１ 11 左 南大工町寺澤いそ － 母 病労、二便のもれ
たるも知されは

母の病労るまにゝゝ二便のもれたるも知されハ、昼夜いく度となくみ
づから溷穢をのぞきさり、しバゝゝ洗ひていさぎよくなし‥

４ 前巻１ 12 左 大工町平石屋吉兵
衛 － 母 眼しひ、手足も叶

ハされ
母手老て眼しひ手足も叶ハされハ、常にいだき抱て厠にもつきゆき、夜
はかならず眼ざめ眠らざれハおのれもともにいねず四方山の物がたり
して慰ぬ

５ 前巻１ 12 左 大工町平石屋吉兵
衛 － 母 便秘 又便秘を苦しみたれハ時々湯をわかし腰をあたため、蜜など用ひて痛

をやわらげ、介抱に心を用ゆる事凡十余年のあいだ怠る事なし

６ 前巻１ 13 左 大工町坪屋利兵衛 － 母 病、起居心に任せ
ず

母病によりて起居心に任せずして床に臥たれハ、夏ハ枕をあふぎ冬は
ふすまをあたため穢れし衣をかハるかはるに取かへ‥

７ 前巻１ 13 左 大工町坪屋利兵衛 － 妻の姉 病ひ 又妻の姉なるもの士家に出てきうじしけるが病ひにかかりて利兵衛か
家に寄宿しぬ

８ 前巻１ 14 右 大工町坪屋利兵衛 － 妻の姉 病ひ、物に狂ふ
其病ひ物に狂ふて夜半暁ともいはずかけいだしたれハ、夫婦いねもや
らずいたわり療養し、或ハ神仏に誓ひて加持祈祷などし其経営の費へ
も多くいやまし家貧したれ‥

９ 前巻１ 14 右 大工町坪屋利兵衛 － 母、姉 病苦、狂気 妻ハおのれか櫛鼈甲の笄まてもうり代なして奇方の薬をもとめ右にハ
母の病苦をあつかひ、左に姉の狂気をとどめ‥

10 前巻１ 14 左 大工町坪屋利兵衛 － 養母 病身 養母を慰め快き時ハ寺に詣ん事をすすめ、背に負行て其病身を散じ‥

11 前巻１ 14 左 大工町坪屋利兵衛 － 姉 病ひ、狂ひ 姉の病ひ十七年のほど狂ひ苦しみて終に死せり

12 前巻１ 15 右 佐古町十一丁目新
居屋とわ － 母 肺癰 去年の春より肺癰といへるやまひをハかかりて、いよゝゝ寝起も叶ハ

ずなりぬとわいたく憂ひ、少しの隙も其側をさらずして‥

13 前巻１ 17 右 佐古町笠屋金藏 － 母 積の病
母久しく腰をいたみ、又積の病ひありて床にふしきれハ、おのれ外に
出ることをやめて、家ちかきあたりに街舗をはりて日に幾度となく立
帰りて母の安否を窺ひ介抱残る隈なく心を用ること

14 前巻１ 18 左 中町山下屋かつ （天明） 母 精神たしかならね
バ

母老て精神たしかならねバ理不尽なるをのみいひいでてつかへいたし、
されとも常に顔色うちとけて打むかひ‥

15 前巻１ 18 左 中町山下屋かつ （天明） 母 病、手足こころの
ままならす

近き年頃より病につかれて手足こころのままならす起居苦しみたれバ、
汚れたる衣類ハ人にも知らせつあらひすぎて取かへ‥

16 前巻１ 19 左 籠屋町岩村屋平太
郎 － 父 眼をうれふ 父久しく煩ひ又眼をうれふ、兄妹いまた幼く活針の業も覚束なきまま

親族時々其困窮を償ふ‥

17 前巻１ 27 右 土佐泊浦勘六 － 母 病 或時母病ひにふす、勘六驚き那当村にいのりする某のもとに走行き母
回復の祈祷をたのみぬ‥

18 前巻１ 31 左 中島浦森文作并子
文左衛門夫婦

（ 寛 政
11） 本人 病ひ 文作其年の秋より病ひにふし療養終にしるしなし、十月五日眠るがご

とく終りをとぐ

19 前巻１ 32 左 沖ノ島村小七郎 － 父 疝積
又万五郎老て疝積の病ひに苦しみたれハ、小七郎他国商ひをもやめて
看病のみにうちかかり、快き時ハ父を背に負て稲麦の秀て熟りたるを
見せて懇にも孝養しはへる、斯て明和四年といふに父壽きをもて終れり

20 前巻１ 32 左 沖ノ島村小七郎 － 母 病中 母の病中九年の程みつから燥湿をかへ介抱むらびといふ処なし‥天明
八年母死す、齢九十四

21 前巻１ 33 右 中島浦げん － 本人 疱瘡 げん女ハ伍長善蔵といふものの姉也、幼き時疱瘡をやみて面みにくし
それゆへ郎人をもとめす

22 前巻１ 33 右 中島浦げん － 弟 多病 弟善蔵多病にして家穡に力をつくする‥

23 前巻２ 38 左 上八万村多田端策 － 父 眠らざるの病
父常に夜眠らざるの病あり、瑞策其寝覚々々にハ必起て四方山の物語
りなどし、或ハ胸をなで足をさすり爐に火を焚て茶など煎じて進め慰
る事連夜怠ることなし

24 前巻２ 38 左 上八万村多田端策 宝暦12 父 病み 然るに父俄に病みつきて宝暦十二年に死す

25 前巻２ 39 左 上八万村多田端策 － 母 中風 母又老ぬるうへ中風を煩ひたるに看病ちからの限りハ尽さずといふ事
なし

26 前巻２ 41 右 中村佐次兵衛 － 母 病
母の癖として病ひ起れハ、いひたきことをいひつのり従ひがたき事の
み多かれど、まげてその心にしたがひ、終にもとらす、いろいろ機嫌
をとりなだめ飲食の事も母のすきこのむものを進め‥

27 前巻２ 42 左 中村八郎兵衛 － 母 病 母とし八十にもなれり病に寝て今ハらふよとみへしかハ、深くうれへ
て色々心を用ひたる‥

28 前巻２ 44 左 神領村五郎右衛門 － 母 盲目 母九十に及ひ盲目となりぬ
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番号 巻 コマ 位置 名前 年月 対象 症状 内容

29 前巻２ 46 右 東川田村曽右衛門 － 養父 手足しびれ不随
養父老衰及び六七年ばかり手足しびれ不随にして心鬱しけれハ、昼夜
看病に力をつくし、朝ハはやく起て夜中の溷穢のものをあらひ、夏ハ
涼しきにつかせ浴湯など日々すすめていさぎよくし‥

30 前巻２ 49 左 東端山善作并子善
太郎 宝暦 父 病

父八年の間病に臥してみづから寝起きを得せず、人の助けを待つのみ
なれば、旦夕の飲食も善作抱きかゝへて進め斯くのごとくなれハ両便
の時にも心を用ひて懇に介抱しをり‥

31 前巻２ 50 右 東端山善作并子善
太郎 － 養母 病床 養母も齢二十にあまりて病床にのみ臥したるが其看病養父に異なるこ

となし

32 前巻２ 50 左 脇町縬屋九左衛門 天明５ 母 病死、腰かがまり、
はぎよはく

九左衛門ハ今年六十八歳になりぬ、天明五年に母ハ病死したる、其存
生十とせ余り病に悩みて腰かがまり、はぎよハくなりて歩行心に任せ
ず、昼夜床にのみ臥居たれハ九左衛門心うくおもひ日々母を背に負て
家のうちを廻り‥

33 前巻２ 55 左 池田村左次兵衛 － 田主 病
或ハ病に臥し耕すことならざるものをみてハ奴に牛を牽せて耕さしめ、
曽てそのものへハ知らしめざれと田の主さとりて礼謝しけれハ知らず
と答ふ

34 前巻２ 55 左 池田村左次兵衛 － 村 疫病 又村中に疫病行われけれハ財を費し僧を雇ひ祈りむかひ抔することし
バゝゝ也

35 前巻２ 56 左 池田村桂林寺月窓 － 小民 病み 小民病み煩ひあれハみるに忍びずとて懇に心を用ひ喰物などおくり‥

36 前巻２ 57 左 方上村清五郎 － 母 眼うとく、多病
母年若きより眼うとく又多病にして万事心にまかせす、床にのみ臥居
たれハ両便も清五郎のたすけを待り、母うきものの月の障りなどあり
し時ハ着物敷ものなどけがすことありぬ

37 前巻２ 58 右 方上村清五郎 － 母 病ふ 母かく病ふの身と成りてよりハ食物衣服も清五郎が手に出ざるハなし

38 前巻２ 59 右 中田村虎右衛門 安永末 父 疫疾、疫病、病
父疫疾にかかりて身罷りけるか、其郷のならひにて疫病の家へゆけば
かならず其病ひを伝染ぬるなど深くいみけれバ、近きわたかも喪をと
むらふ人もなく親戚のみ来りける

39 前巻２ 59 左 中田村虎右衛門 － 母 病み 母又ながく病みふしたるが始終かたはらをさらず、介抱心の限り尽さ
ずといふことなし

40 前巻２ 60 右 江田村武八郎 － 父 病み
十九年前父長く病みけるが、早苗挿秧の事繁きに至りても故に復せさ
れハ日雇をまして植付をさせ、その年ハ介抱のみにうちかかり居たれ
ハ、近きあたりの人挿秧を手伝ひすみやかに植付んといふ

41 前巻２ 64 右 答島村市蔵并母さ
よ － 母 眼をやみ

市蔵か母ハさよといふ、今年年五十五なり、彼十七のとし父にはなれ
一母一女にて浅ましく世をわたりたるが母眼をやみて起居行歩もかな
ハず

42 前巻２ 64 左 答島村市蔵并母さ
よ － 母 病ひ さよハ女工を務め僅の銭をとりて母をハはぐくみ、其病ひをたすけひ

とり心気を苦しめて教養をなす事多年なり

43 前巻２ 65 右 答島村市蔵并母さ
よ － 母 眼を煩ひ 斯てさよか母ハ六とせばかり後に死したり、さよも続いて眼を煩ひ仕

馴し女工もへせざれハ貧しさ日々せまりぬ

44 前巻２ 65 左 櫛淵村利左衛門 － 父 病 父一とせ歩役の為に江戸にくだり勤めたるが、病にかかりかしこにて
身まかりたれバそれよりひとりの母につかふ‥

45 前巻３ ５ 右 宍喰浦佐次兵衛 － 母 病ひ
母か病ひは老ひの常なれバさして気づかハしきことなし、はやく甲の
浦へ行べしと強ていひたれバ、佐次兵衛いなとおもひながら母の命な
れバいなみがたく、鶏明より又かしこに行しけり

46 前巻３ ８ 右 日和佐浦林五郎 － 近親 癩病 久しく癩病を煩ひ林五郎か家に寓して養育したり、其介抱いたハりの
懇なる事ども人こぞりて誉ざるハなし

47 前巻３ 11 右 大里村勘七 － 父 病ミ 斯て父老衰へ病ミかちの身となりてハ餅酒も好ましからずといへハ、勘
七いたく歎き食物千々に心を砕きぬ

48 前巻３ 15 左 本町五丁目河内屋
三右衛門僮彦四郎 － 本人 病 三右衛門久しく病に臥して終に身まかりしが、彦四郎其病中の介抱死

後の歎き又たぐひもなかり

49 前巻３ 17 右 本町二丁目津国屋
富士右衛門 － 母 病ひ

父死して後其業を継で家族の養ひて母漸に衰へけれハ、船挊を子に譲
りて己はいつも母の側に付添ひ居て介抱し侍る、後に母老耄してよろ
づいふことしどろなる事のみなれど、終にさからふをなし、斯て母の
病ひあり、薬剤の力つきて去年の九月夜ハの煙とハなりぬ

50 前巻３ 20 右 尾崎村安之丞 － 父 眼盲 父二十年以来眼盲て淋しく暮し居たれハ毎々酒を調へ来りて進め、銭
乏しき時ハ濁り酒にてもあたへて其の志にたがわす其心を楽しましむ

51 前巻３ 29 右 伊加利村廣助 － 父母 病みぼけ 父母齢ひ高く病みぼけて童の様になり、常にわりなき事のみいへと終
に其心に違ふ事なし

52 後編１ 42 右 武市良策 － 養父 痱（ちうぶ）

後養父痱を病み歩行も叶ハされハ医療をもやめて看病に心を砕き、湯
薬みつかり試みざれハあへて進むる事なく、或日去かたのまねきにし
たがひ介抱の次第を家族のものにいひ置て出かけ、程なく帰りて安否
を問ひたるに、養父ハしはらくまどろみ居しがとみに眼を覚ましてよ
く寝入たりしをなど驚しぬるぞとて、かくのごとく怒り枕を取て投付ぬ
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53 後編１ 42 左 武市良策 － 養父 病中 終に養父の非をいはす病中四年のほど懇に保養せしか寿き七十に余り
て一昨年といふに空しくなりぬ

54 後編１ 48 右 佐古定普請丁寺内
藤蔵 － 母 病て 母病て久しく伏たるか、衣類など己よく洗ひ濯て垢付しものを着せづ、

女の業をもしていとふるなし

55 後編１ 50 左 富田早雲伯耆守 － 母 病
亦告母齢ひかたふきて殊に病勝なれハ、旦暮の起ふし二便の通いにも
心を用ひ、亦夜中に及へハ母か伏娶に入て安きや否を伺ひ、看病いと
懇ろなり

56 後編１ 51 左 福嶋屋吉右衛門妻
とわ － 舅 目盲 舅なり齢ひ八十に余れるか十とせはかり前より目盲てうとゝゝしく暮

したれハ、種々に心を配り其志を養ひて孝あり

57 後編１ 53 右 羽織屋延次 － 母 癲癇の持病

母癲癇の持病ありて一月の中にハ三四度もさしおこり二三日かほどハ
枕さへあからず、母又常に酒をたしむ、延次心にして十分飲せたくお
もひぬれと貧窮の中なれハ、日々五銭宛の酒を買ひとてのへてあたへ、
其介抱におくれもなかりたれハ、いつとなくむつかしき病ひも薄らぎ
て今ハ忘しほどにもなりぬ

58 後編２ ７ 左 長岸村虎蔵寡婦 － 姑 病者 姑虎蔵が身まかりしを歎き暮らして病者となりぬれハ、兎やせまじか
くやとおもひつきて介抱力を尽していろいろ慰めける

59 後編２ ９ 左 槙瀬村金藏 － 父 病 父長右衛門久しく病にかかれるを憂ひいたく窮しけれハ、田地をうり
衣服を代なして、皆其費となし父をして其困苦を知らしめず

60 後編２ 11 左 平石村源太郎 － 母 持病 此頃母持病にして不食し、挽餅を喰たきよしをこのむゆへ是を調へけ
りといふ、母病て五年跡に死しける

61 後編２ 15 右 大桑島村つち女 － 父 病 其後父病にかかるつち心うくおもひ、朝夕つきしたがひ介抱したくお
もへとも人にまかせある身なれバ、無下に我勝手もにいひがたし

62 後編２ 16 右 大桑島村つち女 － 父 病

毎夜毎夜主人にいとまを乞ひ十丁許隔りたる道を帰りて父を問ひ慰む、
其帰る毎にハ主人の妻に纔宛の銭をかけ道にて酒をととのへて病父に
すすめあるひハ薬を煎じ茶を涌し飯などすすめて力をそへ、又明日の
食物を拵へ水薪まで心を用てととのへおき、夜中ともいハず主のかた
へ帰りぬ

63 後編２ 20 右 平石村甚助 － 母 病 母齢八十八ことし病ひある時は甚助はじめとかく病床ちかく侍りて保
護せり

64 後編３ 31 左 切幡村政右衛門 天明７ 父 癰
天明七年に父癰を煩ひ其容体重く見えしが、看病に心を尽し夫婦に子
ハ味なきものを食したれと、病父のねがひ望むものハ必いとなみ求て
進めずといふ事なし

65 後編３ 33 左 西林村嘉助 － 母 病身
母病身となれハ大小労心して業をもすて、側に居て保護千種におもひ
を尽し、或ハ神仏にちかひ母の命乞の祈願などこめけり、妻なりしが
母へのつかへ誠なけれハとて去り

66 後編３ 35 左 水田村栄左衛門 － 妻の姉 病

栄左衛門ハ六十に近き身にて母の為孝をつくせり、家元より貧しかり
しに剰妻久しく病ひに臥し終に失しかハ、その費用に持伝へし田地も
やうやくうりて、今ハ少しばかりの田を作り世渡も覚束なき侭に幼な
子を育み、斯浅ましき中にも母の食物ハ何にても好める品を味よく煮
調へたる

67 後編３ 40 左 土成村嘉五郎 ３月 父 病付
父ことしの三月不斗病付たれバ、医師をむかへ薬を用ひ食物ねがひ好
める品何によらず求め出し味よく煮調へて薦め、看病残る隈なく切に
こころを尽しけれども、全なく四月にいたりてはかなくなりぬ

68 後編３ 47 右 加茂村りん － 母 病て
廿五六の年より母病て朝夕の起居も物うかるべしといとまを乞ひて家
に帰り、母の側にはべりて撫さすりいろゝゝ心を尽して看病至らざる
処なし

69 後編３ 50 右 山城谷大野名宇吉 － 母、妻 中風、病
老母三とせかほど中風を煩ひ起寝物うくなりぬ、宇吉母の側に侍りて
日夜孝養のあき足らざる事をかなしとて、去りふし年より己か家来に
むかへ妻ともに看病を尽して終に背といふ事なし、斯て妻病に罹り不
幸にして去年の春身まかり

70 後編３ 51 右 東井ノ川村和右衛
門 － 父 病

父かかる病なりけれバ衣服の穢れも多きを常に清くし、和右衛門朝は
早く起て茶を沸し先父に初穂をすすめたれハ己汲むるなく召つかひの
うち一人を過あれバ残らず暇を出す

71 後編３ 51 左 東井川村佐川弥兵
衛夫婦 － 母 病

母常に病たれば神にねがひ佛に祈りて光明真言を唱ふる事日々怠らず、
五年ばかりにして既に百万遍にみつ、是を寺へ納め供養をなして其功
徳を母に譲りひたすら其病の治せん事を欲す

72 後編４ ３ 左 北濱浦平野屋善蔵 － 本人 病
善蔵十四の歳は四国の霊場に詣でけるが道より病に罹り、土州蹉蛇山
のふもと半六といふもの方に足を留めて養生しけるに、病ひ日々にお
もり終に空しくなりぬ

73 後編４ ５ 右 北濱浦平野屋善蔵 － 旅人 病煩ふ
善蔵又己をおして旅人の病煩ふものをバ深くいたハり、或ハ乞食など
のよるかたなきものの病む事あれバ、片辺りに小屋懸をして雨露を凌
かせ薬をほどこし職をあたふ
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74 後編４ ８ 左 上山村宮之助 － 祖父 病勝
祖父齢ひ九十四殊に病勝なり、母子夜ハしづめ朝ハかへりみて介抱心
を尽し、祖父がふせる枕もとにハ夜もすがら燈をかかげおき、皆其側
に打ふして守り居けり

75 後編４ 11 右 武市亀三郎 － 本人 病身
亀三郎殊に病身なれどひたすら神仏を尊み毎日鶏明に起て燈明をささ
げ礼拝読経し、人皆起れバ日用家事をつかさどり‥多年虚日もなかり
しかバ神明の加護にやよりけんといへとなく病をさすれけるといふ

76 後編４ 15 右 牛ノ島村傳藏 － 父 急病 こころよく寝入るまてはなでさすり、介抱をりしかるに父急病にて死
しける

77 後編４ 16 右 山路村林蔵 － 母 中風
母過し年中風をわづらひ床に伏してのみありけれバ、朝夕母のかたハ
らに侍りて病をいたハり、起寝をたすけみづから厠へ行事も心にまか
せざれバいだきかかへて

78 後編４ 22 左 西川田村傳藏 － 父 盲目 傳藏ハ父を林八といへり、家いたくまづしきに剰父盲目となりぬ

79 後編４ 23 左 西川田村傳藏 － 従弟 喘息
作右衛門喘息の病をうれひてしハゝゝ床に打伏しけれとも、外に看病
する人なければ傳藏未明におきて其日の食物をととのへおき、夜もな
けぬれバ日傭に出事ひめもす働き夕にははやく帰りて安きや否をとひ
取敢ずして食をすすむ

80 後編４ 24 右 西川田村傳藏 － 従弟 病人 病人食すれハ己も心よく食し、若食されバ己も共に食せずして介抱に
厚く心をつくしける

81 後編５ 28 右 犬松村壱次郎寡婦 － 舅 痱病 舅年八十にもなりぬるうへ痱病にて手足も不自由なりけれハ、箸を取
て食を哺め寝起にも抱きかかへて、さながら赤子をあつかうがごとし

82 後編５ 32 右 小松島浦清吉 － 母 中風、血塊 母齢六十にあまりぬるが九年あとより中風をわづらひ寝起立居も叶ハ
ず、且五年このかた血塊の悩みありて心も貞かならす

83 後編５ 32 左 小松島浦清吉 － 母 病

しかるに妻三とせ跡病てうせぬ、さありといへとも幼し妻死してより
母の看病さする人なけれハ、清吉母の膝下になりて保護せまく欲れと
も、生業一日怠りてハ家族ともに飢なん事必さうやむに得ざれバ、母
をハ親類のかたへ背負行て己か留守の間預け置なとし、難難辛苦清吉
の身にせまる事浅ましき様なれハ、ふたたび妻を呼びて留守のうち老
母をまもらせんと既に後妻をむかへ、其介抱を妻にゆたねて己日々家
業を励みて其日ゝゝ家内の飢をつなぎけり

84 後編５ 40 右 富岡町政蔵 － 父 鬱癇の病ひ 父酒を嗜む求めに応じてすすめずといふ事なし、又鬱癇の病ひなりい
たく発しぬ時ハ保養の為とて例のごとく酒を飲たる

85 後編５ 45 右 木頭上山村兵次郎 － 父 病ひ 父病ひ重り少しばかりのみて辞しけるが兵次郎残り多がり、其余りあ
るを主人忠右衛門方へ携へゆきて贈りぬ

86 後編５ 48 右 浅川村清七 － 本人 積の病ひ
己か膝へ母を抱きあげて介抱したるに刻々様かハりて終に天命の限り
に及ひぬ、清七泣かなしめる事節に越たり、其歎きに積の病ひおこり
てつよくいたみ歩行さへも叶ハす

87 後編６ ３ 左 小堀金五母 － 姑 病 金五ハ年また若し弟二人ハ幼し、姑も十とせ余り跡より病にふれ立居
叶ハず

88 後編６ ４ 右 小堀金五母 － 姑 病
姑髪乱れたれバ気分もいとどあしからんとしバゝゝ櫛けつる事をする
めれるが、姑病勝にて他へ出る身にあらざれハさしていとふる事もな
しとて辞しけれバ、ながゝゝ病せたまふ身のみせめてハ髪などあけて
心を晴させたまへと真成に言葉を尽しけり

89 後編６ ４ 右 小堀金五母 － 姑 病 姑のいはく我近年絶ず薬ものみたれど老たる身の病ひなれバ急にその
しかしもなし

90 後編６ ５ 左 椚田虎之助母 － 姑 心乱れ 姑近曽より心乱れて理りなき事のみいひつのりたれとも、万の事露は
かりも其心に忤き戻るものなく真実に介抱して厚くいたわりたり

91 後編６ ６ 右 椚田虎之助母 － 弟、姑 病勝
其弟某もいまた弱年なれハ家事旋りの助けともならざりし、しかのみ
ならす其身常に病勝なれど押つとめて織紅の業を励み世わたりの便と
なしたり、其片手にハ姑の病を助け艱難辛苦彼ひとりの身にせまる、姑
いはく機織事をやむべし、其音我耳にたちてやかましと

92 後編６ ６ 左 椚田虎之助母 － 姑 病人
嫁のいはく願くハ今のままにて置たまハるべし、世の中には昼夜二三
人もくち懸りて介抱する病人もあるべし、我手仕事をやめて看病のみ
に懸りかさねて前の様なるふるるまひハいたさせ申まし

93 後編６ ７ 右 椚田虎之助母 － 姑 病ひ かくてハ姑の病ひを守り唯看病に身をうちまかすのみ

94 後編６ ８ 左 鈴木五助 － 姉 天性病者
五助姉ありといへど天性病者にしていささかも家事の便りともならざ
りし、そのうへ近き年頃ハいたく病む事の数そひて心うき事五助が一
身にせまりぬ

95 後編６ 11 右 鮎原上村甚作 － 母 手足叶ハざれ
近年母病て手足叶ハざれハ片時も見離すに忍ひすとて奉公を引て家に
かへり、湯薬など心の及ぶたけ求め出て是を用ひ、大様其側にありて
寝起立居を相助け看病に心を尽せり、
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96 後編６ 11 右 鮎原上村甚作 － 母 中風

母の事の心にかかりて一日のうちには二たびも三たびも立戻りて其様
子を伺ふ人あり、甚作に謂て汝か母中風の事なれバさして急なる事も
有まし、遠く行てつかへハ給銀も多くとりて渡世の為よからなんと彼
が心にして安くおもハさるにや深く謝しけれども、始終近きあたりに
ありて終に遠く行事なし

97 後編６ 11 左 鮎原上村甚作 － 母 言舌も旋りがね、
老耄

後に母言舌も旋りがね、殊に老耄して衣類敷物などむしり破り、大小
便も居なからにして叶へければ

98 後編６ 13 左 志筑浜村傳右衛門 － 弟 瘡毒、果なき病
次の弟茂八郎ハ八九年已然より瘡毒をやみて手を空しくして家に居た
るが淋しからん事を察し労れり、季弟和市も孝悌を主とし茂八郎が果
なき病ひをあハれミ、一日相撲を見せんとてみづから背負ゆきて積鬱
をはらさしむ

99 後編６ 14 右 米山村五郎太並妻 － 養父 眼薄くなりて 喜市郎は貧しく山畑纔五六畝持たるが二十五年已然より眼薄くなりて
耕しも得せず物囉ひに出て其日々々を過侘ぬ、

100 後編６ 14 左 米山村五郎太並妻 － 父 盲 終に父近年盲となり、幼き子も三人ありていよいよ貧しく極めていそ
がハし朝夕の食物もこれ味ひを整へる事能ハず、

101 後編６ 16 左 伊賀野村三郎兵衛 － 父 眼を煩ひて 父伊兵衛眼を煩ひて苦しみけるが三郎兵衛いつも朝疾起て湯を燖し父
のおきるを待居て眼をあらはせ手水をつけしむ

102 後編６ 18 右 伊加利村直吉 － 母 眼をうれひ 母とし七十にあまりて眼をうれひ保養心をつくし侍れど終に明をうし
なひぬ

103 後編６ 20 左 福井村武平 － 母 盲 母近年盲となり武平物なくおもひて光明真言をとなへて母の為とす

104 後編６ 21 右 福井村武平 － 母 盲
其有様ただ慈母の赤子を撫育するにことならず人あり、武平が為に妻
をむかへて其苦労を助けん事をはかる、武平ふかく其志を謝していは
く、今はは盲にして二便さへ我ひとりはこぶ体なれハ、妻といふもの
に其ふるまひを見せんも中々つつましくおもひぬ、

105 後編６ 22 右 安住寺村市蔵 － 母 病ひ 近き年母病ひ繁く斯くなん有たれハ、彼外に出て生業求むべき様なく
常に側をはなれすして、其起寝立居を助け昼夜うち守りて介抱懇なり、

106 後編６ 22 左 安住寺村市蔵 － 母 病ひ 母の病ひ日を経てやすくなりしかバ昼のうちハちかきあたりにゆきて
働き、ゆふべにハかならずかへりて侍養したり、

107 後編６ 27 左 三原郡福井村善蔵 － 主人 乱心
弁作不図乱心して一類のもの打寄り議りて養生所をこしらへ取籠おき
ぬ、弁作家兼てより貧しきに剰かかる病ひをうけて日々の費へ殊に多
かりたれハ、朝夕の煙りも絶々にて家族既に飢にも及びなん

108 後編７ 39 右 籠屋町播磨屋喜代 － 主人 病者
かくて主人の姉長き苦しみ絶ずや病者となるよしを聞て、喜代はしき
りに泣かなしひ、よきゑにしもあらは此よしをうつたへ罪を贖ひ己と
かはらん事を切におもひ歎けども‥

109 後編７ 40 右 籠屋町播磨屋喜代 － 母 病ふ 老母漸々道行事も心にまかせず病ふの身となりて、床にのみ伏たるが
享和二年戌七月六日終によみぢに趣きぬ

110 後編７ 41 左 富田大道原為左衛
門 － 主人 病

るに主人重き病に罹り本復の期見へざれバ為左衛門を枕ちかく招きて
曰、我此度の病ひ治する事覚束なし、不便なるハ三歳の倅なり、我没
後伝立て君の用にも立家をも修る程まてハ保佐して呉に、汝か常の志
を感するより遠きを慮るなりと遺言して終に黄泉におもむく、

111 後編７ 42 左 岸貞吉 － 本人 多病 岸貞吉ハ国郷池田姓の家臣惣作か養子也、幼年の時ハ多病にして禅教
の学にたづさハりて遁世の望みありし

112 後編７ 52 左 麻殖郡東川田村庄
作妻 － 夫 陰嚢腫、難腫

夫陰嚢腫俗にどうびんと云を煩ひ常に苦悩しけり、其大きさ二斗ばか
り入袋を見るがごとし、かかる難腫なれハ近きあたりの歩行も心にま
かせす、妻其病をうれへて懇にいたハり朝晩の起臥にも厚く心を用ひ
介抱残る隈なく、言葉慎みいとやさしくもてなして苦痛をとり、女の
ちからに及ハざる際をもはげみ挊てやしなひの助けとなしぬ

113 後編７ 53 右 麻殖郡東川田村庄
作妻 － 夫 病 庄作か一日の食あまりあれハむすびて焼飯となし茶などしげゝゝ進め

て病に倦つかれし心を慰めり、

114 後編７ 54 左 勝浦郡方上村快右
衛門 － 本人 病 或時職の為北方郷へ行に彼所にて快右衛門病ひ発し家に帰りて養生せ

んといふ

115 後編７ 54 左 勝浦郡方上村快右
衛門 － 近隣 疱瘡 又近きあたりの貧窮たふる家に疱瘡なと病むものありて、看病人抔も

なく人を雇ふ力なきものの方へハ、必ゆきて其介抱をばしたる、

116 後編７ 57 左 阿波郡伊澤村新居
平太左衛門 丑 本人 病ひ

新居平太左衛門ハ其村の長を勤めたるか村方をよくおさめ公を重んじ
民をいたハり、何事も潔白に謀りて篤実なるものなれハ、家人も里人
もよく懐き従ひぬ、然るに去にし丑の年重き病ひを煩ひ本復の期見へ
ざりたれハ、一村の民其ひとなりをおしみて神仏に誓ひ、あるひハ祈
祷しあるひハ立願して彼か命の全からん事を乞ふ
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表16
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16 「勢陽善人録」（『日本教育文庫』孝義篇上、同文館、1911）
番号 巻 頁 名前 住所 年 月 対象 症状 内容 持高（石）

１ 上 164 まん 伊勢国藤堂家領飯野
郡山下村 享保16 正 母 中風・手足不

自由

去る酉三月ゟ母中気之様に相煩、手足叶不申、腰抜け寝おきも難仕
体に罷成候
母病気すぐれ不申、絶食に成候をなげき、氏神へ本服の立願をかけ
申候、当月二日より食気出来申候

－

２ 上 167 玄伯 伊勢国藤堂家領飯野
郡上蛸路村 元文３ ３ 母 眼気 母親は六十にて御座候得ば、眼気にて不自由に罷有候 －

３ 上 169 孫助 伊勢国藤堂家領鈴鹿
郡加太郷之内板屋村 元文３ ３ 母 歩行不自由 彦三郎女房儀、二十年以前より病身にて腰ぬけ、行歩必至と叶不申候 －

４ 上 170 三郎兵衛
伊勢国藤堂家領飯野
郡魚見村之内新屋敷
村

元文４ 正 母、父、
姉

歩行不自由・
難聴・病身

十年以前母大病相煩、腰ぬけ居申候
五年以前三月より、母親腰も立申候
親太郎兵衛五年以前四月中時分より、当分病気之様に相見へ、行歩
叶ひ不申、もとより太郎兵衛たん気者にて、長々腰ぬけ居申、耳も
聞へ不申、少にても気に入不申儀御座候得ば、何角と気まま成儀も申
姉なつも病身者にて、親養ひ申力に成不申候

  0.276

５ 上 171 佐兵衛 伊勢国藤堂家領飯野
郡早馬瀨村 元文４ ８ 母 歩行不自由 老母年八十四に罷成、歩行不自由に御座候 －

６ 上 172 藤十郎、よ
ね

伊勢国藤堂家領安濃
郡家處村 享保２ ２ 父 歩行不自由 吉兵衛存命之内、風呂を好申候得共、極老之儀行歩不自由に候処、風

呂在之度毎に負て参 12.829

７ 上 173 五郎助、女
房

伊勢国藤堂家領飯野
郡井口村 享保２ 12 母 歩行不自由 老母年八十五に罷成候、八年以前卯年怪我仕、腰立不申候 －

８ 上 176 八郎兵衛 伊勢国藤堂家領安濃
郡神戸村 延享３ ３ 母 歩行不自由 十五年以前母親大病相煩、其節ゟ腰抜居申候 －

９ 上 178 さん 伊勢国藤堂家領一志
郡島貫村 寛延４ ９ 姑 老衰

極老之母親故、夜中二便ともしげく御座候得共、時々介抱におき候
母親も気之毒がり、ひそかに出候儀も御座候故、怪我いたし候儀を
いたみ

－

10 上 180 坂助 伊勢国藤堂家領一志
郡南出村 宝暦３ 12 母、父、

姉
歩行不自由・
病身

彌兵衛儀、三十一年程以前大病相煩、其後少々快げ成に歩行仕候処、
再発一向歩行も相叶不申
彌兵衛女房も十一年以前より病気
姉さん儀も病気に罷成

  0.275

11 上 182 吉郎兵衛 伊勢国藤堂家領飯野
新開村 宝暦７ ６ 母 腰痛・膝痛・

のぼせ
母親儀三年已然より腰膝其外所々痛、其上登せ申様之気味合にて、体
なき儀を申ふせり居申候 －

12 上 183 かね 伊勢国藤堂家領安濃
郡津八町一丁目 宝暦７ 11・12 母 盲目 母親眼気にて十二年以前眼つぶれ申候 －

13 上 185 與五兵衛 伊勢国藤堂家領安濃
郡久居附高座原村 寛延４ ８ 舅 老衰 親平四郎八十七に成候得共、随分気丈成者にて、常にぐち計申、無

理成事共申候得共、少もさからい不申 －

14 上 187 はつ 伊勢国藤堂家領川曲
郡玉垣村 宝暦９ ７ 舅 老衰 舅庄三郎年罷寄、ぐちに罷成候得共、少も相背不申 －

15 上 189 徳助・女房
小じょ

伊勢国藤堂家領多気
郡中村 宝暦11 ７・８ 母（姑） 老もう・手足

不自由
徳助母親も十一二年以前ゟ床に伏、七八年以前ゟ老もう仕、七年以
前迄は我自由も調候得共、七年以来手足叶不申、一向寝臥も成がた
く体に罷成

－

16 上 195 つね・こん 伊勢国藤堂家領安濃
郡岩田村之内綿打 明和２ 11 父 盲目・歩行不

自由・短気
勘兵衛儀七十一歳に罷成候、七年以前ゟ盲目に罷成、腰も抜居申候
長々引籠居候に付、病屈故か、気も短く、無理成事を申しかり候 －

17 上 197 惣助・女房 伊勢国藤堂家領安濃
郡岩田村 明和２ 11 父、母 歩行不自由 勘兵衛儀八十一歳に罷成候、二三年以来行歩不自由に御座候

母親儀七十一歳に罷成候、四年以前ゟ腰抜居申候 －

18 上 198 よね・助次
郎

伊勢国藤堂家領一志
郡雲出郷之内池田村 明和３ ５ 父 痔疾・中風・

歩行不自由
五郎兵衛儀七十七歳罷成候、元来持病に痔疾御座候て、年来病身に
罷在候上、四年以前ゟ中症相煩、行歩一向相叶不申候
病屈も仕居候得共、是迄親子言葉あらそひ仕候儀、何箇年にも無御座

－

19 上 200 さき 伊勢国藤堂家領安濃
郡津阿漕町 明和６ ６ 母 老衰 母親儀、近年別て老衰仕候 －

20 上 200 女房さつ 伊勢国藤堂家領飯野
郡清水村 明和７ ３ 舅 腫物・歩行不

自由
淸助儀、十三年以前ゟ足に腫物出来申候て、常に殊の外痛、難儀仕候
三年以来は腰も抜、自由相叶不申
淸助儀当正月病死仕候

－

21 上 204 與次兵衛・
五郎兵衛

伊勢国藤堂家領安濃
郡曾根村 享保17 ３ 父 老衰 彌兵衛年来老衰仕、時には不出来成事も子共へ対し申候 －

22 上 206 金十郎 伊勢国藤堂家領安藝
郡久居附三宅村 享保14 正 母 歩行不自由 四年以前より母腰ぬけ居申候

母、去申七月年八十九にて相果申候 －

23 上 208 善七 伊勢国藤堂家領三重
郡川原田村 明和５ 正 父 歩行不自由

善右衛門儀、宝暦五亥年大病相煩申に付、夫ゟ三年程之内ふく薬仕、
病気本ぶく仕候得共、腰抜申
近年来は至極穏当に相成

－

24 上 211 そわ 伊勢国藤堂家領安濃
郡吉川村 宝暦２ ２ 姑 歩行不自由 姑儀年寄、行歩も不自由に御座候 －

25 上 213 與次兵衛 伊勢国藤堂家領一志
郡川上村中村垣内 宝暦２ ２ 母 中風・半身不

随
六年以前より母中風にて半身不随、寝起得不仕候
母去十月死去仕候   1.187

26 上 215 さん 伊勢国藤堂家領飯野
郡山添村 宝暦２ ２ 父、母 病身・手足不

自由
去る巳之夏ゟ、母大病相煩、手足叶不申
母親七十、去る午の春相果申候
甚左衛門年八十一、長々相煩、去未之冬相果申候

－
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17 「忠孝誌」（『日本教育文庫』孝義篇上、同文館、1911）
番号 巻 頁 名前 住所 年 月 対象 症状 内容

１ 上 257 久七店　傳蔵 湯島棟梁屋敷 天保12 ６ 元主人 盲目 先年元主人善哲儀、身上向不如意に相成、国元家名致退伝、殊に盲目
に相成、難義および候を、難見離存付添

２ 上 258 家主　勘助 本船町 天保12 ８ 母 歩行不自由 母もんは極老にて、歩行者勿論、起臥等も不自由に有之

３ 上 258 伊助店久米蔵伜金太
郎事、盲人　金彌 麴町二丁目 天保12 ９ 父、母 痰労・老衰、眼

病

父久米蔵儀、去々年亥年中ゟ、痰労相煩候
久米蔵儀は老衰之上病症に候哉、気随に酒を好、食事等も忌嫌いたし、
気六ヶ敷
母ゑん儀も、十一箇年以前ゟ眼病相煩居候

４ 上 260 銀蔵地借、桶職　定
五郎 牛込若宮町 天保12 11 父、 母、

子
老衰、病身、疳
症・歩行不自由

父與八は追追老衰におよび、職分も陸々捗取不申候母きよ儀、四箇年
以前病気之節は、昼夜附添看病いたし、同年病死継子文五郎儀は疳症
にて、右の足引釣、歩行不自由

５ 上 262 善八店髪結職　幸次
郎

谷中天王寺門前
町 天保12 12 父、母 中風・半身不随、

歩行不自由
継父喜助儀は、四箇年以前より中風相煩、半身不叶に相成候
母美代儀は歩行も不自由
継父喜助儀病死いたし候

６ 上 264 次兵衛店常吉事　三
次郎 板倉町五丁目 天保12 12 実父、継

父、実母 病身
天保元寅年中、父留五郎病気に付、打臥居候
同年五月中病死いたし
継父淸次郎儀四箇年以前、戌年五月中病死いたし候
実母さと儀近頃は病身に相成

７ 上 266
太兵衛店大工職勝五
郎事　文蔵、同人妻　
しげ

谷中天王寺表門
前新茶屋町 天保13 ２ 母 老病 母さかは老病相煩候

８ 上 267 理兵衛店治兵衛伜　
宗三郎

下谷坂本町一丁
目 天保13 － 父 眼病 父治兵衛眼病相煩

９ 上 268 忠左衛門店車力渡世
健蔵娘　きん 鮫橋谷町 天保13 ４ 継母、妹 歩行不自由、疱

瘡、永血
継母とめ儀去る酉年中より永血相煩、追々多病に相成、腰立不申
妹とめ儀疱瘡相煩候

10 上 268
庄兵衛地借貸本屋渡
世、平兵衛事平六母　
かつ

箱崎町一丁目 天保13 ４ 養父、養
母

歩行不自由・癪、
老衰

養母つね儀寺参りいたし候途中、俄に気分悪敷、帰宅後腰引釣歩行難
相成、其上時々指込有之候
養父平六儀は追々老衰いたし
平六儀重病に相成、打臥候
平六儀致病死候
つね儀は追々老衰いたし、気随に相成

11 上 270 佐兵衛店　鐘五郎 北槇町 天保13 ８ 父、母 老衰、中風・歩
行不自由

父三榮儀追々老衰いたし
母うた儀は一体病身にて、中風相煩、歩行等も不自由に相成
うた儀大病に相成、寝起も不自由にて

12 上 272 伊之助店喜左衛門召
仕　幸五郎 桶町一丁目 天保13 ８ 主人夫婦 老衰 主人夫婦共及老衰候

13 上 273 三郎右衛門店、忠次
郎娘　つら 神明町 天保13 ８ 父、母 中風、病身

父忠次郎中風相煩打臥
追々快方に相成候
母儀も病身相成候上、父病気再発いたし

14 上 273 吉五郎店　榮吉 浅草今戸町 天保13 ８ 母 血癪・傷寒 母なか儀病身に相成、血癪等指発
当四月中ゟ、母儀陰症之傷寒相煩打臥候

15 上 274 庄三郎店富五郎娘　
登代 靈嚴島鹽町 天保13 ８ 父、母 眼病・風疾（中

風）、病身
父昌五郎儀は眼病の上風疾相煩、惣身不叶にて、盲目同様に相成、母
よし儀も多病

16 上 276 新五郎店治郎右衛門
召仕直八事　忠兵衛 高砂町 天保13 ９ 主人之妻

娘 傷寒、虫気 主人次郎右衛門妻みき儀、傷寒強く相煩、当三月迄打臥罷在
五歳に相成候娘つな儀も、虫気相煩候

17 上 278
金五郎店市五郎伜　
勇 次 郎、同 人 次 男　
源五郎

本芝三町目 天保13 10 父 黄疸・歩行不自
由

父市五郎儀黄痰相煩打臥居
去丑年三月中ゟ、追々病気指重、歩行も難相成

18 上 279
源藏地借質屋桝酒渡
世、六右衛門若年に
付後見　九郎兵衛

小石川春日町 天保13 12 先代主人、
姑、妻 病身

先代六右衛門病気
六右衛門相果候
六右衛門祖母きく幷みよ病気の節、附添介抱いたし候得共、相果候

19 上 280
東海道川崎宿之内砂
子町喜兵衛地借、按
摩渡世盲人　つね

関保右衛門御代
官所 天保13 12 母 歩行不自由

宿内ゟ出火にて類焼いたし候節、不具之身分にて、歩行不叶之老母怪
我為致間敷と、大切に心付立退
母いち儀腰を痛め候に付、早速治療いたし候得共、其以来家内漸這歩
行候迄にて

20 上 281 彌右衛門店力蔵事　
文蔵 下谷幡随院紋前 天保13 12 父、母 癪、眼病・吹出

物

去子年正月中ゟ、父文蔵癪気強指発打臥候
同年五月中父病死いたし候
去巳八月中ゟ母眼病
同年十月下旬ゟ盲目同様に相成、其上惣身江吹出物いたし、立居も難
相成り候

21 上 282 平次郎地借　つね 龜島町 天保13 12 母 歩行不自由 六年以前ゟ母てふ儀永々相煩、腰立不申候
母てふ儀は当寅八十ニ歳に相成

22 上 284 家主小兵衛伜　小太
郎 駒込浅嘉町 天保14 ３ 父、母 風疾、病身

去ル亥年ゟ小兵衛風疾相煩
追々全快いたし候
母つる儀は子供多、其上病身に候

23 上 285 重兵衛地借、武兵衛
後家　きん 駒込富士前町 天保14 ３ 母 病身・老衰 母いつ儀は一体病身、其上老衰にも相成候
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表17

表17

表17

番号 巻 頁 名前 住所 年 月 対象 症状 内容

24 上 285 惣蔵借地、六郎右衛
門召仕 麴町六丁目 天保14 ７

主人家族、
継父、実
母

病気、血労、血
之道、傷寒

先代六郎右衛門病気指発候
翌午年正月中致病死
後家やす儀血労相煩候
五十箇年以前丑年中病死いたし
文吉母そよ産後血之道相煩乳少く
去ル子年正月中病死いたし
去寅十二月中文吉儀眼病相煩候
十二箇年以前、家内不残傷寒相煩
実母そめ儀右病後血労相煩

25 上 288 善蔵店盲目針医　益
江

浅草御門外本郷
六丁目代地 天保14 ７ 父、母 水気、寸白・老

衰・歩行不自由

父權五郎儀、七箇年以前酉年正月中より、水気相煩打臥罷在
同年五月中病死いたし候
母きく儀も病身にて寸白有之、其上及老衰、当月中より打臥、同年九
月中快方に向候得共、歩行不自由に相成
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表18

表19

表18

18 「生野銀山孝義伝」（『日本教育文庫』孝義篇上、同文館、1911）
番号 巻 頁 名前 住所 年 月 対象 症状 内容

１ 上 434 藤蔵 白口町 嘉永元 － 母 歩行不自由
藤蔵は年十二なりける時、母きく脚の病いできて、歩行ことかなは
ずなりぬ
このごろは杖に携りて、家内を歩むほどには成ぬとぞ、母はことし
五十四歳、藤蔵は十九にぞなりける

２ 上 443 廣蔵妹りう 新町 嘉永元 － 夫 大病 今より七年ばかりさき、和兵衛大病に罹りて打臥ぬ
和兵衛はかなくなりにけり

３ 上 446 ふさ女 猪野々町 嘉永元 － 伯父・祖
母 煙毒、病身

嘉吉は素より貧しきうへに病がちなりけれ
三年ばかり前より、嘉吉は煙毒にて、山の業はひも成がたけれ
祖母きくといふは、七十に余りたれば、是も亦病がちなる
去年の春よりは、嘉吉が病やうやうに重くなりて、終に十二月に至
りて死したりけり

４ 上 447 たけ女 猪野々町 嘉永元 － 舅・姑 病身 八年ばかり前の同じ年のうちに、舅姑ともに世を去ぬ
竹は舅姑の病を懇切に介抱して

19 「土佐国鏡草」（『日本教育文庫』孝義篇上、同文館、1911）
番号 巻 頁 名前 住所 年 月 対象 症状 内容

１ 上 455 貞助が妻 高知城下浦戸町 享保13 四極
（12） 姑 中風・手足不自

由・褥瘡

母齢すでに七十におよびぬるのみ、六七年以来中風をうれひ、やみ
ふして手足もかなひがたく、肩や腰にはとこづめ出来、たちゐはも
とより、食事あるひは両便のかよひも、人にすがりたすけられざる
事なし

２ 上 457 足軽彌五丞 高知城下 享保14 文
（7）

養父、養
母

中風・歩行不自
由、半身不随

養父助八十年先きより中風をなやみ、歩行すること自由ならず
妻も六年以来同じ病にかかり、半身しびれぬ
助八享保十四年五月に身まかれり

３ 上 458 市右衛門 高岡郡高岡郷 享保11 ５ 姑、兄 歩行不自由、中
風・手足不自由

妻の母も市右衛門と同じくすめる事十余年、よはひ八十をこえ、歩
行かなはず、食事するも用事ととのふるも、ひとりつとむる事あた
はず
市右衛門が兄に茂兵衛といふものあり、城下の西井口村にすめり、近
き此より中風をわずらひ
茂兵衛よはひ七十に六あまり、病いとどいやましなる
茂兵衛手足しびれて馬にのる事なりがたし
享保巳の九月、茂兵衛高岡にうつりき、程なく其年の十一月に身ま
かりぬ

４ 上 459 ます、とく、彌吉 土佐郡土佐郷一
宮村 享保15 ５ 母 中風・歩行不自

由
一宮の社人彌右衛門妻とし七十に近く、其上中風をやみ、四年以来
身こぞりてしびれ、ねおきも自由ならず

５ 上 460 士人前野忠作 － 享保15 ５ 母 中風・歩行不自
由・老衰

母七十をすぎ、中風の病をうけ、二十年ばかりこしゐとなれり
近き年より母の病いとどあつしく、心ざまかたくなにみだれて、よ
ろこびいかりさだまらず

６ 上 461 庄屋六左衛門 安芸郡松田島 享保15 ８ 母 歩行不自由 母重き病を得、一体しびれて動くことあたはず

７ 上 462 林助 高知城下南奉公
人町 享保16 ６ 父 歩行不自由

父は病る故にや、常に足しびれこごへぬる
父がよはひ七十一にあまり、年比の病も月をこえ、日にましいとど
なやましくなりぬ

８ 上 464 長十郎 安芸郡浅間の庄
甲浦 享保16 ６ 妹婿、妹 盲目、心風（き

ちがひ）

妹むこ平八郎眼病をうれひ、目しひ（盲）となれり
宝永四年丁亥十月四日の大地震に、大浪あがり、民家のこらずなが
れうせぬる時、平八が船もただよひてなくなれり、是をうれひて、平
八が妻は心風（きちがひ）の病を受、筋なき廃人となれり
あらたに市艇をつくりてなぐさめぬれども、妹の病癒えず

９ 上 471 岡本治七 土佐郡朝倉の庄
枝郷村 享保18 春 母 歩行不自由 母のよはひ八十をこえ、心身ともによはり、そのうへおもきやまひ

にかかり、おきふし用事のはこびも自由ならず

10 上 474 升右衛門、小八 幡多郡入野郷鞭
村 享保18 ８ 父 歩行不自由 父喜左衛門のよはひ九十にちかく、行歩かなはず

11 上 475 文八 高岡郡仁井田の
庄窪川村 享保18 ８ 母 中風・手足不自

由 五年前に母は中風をやみ、手足しびれ、起ふし心にまかせず

12 上 476 淸七 城北江の口村 享保18 ８ 母 手足不自由 母のよはひ七十にちかく、重き病をうけ、一体ひきつり、手足しび
れて起ふし心にまかせざる

13 上 483 勘九郎が妻 長岡郡本山郷土
居の町 享保19 ２ 姑 手足不自由

勘九郎が母、筋を傷む病にかかり、手足ひきつり、のびかがみ自由
ならず、夫身まかりて後、いよいよなやみくるしみ、おきふしする
事あたはず
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表20

表21

表20

20 「筑前国孝子良民伝」（『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、1941）
番号 巻 頁 名前 住所 分類 年 対象 症状

１ 前編下 90 金七 穂波郡内住
村 孝行者 － 父 父は順弥といひて、小歌をうたひ、人家を廻りて、口を餬ふ盲人

２ 前編下 93 長崎代官 早良郡田島
村 貞節者 正徳４ 父 父八十に近くして眼盲、目もみえず足もかなはざる故に、かならず付そ

ひて、手を引かりにも独あゆませず

３ 前編下 94 三七 恰土郡井田
村 孝行者 享保３ 母 母七十五六の時より、中風をわづらひ、一身かなはず平臥せし、八十余

にて中風をわづらひ

４ 後編上 102 半七 恰土郡井原
村 孝行者 享保元 父 父六助、五十四歳の頃より、中風をわづらひ · 廿余年に及び、後は家内の

歩行もかなはず

５ 後編上 109 魚商女 早良郡姪濱 孝行者 享保17 父 盲目の魚商、盲となりても、日々福岡に出て、魚をあきなふ

６ 後編中 110 西村文助：
薬種販 簀子町 忠義者 元文５ 父、子 老父甚おもくわづらひけれ、痘瘡流行、子息達痘瘡

７ 後編下 125 清一 鞍手郡木屋
瀬宿 孝行者 元文５ 母 老母七十余歳にて、十年前より中風をわづらひ、家内の歩行もかなはざ

りし

８ 後編下 126 全国 穂波郡九郎
丸村 孝行者 元文５ 実父、祖

母、養父

実父病死、祖母病身、歩行もかなひがたかり、病気はなはだ重り、惣身
手足ともにかなはねば、起臥も自由ならず
養父甚右衛門も年老、去歳より甚おとろへ、気重く手足いたみ、つねに
平臥の体、甚右衛門年老、歩行も不自由

21 「筑前国孝子良民伝続編」（『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、1941）
番号 巻 頁 名前 住所 分類 年 対象 症状

１ 上 135 兵市 遠賀郡底井
野村 孝行者 延享４ 継母 作市妻は作市が死たる翌月より、中風をわづらひ、歩行かなはず。兵市

か継母、継母は十五年程床に付、父病死

２ 上 139 善七 怡土郡王丸
村 奇特者 宝暦12 本人 片足なへて、人なみのはたらきならざれども、不具

３ 中 144 兵次：日雇
屋上葺 福岡薬院町 孝行者 安永４ 母 母七十二三の時より、中風をわづらひつき、手足叶わず

４ 中 144 金剛院：山
伏 博多桶屋町 孝行者 安永４ 本人、父 生質不足、耳も遠く、目も明らかならず、父中風をわづらふ

５ 中 146 傳七：豆腐
売 博多西町下 孝行者 安永８ 母 母目をわづらい、つゐに盲て

６ 中 147 綱都：瞽者 博多西町下 孝行者 天明元 本人 生質さとからざれとも、三味線を頗よく引ける

７ 中 150 權右衛門 上座郡古賀
村 奇特者 天明７ 妻 妻年来病気、足かなはず

８ 下 152 次右衛門：
下人

早良郡西新
町 忠義者 天明８

奉公先、
主人・妻
子

奉公先子作右衛門妻病にて身まかりぬ、作右衛門子嘉兵衛疱瘡重症、作
右衛門肥満にて、行歩たつしやならず、へだゝる所へゆけば、甚あゆみ
なやめる

９ 下 154 虎吉：革足
袋作 博多土居町 孝行者 － 父、母 父中風わつらひ、母血病にて常に平臥して床にあり

10 下 155 元助 那珂郡下警
固村 孝行者 安永３ 父、叔父、

継母
父は十年以前より老病にて、行歩かなはざること四五年、叔父も五六年
足よはくなりて、家内の自由もならず、継母は七十ばかりより七八年目
盲、二三年はいたくやみほれて、床に平臥
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表22

表22

表22

22 「筑紫遺愛集」（『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、1941）
番号 巻 頁 名前 住所 分類 年 対象 症状

１ １福岡 171 政都 紺屋町 孝行者 寛政７ 本人 盲人

２ １福岡 171 助三郎 本町 孝行者 文化２ 父 父助次七年程、歩行も不自由、中風の上に、痢疾をもやみ、中風症は
いよゝゝ重くなり、打臥ける

３ １福岡 172 新助 薬院町 奇特者 文化８ 父 父中風を病て、家内の行歩も不自由なり

４ １福岡 173 庄七 湊町 孝行者 文化９ 父 父足をいため、行歩難渋なる

５ １福岡 174 善右衛門・兵
次 大工町 兄弟睦者 文化14 母、弟 母長病、弟市太郎といへる者、幼年の頃より病身にて、打臥居ける

６ １福岡 175 茂吉 本町 孝行者 文政２ 母 母病床に臥ける

７ １福岡 176 茂七：魚類・
野菜売 唐人町 孝行者 文政５ 父 父才右衛門四年はかり中風を病て、身体かなはす

８ １福岡 178 万吉：下人 紺屋町 奇特者 文化頃 父 父喜助若年の比より、足の病あり

９ １福岡 180 太田佐兵衛：
年行司 西町 孝行者 嘉永元 父、母 父母ともに極老におよひ、長病

10 ２博多上 190 次六 桶屋町 孝心者 寛政９ 父 父病床にふし、十余年の間起臥自由ならす

11 ２博多上 193 仁右衛門 鰯町 孝心者 文化２ 母 母病身になり、眼をも疾み、諸事不自由なる

12 ２博多上 194 松永徳兵衛 － 孝心者 天保11 父、母 母病ひに臥たりし、父中風をわつらひ、家内の歩行も不自由

13 ２博多上 195 市次：下人 辻堂町上 孝心者 文化２ 父 父姫島へ遠流、六十余歳病身になり、手足いたみ、いと難義しける

14 ２博多上 197 伊勢松 魚町上 孝心者 文化３ 母 母かねて痰癪の持病有て、一月に一両度かならすおこる

15 ２博多上 197 伊之助：野菜
売 金屋小路町 孝心者 文化４ 父 父多年病て、歩行不自ゆうなる、

16 ２博多上 199 喜世都：瞽者 馬場新町 孝心者 文化９ 本人、母 母異体の病ひを患ひけれ、盲人の身

17 ２博多上 201 庄七 片土居町 孝心者 文化10 母、妹 母も年久敷血癪にて打伏、妹もまた病、二人とも長病なる

18 ２博多上 203 市次：下人年
行司物書 洲崎町上 孝心者 文化12 妻の叔母 妻の叔母老年、中風をわつらひ死去

19 ２博多上 203 市右衛門 川端町上 孝心者 文化12 母 母ことし七十一歳、極老におよひけるが、連年血癪有て、をりゝゝ発
病しけれ

20 ２博多上 205 源次郎 網場町 孝心者 文化13 母 母ことし九十歳、老病にて打臥、其上眼をやみ難義せし

21 ２博多上 205 藤次郎 対馬小路町 孝心者 － 父、母 父儀藏八十六歳、母六十七歳、父母とも老衰し、父は耳目とほしく、
母は二三年中風を煩ひ、惣身不叶なり

22 ２博多上 206 吉右衛門：魚
売 濱口町 孝心者 － 養父 養父病身、重き病ひに打臥たり

23 ２博多上 206 徳平：打綿・
煎餅売 市小路町 孝心者 － 父 父徳次五年以前より中風をわつらひ、手足不叶なる上に、近比は老耄、

ひかめる事のみいひ

24 ２博多上 208 甚吉：野菜売 西門町 孝心者 － 母 老母中風をわつらひ、惣身不叶なる

25 ２博多上 208 甚蔵 御供所町 孝心者 － 父 父盲となり、暮らし方難義なる

26 ２博多上 208 七五郎母 鰯町 孝心者 － 祖母 祖母は極老にて起臥自由ならさりし、近年祖母病気はなはた重り、い
よゝゝ老衰し、手足も不叶なる

27 ２博多上 210 弥七 金屋町 孝心者 文化14 父、妻の
父 父病にて臥、妻の父甚おとろへ、気重く手足いたみ、平臥の体

28 ２博多上 210 たけ 古小路町 孝心者 文化８ 息子 息子疱瘡にて相果つ

29 ２博多上 211 半兵衛：藍問
屋 東町 孝心者 文化15 養父 養父近年中風をわつらひ、歩行自由

30 ２博多上 213 左徳右衛門、
妻：鍛冶 北船町 孝心者 文政元 母 母六十四歳になりけるか、七年以前中風わつらひ、歩行自由ならず

31 ２博多上 213 幾次：茶煙草
商 片土居町 孝心者 文政２ 母、妻 母文政二年より三十年以前、異体の病気にて死去、妻年来中風、歩行

もならさりし

32 ２博多上 216 次六：薬種販 橋口町 孝心者 天保２ 父、母 父文助八年ほと中風わつらひ、身体不叶、相果、母病身

33 ３博多下 222 大賀惣右衛門 呉服町 孝心者 文政５ 父、叔父 父病、叔父六十五歳多年病身のうへ、不眼にて難義

34 ３博多下 225 甚右衛門、妻 魚町 孝心者 文政８ 母 母近年中風をわつらひ、家内の歩行たにかなはす、其上不眼にて、極
めて難義

35 ３博多下 227 三千壽 西町下 孝心者 天保７ 本人 盲女
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表22
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番号 巻 頁 名前 住所 分類 年 対象 症状

36 ４志摩 244 正七 前原宿 孝心者 享保７ 家族、祖
母 残りし者は、盲目或は病人または老たる祖母

37 ４志摩 247 幸作 芥屋村 孝心者 天保６ 父、母 父中風にて身体叶はす、母病気にて起臥不自由なる

38 ５早良 253 弥八 脇山村 孝心者 寛政８ 父、母 父久七といへるは、弥八廿八歳の時、中風を煩ひて死去せり。母も十
七年ほと中風にて、手足かなはす、惣身痛みける

39 ５早良 253 仁八 脇山村 孝心者 寛政８ 母 母眼を病み、盲人

40 ５早良 255 安平、妻：髪
結 六本松 孝心者 文化５ 父、妻の

父
父權助極老におよひ、五ヶ年ほと中風をやみ、妻の親和助中風を煩ひ、
身体不叶ひになりけれ

41 ６那珂 270 京典妻 鹽原村 孝心者 文化14 夫 盲人

42 ６那珂 270 善右衛門、妻 松木村 孝心者 天保８ 祖父 祖父善蔵八十八歳になりしか、二十三年の間盲人となり、其上中風を
やみ、起臥自由ならさる

43 ６那珂 271 文吉：商人 今泉村 孝心者 天保15 姉 姉癇の病ありて、狂気にひとしかり

44 ６御笠 275 ます 原田村 孝心者 文政２ 父、母 母中風、起臥自由ならさる、父瘧病

45 ６御笠 277 弥五右衛門 紫村 孝心者 － 母 母七十余歳になりけるか、多年中風、歩行自由ならさりし

46 ７上座 284 久次 古毛村 孝心者 文化５ 父、母 父風濕の病、歩行もかなはさう、手足不叶難渋、実母病死

47 ７上座 285 古賀道貞：医
師 多々連村 孝心者 文政12 父 父中風、起臥自由ならさり

48 ７下座 289 直七 長田村 孝心者 文政３ 養父 義父病身、眼疾にて行歩自由ならす

49 ７下座 290 藤助 田島村 孝心者 文政８ 養父母 養父母とも年来眼病、家内の歩行も自由ならす

50 ７下座 291 佐助妻 三奈宜村 孝心者 文政10 舅、姑 舅姑ともに極老におよひ、しかも年ころ眼を病て、家内の歩行たに叶
はさりし

51 ７下座 292 權七 長田村 奇特者 文政３ 叔母 叔母盲人、歩行不自由

52 ７夜須 293 源七 甘木高原町 孝心者 文政元 父、母 父母ともに熱をやみ、ことに寒気、起臥も自由ならす、父中風、起臥
自由ならす、母も病気にて身体難渋なる

53 ７夜須 294 はつ 三並村 孝心者 文政３ 父、母 父長病にて相果、母病身、手足叶はす

54 ８粕屋 301 鶴松 戸原村枝郷
廣田 孝心者 寛政10 父、祖母 父五十八歳の頃より病身、祖母七十余歳にて、痰症患ひ、歩行不自由、

次第に老衰、病症いよゝゝ重くなれり

55 ８粕屋 304 利平妻 篠栗村 孝心者 寛政11 夫 利平病身、歩行不自由

56 ８粕屋 305 平助 松崎村 孝心者 文化12 父 十年以前父中風、身体不叶

57 ８粕屋 307 みつ 志面村 孝心者 文政元 父 父藤作十二年ほと黄疸を病

58 ８粕屋 310 甚吾 名古村 孝心者 文政７ 父 父老年に及ひ、歩行不自由

59 ８粕屋 310 利作 久原村 孝心者 文政12 義父、母 義父孫七文政十二年より五年以前中風、歩行自由ならす、母血痰にて
長病、病死

60 ８粕屋 312 傳右衛門 箱崎村枝郷
原田 孝心者 天保６ 本人 眼を病

61 ８粕屋 313 藤市 和田村 奇特者 寛政10 父、母、
妻の弟 父母病死、妻の弟、不具の者

62 ８粕屋 318 太平妻 下府村 貞節者 文政３ 夫 太平六年以前より脚気をやみ、歩行かなはす

63 ９嘉摩 322 貞十：庄屋 左与村 孝心者 文政２ 養父 養父六年以前中風、家内の歩行自由ならす

64 ９嘉摩 322 伊八 左与村 孝心者 文政２ 父 父甚平八十八歳になり、歩行不自由

65 ９穂波 327 卯六：紺屋 中村 孝心者 寛政４ 母 母七十四歳になりけるか、近年眼病

66 ９穂波 328 壽仙母 土師村 孝心者 寛政４ 姑 姑九十余歳しかも長病にて、十一年以前より歩行叶はさりし

67 ９穂波 329 弥七、妻 内野駅 孝心者 文化９ 父、叔父 父甚藏十年余り眼病にて、家内の歩行もならす、叔父病身

68 ９穂波 329 甚助 八木山村 孝心者 文化10 継父、母 継父重き病ひに打臥、母病死

69 ９穂波 331 十平、はる 横田村 孝心者 文政５ 母 母眼疾

70 ９穂波 331 はる 大分村 孝心者 文政10 母、養父 実母病気、養父極老におよひしかも病身にて行歩も自由ならす

71 ９穂波 336 儀助 壽命村 孝心者 － 母 母眼疾

72 10鞍手上 348 幸七妻 直方町 孝心者 寛政８ 姑、子供 姑中風、家内の歩行もかなはさり、子供四人疱瘡をうれふ

73 10鞍手上 349 卯八妻 直方町 孝心者 寛政８ 姑 姑眼疾

74 10鞍手上 349 とめ 宮田村 孝心者 寛政９ 兄 兄中風、家内の歩行たに叶はさり
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番号 巻 頁 名前 住所 分類 年 対象 症状

75 10鞍手上 351 与助、与右衛
門 下有木村 孝心者 寛政12 父、母 父母中風、歩行叶はす

76 10鞍手上 351 末松讃岐：神
官 野面村 孝心者 享和元 養母、本

人 養母中風を煩ひ、行歩かなはさりし、讃岐瘰癧を病む

77 10鞍手上 352 代七 木屋瀬駅 孝心者 享和２ 義母 義母八十六歳になり中風、家内の歩行侭ならす

78 10鞍手上 353 専五郎 木屋瀬駅 孝心者 享和２ 父 父中風、家内の歩行叶わす、老病

79 10鞍手上 354 とよ 直方町 孝心者 享和２ 継母 継母病ひに臥ける、行歩も叶はされ

80 10鞍手上 354 次平 知古村 孝心者 享和２ 父 父痰癪の病ひ、寛政辰年より家内の歩行も叶はす、食事も進まさり

81 10鞍手上 357 茂八、妻 木屋瀬村 孝心者 文化12 養母 養母病気、行歩自由ならす

82 10鞍手上 357 佐吉 下大隈村 孝心者 文化12 母 母年久しく中風をやみ、身体自由ならす

83 10鞍手上 357 弥平 水原村杢七 孝心者 文化13 母 母中風

84 10鞍手上 359 忠平 山口村 孝心者 文政元 妻 妻眼疾

85 10鞍手上 360 嘉吉後家 山口村 孝心者 文政元 舅 舅極老におよひ、中風の病ひにて打臥たる

86 10鞍手上 360 喜十 下有木村 孝心者 文政元 父、母 父長病、母病て、行歩自由ならす

87 10鞍手上 太助 下新入村 孝心者 文政12 父、母 父風疾を十七年煩ひける、母病ひに臥す

88 10鞍手上 361 新七、妻 水原村 孝心者 天保６ 父 父中風、起臥も不自由なる

89 10鞍手上 362 平助後家 直方町 孝心者 寛政12 養父母 養父母とも老年におよひ、耳不自由

90 12遠賀上 381 万七 有毛村 孝心者 寛政11 妻 妻中風、少の歩行もかなはす

91 12遠賀上 382 清右衛門 修多羅村 孝心者 享和２ 母 母中風を病て、十一年の間起臥心に任せす

92 12遠賀上 382 用作 伊左座村 孝心者 享和２ 母 母は十年程中風、家内の歩行心に任せす

93 12遠賀上 383 孫吉 熊手村 孝心者 文化２ 父、母 父文化二年より七年まて、中風、家内の歩行心に任せす、母鶴膝風と
いふ病にて足たゝす

94 12遠賀上 384 伊三次 中間村 孝心者 － 母 母は八十八歳に成けるか、兼て足の痛みあり、家内の歩行もならさる

95 12遠賀上 386 善八 蘆屋町 孝心者 文化５ 父、母 父重き病、母眼をやみて、家内歩行もなりかたき

96 12遠賀上 387 善助 二島村 孝心者 文化８ 母 母病に臥て、歩行もこゝろに任せす

97 12遠賀上 387 半平 山鹿魚町 孝心者 文化８ 父 父茂平廿七年の間、中風

98 12遠賀上 388 鶴次 大倉村 孝心者 文化11 叔父 叔父長く眼をやみ

99 12遠賀上 389 柴田与助 尾倉村 孝心者 文化13 父 父多年病ひに臥たりし

100 12遠賀上 391 忠五 高倉村 孝心者 文化13 父 父文化七年のころより中風を病て、家内の歩行も侭ならす

101 12遠賀上 394 次助 中間村 孝心者 天保９ 両親、妹、
盲僧

両親数十年の間歩行叶はさりし、妹風疾を病て、十年あまりふしとを
出す、盲僧

102 12遠賀上 397 十助 中間村 孝心者 － 姉、本人 姉、重き病にて、身体まゝならされ、長病、十助、近き年比中風を病
て、家内の行步心に任せされ

103 12遠賀上 398 与助妻 野間村 孝心者 天保11 姑 姑も七十三歳になり、数年病ひに臥たる

104 12遠賀上 398 大久保泰山後
家 山鹿魚村 孝心者 天保８ 母 老母中風、歩行ならさる

105 12遠賀上 403 雲一 芦屋 孝心善行 － 本人 盲僧

106 12遠賀上 406 千々和山城：
神官 垣生村 孝心善行 － 養父、養

母、妹 養父中風、歩行も侭ならさりし、養母妹とも流行病

107 14宗像 448 源蔵 津丸村 孝心者 寛政５ 弟 弟盲人

108 14宗像 449 源吉 畝町村 孝心者 寛政11 兄 兄幼少より病身

109 14宗像 451 軍次 上八村 孝心者 享和３ 母 母八十五歳になり、眼病にて行歩ならす

110 14宗像 451 儀作 池田村 孝心者 文化３ 本人、母 壮年の比風毒、蹄跛、老母近年多病、歩行不自由

111 14宗像 452 太吉 下西郷村 孝心者 文政２ 母 母八十二歳眼病、不自由

112 14宗像 457 卯作 本木村 奇特者 寛政11 本人、妻、
子

五年以前より眼病にて盲、妻もはからす怪我して、不具となり、子卯
吉も不具の身

113 14宗像 462 石松伴蔵 徳重村 貞烈者 文政10 本人 多病、眼をやみける

114 14宗像 466 又七、妻 鐘崎浦 孝心者補
遺 天保14 父、母 父中風、母病死
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23 「筑後民間孝子伝」（『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、1941）
番号 巻 頁 名前 住所 分類 年 対象 症状

１ 前編上 489 利兵衛 大島村 孝行者 宝暦元 父 父足いたみてあゆむ事のやすからねは

２ 前編上 493 松右衛門 瀬下町 孝行者 宝暦元 父 父齡かたふきて、悩みかちなる中に、目をやみて、つゐにしひ、家の内
もひとりありくことかなはす

３ 前編上 495 次郎兵衛妻 瀬下町 孝行者 宝暦元 夫 夫あつき病に臥たり、脚のいたみ発りて、家の内たに、ありく事かなは
さりし

４ 後編上 520 茂平次 新町 孝行者 明和６ 母 母中風

５ 後編上 521 与吉 佛の尾名 孝行者 明和８ 母 母血のみちの病にしつみて、なからくもみえさりし

６ 後編上 522 武右衛門、
忠蔵 中牟田村 孝行者 安永２ 母 母六十余より病にかゝり、身なへしひれ、起ふし自在ならさる

７ 後編上 522 くま 臼井村 孝行者 安永２ 姉 姉血暈にて死しぬ

８ 後編上 526 かを 新町 孝行者 天明元 母 母産後のやまひにて、世をさりぬ

９ 後編上 527 清次郎 本分村 孝行者 天明４ 父、母 父の痰證（ママ）と、母の血積の病

10 後編上 528 次兵衛 同町 孝行者 － 兄 兄目をやみて、目の病やゝ重りゆけ

11 後編上 531 宇平次 西牟田本村 孝行者 天明８ 父 父癩を病し

12 後編上 532 太兵衛妻 岩津村 孝行者 天明５ 姑 七十九歳に老過ししうとめの、六七年あなたより、病て床にありし

13 後編上 534 甚三郎妻 新開村 孝行者 天明７ 舅、姑 しうとしうとめの老つもりて病さへありし

14 後編上 535 惣右衛門 新町 孝行者 天明７ 父 父の病つかれ、身も自由ならさる

15 後編上 535 利吉幷妻 和泉村 孝行者 天明８ 父、母 父の利右衛門は八十に老かゝまりちかす中風にさへふせり。母も十二三
年寒濕にいねし

16 後編上 536 むめ 榎津町 孝行者 天明８ 父 父目をやみ、瞽にさへなり

17 後編下 540 和作 瀬下町 孝行者 寛政元 父 父中風

18 後編下 540 利八 通町 孝行者 寛政元 父 父中風

19 後編下 540 治三郎妻 黒崎村 孝行者 寛政元 母 母の十二三年あなたより病

20 後編下 542 次助 宮永村 孝行者 寛政元 弟 おとうと、病に悩める

21 後編下 542 忠右衛門 守部村 孝行者 寛政元 母 母のせはしきうまれつきに、老すき目さへやみたれ

22 後編下 543 助右衛門 稲荷村 孝行者 寛政元 母 母歯のよわりし

23 後編下 545 理七 上青木村 孝行者 寛政２ 母 母黴瘡をやみて臥ぬれ、ひとりの女の夫長き病にふしたれ

24 後編下 546 佐助 同村 孝行者 寛政２ 本人 身に淋閉の持病あり

25 後編下 547 善右衛門 内野村 孝行者 寛政２ 父、母、妻 村に疫病流行せし、父母、妻其病災にかゝりける

26 後編下 547 甚三郎妻 下牟田村 孝行者 － 姑 姑中風に臥せりし

27 後編下 551 作右衛門妻
幷子作次郎 新田村 孝行者 寛政４ 夫 作右衛門生つき多病なれ、

28 後編下 551 次平 上高橋村 孝行者 寛政３ 母 母老衰

29 後編下 552 与作幷妹い
よ 今山村 孝行者 寛政４ 父 父石炭ほり出す穴を其に火いりて、土中焼ぬる所へ、あやまちて落入、

身を数多所傷しほとに、つひに廃人となり、寝起たにかなはさりき

30 後編下 553 長兵衛幷妻
とよ 田町 孝行者 寛政６ 母 母病おこり、手足さへ遂されは、後には老耄

31 後編下 553 さむ 寺福童村 孝行者 寛政５ 姑 しうとめやみて瞽たれは、尚も憂をかさね

32 後編下 554 七右衛門妻 中古賀村 孝行者 寛政６ 姑 しうとめ齢かさなり、病もそのうへに加りし

33 後編下 555 仁三郎 小島村 孝行者 寛政６ 母 はゝの中風おこり
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24 「筑後孝子伝続編」（『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、1941）
番号 巻 頁 名前 住所 分類 年 対象 症状

１ 565 七右衛門 大保村 孝行者 元禄12 父 父眼をやみ、終にしひたり、また腰いたみて、ありく事かなはざり、年老病

２ 567 七之助 今竹村 孝行者 宝永２ 母 母生れつき病あつく、後には心みだれ、身いたみ、おき臥

３ 569 十右衛門 福島町 孝行者 宝永２ 父、母 父六十あまりの時、はからずも目しひければ、常に家の内に居る事のもの
うく、はゝ六十あまりの比より、中風発りて、手足遂ざり

４ 569 長右衛門 夜明村 孝行者 宝永２ 父、母 父、中風発り、母も血の道の病

５ 572 勘兵衛妻 夜明村 孝行者 宝永２ 父 父、病発りて、立ゐも叶ひがたくうち臥してのみあり

６ 575 かむ女 水田町 孝行者 寛延元 本人、兄、
母

としおい病おこり、兄善藏は家にありつれど、生れつき弱かりければ、世
のいとなみ心のごとくならざりし。母また中風発り、二親ともにやまひ

７ 577 善左衛門妻 北島村 孝行者 宝暦元 姑 姑、病発り、手足なへて、立居も心の侭ならねば

８ 581 儀助 馬場村 孝行者 宝暦８ 母 母病にふしけれ

25 「孝義旌表録」（『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、1941）
番号 巻 頁 名前 住所 分類 年 対象 症状

１ 京都郡 648 さよ 西谷村 孝行者 天明８ 姑 姑眼病

２ 京都郡 652 藤右衛門 下黒田村 孝行者 天明８ 父 父は安永八年より中風と云病ひ起りし

３ 京都郡 655 すゑ 小原村 孝行者 嘉永２ 姑 姑中風にて、歩行も成兼る、家中流行病にて、二夫婦ともに死ける

４ 京都郡 656 とめ 入覚村 孝行者 嘉永２ 姑 姑しまんかつけと云病起り、座内の歩行も叶はず

５ 京都郡 656 ふひ 高屋村 孝行者 嘉永２ 夫 夫勘次郎眼病にて三年の間療治致し、漸く片目を取留、廿四歳の時より、ま
た風疾三年の間煩ひ、五体うづきける

６ 京都郡 657 よし 稲光村 孝行者 安政２ 姑、舅、夫 姑嘉永元年より中風、座内歩行も叶はず、舅は安政元年の夏より老耄、夫眼病

７ 仲津郡 664 忠四郎 大橋村 孝行者 宝暦12 母 母は六十歳より眼病にて、療治成しけれ共、早老年の事にて、追々盲目

８ 仲津郡 665 七兵衛 孝行者 天保７ 母 母老病にて起臥自由ならず

９ 仲津郡 668 幾次郎 節丸村 孝行者 文化５ 母 母眼病、盲に成ける

10 仲津郡 670 つな 犬丸村 孝行者 天保元 父、母 父病身、母眼病

11 仲津郡 670 仁助 道場寺村 孝行者 天保４ 母の弟 母の弟病身

12 仲津郡 671 平次郎 古川村 孝行者 天保７ 本人 足痛にて歩行叶ざる

13 築城郡 684 国蔵 傳法寺村 孝行者 文政10 養父、養
母、妹 養父長々病気にて難渋

14 築城郡 688 三右衛門 小山田村 孝行者 天保７ 父、母 父長々病中、母病気起る

15 略伝　上毛郡 692 文五郎 大村 孝行者 寛政３ 父 父老病

16 略伝　上毛郡 693 孫右衛門 大村 孝行者 寬政７ 父 父眼病

17 略伝　上毛郡 694 慶助 皆毛村 孝行者 文政２ 父、母 父文化元年より中風といふ病起り、母は文化七年より痰といふ病にて、何
れも起臥自由を得ず

18 略伝　上毛郡 696 ゑき 下川内村 孝行者 天保２ 母 老母狂気の様にて、常に川に入る事を好り

19 略伝　企救郡 699 彦兵衛 上貫村 孝行者 元禄８ 隣人 隣人病の床に伏、

20 略伝　企救郡 701 吉兵衛 吉兼村 孝行者 寛延２ 母 母は六十一歳なるが、内障と云し眼病を悩出ける、中風

21 孝義二十八人伝 718 与三郎 米町 孝行者 享保17 母 母内障といふ病にて伏ける

22 孝義二十八人伝 723 半次郎 京町 孝行者 天明８ 父、母 父病身、病死、母は年来病身の上、眼病にて盲目と成、歩行も自由ならず

26 「秋月領分在町孝行奇特者名前」（『福岡県史資料』続第１輯、福岡県、1941）
番号 巻 頁 名前 住所 分類 年 対象 症状

１ 728 盲人　勇 秋月今小
路町 奇特者 宝暦９ 父、母、

本人 父病死、母病気、手足不叶、平臥、勇眼病盲人

２ 729 十九郎妻 下浦村 奇特者 宝暦11 姑 姑中風にて行歩不叶

３ 732 宅次、孫蔵 栗田村 奇特者 安永８ 母 老母九十余歳病気

４ 734 武吉 魚町 奇特者 天明８ 父、母 親善助病気打臥、母痛
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27 「孝節伝」（『大礼記念長崎県人物伝』長崎県教育会、1919）
番号 分類 頁 住所・名前 年月日 対象 症状 内容

１ 孝悌１ １ 長崎今紺屋町甚太郎 寛文比 父 盲、耄乱れもの狂
はしき

父年老ひて目盲ひ、耄乱れもの狂はしき病、母は早くう
せて

２ 孝悌２ ２ 高雲禅寺宗融長老 － 母 衰 母老の力いよいよ衰へ寿きたもち難からんにや

３ 孝悌９ 10 島原領豊後国国崎郡芝崎
村みや 元禄５ 父 疾 父老いて疾あり

４ 孝悌14 15 長崎松本加次右衛門 正徳比 母 自遺 母久しく常に自遺の病ありて、夜昼数度覚へず穢しぬ

５ 孝悌16 16 権太郎 享保の頃 父 中風症、身体傴僂
偏臥

父年比中風症を患ひ、病蓐に在ること数年、身体傴僂偏
臥、飲食すれば噎びて食喉を下らず

６ 孝悌18 18 本龍町江上次郎兵衛 元文５年閏７月10
日 母 老耄 母八十余歳にて老耄し、動作殆んど小児の如く

７ 孝悌19 19 本大工町ふく 寛保元年３月13日 父 盲 父十四五ヶ年以前盲目

８ 孝悌23 21 南馬町長八後家 寛保３年 姑、夫 病 姑幷夫長病

９ 孝悌28 23 本下町のし 宝暦元年閏６月20
日 母 盲 老母八十余盲目

10 孝悌29 23 西築町高瀬屋佐太郎 宝暦元年７月29日 母 病、歩行不自由 三年以前老母大病の節、其後母の行歩不自由

11 孝悌30 25 堀町佐助、嘉六 宝暦13年11月23日 母 狂疾
母は近年狂疾を煩ひ、種々療養、祈念祈禱、気候につれ
て、屢物狂はしき時もあり、又少し静なる時もあるに、四
国巡拝をなさしめは、自然と気もくつろき、病も癒ゆ

12 孝悌32 27 出来大工町はき 明和６年７月４日 舅、夫 病 老年の舅病死、長病の夫

13 孝悌34 29 本石灰町瀬右衛門 安永５年６月７日 父、母、
本人

前後不覚、起臥不
自由、歩行不自由

父極老に及び前後不覚の体なる、自然と食事等過分に進
み候儀もこれある節、心付け候へば、却て気に叶はず、不
捌の事のみ申聞る
両親長病にて起臥も叶はざる
瀬右衛門其身に痛所ありて行歩自在ならざる

14 孝悌38 31 要助 寛政２年４月12日 兄 中症 兄久々中症にて打臥候

15 孝悌39 32 松本忠治 寛政４年11月 父、母 中 風、起 臥 不 自
由、歩行不自由

父中風の病にて行歩遂はす、言語難渋なる事七八年、母
亦同く中症を煩ひ起居も心に叶はず、老母病重くなりて
遂に歿せり、老父の病甚重きに至らずと雖も、気力漸衰
へて、母の如くならん事を畏れ、欝情を散せしむ

16 孝悌41 34 寄合町清次郎 寛政４年12月29日 母 眼病、短気 母眼病を患ひ遂にそこひとなり、常よりは腹悪しくなり、
少し心に違ふことあれば、怒り罵り短気の振舞多けれども

17 孝悌43 36 大黒町はる 寛政４年12月29日 母 痰症 母痰症の病をうけ悩みければ、病みて歿しぬ

18 孝悌44 37 諏訪町八太郎 寛政４年12月29日 母 病 母病に臥しける

19 孝悌45 38 伊勢町もと 寛政４年12月29日 母 病 母身常に病多ければ

20 孝悌46 39 浦五嶋町いゑ（ゑい） 寛政４年12月29日 夫、母 病、耳聾 夫老病に迫り、実母年八十七歳、耳聾なり、心蕩けて四
時の移り変る事をも弁へず、老母病んで死し

21 孝悌47 40 丸山町林蔵 寛政４年12月29日 父 病 老父病に臥し、病日々に重くなりて終に十二月に病死

22 孝悌48 41 東濱町くら 寛政４年12月29日 父 起臥不自由、目疾 父今年弥生頃より病に臥し起居も心の儘ならず、其上目
の疾をやみて打伏しぬ

23 孝悌49 42 銀屋町幸助 寛政４年12月29日 父 病 父長病

24 孝悌50 42 東濱町文蔵 寛政４年12月29日 本人 湿病、足腰いたみ 文蔵不幸にして湿病にて足腰いたみぬれ

25 孝悌52 44 由之助 － 父 物狂はしき 父老ぼれて物狂はしき病を得たり

26 孝悌54 46 月見村藤吉 － 父、母 病、下症 父久しく病に臥し、母また下症の病あり、父病身になり
て、持病腹痛の患あり

27 孝悌56 47 東濱町かめ － 父 眼病、盲 父久しく眼病を煩ひ終に盲となりぬ

28 孝悌57 48 豊後町しづ、すゑ 寛政４年12月25日 母 中風 母は中風を煩ひ行歩不束なり

29 孝悌59 49 南馬町敬蔵 寛政４年12月29日 父 病 父病に臥し、病重きに至り

30 孝悌62 52 恵美須町團五郎 寛政10年10月４日 本人 啞、不具 團五郎啞なり、其身茂不具ニ有之　夜分導引（按摩）ニ廻

31 孝悌66 54 今籠町辰蔵、たか 寛政10年10月４日 母 中風、歩行不自由 母中風、家内の歩行も不相成

32 孝悌67 55 麹屋町きよ 享和２年８月20日 父、母 大病 母病死、父大病相煩

33 孝悌68 56 本紙屋町ふく 享和２年８月23日 母 盲、歩行不自由 母老年に及び盲目に相成、年来歩行も不相叶

34 孝悌70 57 萬屋町熊部喜久助 享和２年８月23日 妹 眼病、盲 妹近来眼病に而盲目
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番号 分類 頁 住所・名前 年月日 対象 症状 内容

35 孝悌71 57 新橋町帳面幸八 享和２年８月23日 母 盲、歩行不自由 老母盲目、歩行も不相叶

36 孝悌74 58 船津町猶吉 享和２年８月23日 父、母 難病、起臥不自由 父難病、祖母老年にて起臥も自由相成

37 孝悌75 59 萬屋町はる 享和２年８月23日 夫 湿病、身不自由 夫湿病相煩惣身不相叶

38 孝悌78 60 東中町あき 文化４年８月29日 母 極老 母極老

39 孝悌79 61 銅座町登與吉 文化４年８月29日 母 病 母長病

40 孝悌84 63 中紺屋町巳之助 文化４年８月29日 父 湿病、歩行不自由 継父湿病に而歩行も難成

41 孝悌86 64 今紺屋町清太郎 文化４年８月29日 父 歩行不自由 父病気に而歩行も不叶

42 孝悌87 64 外浦町栄助 文政７年１月18日 母 歩行不自由 母行歩不自由

43 孝悌93 67 船大工町帳面ほの 文政７年９月18日 父 湿病 父四年以前湿病相煩

44 孝悌95 68 西山町豊八 文政７年12月29日 主人 眼病、盲 奉公先主人老年、眼病相煩盲人同様

45 孝悌96 69 伊勢町法成 文政７年12月29日 祖母 湿病 祖母湿病相悩、其方生得病身

46 孝悌97 69 本籠町かめ 文政10年９月25日 父 脚痛 父近来脚痛

47 孝悌98 70 新石灰町和重 文政10年９月25日 父 半身不随にて打臥 老年の父十ヶ年余半身不随にて打臥、病気差重

48 孝悌99 70 本古川町盲目繁都 文政10年９月25日 母 中症 母中症相煩

49 孝悌104 72 浦上村里郷たき 文政10年９月25日 父、母 病、愁歎 父病死、母病身の上、愁歎に而悩

50 孝悌107 73 大村町帳面秀吉 文政10年９月25日 父 老体 父老体

51 孝悌109 75 南高来郡小左衛門 － 母 病 母病床、病益々重りゆき

52 孝悌110 77 長崎村十善寺雪蔵 天保８年１月13日 父、母 病、老衰 父病気、父母とも老衰

53 孝悌112 78 新橋町さと 天保13年10月14日 姑 老衰 姑老衰

54 孝悌113 79 西中町菊之助 天保13年10月14日 父、姉 眼病、歩行不自由 実父歩行難、姉眼病相煩

55 孝悌114 79 本石灰町徳次郎 天保14年閏９月20
日 本人 眼病、短気 徳次郎眼病

56 孝悌116 80 大井手町政太郎 天保14年閏９月20
日 父 眼病、歩行不自由 父眼病相煩歩行も自由不相成

57 孝悌118 81 船大工町せき 嘉永５年１月13日 姑 老病、起臥不自由 姑老病にて五ヶ年以来内臥、寝起も自由不相

58 孝悌121 84 美須町吉蔵 嘉永５年１月13日 兄 煩 兄数年来相煩

59 孝悌122 84 今博多町次吉 嘉永５年１月13日 本人 唖 次吉幼年より唖の処

60 孝悌123 85 今下町正三郎 安政４年９月19日 本 人、
母 眼病、歩行不自由 正三郎眼病相煩、一眼は不見、母老病にて歩行不自由

61 孝悌125 86 肥前国彼杵郡長崎村馬場
郷乙吉 安政４年９月19日 姉 病 姉三人は何れも病身

62 孝悌126 86 北馬町喜久助 安政４年９月19日 母 病 老母重病相煩

63 孝悌127 86 伊勢町與兵衛 安政４年９月19日 親 病 親代より、病等打重り

64 孝悌128 87 新大工町たか 安政４年９月19日 父 足痛 父足痛にて立居自由不相成

65 孝悌130 88 恵美須町伊助 安政４年９月19日 母、継
母 欝症 母病死、継母欝症相煩

66 孝悌134 90 南高来郡そも 万延元年 母 老衰、歩行不自由 母老衰、父歩行も自由ならず

67 孝悌136 91 今下町宇十郎 文久元年11月７日 兄、母 熱病 兄熱病、母老年

68 孝悌139 92 唐船町平田亥一郎 文久２年５月13日 祖母、
父、母 耳遠、老衰 祖母耳遠、父多病、母一同老衰

69 孝悌141 93 恵美須町轍斎 文久２年５月13日 父 眼病、短気 父眼病

70 孝悌142 94 武助 慶応元年１月13日 父 眼病、盲 父眼病、盲目

71 孝悌143 94 爐粕町浅太郎 慶応２年１月13日 父、兄 半身不随、気分不
揃 父年来相煩ひ半身不随にて起臥も自由不相成、兄気分不揃

72 孝悌144 95 小川町亀市 慶応２年１月13日 父 老衰 父老衰

73 孝悌145 95 東彼杵郡濱本卯藤治 － 母 老衰 母老衰、身体不自由

74 孝悌149 97 西彼杵郡松島村中村さの 明治11年４月 母 病 母久しく病に臥し

75 孝悌150 97 対馬厳原町唐坊盛太 明治12年８月16日 継母 病 継母病暮に在ること一五余年
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番号 分類 頁 住所・名前 年月日 対象 症状 内容

76 孝悌160 101 南松浦郡有川村赤尾郷山
下忠吉 明治18年２月 妻、父、

母 盲、起臥不自由 妻病で歿し、父亦病で盲となり、歿す、母老衰、起居自
由ならず

77 孝悌161 102 西彼杵郡斎藤辰三郎 明治18年５月 実母、
養母 中風、起臥不自由 実母中風症に罹り起臥自在ならず、養母病あり

78 孝悌162 103 南高来郡小濱村富津名松
浦九蔵 明治18年６月 母 盲、歩行不自由 母病で明を失ひ、歩行自由ならず

79 孝悌163 104 西彼杵郡茂木村林菅次郎 明治18年８月 父、母 病 父病で歿し、母悲嘆の余り病を成、病で臥す

80 孝悌164 104 西彼杵郡茂木村宮川勘次
郎 明治18年８月 母 視力 母暫く老いて視力日々に衰へ起居自由ならず

81 孝悌165 104 北松浦郡黒島村鶴田宇八 明治19年11月 母 眼病、盲 母眼を患ふ、治せず盲となる

82 孝悌166 105 西彼杵郡時津村大久保作
市 明治22年11月 父 風毒 父風毒に罹り起臥自由ならず

83 孝悌168 107 南高来郡北串山村水江清
次郎 明治24年５月27日 養父、

養母 病、胸痛 養父多病、養母胸痛を患ふ

84 孝悌171 109 西彼杵郡野母村岩永半十 明治24年12月14日 母 病 母久しく病に臥し

85 孝悌172 109 南高来郡三之澤村字半田
本田栄作 明治30年４月20日 主人 廃疾、卒倒 主人の孫誤って全身火傷して廃疾となり、時々卒倒する

ことあり

86 孝悌173 110 壱岐郡武生水村前尾藤十 明治35年 母 明失 母病むて明を失する

87 貞操５ 114 出来大工町はき 明和６年７月14日 夫、舅 乱心 夫五年前より乱心、舅病死

88 貞操６ 115 萬屋町まつ 寛政元年12月27日 夫 病、歩行不自由 夫一三年以来病身になり行歩叶はず、多く伏せり、久し
き病気

89 貞操７ 116 恵美須町せん 文化４年８月29日 夫 眼病、盲 夫数年眼病、終には盲目

90 貞操８ 116 南高来郡深江村とち 文化13年６月 夫 病 夫病魔の襲ふ所、病床四年

91 貞操９ 118 出来鍛冶屋町くま 文政10年９月25日 夫 湿病、盲瘡毒 夫湿病、両眼盲瘡毒

92 貞操11 119 諏方町ひさ 文久元年11月７日 夫 難病、起臥不自由 夫長々難病にて起臥も難成

93 貞操13 120 西彼杵郡雪浦村辰野なか 明治18年５月 姑 眼病、盲、起臥不
自由 姑眼を患ひ、終に明を失し起居自在ならざれば

94 貞操15 121 北高来郡諫早町中山ちき 明治33年５月 夫 病 夫病暮に臥すること十余年

95 節義６ 125 西彼杵郡銀屋町まつ 寛政４年12月29日 主人 病 主人久しく病に臥して、主人の末子病んで歿し

96 節義10 129 今石灰町帳面喜助 － 母、妻 病 奉公先母病気、妻致病死

97 節義14 131 今紺屋町萬次郎 享和２年８月23日 家内４
人 流行疫病 家内四人共流行疫病相煩

98 節義16 132 本石灰町なつ 文化４年８月29日 妻 病、疱瘡 茂三太妻病中、妻死後、小児疱瘡

99 節義24 136 本古川町まつ 安政４年９月19日
主人父
母、主
人祖母

癆症、難病、老衰 主人父母とも兼々病身、癆症其外難病相煩ひ、主人祖母
老耄

100 節義27 137 下筑後町まつ 安政６年１月18日 主人母 眼病、盲 主人母眼病にて盲目に成る

101 節義37 143 南高来郡北有馬金子百松 明治24年６月１日 本人 眼病、盲 眼を患ひ、遂に一眼を失するに至る
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表28

表29

表28

28 「浪花見聞雜話」（『随筆百花苑』７、中央公論社、1980）
番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 病状 内容

１ － 21 上 小袖物狂 安永年間 － 狂人

安永の頃、三枡他蔵といふ役者、蘆屋道満の保名の物狂を数度稽古にお
よぶといへど、とかく狂人の姿うつらず。‥師の教のごとく舞台より花
道の中場迄息を詰て出さず、今息切なんとせし時、師の教のごとく、転
たれば、眼中に自然と狂人のごとくに見へ、其時扇を持てアレアレアレ
ソレソレソレと、誠に狂人の情うつりて狂言よく出来たり。

２ － 26 上 古林見宜 寛永年間 － 中風 寛永の頃古林見宜と言名医有。ある時天神橋南詰の裏住水汲中風発し、
女房是を愁て早速古林へ行頼ける‥

３ － 40 上 新町入眼 安永 － 眼病 安永の頃、新町店付の女良、眼病にて片目つぶれしが、至而美敷故、つ
ぶれし片目を入眼として店付に出したれど、更に知るものなかりしと成。

４ － 45 上 歯吹開帳 明和４年 － 盲人 明和四亥の歳、春阿弥陀池へ上州歯吹如来開帳有。‥中にも足腰の立た
ぬもの盲人等あ、此如来を信じ願を懸れば皆々快気したり。

29 「假寝の夢」（『随筆百花苑』７、中央公論社、1980）
番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 病状 内容

１ 上 70 上 山崎四郎左衛門事 － － 病死、所労疫
之病

四郎左衛門気（に）不合、十蔵も其事殊外被致心労四十余之年来之所労
疫之病ニ而病死也。

２ 上 72 下 萩野喜内事 － － 盲人 夫より哥書一通之事など咄為聞、盲人之故書籍之事心に任せねバ

３ 上 73 上 萩野喜内事 － － 盲者 依而群書類従一千二百七十三部六百三十六冊校合板上ゲ、古今稀成盲者
之大行也。

４ 上 73 下 萩原宗固事 － － 疳虫病 或時但馬守末の女甚愛子之所、五十六才ニ而疳虫病ニ而諸医匕ヲなげ、
鍼灸も不及由‥

５ 下 77 上 此企伴五郎事 － － 頓死 常々とうがらしを好み、一日に三匁宛給（候）よし。右とうがらしを給
べ頓死致（候）もの七十人餘有之候由。伴五郎も頓死之旨承り（候）。

６ 下 79 下 正直米屋事 － － 疫病 逸々の始末申聞候処、乳母事疫病相煩相果、右之悴一人有之候所、甚志
不宜悪事のみ致商売、‥

７ 下 81 下 大食僧之事 － － 発病、言語不
通正気無之

備前岡山京福寺弟子推雲、四五年前より大食、また飲水一年二三升、当
春以来発病、六月頃ハ言語不通正気無之‥
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表30

表30

表30

30 「思ひ出草」（『随筆百花苑』７、中央公論社、1980）
番号 巻 頁 段 題・名前 年代 月日 症状 内容

１ １ 113 下 輝政卿の事 － － 盲人

又、卿の心やすき同輩の大名福島正則など、両三人相寄て物がたいのお
り、卿へ出入する盲人其坐にありければ、わざと卿へきこゆるやうに、
三左衛門は今大国を領せらるるといへども、畢竟竟は大御所の婿たる故
なり。‥かの盲人はたしてかくと告ければ、卿笑はせ給ひて、いかにも
輝政が領する国は陰茎の先にて取たり。

２ ２ 159 上 池田炭の事 － － 多病 女孫登勢児は定保が第二女にしてこれも六歳にて殤しける。生てより多
病にして医療灸治術を尽し食品もいたく禁忌せし‥

３ ３ 185 上 浅草寺の事 － － 盲者、跛者
又同じ寺に仕ふるおのこにある人の問ひける。いづくの神、いづくの仏
にてもはやらせ給へば、必ず霊験ありて盲者をして眼をひらかせ、跛者
をして歩せしめ給ひしなど取沙汰する‥

４ ３ 186 下 睡茶の事 － － 不睡の病 予がわかかりしより不睡の病ありて、種々の薬を用たれど其験なき由か
たりけらば、法眼例の快豁にて、君にもしろしめさん。

５ ３ 191 上 細川重賢朝臣の事 － － 青盲
朝臣の夫人は久我家の姫にて、入輿ありし後病により青盲となられし後
も夜毎に枕をならべ、側室はありけれど夜をば専にせず。又夫人の側に
侍せしむる女は抱えらるる時、奥方には青盲にてあらせ給へば万事不自
由なきように‥

６ ３ 191 下 細川重賢朝臣の事 － － 中風 又我が宗室相模守重寛朝臣とは母方の従兄にて、御手に睦じく出会し給
ひしに、後年中風を病み半分不仁にておはせし‥

７ ３ 192 上 盲人の事 － － 盲人
よのつね家々に吉凶あれば、盲人かならず来て金銭を乞ふるなり。ある
時吾家によろこび事ありて盲人共入り来り‥盲人をば慰みものとなし興
とする事、わが子孫はかたく戒むべし。

８ 続編１ 239 上 老女瀧尾の事 － － もがさ
予が九歳の時もがさを病み、尤難痘にてありしが、数十日が間膝の上に
て介抱し、後には膿汁彼が面部両手足までに伝染して痂を結ぶにいたり
し。

９ 続編２ 259 上 治に乱を忘ざる人
の事 － － 病気、歩行

又性歩行をこのみ、日々の乗輿堪かぬるとて病気保養のため登城にも歩
行を願ひ、途中にて閣老、参政をはじめ知る人に行合ひても会釈すま
じ、其方よりも会釈給ふなとかねて申出られし。

10 続編２ 267 下 異説を好むは腹あ
しき人なる事 － － 癩疾 那須与一宗高、日輪を画ける扇を射たる罰にて癩疾を得たり。

11 続編３ 288 下 吉盆周助の事 － － 痘瘡
その門葉のものの語りしは、周助に二子あり。その長子痘瘡をうれい発
熱煩悶せしに、紫円をあたえければ、門人とも劇しき薬なればいかがあ
らんといひけるを、その症あるなればとて用ひける‥

12 続編３ 288 下 吉盆周助の事 － － 痘瘡 日ならずして次子また痘瘡に罹りしに、又紫円をあたへんと有ければ、
門人どもかたく止め、響きにも懲させ給はず、又いかなる変かあらん。

13 続編３ 289 上 吉盆周助の事 － － 痘瘡 瞑眩甚しく今はかうよと見へたるに、大に瀉して後痘あらはれ出て、悪
候悉く治し、ついに全快せしとなん。

14 続編４ 326 下 喪祭の事 － － 病、起坐する
事なりがたく

坐棺のごとき死者、もとより病に臥し起坐する事なりがたく、死するに
臨めばかならず臥して終るをみれば、これを再び坐せしめ、‥
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表31

表32

表31

31 「南蘭草」（『随筆百花苑』７、中央公論社、1980）
番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 症状 内容

１ 上 351 下 － － － 咳嗽 谷間にて小児の咳嗽をなやむに、猪に物くはすれば忽いゆるといふは、
猪は常に咳するゆえ、同病相憐の意ならん。又、亥咳同音なるも奇なり。

２ 下 358 上 － 正嘉の頃 － 疫病、病死 又、融通念仏縁起に、正嘉の頃疫病おこりて人おほく病死にけり。

32 「無可有郷」（『随筆百花苑』７、中央公論社、1980）
番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 症状 内容

１ 中 392 上 卵油黄薬 － － 痘瘡
痘瘡のより面府鼻の上抔に集りて、かきくづす毎い血出ることあり。か
ならず痘瘡となる。口のはた咽のあたりなどハ引釣となる。‥予痘瘡あ
る家にハかならず此油作りて授けしが、皆大痕を作したるものなし。‥
然れども痘家油気を忌むゆへに、如此ものを作りて用ゆるか。

２ 中 392 上 卵油黄薬 － － 雁瘡
予小時より雁瘡を患ひ、年々種々の奇法を用ひしが、すこしも験なし。
蓋しミな医家の所謂、毒気秋にいたり収歛して瘡を発するなれバ、癒へ
ざるも亦可也。

３ 中 392 上 卵油黄薬 － － 雁瘡の痂 さて雁瘡の痂を去り、熱き湯にてたで、赤はだになりしところへ、一分
の餘の厚さにぬり、其上を合羽の紙にてよく包ミ、一夜おくべし。

６ 下 395 上 自述 天保８ 夏 多病、吐逆
天保戊戌長夏無事の日、三十年前後の事を思ひ出て、自から問ひ語る。
‥予が幼なる時は多病にして、常に吐逆の病あり。月の中灸治と鰻薬と
にてやうやう壮健に至るを得たり。

７ 下 395 下 自述 － － 痘 九歳の暮より痘を患ふ。稀痘なり

８ 下 396 上 自述 － － 痘瘡 これよりおとぎばふこといふ怪談をよむ。是痘瘡中より来春手習稽古は
じめ比までの業なり。

11 下 402 下 白蓮 － － 発狂 白蓮太田翁は南畝先生の実子なり。中年より発狂して、嫡孫承祖をもっ
て、鎌太郎君に世を譲り、異形に装ひ鼓舞して自から楽しむよし。
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表33

表33

表33

33 「桃野随筆」（『随筆百花苑』７、中央公論社、1980）
番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 症状 内容

１ － 436 上 随筆序 － － 痘瘡
痘瘡のより面府鼻の上抔に集りて、かき頽す毎に血出ることあり。必痘
瘡となる。口のはた咽のあたりなどは引釣となる。‥予痘瘡ある家には
必此油作りて授けしか、皆大痕を作したる者なし。‥然れども痘家油気
を忌む故に、如此物を作りて用ゆるか。

２ － 436 上 随筆序 － － 雁瘡 予小時より雁瘡を患ひ、年々種々の奇法を用ひしが、少しも験なし。蓋
し医家の所謂、毒気秋ニ至り収歛して瘡を発るなれバ、癒へざるも亦可也。

３ － 436 下 随筆序 － － 雁瘡 ‥扨雁瘡の痂を去り、熱き湯にてたで、赤肌になりし所へ、一分余の厚
さに塗り、其上を合羽の紙ニ而よく包ミ、一夜おくべし。

４ － 436 下 － － 瘡 一日計を経れバ栗粒のごとく膿水たまりし所いく分ともなく出来、元の
ごとく潰へ瘡となる。されども右の如くする度に瘡口小サくなるべし。

５ － 441 下 恩義を忘るる事 － － 疫癘
一とせ疫癘おこなハれてやむ人おほかりけるに、此人殊におもき疫にな
やミてはや死ぬべく見えけれバ、あたりの人あはれミて、くす師をこひ
て薬などあたへける‥

６ － 442 下 恩義を忘るる事 － － 長病
二月計りを経て、身もすこやかに成て、あきなひにおこたりなくかせぎ
けれども、元より貧人の上に長病にて、百日余りの情ケのミにて生たる
事なれバ‥

７ － 443 上 狂人の事 － － 物狂ひの病
小野の蘘水翁の語りしは、近世に物狂ひの病を得る多かる中に、病いへ
て後物くるわしかりし有様をききもしきこへもして後のこころへにもな
すべきなるに、かかる人はまれなるハいかにぞや。おしかくしたりと
て、かくし果べきならぬを、とかくにいふをはばかる者おおし。

８ － 443 上 狂人の事 － － 狂人 故に蘘水翁と漠逆の友なりしが、狂人となりて、人に逢こともなく引籠
りて居にけり。

９ － 443 下 狂人の事 － － 物狂ひの病
扨も物狂ひの病といふハかかるものとも思はざりしに、ふと病を得てよ
り、いかに心を取しずむるとも甲斐なく、時来れば、言ふことも為す事
も、吾にして吾ならず、後に心しずまりて思ふに少シも覚へなけれバ是
非もなし。

10 － 444 上 狂人の事 － － 狂ひ しからずバ狂ひつづけになりて醒る時なくバかへりて物思ひもあるまじ。

11 － 444 上 狂人の事 － － 狂人 古人の詩句を誦して疑問を正し、今人の詩を誦し疵瘕をさすなど狂人と
は思はれず。

12 － 444 上 狂人の事 － － 狂ふ
眼を見張左右を顧りみなどすると見へしが、はや立去り給へ、病の時来
れりといふにぞ、直に席を立て案内につれ二間計り隔る頃、大声叱呼し
て物擲ち狂ふ様、或ハ泣悲む様手に取るよふに聞へて、気之毒さいはん
方なく、其儘にいとまを告て帰りけるとぞ。

13 － 444 下 狂人の事 － － 狂気 余がしれる人に、年の比五十余ニ而狂気し、大ニ狂ひて人の手に餘りた
れば、家翁行て取ひしぎて一間にとぢ込たり。

14 － 444 下 狂人の事 － － 病
況てや此病ハ他の病に異にして、 たりとて癒たりといふ証拠もなく、
本性と見ゆるをもて癒たりとする迄のことなれバ、かかる人のいつ迄も
おしかくして見ゆるハ、かへりていまだ本性にあらぬよふにて、心おち
いぬことなる‥

15 － 445 上 狂人の事 － － 狂人
神職の人ハ病いへずといへども、心しづまりたる時ハ常の如くなれバ、
全く病のおこりたる時のミ狂人にして、いへたる後ハ礼義廉恥の心ハ亡
ぶまじと思ハる。

16 － 454 上 瓢の説 － － 吐痛疼痛 大解とは、俗語に屎をひることなり。吐痛疼痛。便尋東厠大解。などい
ふことあり。
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34 「よしの冊子」（『随筆百花苑』8.9、中央公論社、1980）
番号 巻 頁 段 年 月日 病状 内容

１ １ 33 上 天明６ － 御足痛 橋邸御登城ノ節、平川御門迄御乗馬ニて平川御門より御乗興ニ有之候。尤御先例も有
かの由ニ候へ共、民部様にハ去年中より度々御不快或ハ御脚痛も御座候‥

２ １ 34 下 天明７ ９月３日より 中風 たとへ心よく成候ても御役ハ勤るまいと被仰候よし。それをみれバ石河ハ中風と見へ
候よしのさた。

３ １ 38 上 天明７ － 病根 御小納戸土岐大学、右人物随分おとなしき人の由‥加納御加増ニて大名ニ被仰付候節、
順序違ひ候迚立腹いたし引込候由。‥それが病根ニ相成死去致候由。

４ １ 40 上 天明７ － 矇人 ‥只今居申候妾ハ赤城か一谷の遊女ニて、右妾ノ親分ロテウと申候矇人ニて、‥

５ １ 40 上 天明７ － 矇人 家事をバ右矇人取計候由。

６ １ 40 上 天明７ － 矇人 尤金銀抔も此矇人借出候由。

７ １ 47 下 天明７ － 足痛 別而此節ハ足痛抔も有之かたがた大分よハり申候よし。

８ １ 54 上 天明７ － 眼病 尤三四郎眼病ニて押付引込候由。

９ １ 57 上 天明７ － 肝積持 御先手安藤又兵衛、姦物肝積持ニて御座候へ共、軍学ハ仕候よし。

10 １ 57 上 天明７ － 盲 柳生ハ粉骨砕身仕候而相勤候積之サタ。併内ニ居候盲等ハ柳生ノ事を少々自慢仕候よし。

11 ２ 60 上 天明７ － 眼病 先日殿中ニて御小納戸方一人、越中様ヲ見ソレ、御ジギ不申上候ニ付、其者ノ名前を
御尋被遊候所、五十幡利右衛門不取敢、アノ者ハ眼病ニ御座候て、‥

12 ２ 60 上 天明７ － 眼病 ‥眼病ニ候ハヾ随分療治致し可然候、‥

13 ２ 64 上 天明７ － 痢病、歩行難 柴野彦助先達而痢病を相煩、此節段々快方ニハ候へ共、いまだ座敷ノ中もろくろく歩
行難成よし。

14 ２ 68 上 天明７ － 忘却 ‥御尋之趣奉畏候へ共、其砌之事ハ一向忘却仕、前後相覚不申、‥

15 ２ 84 下 天明８ １日より 盲人 御出入の針医岩瀬勾当元トハ盲人ニて御座候処、御療治申上候ニ付勾当ニ被仰付、‥

16 ２ 86 上 天明８ １日より 狂ひ 江戸ニて芸者狂ひ又ハ中洲日本橋辺其外所々ニ地獄と唱候て、‥

17 ２ 96 上 天明８ ２月４日より 足痛 ‥加納殿見切られ、足痛ニ託し引込ミ申候沙汰之由。

18 ２ 97 下 天明８ ２月４日より 病気 ‥成島大八郎上より被下候物を下より御辞退申上候儀は有之間敷儀と理屈を申、此節
ハ病気ニ託し引込罷在候由。

19 ３ 126 上 天明８ ３月16日より 老衰忘却 ‥むかしの勤向ナド御尋御座候へ共、誓詞をも仕、其上老衰忘却仕候間敷御断申上候
と申候ニ付、‥

20 ３ 139 上 天明８ ４月２日より 病気 又ハ病気にて引込候節も小姓目付両度ヅヽ宅へ参候様子ヲ見候て帰候事、‥

21 ３ 139 上 天明８ ４月２日より 病気 周防殿もとふニア、被仰付そふなものだ。‥併自分病気で引込レたら御役御免計であ
ろふ‥

22 ３ 140 上 天明８ ４月２日より 病気 新見大炊く頭も右にて安事候や、病気にて出不申と申サタ。

23 ４ 178 上 天明８ ８月19日より 盲人 ‥盲人抔も目の明候もの多有之候由。

24 ４ 180 上 天明８ ８月19日より 肝積持 少々肝積持ニて押付引込可申さた。

25 ４ 181 上 天明８ ８月19日より 疳積持 南部主税ハ肝積持之由。

26 ５ 188 下 天明８ ８月30日より 盲人 盲人一人ハ親類預ニ相成、残り三人ハ紀州へ被遣、御城下より廿里外へ御改易被仰付
候由。

27 ５ 205 下 天明８ ９月21日より 病気 曲直瀬ハ二タ月計病気ニて引込居り、此節出勤のよし。

28 ５ 209 下 天明８ ９月29日より 病気 奥医師療治数書出候様ニ、‥猶又幸ニ七月十日より病気ニて引込居候付‥

29 ５ 209 下 天明８ ９月29日より 病気 猶又幸ニ七月十日より病気ニて引込居候付、私義は病気ニ罷在候ニ付一人も療治無御
座候と申立候‥

30 ６ 222 下 天明８ 10月16日より 梅毒 牛込かいたい町に浪人もの有之、‥梅毒相煩候処、或僧の療治を受快復仕候。

31 ６ 244 上 天明８ 11月２日より 狐付 先年遠山織部の当時御徒頭の下女左金吾方へ使ニ参り、其かへりに狐付申候て、右下
女色々口を利申候由。

32 ６ 250 下 天明８ 11月６日より 自害 御小人を欺候大悪人富八郎と申ものの父母并弟都合三人板橋近辺の田舎へ参り自害仕
候よし。

33 ６ 257 下 天明８ 11月14日より 自害 御小人をだまし候富八郎の父母弟共板橋にて自害の事、‥右も父‥其上にて自分自害
仕候処、ふえをかき候へ共死し不申候ニ付、陰嚢を切候て死し候よし。

34 ７ 296 上 寛政元 １月14日より 病気 中井清太夫、‥大ニふさぎ病気ニ成、此節も引込居候由。

35 ７ 300 上 寛政元 １月14日より かん積 山城守娘、‥人の妬ミとヤラにて右娘産後かん積強く相発り手足利不申左りのかた眼
縁内より相開き甚見苦敷相成候‥

36 ８ 325 下 寛政元 ２月25日より 痔持 飯田のとの守、上ハ一躰正直ニて少しハ働も有之至極宜よし。‥一躰厳き痔持ニて中々
馬上ハ成不申候由。
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番号 巻 頁 段 年 月日 病状 内容

37 ８ 338 上 寛政元 ３月19日より 積気 本弾侯至て御聡明ニ候へ共、人の申事をあまり御用ひ無之、殊に御食養生あしく、‥。
‥御食養生しき故、折々御積気ニて御引込候由。

38 ８ 347 下 寛政元 ４月２日より 乱心 伊豆侯の公用人并納戸役抔芝居へ参り騒候ハ、田沼龍助御手伝を早く御免ニ相成申度
権門の由。‥伊豆侯の用人ハ本心でハ在まい。乱心と見へる。

39 ８ 351 上 寛政元 ４月10日より 乱心
御勘定北角松之丞と申候男、王子辺ニて百姓の慮外を致候とて切候処、切られながら
百姓逃去候由。‥此松之丞日頃一躰おかしなる気性ニてめつたに人ニけんくハを仕か
け候由。‥一（傍注）北角松之丞御評定ニ相成候よし半乱心と申候さた。

40 ８ 358 下 寛政元 ４月18日より 病気、老人
播磨や吉右衛門、長谷川手にて召捕候ニ付、町奉行ハ口を明候由。‥扨はりまや品川
の溜へ参候所、老人ニて其上此病ニ付、長谷川吟味之節、はりまや手傳を一人呼出し
被申渡候てんてん。‥吉右衛門老人の上病気ニも有之候へば、看病かたがた其方さし
添遣候‥

41 ８ 360 下 寛政元 ４月18日より 乱心 京都にて御勘定所加藤佐市切腹仕候由。佐市ハ一廉の御用ニも相立可申人物ニ付、よ
もや又四郎同様の乱心でも有まいが、‥切腹いたし候ハやつぱり乱心か‥。

42 ９ 368 上 寛政元 ５月４日より 病気 水戸侯久々御引込の由。とかく御塞ぎのよし。御一躰謹謙より起り申候御病気ニて‥

43 ９ 380 下 寛政元 ５月26日より 病気 多紀安元の大部屋ハ博奕の土場ニ付、貴賤を分たず寄合申よし。此節安元病気ニて引
込候‥

44 ９ 380 下 寛政元 ５月26日より 風通 此節の騒動にて塞ぐ候間、引込候と風説候へ共、全躰ハ風通ニて病気ニ有之候よし。

45 ９ 382 下 寛政元 ５月26日より 気滞 気滞の病気ニ有之候と申さた。

46 ９ 391 下 寛政元 ６月12日 乱心 加藤佐市ハ乱心同様ニて、ホんの犬死じやとさた仕候‥

47 ９ 403 上 寛政元 ６月20日より 痔湿 加納ハ痔湿ニて御引込のよし。

48 ９ 410 上 寛政元 閏６月３日より 乱心 此度前島事露顯ニ及び、右良助乱心いたし、衣類を不残持出し庭ニてずたずたに切き
ざミ申候由。

49 ９ 411 上 寛政元 閏６月３日より 産後病気 ‥一人の娘をバ松大膳殿へ出候て妾ニ相成、産後病気ニて惣身不叶、面躰つり申候て、
山城方へ相下り候由。

50 10 426 下 寛政元 閏６月21日より 乱心 御先手田道仙右衛門組同心ヲ小村幸右衛門倅三次と申者ハ一躰馬鹿律儀ニハ候へ共、酒
狂ニて酒を給候へバ乱心仕、博奕も仕候や仕候や其外不埒成事共御ざ候由。

51 10 426 下 寛政元 閏６月21日より 乱心 ふといたし宅を出候と十六文倉酒を給候へバ直ニ乱心仕候由。

52 10 426 下 寛政元 閏６月21日より 乱心 酒に酔乱心の事ハ自分も毛頭実に存不申、いか成事とあきれ候よし。

53 10 435 上 寛政元 ７月４日より 乱心、座頭 小石川ニ罷在候座頭の悪党、此間市ヶ谷ニて被召捕候由。‥與力何なく座頭の側へ寄
候へば、座頭與力へしがミ付、肩へ喰付其外所々喰付候乱心同様の由。

54 10 436 上 寛政元 ７月４日より 多病 御小納戸頭取村上志摩守ハ当時御用も多く、アレがなくてハ、といふホどの事の由。并
多病ニて年中引込‥

55 10 436 上 寛政元 ７月４日より 病気、塞
多病ニて年中引込、別而塞強く、開け候節ハ出勤もいたし、ふさぎ候セつハ直に引込
申候ニ付、一日の内に三度も心がハり候事御ざ候由。右病気之事上の御聞ニも入り、志
摩守ハ内存伺御免と被仰出候由。

56 10 448 下 寛政元 ７月25日より 乱心 然る所大学頭方ニて弥市郎ハ乱心ものの事故大小を取上可申由申候由。因幡と主膳両
人共ニ弥市郎へ逢候処、聊も乱心の躰にハ無御座候‥

57 10 449 上 寛政元 ７月25日より 乱心 其上乱心ニも無御ざ候者を乱心之取扱ニ仕、後日ニ公儀より押込御免被仰出候‥

58 10 452 下 寛政元 ８月５日より 頭痛 麻生新町に太虚無芸と申浪人医者御座候。‥針術を学び、只今の名ニ改名いたし針ニ
て朝夕を送候‥。頭痛の針名人とさた仕候よし。

59 10 459 上 寛政元 ８月17日より 痢病 添使土屋忠二郎、竹田吉十郎両人之内、吉十郎も薩州城下ニて痢病相煩、十日程逗留
仕候由。

60 11 465 上 寛政元 ８月24日より 痔 左金吾痔疾御ざ候へ共、さして申立候程の痔にハ無御座候‥

61 11 34 下 寛政元 10月12日より 乱心 先日さた仕候松平山城守殿弟ハ、乱心ニは無御座候、山城守殿嫁御と姦通致され候‥

62 11 52 上 寛政元 11月11日より 乱心 いづれニも弥市郎ハとふとふ仕あてた、乱心でハアヽハ行まい。

63 11 52 下 寛政元 11月11日より 病気 御持頭引込多ニ付、頭ハ三番二泊相勤め候由。堀帯力申候ハ、自分ハ病気之分ハいか
様ニもいたし押て相勤候‥

64 12 58 下 寛政元 11月22日より 乱心 近藤隼人も病気快く春ハ出勤のさた。一体乱心ニも無之、吉原土手ニて怪我御ざ候ニ
も無之候‥

65 12 59 上 寛政元 11月22日より 肝癪 妻の嫉妬心より事起り肝癪を起候よし。

66 12 79 下 寛政２ １月11日より 病気 病気共つかず、頗る御さそひの気味ニて引込被申候人ハ、殿を付てよいかわるいか、二
中ものだ。

67 12 83 下 寛政２ １月11日より 病気 かうじ町八丁め出火見そこない、‥火消牧野半右衛門ハ其節忌中ニて、引込居候共さ
たいたし、又ハ病気共さた仕候よし。

68 12 84 上 寛政２ １月11日より 肝癪 萬年三左衛門、‥全体どうらくをいたし候ニ似合不申、肝癪持ニて理屈を申、人をき
め候由。
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番号 巻 頁 段 年 月日 病状 内容

69 12 99 下 寛政２ ２月15日より 眩暈 惣兵衛ハ学問も未熟、其上眩暈者ニて中々啓事相勤り不申

70 12 109 下 寛政２ ３月11日より 病所、歩行なら
ざる 番頭ハ西丸より繰上ニて、渋谷隠岐守ならんか、但病所ニて一向歩行ならざる‥

71 13 118 上 寛政２ ３月21日より 病気 牧野佐渡守殿久々病気ニて引込居被申候由。

72 13 139 下 寛政２ ４月21日より 疱瘡病人 時にアノ大的を黒焼にして疱瘡病人に呑セるととんだ軽イ。ソリヤアふしぎナ事だ。な
ぜ又大的が薬になるの。

73 13 140 上 寛政２ ５月１日より 老衰 植木類、薬草類功者御尋ニ付、先日永島長兵衛本弾侯被召呼御逢御ざ候よし。長兵衛
至て巧者ニ御座候へ共、近頃ハ老衰、其上いんきたむし多く出来候て着座も仕兼候よし。

74 13 144 上 寛政２ ５月１日より 乱心 能登殿ハ乱心そふナと申さた。

75 13 144 下 寛政２ ５月１日より 腫瘍 土屋能登侯ハ御気腫瘍の積ニ申立御ざ候由のさた。

76 13 145 上 寛政２ ５月１日より かっけ 最初松平右京亮殿西下へいさゐ被申上候所、西下ニてなぞを御かけ被成、かっけ、腫
瘍などであろふ抔と被仰候よし。

77 13 145 上 寛政２ ５月１日より 腫瘍 最初松平右京亮殿西下へいさゐ被申上候所、西下ニてなぞを御かけ被成、かっけ、腫
瘍などであろふ抔と被仰候よし。

78 13 147 下 寛政２ ５月21日より 乱心 門番乱心ものと存候付、そこはかに致挨拶返し候‥

79 13 147 下 寛政２ ５月18日 中風 稲垣摂津守殿父、‥去ル十八日下屋敷馬場ニて落馬致され、脇差鞘走り、腹を突通さ
れ即死のよし。表向きハ卒中風ノ申上ニて御ざ候よし。

80 13 151 上 寛政２ ５月21日より 中症 先年御中症之節、御登城之節々越中様御養父の御手を御引被成、‥御養父様と御一所
ニ、ゆるりゆるりとおん御歩行被成候‥

81 13 156 下 寛政２ ６月17日より 乱心 此間大手へ願人坊主躰之者入込候付、足軽出候て差留候所、‥大勢取懸り突棒ニてね
ぢおさへしばり候由。全く乱心ものと見へよし。

82 14 178 下 寛政２ ７月24日より 痢病 松平織部久能御普請御用掛相勤候処、神慮ニ叶不申候事御座候哉。此節織部家来十四
五人一時ニ痢病、両人井戸へ飛込候由。

83 14 178 下 寛政２ ７月24日より 痢病 自分も痢病ニて死だそふだ、抔とさた仕候由。

84 14 207 下 寛政２ ９月26日より 乱心

本所辺ニ罷在候阿部越前守支配天の八郎右衛門と申もの、先日駿府与力ニ被仰付候由。
八郎右衛門全体乱心いたし候所、少々快御座候ニ付、家内も悦居候所ニ、俄ニ駿府へ
被仰付候事故肝を潰し、又々乱心ニ相成候由。‥此乱心でハ中々駿府へ参候ても勤兼
可申、且又此度駿府へ被仰付候ても、御城代の名も存不申候位之事‥。‥右乱心者ス
ンプへ出立仕候由。

85 14 217 上 寛政２ 10月８日より 病気 京極備前侯、去ル十五日より病気ニて引込被申候‥

86 14 221 下 寛政２ 10月22日より 乱心 林家次の間畳を四帖表がへいたし候を右祖母見候て、おれが居間も表をかへねバなら
ぬと、何共なき畳へ疵を付、四十畳之表をかへさセ候由。誠ニ乱心同様のよし。

87 14 231 下 寛政２ 11月４日より 吐血 末吉肥後守組新番筆頭佐野六右衛門倅、御番入致し不申、親大ニきうふ致候所、二度
めにも御番入致し不申、吐血いたし候程ニあんじ候由。

88 15 242 上 寛政３ １月１日より 病気
駒込吉祥寺、先年ハ御朱印抔直ニ自身頂戴仕候由。先住ノ代、‥禅宗の触頭とやらを
相頼致頂戴候付、当住御朱印をも触頭より可相渡と申候ニ付、当住の納所共腹をたて、
いまだ吉祥寺病気分ニ致し引込居候由。

89 15 243 下 寛政３ １月１日より 老人長病
安部大学の組ニてハ、田中安之丞天門へ出、又木曾治部右衛門此度被召出候ニ付、甚
人少のよし。一体六人の組ニ御ざ候所、右両人ハ他所へ出、跡四人内一人ハ老人長病
ニ御ざ候ニ付、只今三人ニて相勤候由。

90 15 245 下 寛政３ １月１日より 乱心 旧冬乱心朝比奈ニ切られ候御徒士水の藤三郎ハ、随分異体其上全くの乱心、遺恨も無
之事故、倅ハ跡へ御抱入ニ相成可申ハ必定ニ御ざ候‥

91 15 259 上 寛政３ ２月27日より 病気、手をひか
れ

倉橋三左衛門当番之節、俄ニ病気漸々手をひかれ退出いたし候位、然る所さし扣被仰
付ニ付、まう再勤ハ迚も出来まいとさた仕候由。

92 15 264 下 寛政３ ２月29日より 病気 右体の事故家来男女召仕かた甚あしく、少しも病気ニて引込候‥

93 16 296 上 寛政３ ４月29日 疱瘡
刑部卿様先日御熱気有之、御顔ニ所々赤き御出来物様のもの御見へ被遊候由。篠崎卜
庵相伺、是ハ御疱瘡也と申上候処、御側ニて御小姓抔之内、先達而もか様之御様子御
見え被遊候が、御にきびニて御座候と申候へ共、卜庵承知不仕是非御疱瘡也と申立、其
御手当色々被仰付候よし。

94 16 305 下 寛政３ ５月28日より 盲人

近来盲候人、何業を仕候ても何レ検校之手下ニ相成り、座頭の部へ入不申候てハ相成
不申候事、針医等を仕候盲人兼々歎居候所、此節検校之内改役出来候て、厳しく改候
て殊ニ悪口高言を申候よし。途中ニて手引御座候盲人、若検校へ下座不致候へバ、こ
との外六つかしくいじめ候由。他所より迎ニ参候手引抔連候時ハ、盲人大ニ難渋仕候
由。全体田沼時分田沼へ心安く出入候検校取拵イ、一さい盲人検校の手下ニ相成候様
御書付出候由。右書面通りニ奉行所ニても取扱候事故、奉行所へ出候へバいつでも検
校勝候由。右故別して悪威をふるひ、咎なき盲人共をいじめ候よし。

95 16 320 下 寛政３ ６月29日より 病気、ふさぎ 三左衛門当番之節、内々御目付より尋御座候と、直ニ相ふさぎ俄ニ病気頓死同様のよ
しニて、御目付かごニて相下り夫切ニ相成候由。此節差扣も御免病気之分のよし。
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表34

表34

表34

番号 巻 頁 段 年 月日 病状 内容

96 16 326 上 寛政３ ７月12日より 瘡毒 且又投込と申瘡毒の薬往々有之軽輩共瘡毒煩付候へバ、とかく右投込を呑早直しを仕
候所、一度吞候へば是非ふんどく相残り廃人ニ相成候由。

97 16 326 上 寛政３ ７月12日より 瘡毒 先達而萩原弥五兵衛支配所へ書付を出し、博奕瘡毒之事深切ニいましめ候よし。‥瘡
毒ニて廃人ニ相成はいづれ投込を飲候よりの事のよし。

98 16 331 下 寛政３ ８月20日より 病気
‥右諸侯方青大膳侯の御続柄ニて、直ニ大膳殿へ右之訳咄被申侯ニ付、大膳殿より百
人組与力之内郷目何某と申もの御ざ候哉と尋御ざ候ニ付、大ニ肝を潰し早速右倅をバ
病気ニいたし引込せ置候由。

99 17 339 上 寛政３ ９月５日 疳癪 松紀侯疳癪の療治、秋山評判不宜候由。

100 17 339 上 寛政３ ９月５日 大病、狂乱 併大病ニ及び狂乱の気味も見え申候ニ付、疳癪と見候も無理でハ有まいかとさた仕候由。

101 17 347 下 寛政３ ９月28日より 金瘡 すべて外科金瘡の療治にハ縫候て、夫より療治仕候へ共、右田村ハ縫候事無之、右之
切口へ粉薬をふりかけ、夫より煎薬を呑セ候ヘバ、早速肉を上ゲ本復仕候由。

102 17 348 上 寛政３ ９月28日より 瘡毒 辻番の事、只今迄何レも世倒レ親父、或ハ瘡毒抔ニて一向役ニ立不申候もの計集め置
候由。

103 17 353 下 寛政３ 10月14日より 病気 本所ニ罷在候奈佐四平小ブシン組ハ病気ニて此節引込居候由。

104 17 354 上 寛政３ 10月14日より 病気、塞ぎ
先達而駿府加番より罷帰候水の主膳、此節病気之由。‥おれが家来の不身持が江戸へ
しれて、おれハもう勤らぬと俄に相塞ぎ、病気ニ相成り、既ニ本家より医師等駿府へ
差遣候位ニ御ざ候‥

105 17 354 上 寛政３ 10月14日より 病根、うつうつ 漸く日限相立先日江戸へ罷帰候へ共、とかく右病根ニ相成り、当時もうつうつと相煩
居候由。

106 17 368 下 寛政４ １月３日より 乱心 七種の日、萩原金十郎家来御城中ニて俄ニ乱心、種々悪口を申候、漸百人番所へしば
り留候よし。

107 18 397 下 寛政４ ５月６日より 乱心 躋壽館ニて喧嘩を初め、寄合井關某小普請吉田梅庵あたまをきせるニて打候由。‥井
關ハ乱心同様の由。

108 18 414 下 寛政４ ６月15日より 逆上
祭礼ニ罷出候処、親類板倉主税助も同登城、然る所主税助逆上強く、御礼席ニて何か
脇差抔ひねくり候様子ニ付、信濃守取鎮め、御坊主抔へ内々申聞御祭礼前ニ病気ニ致
し、主税助を退参

109 18 419 上 寛政４ ６月29日より 癢 坂部能登守大阪着候節より癢ニて痛候処、出火之節歩行ニてひどく働キ、段々重り候‥

110 18 419 上 寛政４ ６月29日より 瘡毒 坂部能登守病死とさた仕候よし。尤腹よふニてハ無之、一体瘡毒ニ御ざ候由。勿論坂
部ハ買女ハ是迄候事ハ決して無之よしのさた。

111 18 438 上 寛政４ ９月19日より 病気、うろうろ
致し

山崎大隅守至て下女下男抔遣ひ方あしき由‥大隅立退不申候ニ付、侍中間一人も不残
主人より先へ立退候由。病気ニも候や、うろうろ致し居候所、組の与力同心相集り、大
隅を駕へ入レ同心共かつぎ候て、牛込土手へ引ずり上ゲ候‥

112 19 464 下 寛政５ １月27日より 病症、柔弱、辛
労

全体柔弱の処、養祖母ニハ至ていじめられ、勤向ハ色々辛労有之、其上両助抔ニも時々
いじめられ、彼是甚辛労仕り、右病症ニ至候由。

113 19 477 上 寛政５ ４月７日より 吐血 ‥若衆、御小性組の某さし居候所の刀をぬき、右某の胴腹をえぐり立退候由。‥右之
趣頭へ居候へば、頭吐血だあらふと申候ニ付く、其分ニて内済致候由。

114 19 479 下 寛政５ ５月６日より 疱瘡 多紀広寿院隠居願出候よし。右ハ一橋ニての不手際、其上田安御疱瘡之節医案相違、一
旦御かせ被成候所、又々御うミかへり被成候‥

115 19 487 上 寛政５ ６月20日より 脚気
浪人内田外記医術出情いたし、京都ニて白木屋へ出入致し殊外被用候ニ付、江戸白木
屋へも参り療治可致と江戸へ参候処、江戸ニてハ白木屋への出入多紀広寿院専ニ致候
由。右ニ付内田大に望を失ひ居候所、白木や若イもの大病、広寿院脚気と見立薬を遣
候由。然る所薬違ひ候て病死仕候‥

116 19 494 上 寛政５ ７月15日より 病身 太田侯も西下の御引立計ニて勤被申候故、病身かたがた引込可被申由。
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表35

表37

表35

35 「談笈拔萃」（『随筆百花苑』11、中央公論社、1983）
番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 病状 内容

１ 上 18 上 岩田町幼童の事 子 12月10日 乱気
女房なくなく宗助がさいごのしじうをものがたれば、又兵衛は乱気の如く居た
り、仏だんより白こつを取出して、生たる人にいふごとくありし世の事いいた
てて正体なかりよし。

２ 下 49 上 京極宮様御食滞
の事 － － 聾

肥後守殿ハ作り聾となりて諸事をまかなひ給ひし時、人に応対有しに多くハ仕
かたにて致し、みせしをはやく知り、また書きて見せけるにも、其わけをば口
にていひいひ書てみせけれバ、書所ハ違ふともいふ所違はねば、何事も能通じ
たりしゆへに、にせ聾といふ事を人よく知レり。

３ 下 49 下 京極宮様御食滞
の事 － － 聾

終に九條家へハ御入なくて、すでに御国元へ御入あつて、尼君とならせ給ふよ
しにて、すぐに紀伊国に御入有しを、此肥後守殿此時に至りて聾を取おき、思
慮を以て紀州に至りて御内談有り‥。

４ 下 57 下 荒木與次兵衛芝
居首しめの事 － 12月 乱しん

衣服をひとつ着たらバむづかしかりけれども、色々かさねて着たる所乱しんに
相違なしとて何事なく早速相済、取かた付を仰付られ、すぐに芝居も初めける
となり。

36 「矢立墨」（『随筆百花苑』11、中央公論社、1983）
番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 病状 内容

１ － 66 上 手紙の封目 － － 病人、片輪 能の狂言の三人片輪といへるは、唐土の玄沙和尚の三種病人といえる話より作
るものにやと、或禅僧語りぬ、

２ － 70 下 杉楊子 － － 中風
御弟子林月といひし御坊稚時ひしほ壺の口を切て、よるよる盗ねぶられしを、
和尚或時見付給ひて、いかに小僧、若年にて是をなむれバ、必中風を煩ひ、目
口ゆがミ手ふるひと云云。是ハ、子供ハ夜の味噌なめぬものといふ諺の発にや。

37 「今はむかし」（『随筆百花苑』11、中央公論社、1983）
番号 巻 頁 段 題・名前 年代 月日 症状 内容

１ 120 103 下 － － － やまひがち
此翁常にいふやう、おのれ若かりし時は、いたくやまひがちにて、ひと日だに
はればれしき事なかりしを、母なる人の丹誠のミにて、かく人としもなりにた
れバ、身を終ふるまで母のおんハ忘れじとおもふ‥

２ 310 124 下 － － － 病者 おのがわざよからぬしるしにや、もてはやす人もなく、病者あづくる人もはた
なかりけん。

３ 340 130 上 － 天明 － 病にふす
今ハむかし、天明の比西丸にて深谷十郎左衛門といふ人かたられける‥。され
この人、ゆくりなく病にふして、日にそなへて、ただうつらうつらとして有け
れバ、くすしどもよびて、さまざまのくすりども物しけれどもしるしなく、終
にハおもきやまひとなりたる‥

４ 340 130 上 － 天明 － 病にふす
しかじかの病にてふしたるが、くすしどもよびて、さまざまものしつれどしる
しなきよしいひて、くすりもとめけるに、さる事あっらんかし、くすりハはや
く調じ置たりとてあたへるを、やがて家にかへりて、そのよしかたりつるを、
いとあやしき事かなとて、やがて服しつれバ日にそなへておこたりたり。
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表38

表38

38 「椎の実筆（抄）」（『随筆百花苑』11、中央公論社、1983）
番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 病状 内容

１ － 144 上 四谷左門町右馬
殿横丁お岩稲荷 寛永の頃 － 眼病 又お岩稲荷ハ其後三宅弥次兵衛組同心田宮又左衛門が娘お岩也。又左衛門ハ眼

病にて引、お岩至つて醜し。

２ － 144 下
関口古道具屋へ
狐のよめ入天保
十二

天保12 ２月４日 盲目
太郎右衛門ハ大屋にて金などももたるものの由いひて、かの妹なる者にも告知
らせず、ある盲目の按摩を頼ミて、二月四日の夜、太郎左衛門かたへ女を送り
やり、委細ハ妹子の来りて噺し給ハんといひて、按摩ハ帰りぬ。

３ － 161 上 丁子圓の方 － － しやく
丁子圓、丁子、莪木、陳皮、干姜、青皮、沈香、砂仁以上七味各二匁、甘草五
分、八味為末以密煉用。主治むしによし胸つかへ、腹ひへ病むによし、しやく
によし、過酒してむかひけあるによし、痰によし

４ － 177 上 寛永四年、富士
山焼

寛永４丁
亥 春 感冒、咳嗽

寛永四丁亥十一月廿日頃より、江府中天気曇、寒気強く、朦朧たるに、同廿三
日午刻時分に、いづくともなく振動し、雷鳴頻にて‥。又翌月春に至り、感冒、
咳嗽一般に流行し、家々一人ももれず是になやまさる。其節の落書に、
　是やこのゆくも帰るも風引きて知るもしらぬも大かたハ咳

５ － 180 上 天明七年、饑饉
御救米賜令 天明７ ６月 盲人

天明七年物価高き時、公より御すくひ米給る令ありき。これを見て、此頃江戸
中の町人数をも知るべし。
天明七未年六月、諸品高直ニ付、御救被仰付、江戸中町人数御改左之通‥
一、同惣人数百弐拾八万五千三百人余　　‥
　　但、内五拾八万七千八百人余男、六拾九万五百人余女、三千八百四拾人盲
人等也。

６ － 191 上 西城大手御番所
ニて刀傷一件 文政13 ８月14日 乱心

　　　口上覚
今暁七半時頃、西丸大手御門秋元但馬守当番中ニ而、御番所不床番罷在候処、
間瀬市右衛門不揃之義申聞候間、一同罷出取組も申候処、齊田源七郎、戸部彦
右衛門、大類源五右衛門、下座見本間源二郎仲間嘉助儀は浅疵ニ而御座候得共、
手疵請申候。‥如何之訳ニ而右始末ニ及候哉、全乱心仕候故と被存候。

７ － 191 下 西城大手御番所
ニて刀傷一件 文政13 ８月14日 乱心

　　　口上
今暁七半時頃、西丸大手御門秋元但馬守当番中ニ而、御番所不床仕罷在候処、
物頭間瀬市右衛門乱心致候哉、物騒敷明り消候ニ付、燈可申と存罷在候所、手
疵請候ニ付、逃去相臥前後弁不申候。

８ － 191 下 西城大手御番所
ニて刀傷一件 文政13 ８月14日 乱心

　　　口上
西丸大手御門但馬守当番中、間瀬市右衛門乱心仕候間、傍輩之者手疵負候間、
間瀬市右衛門并大手疵ニ而今日相果候齋田源七郎、戸部彦右衛門、宇田川萬藏
死骸、手疵請候者長谷川十郎、大類源五右衛門、下座見本間源二郎、下番嘉助、
御預ケ被成、慥ニ奉預り候。

９ － 192 上 西城大手御番所
ニて刀傷一件 文政13 ８月14日 乱心

　　　口上
今暁七半時頃、御番所怪我人有之候、早々罷越候、番頭大沼角右衛門より申越
候間、両人共早速罷越候処、物頭間瀬市右衛門乱心仕候様子ニ而、当番之内、
齋田源七郎、戸部彦右衛門、宇田川、大類、長谷川、下座見本多に為手負候ニ
付、銘々療養差加候。

10 － 209 下 天保三年、風邪
流行戯れ歌い 天保３ 10月 風邪

天保三壬辰十月、風邪流行の時花月堂戯作
　　　流行の風邪になやミて
いかにせむ　せつない時の　かミな月　神の留守とて　ことさへぐ　りう球国
の　風の神‥

11 － 212 上 松井源水家旧記 享保20 11月20日 風、痰咳 蜜柑ハ風を発散し、梨子ハ痰咳の薬故、香具仲ケ間売薬と奉申上候。

12 － 212 下 松井源水家旧記 享保20 11月20日 脚気、足痛、
病苦

越前国より出蓬艾火口を売故、旅人道中ニ而、脚気、そこまめ、其外惣而足痛
の節、右之蓬艾火口をすゆる時ハ、その病苦をのがるる故に、香具師仲ケ間売
薬と奉申上候。

13 － 228 上 陰陽師田辺静馬 － － 疳気 深夜ニ鍬入為致、遠方より土為持運、剰病人之診脈も不致、咄之趣を以薬を与
へ、又は疳気を鎮め候由ニ而、方位ニ事寄、猥泥水を為呑、‥

14 － 238 上 尾岩稲荷由来 貞享中 － 疱瘡、盲 廿一才ニ相成候娘いわ江急養子相尋候へ共、同人儀、長年ケ重キ疱瘡相煩、片
目盲ニ、勝レて醜婦、殊ニ生質頑ニ付、養子ニ可参者も無之‥

15 － 239 上 尾岩稲荷由来 貞享中 － 狂乱
伊右衛門方様子本末、不残風聞致候をいわ聞請、奸心募り、鬼女の如く狂乱致、
其儘屋敷を欠出し、伊右衛門居宅近辺迄罷越候得共、西の方へ走り行、終ニ其
行衛不相知、種々奇怪之義有之、伊右衛門妻こと并子供不残変死、伊右衛門業
病終ニ相果‥

16 － 240 下 武家屋敷神仏 － － 疱瘡
　　諸侯江戸屋鋪神仏参詣勝手次第入候場所
‥
池田大蔵大輔上屋敷　飯倉片町　疱瘡神　毎月廿日

17 － 250 下 徂徠親類書 宝永３ 11月９日 老衰、病死
寛永元申年、鎌倉川岸町屋敷内ニ住居仕候。其後老衰仕候ニ付、同年十一月十
六日、隠居奉る願候処、同年十二月二日、願之通隠被仰付、同三戌年十一月九
日、八十一歳ニ而病死仕候。三田寿命山無量院長松寺ニ葬。

18 － 258 下 ミヰラの訳説 － － 癩病、癀瘡
先儘死刑ニ決定シタル大罪人、年二十五歳ヨリ三十五歳マデナル者ノ形体兼備
リ、世々、癩病、癀瘡等ノ悪疾ナク、胡臭ナク、聲音响亮、精力強壮ニシテ、
実ニ大丈夫ト称スベキ人ヲ以テ、ミヰラトスル也。
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番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 病状 内容

19 － 278 上
平山行蔵が、松
平信州の書面に
筋違の事あるを、
難じたる文

－ － 頭瘡、脚痛
夫故、頭衆ノ被申聞候事ナガラ、信州ノ私用ヲ以テ我ガ家人ナドヲ呼候様ニ召
寄候間、可罷出心底無之候。其上頭瘡ニテ長髪ノ体、且脚痛ニテ、着座難成引
籠罷在、頭向へも目通リ致シ不申候‥

20 － 289 下 吉多明神 天保 ５月 疳症

‥‥当閏四月十五日朝、主人方前栽物相荷ひ、右兄弟連ニ而江戸江商ひ罷出候
途中、右同所往来ニ相休居候処へ、狸壱疋罷出候ニ付、何心なく栄吉儀所持の
息杖ニ而打擲キ候得ば、其儘相倒れ候ニ付、無是非右兄弟ニ而打殺し候処、‥
右狸不残給仕舞候由。然ル処、其後当五月中より、右栄吉儀持病之疳症ニ而不
礼々々と相煩罷在‥

21 － 290 上 吉多明神 天保 ６月 疳症
何卒法花経之法味ヲ以一社ニ被祟度、兼而心願ニ有之処、幸ひ此者持病之疳症
相煩付候間、能折柄ニ而、実以仮染ニ相便り候迄之儀ニ付、此上早々法花勧請
ヲ以、何様麁末成祠ニ而も一社相建呉候ハヾ、此者之病気早速全快為致可申由、
申聞候‥

22 － 291 下 吉多明神　下 － － 瘡毒
利生のある事希代なり。爰ニ落シばなしの芸人白面舎狸友とゆふもの、瘡毒に
而、長々難義いたし、いんきようくさり、様々りようじするといへど印なし。
とふとふ男根をちにける。

23 － 293 上 島日記 天保 閏11月３
日 かど

村々に二三軒ヅヽの明家あり。尤囲炉裏、造作も付て有。其家をかどといふて、
女月やくになれバ其家へ行て寝る也。月やくに成し事をも、我ハかどだと申候。
朝起我家へ行、縁頬ニて朝飯を喰ひ、三度の喰物右之通、けして内へ入らず。
去ながら、山稼ぎして庭へほうり出し、夜ニ入れバ、又かどニ入りて休む。村
中の女月やくニなれバ、皆々右之通。扨又、其女一向ニ支度といふもの致ず、
尻の廻り、単物を真赤になし、かかと迄血流れ候へ共、ちつとも恥るけしき更
ニなく、扨もきたなき事、言葉に尽し難し。

24 － 308 下 心越禅師秘伝先
仙散 － － 癪、寒中風

気

　　　先仙散
一、香附子一両、鬱金一両、紫檀一両、胡椒二両、甘草二両、小人参一両、以
上六味細末
又、一、香附子一匁、鬱金一匁、紫檀一匁、胡椒五分、甘草五分、朝鮮人参五
分、茯苓一匁、以上七味
気付、血の薬、癪、其外万ニ用て吉、寒中風気ニ逢候者、歯喰〆候人ニハ鼻よ
り吹入て妙也。

25 － 315 上 北品川宿餅屋清
兵衛風聞屈書 弘化３ 12月７日 取昇せ、不

揃
右清兵衛儀、妻くめ存生中、夫婦至而中睦敷候得共、両人共互ニ嫉妬深く、右
くめ懐妊ニ而、去午十二月七日、病死致し候故、清兵衛儀、愁傷之余り取昇せ、
不揃之躰ニ相成、渡世も営兼、身上仕廻、親類へ引取候由。

26 － 315 上 北品川宿餅屋清
兵衛風聞屈書 弘化３ 12月 乱心

然処、清兵衛、右覚林寺へ参り申込候ハ、亡妻儀、毎夜夢枕ニ相立、申聞候は、
執着深く何分うかミ兼候間、出家致しくれ候様申聞候間、何卒剃髪致し度旨、
相頼候へ共、不容易之儀ニ付、覚林寺ニ而も相断候所、猶又親類同道相越申聞
候は、右躰乱心致し候ニ付、剃髪ニ而も為致候ハヾ、却而快方ニも可相成候‥
同月十六日之夜、清兵衛窃ニ起出、妻くめ死骸掘出し、自分之陰茎を髪剃ニ而
切取、右死骸の手ニ為握、又々元之通埋‥

27 － 316 下 強淫の老医 天保12 閏１月 陰門腫痛ミ
‥‥当閏正月三日法現江嫁参り候処、同夜より翌四日迄拾八度、夫より日々昼
夜と無差別、十日程之内交合いたし候ニ付、陰門腫痛ミ、及断候得ば、非道之
致取扱候ニ付、辛苦難堪‥‥

28 － 330 上 牛痘の説 1798 － 牛痘

牛痘の説を書し書面をミたり。左に載す。
　　　　　　　　小通詞　　名村八太郎
牛痘ヲ以テ種痘スル事、和蘭暦数千七百九十八年、本国ニ於テエツトウワエー
ネル人名国医師ナル者初テ発明シ、当年迄二十八ケ年ニナル。‥‥夫ヨリシテ、
唐国所々此法ヲ専ラ用ル也。右牛痘彼国へ申遣シ置シユエ、当年来舶ヨリ究テ
持渡ル事アルベシ。

29 － 330 上 牛痘の説 1798 － 痘瘡 其以前迄ハ、欧羅巴州中ニ於テ、一ケ年ニ凡五十万人程モ痘瘡ニテ死亡セシ所、
此法ヲ用テヨリ、一人トシテ安痘セズト云コトナシ。

30 － 355 上 天野勘左衛門狼
藉者仕留御屈 享和３ ８月19日 疵、理不尽

　　　　　　　　　　西丸御小姓組本多因幡守組
　　　　　　　　　　　　　　　　天野勘左衛門
右翫右衛門儀、昨廿日申上候通、一昨十九日、当番廻り罷出候処、‥‥年齢三
十才位ニ相見へ、紺木綿袷を着用、帯刀致し候者、連之者ニ候哉、理不尽ニ脇
差を抜、勘左衛門が右之腕壱尺余、巾一寸程、腕先之骨を懸切割、餘りニ而、
右之乳之下貳寸餘、深さ五分程払切ニ仕候間、召捕可申と、十手ニて会釈候得
共、又候左りの腕へ切先当り、疵三寸程、深さ二三分計り請候ニ付、刀を抜可
申と、手を掛候得共、最初之疵ニ而指利不申候間、鎗を取候内、右之者共、逃
出し申候間、追懸成成就院門前へ押詰、勘左衛門へ手疵為負候者之額へ鎗付、
倒し候処を召捕申候。家来古谷富八郎儀も少々手疵負申候。

31 － 366 上
稲葉石見守、堀
田筑前守ヲ殿中
刀傷

貞享元 ８月28日 乱気
一　今辰下刻、於殿中大料理間、稲葉石見令乱気、堀田筑前守討之。石見儀は
当座ニ寄合、討留之、早速及高聞、筑前守深手故、宅江退、今日例月之為御礼、
御一門方、諸大名、其外営中出仕之面々江、右之趣出席之老中列座有之而、大
久保加賀守演達之。

32 － 366 下
水野隼人正、毛
利主水ヲ殿中刀
傷

享保10 ７月28日 乱心
一　御白書院出御之内、水野隼人正令乱心、於松之御廊下、毛利主水江理不尽
ニ切付、手疵負セ候付、主水も小サ刀を抜候。‥大目付、御目付立合、御詮議
之処、主水江意趣之訳も無之、乱心ニ相究候付而、隼人正ハ秋元伊賀守江御預
ケ被仰付、主水ハ、医師成田宗庵、外科栗崎道有江手疵療治被仰付之。
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番号 巻 頁 段 題・名前 年 月日 病状 内容

33 － 367 上
水野隼人正、毛
利主水ヲ殿中刀
傷

享保10 ７月28日 乱心 一　水野隼人正上屋敷江、大目付北條安房守、御目付三宅大学罷越、隼人正家
来呼出、隼人正儀、今日於殿中致乱心、毛利主水江手疵負セ候、

34 － 367 下
水野隼人正、毛
利主水ヲ殿中刀
傷

享保10 ７月28日 乱心

昨廿八日、於大廊下、水野隼人正致乱心、毛利主水江手疵負セ候節、物騒ケ敷
候付而、相鎮可申と存、罷越候処、誰とも見分不申、脇指を抜在之候ものを、
戸田右近将監押有之候付、乱心と存、取鎮させ可申と御徒目付を呼ニ罷越、夫
より直ニ御勝手江相越候旨、右乱心と存候ば、御徒目付呼候ニも不及、其場に
おいてともども取鎮可申儀ニ候‥‥

35 － 368 上
板倉修理、細川
越中守ヲ殿中刀
傷

延享４ ８月15日 乱心
一　越中守相手、所々相尋候処、同所雪隠ニ、寄合板倉修理隠レ居候付、御徒
目付附置之、越中守帰宿以後、大目付立合、様子相尋之処、全乱心と相見候付、
其段伯耆守江申達之、蘇鉄間小部屋江入置、御徒目付附置之。

36 － 369 下
板倉修理、細川
越中守ヲ殿中刀
傷

延享４ ８月15日 乱心
一　左之通申渡之。
　　　　　　寄合　板倉修理
去ル十五日、於殿中細川越中守江手疵為負候、乱心といへども、越中守右之手
疵ニ而依相果候、切腹被仰付者也。

37 － 370 上
佐野善左衛門、
田沼山城守ヲ殿
中刀傷

天明４ ３月24日 乱心

　　四月三日　晴
一　田沼山城守、昨二日死去。
一　田沼主殿頭、忌ニ付登城無之。
一　左之通。
　　　　　　　　　　　佐野善左衛門
去月廿四日、於殿中、田沼山城守江手疵為負候、乱心といへども、山城守右手
疵ニ而依相果候、切腹被仰付者也。

38 － 370 下
佐野善左衛門、
田沼山城守ヲ殿
中刀傷

天明４ ３月24日 乱心 新御番佐野善左衛門、致乱心、田沼山城守江手疵為負候節、右善左衛門組留候
段、達御聴候処、心懸宜敷思召候。依之、御加増弐百石被下之。

39 － 374 上 曲亭略伝 － － 痘診
また外に七修類藁の作者、郎瑛、字ハ仁宝と、医書痘診、活幼心法の作者青江
江久吾、聶尚恒などの号、字名等のくぎりをしらぬ事などありて、いと浅見な
り‥

40 － 383 下
松平定信朝臣、
寛 政 六 年 寅 六
月、白河紀行

嘉永３ ６月29日 疼痛
予この頃、肩背疼痛して筆とる事自在ならず。されど、御恵の有難くかたじけ
なき事をかい付置ざるもいかがなり。人に見すべきものにもあらざれバ、口占
人をしてかかしめし也。

41 － 424 下
弘化四年、薩州
侯打払英吉利船
御屈書

弘化４ ２月11日 炮疵
‥海岸之陣所ニ而は、尚厳敷大炮ニ弾丸を込備居、異国船之中能々見候処、皆
ボンベンにて打破られ、死する者七百七十余人、炮疵ニて性命有之者十七人、
其中五人ハ助り候様子存候付、腰剣取上、縄ニ而縛り、生捕帰り、何国之船ニ
候哉と相尋候‥

42 － 429 下 嘉永甲寅別段風
説書 嘉永６ － コレラ、麻

疹、腹痛
一　爪哇及び其街外の諸領の気候、当年ハ殊更不順ニ有之、コレラ疾の名及び麻
疹、孩児腹痛等専ら流行、殊更モリユツク（米六合）島辺ハ右災害ニ罹り候者
多く、今此煩不免候。

43 － 436 上 嘉永甲寅別段風
説書 嘉永７ － 赤痢

　　　　魯西亜国、トルコ国の事
一　魯西亜国とトルコ国との一件ニ付而は、昨丑年別段風説可申上候已来、弥
以事相募申候。此合戦ニ而許多流血ニ及び候程之儀ニ至り、人命数多相損申候。
‥‥
一　シリステイリヤは魯西亜より取られ、焼打ニ逢申候。カラファツトに於て、
魯西亜人再びトルコより捕られ候。ドブリユツサに罷在候魯西亜軍勢之内ニ、
赤痢を病候者多く有之候。

44 － 445 上
嘉永七寅六月、
淀橋合薬製場発
火并深川同

嘉永７ ４月22日 焼疵、打疵

一　深川三角屋敷定兵衛地借合薬製方渡世久兵衛申上候。‥当月廿二日昼四ツ
時頃、右製場より出火致し、右火勢ニ而、水車其外共飛砕、私、日雇職人藤吉、
政吉、并斎藤嘉兵衛殿御代官所同郡大井村百姓仁兵衛倅八五郎義は即死ニ而惣
身切々ニ相成、常蔵、九郎助義は、焼疵、打疵等ニ而怪我仕候得共、何も浅疵
ニ而追々快方ニ趣申候。

45 － 449 上 時弊論 － － 愚盲 私体愚盲之者、何之所得も無之候得共、天下後世之為と存込候事故、無覆臓奉
申上候。
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39 「鸚鵡籠中記」（『名古屋叢書続編』9-12、名古屋市教育委員会、1965）
番号 巻 巻記 頁 年 月日 病状 内容

１ １ 前編 ２ 貞享元 11/15 乱心 五十人目付馬場定右衛門陰茎を切。乱心かと云々。曽て禅を千丈に聞。

２ １ 前編 ３ 貞享元 12/３ 乱心 申刻過、摂州様御使役増田与左衛門所へ、父治兵衛より使来りしが、乱心して与左衛門病
床へ切込む。

３ １ 前編 ５ 貞享２ ２/５ 乱心 宇平次儀、前々之通、御奉公可相勤と云々。内右衛門は、乱心の埒にて八左衛門へ御預也。

４ １ 前編 ５ 貞享２ （２/８） 乱心 天野甚右衛門於江戸、二月八日ゟ煩引込。十一日此ゟ乱心の躰に見へ候故、…

５ １ 前編 ６ 貞享２ ４月上旬 乱心 於江戸服部小十郎中小性、甲府様衆之町屋敷門之内にて自害。乱心歟。

６ １ 前編 ７ 貞享２ 去比 乱心 御大工善右衛門と、町大工源右衛門喧嘩之儀。町大工乱心に落着と。

７ １ 前編 11 貞享２ 12/29 乱心 町奉行手代検断。奉行寺本七兵衛自殺するとて、…子を先殺んとて引寄、腋指をぬき候所
を、女房見而押留之。…乱心のさたになり、…

８ １ 前編 13 貞享３ 閏３/３ 乱心 御城へ松平兵部少輔・同出羽守・同大和守・同若狭守を召被仰出候は、越前守儀病気にて、
御目見にも不罷出候、乱心をも仕罷在候様に被思召、越前守領地被召上候。

９ １ 前編 15 貞享３ （４/21） 乱心 平岩伝右衛門子弥五兵衛、頃日乱心之躰にて、四月廿一日に断り、座敷篭拵入。

10 １ 前編 17 貞享３ （７/24.25） 乱心 海野団之助、兄庄太夫が妾を刺殺す。乱心になる。七月廿四五日比歟

11 １ 前編 18 貞享３ ８/15 乱心 天王坊之内常林坊にて、山下仁左衛門鑓持自殺乱心。

12 １ 前編 18 貞享３ ８/25 乱心 為姫様御傳衆井上新之右衛門乱心。

13 １ 前編 20 貞享３ － 乱心 加藤源太左衛門筑後久留目（米）へ御使に罷越、伏見にて召使乱心。

14 １ 前編 20 貞享３ 10/３ 乱心 平沢　伊勢へ参宮勢州町屋村にて、乱心自殺。

15 １ 前編 21 貞享３ － 乱心 高力七兵衛上り之節、乱心者召連候処、箱根関所にて押。

16 １ 前編 21 貞享３ 12/17 啞 与三右衛門名跡は、豊州兄の啞か子、

17 １ 前編 24 貞享４ ４/６ 乱心
松岡伝助召仕、裸にて蔵王辺を徘徊し、其外所々飛廻る。少乱気と見へ候故、伝助暇出し、
請人へ相渡し候処、夜中に又兵衛方へ来りけれ共、門不明候故、隼人屋敷早川長兵衛方へ
罷越す。茲にて裸にいたし候由。

18 １ 前編 25 貞享４ ４/13 乱心 出来町坪井庄八乱心、女房と村田角兵衛を切殺。召仕女にも手負す。

19 １ 前編 25 貞享４ － 乱心 朝岡半入三男喜左衛門乱心。

20 １ 前編 26 貞享４ （５/22） 乱心 乱気之甥坊主、五月廿二日之夜より見へず。
此乱気之坊、父は渡辺半蔵家来にて、市野辺伝七と云。乱心の妹と母と共に市右衛門抱置也。

21 １ 前編 35 貞享５ ４/18 乱心 於江戸、出雲守様御足軽頭、岩間惣兵衛乱心す。

22 １ 前編 37 貞享５ ６/16 疝気 犬井村百姓の睾丸を、疝気喰破り出づ。皃少きとちの様にて、色薄柿、手足八つ有之。

23 １ 前編 40 貞享５ 11/６ 乱心 水野伝左衛門乱心。藤重了味方へ引取。十二日の朝相果。

24 １ 前編 41 貞享５ 12月下旬 乱心 林加右衛門と申袮宜の子、藤左衛門自殺す。病気にて罷在候か、乱心にやと云。

25 １ 前編 42 元禄２ ３/15 乱心 山内治左衛門中間、江尻にて乱心、腹脇指を突き入、肱をも少突候得ども不死。

26 １ 前編 47 元禄３ ２/13 乱心 桜誓寺談儀致し、高座にて乱心。同十九日死。

27 １ 前編 48 元禄３ ２/20 乱心 伝馬町篭屋女房を切殺し、娘にも手負せ、其身も自殺す。乱心也。

28 １ 前編 48 元禄３ － 乱心 松岡東庵子女を切、自害いたし候所を押留之。乱心のさた也。

29 １ 前編 57 元禄４ ７/15 乱心 橘町にて古金屋之女房自殺。乱心と。

30 １ １ 63 元禄４ ６/30 黄疸 晩五つ過に加藤平左衛門黄疸を病て、七十九にして死す。

31 １ １ 64 元禄４ ７/19 乱心 大番小頭山寺甚兵衛家老自害乱心

32 １ １ 71 元禄４ ９/７ 梅毒 「中根三大夫」死す。…瘡毒に脾腎の虚、茶の間の女に有を不知して

33 １ １ 72 元禄４ 11/８ 中風 「近藤源右衛門」去年ゟの中症不能して死す。

34 １ １ 73 元禄４ － 発疹 今年九月の始比より、天下麻疹流行して、並家而相憂ふ。或は二度したる者もありと。猶
今月に至る迄不止。

35 １ ２ 81 元禄５ （前年12/27） 行歩言語不調 宰相公御子「亀太郎様卒去。」…天性御病気患にして、行歩言語不調と云々。御年六

36 １ ２ 83 元禄５ １/26 腫物 成瀬隼人正腫物平快して出。

37 １ ２ 92 元禄５ ４/26 乱心 夜半に及びて、乱心相原市之丞篭を出、

38 １ ２ 95 元禄５ ６/19 乱心
桜井内記若党甚六浜松にて自害乱心と。内記道中にて相煩ふ。甚六是を介抱して昼夜不寝。
今日甚た眠く不覚少し休夢し、覚てあたりを見れ共無人跡。頃日之草臥故にか、精神恍惚
として、只ニ三日も寝たるかごとくに覚へ如此と云々。

39 １ ２ 96 元禄５ ６/26 乱心 丑の剋大地震動す。今霄髙力七兵衛か子乱心、
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40 １ ２ 97 元禄５ （６/28） 乱心 加嶋玄譆子玄林、乱心。

41 １ ２ 98 元禄５ ７/10 熱病 申剋、「加藤九十郎」先月十九日より熱病を病て死す。年廿六。殆絶悼傷。

42 １ ２ 101 元禄５ ７/23 失常心 予思ふに、平兵衛此春より気力不快。腎水尽。血気おとろへて、心火高燃失常心。

43 １ ２ 110 元禄５ ８/５ 乱心 彦兵衛は乱心のさたになりぬ。

44 １ ２ 114 元禄５ （９/14） 癩病 斎野は馬鹿にて癩病をうれへ、此度も修理処にて病気起り、村瀬弥次兵衛療治す。

45 １ ２ 116 元禄５ ９/29 乱心 渡辺半蔵組和田与八郎乱心。世間へは病気といゝたつる。日比大きなる外方なり。

46 １ ２ 126 元禄５ （12/14） 中風
渡辺平兵衛・大久保惣右衛門所へ夕飯振舞に行。酒三返の内、手ふるひて気色悪敷故、次
の間へ行休息し、八尾賢淑来り脉を胗し、寒気に痛かと、先宿へ帰り侍るに、舌強而物言
定かならず。殆似中症。

47 １ ３ 146 元禄６ ３/14 眼病 雨降、予依眼疾而、武兵衛借りし通し駕篭に乗。

48 １ ３ 183 元禄６ （８/24） 乱心 先年鈴木宅左衛門乱心自殺。

49 １ ３ 191 元禄６ 10/３ 乱心 茂兵衛側なる井の中へ飛込て死す。乱心なりと。茂兵衛世忰御追放。

50 １ ３ 201 元禄６ （12/20） 乱心 紀国宰相御心不常、乱気に成給ふと云。

51 １ ３ 201 元禄６ （12/20） 乱心 江戸にて、松平日向守乱心すと。

52 １ ３ 202 元禄６ 12/23 乱心 津守様奥番佐枝新之右衛門、…乱心に成。

53 １ ４ 216 元禄７ － 疱瘡 津守様御息女疱瘡にて御卒去。

54 １ ４ 220 元禄７ （３/16） 疱瘡 江戸にて大蔵様御疱瘡被遊。

55 １ ４ 229 元禄７ （４/15） 疱瘡 「取田孫太夫」疱瘡にて死す。廿七。「浜嶋伊織」疱瘡にて死す。廿六。

56 １ ４ 233 元禄７ ５/５ 腫物 予昨夜ゟ、唇上に少敷腫物出来、依之御目見に不出。

57 １ ４ 233 元禄７ ５/７ 腫物 予腫物故今日も不出。

58 １ ４ 233 元禄７ ５/８ 熱病 「山崎半九郎」熱病にて死す。世忰二人も同く熱病を憂ふ。

59 １ ４ 234 元禄７ ５/９ 腫物 予腫物能、御目見に出。御出なし。

60 １ ４ 236 元禄７ － 癩病 成瀬隼人正組勝水右衛門癩病を憂て、久敷不罷出。

61 １ ４ 256 元禄７ ９/12 痢病 今晩「関円右衛門母」痢病にて死す。先日死母の母、痢病にて死す。母此を看病し帰るゟ
不起。大光寺にてとふらふ。

62 １ ４ 258 元禄７ ９/24 腫物 予、足に腫物出来、御目見に不罷出。

63 １ ４ 274 元禄７ （12/13） 乱心 栗木甚右衛門世忰同名円右衛門乱心。御暇を乞。

64 １ ５ 283 元禄８ － 乱心 岩下又左衛門乱心に付、平沢九左衛門・都筑助六・中根小右衛門三人に御預け。

65 １ ５ 310 元禄８ （５/２） 腫物 御慶、口中腫物有熱。昨日ゟ京安薬を服す。

66 １ ５ 312 元禄８ ５/16 腫物 予左耳に腫物出来痛。

67 １ ５ 324 元禄８ ８/18 痢病 未刻ゟ予瘧疾発す。然れ共共吐逆なく、日暮に熱さむ。
留永兵右内義、先頃ゟ痢病を煩ふ。

68 １ ５ 324 元禄８ ８/17 瘧疾 瘧疾にゟ井上文右を頼む

69 １ ５ 325 元禄８ ８/19 瘧疾 予瘧疾に依て、久兵へ行と云、兵右へ不見廻。

70 １ ５ 325 元禄８ ８/20 瘧疾 予瘧影のごとく、申半時に少敷振ふ。夜微熱。

71 １ ５ 325 元禄８ ８/22 瘧疾 予瘧疾一昨日ゟ又軽し。

72 １ ５ 326 元禄８ ８/27 瘧疾 予、始而方々へ礼に行
是瘧疾を訪人也。

73 １ ５ 327 元禄８ （９/３） 瘧疾 夜沢井楓軒内室「春窓院」死。先頃ゟ甚瘧疾に苦み、熱の来る時は、前々も無性也と云。

74 １ ５ 335 元禄８ （11/６） 疝気 おいと四五日疝気に被悩。

75 １ ６ 351 元禄９ （２/25） 乱心 御馬廻組村丈右衛門乱心自害す。

76 １ ６ 352 元禄９ （３/８） 水痘 源之助水痘。

77 １ ６ 355 元禄９ （４/４） 疝気 疝気起りて午より皈る。此後大方昼より帰る。一日勤るは稀なり。此疝気昼前より不時違
而痛み出す。

78 １ ６ 356 元禄９ （４/18） 乱心 鈴木善右衛門乱心

79 １ ６ 360 元禄９ （５/３） 乱心 藤源太左衛門家老内一人は中間二人に薄手を負セ、…家老乱心の沙汰と。

80 １ ６ 361 元禄９ （５/３） 乱心 出雲守様納戸鳥居喜右衛門乱心。自害せんとするを女房止之。
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81 １ ６ 371 元禄９ （７/10） 脾虚 「須野崎武平」脾臓之虚にて死。卅九。

82 １ ６ 374 元禄９ － 眼病 世忰に新平とて盲目有。

83 １ ６ 377 元禄９ （８/15） 乱心 成瀬隼人正組細野七左衛門乱心材木町南側。

84 １ ６ 377 元禄９ － 痞 近年病憂に不絶。甚た痞有。昨夜俄然として以白刄欲穿胸。人々止之と云。

85 １ ６ 390 元禄９ （10/26） 乱心 誠に乱心也。

86 １ ６ 393 元禄９ － 乱心 弥藤治、小頭津金善治右衛門・中川磯右衛門来り云。御意なさるゝは、其方儀去月廿六日
に乱心をいたしたるによつて、山田彦内方へ御預けと云。

87 ２ ７ ５ 元禄10 ２/８ 乱心 伊奈庄左衛門乱心自害。

88 ２ ７ 16 元禄10 － 乱心 森美作守卒。臨死養其猶子。故為嗣封趣江戸。到勢州桑名乱心。

89 ２ ７ 29 元禄10 １/11 中風 速中風し死す。

90 ２ ７ 50 元禄10 ７/26 中風 相原久兵衛、中風半身左之方也。

91 ２ ７ 51 元禄10 （８/11） 痢病 丸山加左衛門子「新十郎」痢病にて死す。五歳。

92 ２ ７ 51 元禄10 ８/12 痢病 「海野吉三郎」痢病にて死す。

93 ２ ７ 65 元禄10 － 乱心 伊右衛門乱心同前之不埒故、妹に通ず。

94 ２ ８ 75 元禄11 － 乱心 此頃御歩行伊藤久右衛門於江戸乱心。

95 ２ ８ 92 元禄11 （４/２） 中風 都筑弥兵衛評定場にて中風発、正気を失ふ。

96 ２ ８ 95 元禄11 （５/11） 聾 隼人組佐枝一郎右衛門聾耳にて鈍也。

97 ２ ８ 100 元禄11 （６/25） 中風 毛利勘太夫中風発病。

98 ２ ８ 104 元禄11 ８/７ 中風 昼「鈴木源太兵衛」六郎左処にて仲満三人と共に御用を言即中風して死す四十七。

99 ２ ８ 104 元禄11 （８/９） 中風 松本治太夫浄るり語る内に中風し絶入す。

100 ２ ８ 110 元禄11 （９/29） 痢病 未刻勘平来て云。丹三郎一昨日ゟ痢病大切と。又蔵駭き共に皈る。此後死す。

101 ２ ９ 136 元禄12 （３/５） 乱心 御供立之御供番沖津喜右衛門乱心。

102 ２ ９ 137 元禄12 （３/７） 乱心 立之御書院番金森伝七、川崎の昼休にて乱心。

103 ２ ９ 146 元禄12 － 腎虚 御病症脾腎の虚瀉なり。鳥の膽のやうなるものを瀉し玉ふ。

104 ２ ９ 160 元禄12 （７/29） 乱心 女房は乱心にして、

105 ２ ９ 162 元禄12 ８/10 痢病 「戸田山城守」痢病にて死す

106 ２ ９ 170 元禄12 （11/13） 乱心 頃日野尻兵蔵乱心。

107 ２ ９ 171 元禄12 （11/18） 乱心 頃日教順寺乱心。

108 ２ 10 180 元禄13 （１/13） 乱心 御歩行早川伴七乱心。

109 ２ 10 189 元禄13 （４/27） 乱心 鈴木七兵衛弟半之右衛門乱心。向の中根七兵衛処へ突入、馬鹿を尽す。

110 ２ 10 190 元禄13 （４/27） 乱心 喜右衛門乱心也。

111 ２ 10 190 元禄13 （５/10） 疱瘡 冨永左門妻疱瘡、酒湯かろしと。

112 ２ 10 192 元禄13 （５/27） 乱心 馬杉喜右衛門乱心。

113 ２ 10 192 元禄13 （５/29） 疱瘡 「寺尾三郎左衛門」疱瘡にて死す。…妻は四月疱瘡にて死。

114 ２ 10 192 元禄13 ６/２ 疱瘡 「小畑政之進」疱瘡に而死す。

115 ２ 10 196 元禄13 （７/14） 疱瘡 「田村八之右衛門」疱瘡にて死す年廿八

116 ２ 10 203 元禄13 ９/11 痢病 「岩間平七」於伏見病死痢病云々。

117 ２ 10 223 元禄13 （11/28） 乱心 於宮田番所、浅野与次右衛門御足軽乱心し、相番二人の仲満に手を負せ、立退。

118 ２ 10 223 元禄13 （12/２） 疱瘡 渡辺源之助、去年廿八日ゟ序病疱瘡す。

119 ２ 10 224 元禄13 （12/17） 疱瘡 おもと疱瘡

120 ２ 10 225 元禄13 （12/21） 疱瘡 於江戸岩之丞様御疱瘡

121 ２ 11 231 元禄14 （１/18） 疱瘡 おなべ疱瘡弥かろし

122 ２ 11 234 元禄14 （２/２） 疱瘡 紀侯鶴姫様御疱瘡に付、紀国ゟ一番使江戸へ趣く。

123 ２ 11 236 元禄14 ２/10 疱瘡 けい疱瘡也

124 ２ 11 236 元禄14 ２/14 疱瘡 けい顔及び手之疱瘡、膿故熱も有。
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125 ２ 11 237 元禄14 ２/15 膿む 顔手はうみ仕舞故苦なく、其外之処うむ故痛し、痒しとて、堪かね。勢もつよく妄語あり。
高く哥をうたひ。又は笑、又は浄るり

126 ２ 11 237 元禄14 （２/16） 膿む 膿仕舞故苦痛なしと云。夜に入、狂言妄語甚痛む由如悶

127 ２ 11 238 元禄14 （２/24） 乱心 高須岩立村の者一人…夜の間に宰府の紐にて首を縊り。…乱心也。

128 ２ 11 245 元禄14 （４/14） 結核 「高木善太夫」浜松に而死す。癆咳也。屋敷明。

129 ２ 11 247 元禄14 （４/25） 乱心 殊一子乱心者有之に付、衰老御役儀勤がたく

130 ２ 11 262 元禄14 （６/15） 病気引篭 石川伊織、去四月ゟ病気に而引篭居。

131 ２ 11 265 元禄14 （６/20） 乱心 於江戸野崎清左衛門家来乱心して、

132 ２ 11 266 元禄14 ６/26 痞 予夙起、腹張三度潟し、呑酸して痞侍る。申過又脹る。気味少敷呑酸の心有

133 ２ 11 267 元禄14 （７/６） 乱心 夜乱心男一人、七間町篭屋を破り逐電す。其行方知る事なし。篭奉行等逼塞す。後捕得た
り作り乱心になる。

134 ２ 11 267 元禄14 （７/８） 疱瘡 けい疱瘡等を療する故也。

135 ２ 11 267 元禄14 （６/28） 腫物 去比ゟ、六郎左三つがらみの下に、腫物出来。及難儀。頃日少快然たり。

136 ２ 11 270 元禄14 （７/26） 乱心 御鉄炮屋林半九郎乱心。少しく咽を傷り損す。林一郎左衛門、同権右衛門に御預け也。

137 ２ 11 270 元禄14 （７/27） 腫物 暮に須野崎清兵衛上着。今月五日に俄に腫。六日之上使に漸罷出勤。八日ゟ引。十八日に
発。江戸而少腫も滅す。

138 ２ 11 270 元禄14 （７/24） 疫病 未過御納戸児玉唯助、発江戸疫病。廿六日小田原に宿し、夜潟し、翌廿七日巳刻死。幽霊
になりたると云説専有之。畧茲。

139 ２ 11 275 元禄14 （８/28） 乱心 篭奉行栗原六右衛門追放。…是去比乱心者を篭よりにがしたる故なり

140 ２ 11 275 元禄14 （９/３） 乱心 服部平内弟乱心。

141 ２ 11 277 元禄14 （９/26） 疫病 今日暁江戸木挽町御屋敷にて、「平沢清助」疫病に而死す。四十八歳。末期に甥弥八を願。

142 ２ 11 280 元禄14 （10/20） 疫病 夜於江戸、「八田猪右衛門」疫病にて死す。卅五

143 ２ 11 281 元禄14 （10/26） 疫病 頃日於江戸、「永井綾之丞」疫にて死。

144 ２ 11 282 元禄14 （11/９） 乱心 去比、篭破の乱心者、参州に而、熱田の目あかし捕へ来る。

145 ２ 11 286 元禄14 （12/13） 乱心 頃日、稲生自入乱心。

146 ２ 12 293 元禄15 （１/５） 痞 予痞気色不快。是酒なり。

147 ２ 12 299 元禄15 （１/25） 中風

渡辺平兵衛御用に而、河村九郎右へ馬にて出しが、枝木町一色伝右前に而、眩暈頻してぶ
らつき、自分にも眩よし言。仍之抱おろし、雑賀藤右腰懸にて気を休め、水など給。乗物
取寄乗帰る。亥迄乗物にあり。看病に不自由故、夫ゟ外へ出し、平臥させしむ。夕飯にも
つく汁・小ゑび・さゝひ等給。吐逆度々有。涎に交りもつく多く吐。始より物言はず。人
を見しらす恍愡たり。医師皆中風とぞ。

148 ２ 12 306 元禄15 （２/８） 乱心 林新太郎子大介、…但馬様ゟ切腹させよと仰有に、何として未死と云さま、立て行切殺之。
而部屋へ入熟眠す。乱心也。

149 ２ 12 320 元禄15 （４/28） 乱心 相役塩ノ谷弥藤左衛門も、側に臥す。夜中御賄福田権六乱心し、弥藤左衛門を切。

150 ２ 12 323 元禄15 （５/14） 疫病
頃日江戸ゟ来るとて、疫病を除く咒とて哥あり。甚流行す。戸々是を用ひざる事なし。
　花篭や御法も深き大和竹我行末は蘭の里
　或は云此哥は、何物ともしれず人を取行その咒とも云。御下屋敷等にも此哥あらざる事
なし。

151 ２ 12 326 元禄15 （５/29） 乱心 頃日近江守組夏目紋右衛門乱心。しゆんと云妾あり。甚愛之。心神荒蕩す。

152 ２ 12 327 元禄15 （６/６） 乱心 頃日、村井与右衛門に、近江守明地之内に而十人扶持被下。
御目見にして、諸触は同心並也。親次郎太夫は、三年先に乱心し死せり。

153 ２ 12 340 元禄15 （８/28） 乱心 八月廿一日御渡し有。乱心故城地被召上候。…佐渡守七月十五日乱心して、家老用人留主
居七人、此内家老一人手討。残る六人は令打之。

154 ２ 12 343 元禄15 （閏８/10） 中風 「小菅尚右衛門」死す六十一。六日に雲隠に而、中風発り絶入。夫ゟ正気なくして死す。

155 ２ 12 350 元禄15 （９/13） 乱心 夜於江戸足軽頭蛯江市之進自殺…御足軽を乱心にせし事、人評する故共。

156 ２ 12 352 元禄15 （９/26） 痢病 頃日、六郎様痢病御煩也。昨日表へ御披露。

157 ２ 12 358 元禄15 （10/12） 乱心 予、今日鈴木七兵衛が家を過ぐ。弟善右衛門乱心に而篭に有。御飯はまだか聞てたもれ、の
ふや

〳 〵
と板を扣高く喚て不止。

158 ２ 12 359 元禄15 （10/13） 癩病 秋山藤蔵後家に金五十両被下。藤蔵始二百石取御馬廻なり。癩病に而子なく、跡絶。母今
年八十、娘四十、妻六十斗也。

159 ２ 12 366 元禄15 （11/18） 乱心 子細は甚右衛門甥伊藤久右衛門乱心して篭に有し、貫ぬきのつぼがねを漸々にねぢ切り、小
市か羽織を着、大小をさし書置シ立退也。
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160 ２ 12 368 元禄15 （11/25） 中風 戌刻、松井十兵衛双六を打なから倒れ、中風再発。須臾物言不聞。漸々に無言。汗出吐シ
鼾睡シ無性。

161 ２ 12 371 元禄15 （12/20） 中風
昨夜「大岡又右衛門」小便に出。忽卒中風。正気無く椽下へ落。時に脇指ぬけて、衣服ご
しに片腹へ二三寸突込。今日彦兵殿来り、被見死骸。死して落而突ゆえ、のりも夫れ程出
ず。彼是疑所なしと云々。世間に而は、金五両につまり自殺と云は、大成誤なり。

162 ２ 13 387 元禄16 （３/20） 乱心 頃日、江戸に而御歩行笠原喜右衛門乱心。自殺。

163 ２ 13 390 元禄16 （３/30） 乱心 伏見町下、御小性堀田甚右衛門、江戸留主也。清須ゟ出入の婆を、留主居の悉皆人刺殺之
うらにて而自殺す。乱心と云。

164 ２ 13 390 元禄16 （４/３） 乱心 段右衛門権太夫女房、定右衛門処へ行、様子を窺ふ内に乱心と見定。

165 ２ 13 396 元禄16 （５/８） 瘧疾 母瘧。今日にて四ふるひ

166 ２ 13 397 元禄16 （５/８） 乱心 頃日岩之丞様御抱守水野伝右衛門乱心。此月末に登り、水野六左衛門跡目へ御預。

167 ２ 13 398 元禄16 （５/16） 乱心 六月廿四日に猪介義乱心同意の気色故、角右衛門に御預にて相済之。

168 ２ 13 399 元禄16 （５/25） 乱心 頃日熱田西之門前に、廿斗之女乱心し、或は裸、又は昌披す。

169 ２ 13 404 元禄16 ６/30 瘧疾 母瘧本復之祝儀振舞也。

170 ２ 13 405 元禄16 ７/４ 瘧疾 隼人正、去比ゟ瘧而落、今日気色大に進、両度絶入す。

171 ２ 13 405 元禄16 （７/４） 瘧疾 隼人正持病、去年ゟ二便かたまりたる血を下す。甚ねばり、引のぶれば数尺になり、放之
則忽縮て元のごとくに成。

172 ２ 13 405 元禄16 ７/５ 瘧疾 隼人正、気色大切、参附湯を用ゆ。

173 ２ 13 406 元禄16 （７/10） 乱心 加嶋善兵衛処へ、御歩行左右田丹内刻行。…宅へ皈り自殺せんと腹へ突立しが、乱心にな
らんとて書置を認る処へ、此騒により、雲侯之御目付来り、意趣を尋て死なせず。

174 ２ 13 406 元禄16 ７/６ 瘧疾 隼人正気色快然

175 ２ 13 416 元禄16 （８/23） 眼病 松平出羽守眼病に而、大かた見へ不申程と取沙汰有之。その故か隠居被仰出候。

176 ２ 13 417 元禄16 （８/27） 熱病 頃日石川平四郎、熱病相煩て甚し。便利覚なく、且忘語有之。竹田三益療之。

177 ２ 13 420 元禄16 （９/20） 瘧疾 頃日、隼人正病甚故、橘町之能も相止。京ゟ中村延柳と云医来る。見之辞薬。

178 ２ 13 420 元禄16 （９/20） 瘧疾 申刻、隼人正正親卒す。六十四歳。昼比に属纊と云々。

179 ２ 13 423 元禄16 （10/10） 乱心 頃日、江戸にて御書院番、後藤伝六乱心。狐の態をすと云々。

180 ２ 13 423 元禄16 10/20 乱心 中西権六仲満乱心。後藤伝六を同道し、上着す。

181 ２ 13 423 元禄16 （10/10） 瘧疾 去比、公御瘧。

182 ２ 13 440 元禄16 （12/１） 乱心 乱心の伯父無庵は、当分荒川安太夫へ引取。

183 ２ 14 453 元禄17 （１/６） 鶴膝風 「寺尾与三左衛門」鶴膝風にて死し跡絶。

184 ２ 14 456 元禄17 （１/22） 熱病 頃日熱病に罹る。夜葬干教順寺。予詣之。

185 ２ 14 458 元禄17 （１/31） 腎虚 「中野又右衛門」死す四十二。号夢了。睡脾腎の虚也。尿血あり。かたまりぬる血出。

186 ２ 14 463 元禄17 （２/９） 疱瘡 玉置小兵衛跡。是又子豊三郎幼少なれ共無相違被下。
　旧冬小兵衛疱瘡に而死す。

187 ２ 14 463 元禄17 （２/４） 瘢病 頃日　大沢無鉄死霊に被悩と云。先年召仕の女を扣く。其瘢病となり終に死す。此女幻に
見ゆと云。去暮ゟ相煩。

188 ２ 14 467 元禄17 （２/15） 乱心 江戸へ下る五十人桜井源介。筥根橿木坂にて乱心し、脇指に而咽を貫く。

189 ２ 14 467 元禄17 （２/14） 奇病 頃日　久々宇又八奇病。群鼠足を囓て不離と云。

190 ２ 14 469 元禄17 （２/22） 疫病 頃日杉の町者、時疫にて死し、入棺の後に甦る。

191 ２ 14 477 元禄17 （３/24） 乱心 江戸御普請常小屋にて、今日御徒ゟ御普請方吟味役に出候杉本杢右衛門乱心し、相役・小
嶋惣兵衛と当座に切殺す

192 ２ 14 481 元禄17 （４/３） 乱心 江戸にて岩之丞様御やとひの御歩行、吉田伝之右衛門立退。書置に仲満の小林善兵衛に意
趣有之と云々。頓て罷出。乱心也。

193 ２ 14 488 元禄17 （４/28） 疫病 鈴木郷左衛門も召。時疫煩不罷出。

194 ２ 14 489 元禄17 （５/１） 乱心 昨夜本屋六右衛門が女房乱心。自殺。

195 ２ 14 493 元禄17 （５/19） 瘧疾 内匠殿明日江戸へ発する筈の処、瘧を頃日憂、延引す

196 ２ 14 494 元禄17 （５/25） 乱心 御屋形にて先年乱心死せし伊奈庄左衛門、

197 ２ 14 496 元禄17 （５/26） 乱心 御馬廻市之進弟伝七乱心し、御預にて有之。

198 ２ 14 497 元禄17 （６/６） 乱心 尾張宰相殿家来吉田伝之右衛門乱心いたし、手かねおろしと云々略之。
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199 ２ 14 497 元禄17 （６/６） 熱病
夜「鈴木郷左衛門」死。御供番四十三。召仕三人相煩。在所へ行内二人死す。七月五日に
郷左衛門母死し、七日鈴木義左衛門死す。是は郷左衛門従兄弟也しが、郷左衛門看病に来
り如此。郷左衛門甥鈴木勘六兄理右衛門も、七月十一日の夜死す。共に皆熱病也。郷左衛
門・理右衛門金多く有之。町屋新田も有之。

200 ２ 14 499 元禄17 （６/15） 梅毒 加兵衛兄武兵衛、町奉行同心也しが、瘡毒にて目あしく、鼻も頃日崩る。仍之願ひ弟に代る。

201 ２ 14 500 元禄17 （６/23） 痢病 今暁、天野源蔵「女九歳」。今月十四日ゟ痢病を煩死す。

202 ２ 14 506 元禄17 （７/24） 中風
今暁「久太」息あらく成故、妻起之正気なし。卯過予等行て見之に、卒中風也。咽声如鼾
睡。針灸しるしもなく、薬も大方不通。辰過終に属纊。五十八歳　公義向は六十臨死之間、
渡船と同し。予拭涙数度、殆と如不可禁也。卒死故今日不葬之。夜予と弥三右と茲に宿す。

203 ２ 14 511 元禄17 （８/18） 眼病 松平出羽守下りに付、美濃勝山観音へ今日参詣す。是は当春自分眼病に付、霊夢により谷
小市郎と云者をして、霊水を汲寄、眼を洗寄、眼を洗ふに快然たり。此礼参也。

204 ２ 14 531 元禄17 （10/14） 疱瘡 十日ゟ平八疱瘡。且昨日ゟ痢の悪敷。予申過見廻。

205 ２ 14 531 元禄17 （10/14） 痞 本寿院様御痞出給ふとて、御入あれども、

206 ３ 15 27 宝永２ （３/11） 乱心 頃日、隠岐守同心阿部又左衛門乱心、親類無之故、隠岐守下屋敷へ引取之。又左衛門去々
年比ゟ不常。其後平復せざる故、今度知行并家やしき上る。

207 ３ 15 28 宝永２ （３/16） 中風
弥左衛門卒然として、右の足ねぢれころばんとする故に、源右衛門召仕と共に介抱之。言
語も不聞。右の手もかなはず。…予暮て行見之に、正気たしかならず。あくび数あり。右
半身中風也。薬針共用ゆ。吐逆度々あり。夜更柳川茶庵を呼。薬を用ゆ。挨拶のことはな
しといへども、事は通すると見へたり。丑刻皈る。

208 ３ 15 66 宝永２ （７/18） 中風 同日於殿中有馬中務太輔中風。帰宅の後卒去。

209 ３ 15 68 宝永２ （８/16） 乱心 頃日隼人正同心鈴木七兵衛乱心露頭す。

210 ３ 15 68 宝永２ （８/６） 痢病 於江戸成田新五左衛門死す。二日ゟ痢病

211 ３ 15 74 宝永２ （９/23） 乱心 新番頭成田六郎兵衛乱心し立退。

212 ３ 15 74 宝永２ （９/24） 腎虚 今朝朝日太郎兵衛重寿江戸木挽町御屋敷にて死す卅七歳腎虚也

213 ３ 15 80 宝永２ 11/11 乱心 弥兵衛乱心の後、女子ともに兄にかゝりてありけるが、三年先に愛宕の山伏に嫁す。

214 ３ 15 81 宝永２ （11/17） 乱心

於江戸、和田戸山御屋敷奉行高田林左衛門。去比ゟ相煩。十日ゟ引込。頃日気色重り独参
湯を用ゆ。仍之為看病兄高田九兵衛始千代姫様衆、今は大樹の小普請組にて百五十石取、同
母共に御願申上候而来り宿す。又林左衛門妻の伯父に、松原理左衛門と云浪人あり。是も
看病に来り居しが、今夜亥刻過理左衛門乱心し、九兵衛と母とを二刀づゝ切て倒す。林左
衛門病床ゟ一間隔てゝ次の間也しが、此音を聞、大病といへども脇指取出て見るに、理左
衛門台所に臥して自害せんとす。
則林左衛門切留之。相役細井又六処へ人を遣し、猶遅きとて半途迄出つ。帰りには足不立。
又六介抱して帰る。母は其夜死し、九兵衛は翌夜死す。翌十八日公義ゟ検使有之。林左衛
門妻之義窺候処に、心次第に可仕由也。離別す。

215 ３ 15 87 宝永２ （３/18） 疱瘡 頃日、於江戸紀州御疱瘡。公より兼松善蔵御附人。

216 ３ 16 100 宝永３ （２/３） 乱心 頃日、荒川次郎九郎乱心の沙汰有之、近習の男女等打擲する事度々也。妻は近江守へ帰り
居す。

217 ３ 16 105 宝永３ （３/４） 中風 隼人正組時奉行鈴木仁左衛門、勤労とて銀三枚。杉浦数右衛門頃中風危急也。日比鉄炮を
よく打とて、黄金一枚共に給ふ。頓而数右衛門死。

218 ３ 16 119 宝永３ （５/23） 乱心 頃日、於江戸五十人組奥田弁右衛門召仕乱心。髪を切り糀町の寺へ来り出家を望む。

219 ３ 16 133 宝永３ （６/22） 乱心 分六乱心し、四月十一日に逐電し、京奈良等経廻り、頃日立帰る也。

220 ３ 16 138 宝永３ ７/17 痢病 寅刻市川長三郎於野崎死す。去比ゟ痢病。

221 ３ 16 140 宝永３ ７/24 腫物 稲姫様、御産乳腫熱有之、御不食而御乳破る。長尾全庵御薬の処、四五日先ゟ奥山賢徳院
になる。昨夜中ゟ俄に御変、今暁御卒去。御年二十六。

222 ３ 16 156 宝永３ 10月下旬 乱心 定平治乱心にて、何事なく、宿を発するに及て俄に如此と。

223 ３ 17 203 宝永４ （４/13） 乱心 御旗本白井一学先頃乱心にて、下女と若党を手討にす。

224 ３ 17 214 宝永４ （６/７） 痢病

頃日、所々痢病甚流行し戸々皆悩む。表借屋の婆厠へ行んとしけるが指合故、大屋の厠へ
行しに、彼子内にある故、婆腹痛に堪へかね、ひたと厠の内を覗き、其意早く厠へ代り入
らんとす。其体蓬頭憔悴呻吟大息。宛も化物のごとし。彼子大に騒き、何者ぞと詞をかけ
けれ共、婆耳遠くして不得聞故に、答へもなし。於是堪へかねて切付しかば、大に騒叫喚
する間、人々集りけると云々。浅手也。療治して後平愈す。婆が夫は足軽、子は大工なり。
茂右衛門子には、出雲様ゟ足軽番付。

225 ３ 17 218 宝永４ （６/19） 乱心 頃日、足軽頭後藤彦太夫、大磯にて乱心す、従弟松井林蔵迎に来り、江戸へ先引取之。

226 ３ 17 218 宝永４ （６/19） 痢病 頃日、隼人正組小藤善介死し痢病。
頃日。痢病夥敷流行す。小牧町斗にて卅七人死すと云。其外所々町々甚だ天王を祭る。

227 ３ 17 226 宝永４ （７/12） 乱心 後藤弥次右跡目にも御預けなり。或説云。彦太夫屋敷に古榎あり。神木と申伝ふ。然るに
乱心已前に申付切倒させ、板に引せ候処に、今後此板にて篭を作ると云々。
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228 ３ 17 231 宝永４ （８/２） 乱心
竹腰山城守大番杉野甚兵衛、江戸にて煩。従弟の伊藤源蔵同道し、今日江戸を発し、四日
に南湖の茶屋にて、甚兵衛刀をぬき乱心に極る故、江戸へ早速注進し、江戸ゟ板乗物にて
迎引取。

229 ３ 17 232 宝永４ （８/７） 乱心
於江戸、能瀬市十郎組新番三宅権左衛門。今月朔日類焼に付、妹聟小尾七郎左衛門小普請
処へ立退、一所に罷在候処、今日午刻七郎左衛門乱心して、権左衛門を切殺す。七郎左衛
門は頭久貝因幡へ御預け。同十三日に因幡宅にて切腹被仰付候。

230 ３ 17 232 宝永４ （８/９） 痢病 喜子進様へ御機嫌伺に罷出。七月十九日ゟ御発病、痢にて至極之時は、昼六十余度　夜三
十余也。漸々御快然。当時弥御快く、痢も昼夜に十二三度と云

231 ３ 17 243 宝永４ （９/16） 痢病
前嶋半左衛門於江戸、七月中比ゟ煩。八月初ゟ痢病になり。田中知哲薬にて快然の処、又
日振の瘧になり。五ふるひめに、半左衛門自薬にて瘧は落けれ共、其翌日ゟ黄水等を吐、痞
発り、狂言妄語し、瞳子視空。仍之養生の御願申。今月七日申刻発江戸。今日暮前に到着。

232 ３ 17 265 宝永４ 11/19 痞 予気色少々不快。痞の気味あり。暮ゟ八郎右へ行。源兵・瀬左也。亥半帰る。予、酒も毎
のことくすゝまず。

233 ３ 17 278 宝永４ （12/25） 中風 熱田奉行広瀬介右衛門卒。中風にて死す。

234 ３ 18 289 宝永５ （１/７） 乱心 大嶋雲四郎乱心死去なれ共、実子故に同姓釆女に二千石被下。
速水右衛門乱心自滅候得共、実子故高之内二百石、同姓右衛門太郎へ被下。

235 ３ 18 291 宝永５ （１/11） 腫物 八田九郎左衛門死。腫物八十歳。

236 ３ 18 306 宝永５ （２/18） 乱心
頃日玉屋町の紺屋。夜ル起て仏壇の下の脇指を取出し、咽を突貫て、脇指を元の処へ入置
き、又寝所へ入り臥す。うなるゆへ人見付くと云々。翌日町同心等来り見に、彼者の云。人
に意趣有に非ず。病気故与風思ひ立自害しけるが、扨も死なれぬものと云々。乱心かと云々。
養生して本復すへき躰と。

237 ３ 18 344 宝永５ （５/４） 中風
石河章長。日置の屋敷にて卒す。六十歳。今朝小便に行帰りて、胸痛むと称し而五躰すく
み死す。卒中風也。日比大食にてありしと。腎虚也。六日の朝柩を発し、濃州上野村真言
宗蓮華寺にて葬。

238 ３ 18 345 宝永５ （５/８） 乱心 甚だ貧なれば、邪の念願等ありて乱心歟と。云々。

239 ３ 18 350 宝永５ （５/28） 痢病 頃日平岩七太夫娘七歳死す。残る二人男子も痢病にて頓而死す。七太夫母も頓而痢病にて
死す。七太夫夫婦も煩しが。是は後本復す。

240 ３ 18 351 宝永５ （５/31） 乱心 今迄小右衛門処にありし乱心者は、甚之右衛門に御預にて引取。

241 ３ 18 357 宝永５ （６/22） 中風 頃日朝倉忠兵衛煩ひ上着。江戸にて中風半身。併軽き事と云々。

242 ３ 18 362 宝永５ （７/３） 痢病 源右衛門妻、昨日より痢病。

243 ３ 18 364 宝永５ ７/13 乱心 暁前、少地震。今朝、大森寺の若党高松伝右衛門乱心し、刀にて腹を切り、且、咽を切り、
暫生て死す。四十五才。

244 ３ 18 364 宝永５ （７/14） 痢病 権内、十一日より痢病かるし。今日昼夜に痢五十度余、是峠也。十五日より度も減ず。痢
色赤き糞にて黒みなし。

245 ３ 18 366 宝永５ （７/26） 痢病 勘之右衛門、頃日痢病を最中煩てあり、乳母は不死也。

246 ３ 18 374 宝永５ （８/17） 発疹
於江戸、大名の歴々等、其外御旗本衆、疹相煩候者甚多し。皆、略す。
・・疱疹相煩候者、三番湯懸りして御目見仕、相勤不苦。右之看病人、行水仕、御目見相勤、
不苦。
・・水痘相煩者、一番湯懸りして罷出、御目見相勤、不苦。看病人、不及行水。

247 ３ 18 377 宝永５ （９/１） 発疹 庄蔵にて行かゝり、夕飯給。半之助二三日熱あり、疹也。

248 ３ 18 380 宝永５ （９/11） 乱心 予按るに、初、又左衛門乱心の時、平沢九左衛門・中根小右衛門に御預け、両人死後、都
筑助六処へ引取御預也。

249 ３ 18 389 宝永５ （９/29） 痢病 頃日、京・大坂、疹并痢病にて人多く死す。六万人余死と云は不詳。
江戸其外、長崎辺迄、疹大に流行す。

250 ３ 18 391 宝永５ （10/７） 浮腫 藤堂和泉守、於国許、先月初比より不快、浮腫と云々。

251 ３ 18 392 宝永５ （10/13） 発疹 政之右、疹にて不来。

252 ３ 18 393 宝永５ （10/20） 乱心
書抜
岩下又左衛門儀、乱心者之事故、兎角行衛不尋出候而は難指置者に候間、弥為相尋候様に
と富永彦兵衛へ可被申聞候。

253 ３ 18 394 宝永５ （10/22） 疳 去比、飛騨守従在所被帰、気色快然に而、六日被罷出候。帰宅の後嫡女死す。去比より疳
の病あり。

254 ３ 18 395 宝永５ （10/27） 中風 御本丸の御番加藤紋左衛門、夜ル中風、言語不聞、足たたず。鉄門迄負れて出。相番小川
善兵衛、井上文右衛門

255 ３ 18 395 宝永５ （10/28） 発疹 二ノ宮・国府宮へ松姫君様為御祈祷御疹被遊、仍之十一月六日御入輿相延、十八日になる。

256 ３ 18 396 宝永５ （10/30） 発疹 伊勢にても疹大に流行に付、奉行へ断り、先例に任せ、今月をやり祭と云事を仕る。

障害史研究　第６号（データ集）

－150－



表39

表39

表39

番号 巻 巻記 頁 年 月日 病状 内容

257 ３ 18 396 宝永５ （10/30） 発疹
長崎の者共、さればこそ当年の麻疹流行ただ事ならず、這の悪気を送り出せしに日本に流
寄て疹となりて流行する歟と云々。長崎男女七万人に可なる処なるに、疹にて死亡せしも
の一万人に近しと云々。

258 ３ 18 401 宝永５ 11/21 発疹 公御疹、今日比より見ゆと云々。本寿院様・但馬守様は去比、十月比、疹御仕廻なり

259 ３ 18 403 宝永５ （12/３） 発疹 公御疹に付、御家老は老中主馬。御城代衆熱田・一宮・津島にて御祈祷御祓をば天王坊に
て集めて江戸へ行。松姫様の時もめ此例は若宮なれども、住職当時なきゆへなり。

260 ３ 18 405 宝永５ （12/９） 発疹 公御疹御軽快、今朔日に御麦湯也。

261 ３ 18 407 宝永５ （12/13） 発疹 野崎九典疹にて死す六十余。

262 ３ 18 408 宝永５ （12/18） 乱心 頃日、於江戸、御広敷御目付柴田忠太夫乱心す。

263 ３ 18 408 宝永５ （12/22） 疱瘡 夜、松原久千代、疱瘡にて卒。

264 ３ 18 409 宝永５ （12/23） 癩病 頃日成瀬内膳死。足の指より腐り初て、惣体腐り死す。癩疸と云々。

265 ３ 18 411 宝永５ 秋 発疹・コロリ
当秋比より冬に至り疹流行甚敷、諸国皆然り。希有の事也。然るに予が家内、召仕に至迄、
壱人も疹を煩ふものなし。且、虎痢病等も勿論の事也。当年中、予が家内へ医師不入、薬
代といふこともなし。幸の又、仕合なり。

266 ３ 19 413 宝永６ （１/１） 発疹 公方様、昨夜中より熱有之処、今朝より疹被為見之由。

267 ３ 19 415 宝永６ （１/10） 発疹・梅毒 曽て館林に御座の時より瘡毒あり、今度瘡毒あるものの疹を煩ふ者、皆死す。

268 ３ 19 421 宝永６ （１/18） 疱瘡 於江戸。竹腰山城守正映疱瘡にて卒。申刻年二十一。今月八日より疱瘡也。

269 ３ 19 421 宝永６ （１/18） 疱瘡 同夜、江戸にて御通番天野半弥疱瘡にて死。十八歳。

270 ３ 19 430 宝永６ （１/23） 疱瘡 今日、御台様御疹にては無御座、御疱瘡御見え被成、依之、秋元但馬守右御用に付、井上
河内守へ御用番被差替候由。

271 ３ 19 431 宝永６ （２/３） 疱瘡 頃日、江戸疱瘡夥敷流行し、死する者も夥し。一々不記焉。纔に其一二を集記す。

272 ３ 19 431 宝永６ （２/３） 疱瘡 松平信濃守死。以上、疱瘡にて死。

273 ３ 19 431 宝永６ （２/３） 疱瘡 津守様御子日向守様、御疱瘡甚おもく、御家中手を握る。然れ共、漸々御快復也。此外、井
上筑後守嫡監物・松平丹波守内室・黒田伊勢守嫡菊千代等、疱瘡。

274 ３ 19 433 宝永６ （２/16） 乱心 先刻同姓采女方へ罷越、様子見届候処、乱心無紛、無了簡仕合、時節・所柄と申、別而迷
惑至極に存候、御一類中へも此段可預御心得候と云々。

275 ３ 19 437 宝永６ （２/13） 疱瘡・疫病・
発疹 江戸にて轟仁十郎死す。時疫の上疹、其上疱瘡

276 ３ 19 442 宝永６ （３/７） 乱心
戸田五郎兵衛手代富田庄蔵自殺、妻を近所の檜物やに通ぜられ、独、鬱々として母に申置、
如此す。妻は死前に舅の処へ遣す。是を聞て翌八日、檜物や、たまられずや有けん、常題
目本立寺墓の前にて自害、両人ともに乱心にて事済。

277 ３ 19 469 宝永６ （５/23） 疱瘡 日向守様御疱瘡後の御礼あり、御髪ぬけたり。

278 ３ 19 470 宝永６ （５/25） 疱瘡 夜、渡辺新左衛門母瘡疱にて死。

279 ３ 19 480 宝永６ （６/28） 行歩不自由 上泉半介、御礼終て立かねたりしを、大目付両人して引立去らしむ。頃日病気、行歩不自
由なり。

280 ３ 19 485 宝永６ （７/18） 乱心 今朝、民部右筆小林善助自殺す。乱心也。

281 ３ 19 488 宝永６ （８/１） 痢病 加藤権四郎「妻」死す。痢病。

282 ３ 19 491 宝永６ （８/18） 乱心 頃日、野崎金五左衛門若党相煩故、召仕一人相添登せ候処、沖津にて乱心し、刃をぬき甚
ある。

283 ３ 19 494 宝永６ （８/27） 癩病 猩々の始る時、石町の古手や平兵衛と云者、絶入す。目を見つめ、沫を噴。癩癇也。御黒
門足軽つり出し、針などたて息出。

284 ３ 19 504 宝永６ （10/５） 疱瘡 新帝疱瘡。

285 ３ 19 522 宝永６ （12/６） 疱瘡 小一郎妻産後、疱瘡にて死す。

286 ３ 20 554 宝永７ （３/11） 疱瘡 名古屋に而、新番頭遠山伝十郎疱瘡に而死す。

287 ３ 20 569 宝永７ （４/15） 乱心
今度、二条上り御番酒井下総守組原田新八郎。去る八日木曽路信州和田の宿に而、湯殿に
而、左の脇を脇指に而突き正気無之、座敷にさや斗有之。組頭并相番へ早々申達し見分有
之。乱心紛無之。下総守にも注進有之。御覧之上に而江戸へ篭輿に而下る。

288 ３ 20 569 宝永７ （４/16） 梅毒 予昨夜の酒にいたみ今朝迄酔。終日気宇不快。食不進。酒ならず。是大酒且荒木の烈毒然
るか。

289 ３ 20 577 宝永７ （５/12） 疱瘡 頃日野呂瀬紋左衛門、建部文野右衛門共に疱瘡に而死す。

290 ３ 20 580 宝永７ （５/31） 疱瘡 頃日貴賤上下疱瘡夥敷今に流行。死する者も往々あり。

291 ３ 20 588 宝永７ （６/18） 疱瘡 今夜平岩七十郎疱瘡にて死す。頃日に至り疱瘡夥敷流行。死する者も間々有。

Ⅳ．近世障害史料目録

－151－



表39

表39

表39

番号 巻 巻記 頁 年 月日 病状 内容

292 ３ 20 589 宝永７ （６/23） 狂ひ
頃日高倉の社へ、夜之丑の時参り有。是は桔梗屋半右衛門悪性にて、妻を持ながら伝馬町
辺に而振袖と馴染、（中略）前妻大に怒り、額に小鏡をあて、頭にわたをいたゞき、丑時参
す。七日に満て、其しるしにや当妻狂ひ口走ると云々。

293 ３ 20 593 宝永７ （７/16） 瘧疾 予未過悪寒あり。此内堪へ、熱のそろ／＼来る、節臥す。熱よほどあり。頭痛のあれ共苦
になる事にあらず。暮前に醒む。瘧なり。

294 ３ 20 594 宝永７ （７/24） 疱瘡 頃日疱瘡し、顔見にくゝ成しかば、何もとらせずに親の処に返す。

295 ３ 20 594 宝永７ （７/27） 瘧疾 予瘧。後弥快く方々礼に行。

296 ３ 20 595 宝永７ （７/23） 乱心 江戸御城御長屋御門に而、浪人小嶋千右衛門と云者、土屋相模守へ目案を上る。乱心もの
なり。

297 ３ 20 600 宝永７ （８/25） 乱心 勝蔵今日上州松飯田に宿す。然るに同宿柏屋伝右衛門宿に、江戸ゟ登るとて小川五郎左衛
門迄にて乱心。仍之同道大小刀を取。

298 ３ 20 600 宝永７ （８/29） 中風 木村九郎左衛門謡会に而、中野理右衛門処に咄。帰りに刀をつき重而の謡の番組をよむと
て倒る。左半身也。賀篭にて帰る。正気も頓而付、軽き中風なり。

299 ３ 20 607 宝永７ （８/29） 乱心 頃日増田藤左衛門乱心。日比悪逆悪性也。六郎兵衛子也。

300 ３ 20 607 宝永７ （９/２） 腫物 巳過高田三右衛門腫物に而死。七十五歳。

301 ３ 20 610 宝永７ （９/11） 疱瘡 柴山文助八日ゟ熱あり。今日行て見る。疱瘡と云々。夜食遣す。

302 ３ 20 615 宝永７ （10/２） 疱瘡 弥左へ行。疱瘡席やみなり。

303 ３ 20 617 宝永７ （10/11） 疱瘡

夜近松三折来て云。疱瘡はよし、たとへ黒み来ても、脾胃さへよければよけれ共、脾胃殊
の外悪敷、腹の様子脈にも見へ候間、必死と云々。今夜は一向薬を止、粥斗用ゐん。明朝
来て見、薬を可用ならは調ぜんと云々。爬破甚悪敷。此より風入る也。かたき粕を黒焼に
し、爬破の処へ着べしと云々。又云。落痂の砌に至り、痘毒外へ発する事を得す。内へ入
り脾胃に遍らば事きはまらんと云々。

304 ３ 20 620 宝永７ （10/21） 疱瘡 今朝安之丞へ見廻候処、弥疱瘡也。順よりと云々。妹も見ゆ。

305 ３ 20 624 宝永７ （11/３） 疱瘡 頃日山口辺別而疱瘡夥敷流行。荒川十大・平沢弥八・市瀬助大子・相原弥右衛門子等。一々
不可記。

306 ３ 20 627 宝永７ （11/14） 疱瘡 杉立権右衛門一子作大夫十九歳。疱瘡にて死。

307 ３ 20 630 宝永７ （11/29） 疱瘡 頃日喜子進様御疱瘡。

308 ３ 20 633 宝永７ （12/６） 疱瘡 尾崎市十郎疱瘡にて死す。去月十九日鈴木安大夫が女を娶りし。廿日余に而永訣す。市十
郎弟も疱瘡大切なりしが幸にして生く。

309 ３ 20 633 宝永７ （12/９） 痞 午半権内妻、水風呂ゟ揚り忽然として椽にたをれ、正気を失ふ間に、水を少飲む。其後水
薬も不通。医師等大勢集り、手に汗を掬す。申過漸正気復し、段々快然たり。痞と。

310 ３ 20 636 宝永７ （12/22） 疱瘡 夕飯後市に而酒給。直に天野源蔵へ行。二男弥四郎昨日ゟ手足冷悶絶。頃日疱瘡。昨夜は
危急之処、少し免るゝが如し。人参只今迄十弐両が程用と云々。戌過帰る。

311 ３ 20 636 宝永７ （12/22） 疱瘡 長野兵次郎疱瘡に而死。唯四郎子を名跡に願。

312 ４ 21 ７ 宝永８ （１/28） 疱瘡 曲淵庄八死。疱瘡。

313 ４ 21 12 宝永８ （３/５） 疱瘡 京極宮兵部卿文仁新王。三十二にて薨去。御疱瘡。

314 ４ 21 19 宝永８ （４/１） 疱瘡 鮎川作十郎疱瘡にて死。跡絶。六歳。

315 ４ 21 31 宝永８ （５/18） 痢病 知恩院宮痢病にて薨す。

316 ４ 21 31 宝永８ （５/21） 中風 半右泥酔不覚。中風か。…翌朝予行たるに、常の如く起て、食も如常とて、座敷にて話る。

317 ４ 21 37 宝永８ （６/16） 熱病 稲葉惣左衛門死。忽身銭程づゝ黒赤く、発熱と吐血等あり。河豚の毒と云々。或曰、生鰤
を食て中らる共。

318 ４ 21 60 宝永８ （９/22） 痢病 松平安芸守御妹子、去四日安芸に而痢死去。

319 ４ 21 64 宝永８ （10/12） 乱心 御笛吹藤田六郎兵衛養父清兵衛金を盗れ当惑の余り、京町奉行へつまらぬ直訴。其上宅へ
帰り召仕に疵など負せ乱心になり、六郎兵衛に御預け。

320 ４ 21 64 宝永８ （10/７） 腫物 酉刻松平左京大夫源頼純卿卒去七十二才。背に癰発す。

321 ４ 21 66 宝永８ （10/21） 痢病 鈴木伝太夫、伏見へ着候とき腹胃潰瀉し、百計すれ共不快。願に京に出養生。…恩田藤蔵
も伏見へ着候而痢病大切也。

322 ４ 21 76 宝永８ （12/１） 首縊死 高倉森へ入候所の、かり木戸に而、廿二三の男、はゞきして懐中に金壱両銭も少し有。今
夜首縊死てあり。

323 ４ 23 88 正徳２ （１/１） 疱瘡 松姫様御疱瘡御使五十人頭神谷三郎左衛門江戸へ発す。

324 ４ 23 96 正徳２ （２/29） ものをゑいわ
ず

円水一昨日より不快に付。平田院ゟ直に行。人の見わけもなく、ものをゑいわず、薬食も
しか／不通。只死を待斗也。子半刻死。

325 ４ 23 105 正徳２ （４/４） 疱瘡 江戸にて志水内記甲斐弟疱瘡にて死。十三歳

障害史研究　第６号（データ集）

－152－



表39

表39

表39

番号 巻 巻記 頁 年 月日 病状 内容

326 ４ 23 112 正徳２ （４月小朔日） 疱瘡 去月二十六日此ゟ、女院御熱。今日ゟ御疱瘡と知れる。

327 ４ 23 112 正徳２ （４/14） 疱瘡 今朝女院薨御六十一歳。御疱瘡によると云々。

328 ４ 23 141 正徳２ （７/25） 狂死 頃日奥田矢左衛門妻、狂死。

329 ４ 23 143 正徳２ （８/３） 労咳 昨日兵庫次男石川善次郎死。労咳。

330 ４ 23 151 正徳２ （８/13） 痢病 江戸に而痢病甚流行。後藤友之丞も痢病に而死。痢病後のシツライ。

331 ４ 23 154 正徳２ （８/18） 脹満 竹腰善右衛門死、四十三。父も四十三にて脹満にて死。善右衛門も同病。妻は馬場七郎右
衛門姉也。日比不快。頃日。三浦太次兵衛死。

332 ４ 23 155 正徳２ （８/20） 熱病 予、気色不快。秘結。不食。酒不進。眼中黄に、小便甚色づく。内熱有。今日ゟ玄端薬給。

333 ４ 23 156 正徳２ （８/22） 痢病 浅野半内江戸にて死。痢病後のシツライ。

334 ４ 23 157 正徳２ （８/27） 乱心
八月十八日水野監物宅にて、伊沢播磨守・京極主水・井出左門へ被仰渡候。御書付之次第。
其方相番井手左門養子長五郎、去月二十六日之夜乱心によりて召仕之女を殺害し、其身も
自害に及びいまだ死に至らず候。

335 ４ 23 167 正徳２ （９/８） 乱心 頃日乱心安藤権兵衛死す作ノ右衛門処にて。

336 ４ 23 169 正徳２ （９/19） 腫物 林茂兵衛死六十三。片腹に腫物出来久敷不癒。頃日に至り大便腫物の口ゟ出。

337 ４ 23 182 正徳２ （11/２） 中風 十月十四日に大村筑後守江戸御城に而卒中風。中口ゟ乗物に而帰宅。同日死去。

338 ４ 24 212 正徳３ （１/22） 熱病 円光東斬漸当正月二日ゟ大熱。頃日死に逼る。

339 ４ 24 234 正徳３ （５/１） 乱心 中嶋郡柿ノ木嶋村十大夫と云百姓、今夜長良佐屋海道の並松の木に首くゝり死す。乱心にや。

340 ４ 24 268 正徳３ （７/26） 痢病 今日御供番小嶋善助江戸に而死。痢病。二十七日とも。

341 ４ 24 273 正徳３ （８/17） 腫物 成瀬藤太下着し、鐙にて足をすりむきたりと云々。足の腫物より膿血出る。

342 ４ 24 282 正徳３ （８/23） 痢病 五十人長岡十郎右衛門痢病にて死。小菅半右衛門甥なり。

343 ４ 24 283 正徳３ （８/25） 胃虚 田中友玄、脾臓胃虚脹満にて死。六十三

344 ４ 24 287 正徳３ （９/12） 隔噎 柴山百助死三十五。此間隔噎のやまい。

345 ４ 24 296 正徳３ （10/23） 腫物 真壁喜右衛門死。足のつとわらに腫物あり押て勤む。血走り痛む。十二日に甚痛疼し終に
今日死。

346 ４ 24 297 正徳３ （11/６） 乱心 仲子林大夫、今日乱心自殺。

347 ４ 24 303 正徳３ （11/27） 疱瘡 沼津にて新番頭横井源左衛門死二十二歳。十三日に名古屋を発し、道中にて疱瘡。

348 ４ 24 304 正徳３ （12/６） 脾虚 法花寺死す腎虚。

349 ４ 24 307 正徳３ （12/17） 乱心 山村八郎左衛門妻死す。奥田弥左衛門妻去年死。五味平馬への縁組したるもの前に死、皆
兄弟絶へたり。最早梶田新介妻斗生残りしかども、乱心のやうなり。

350 ４ 25 329 正徳４ （３/２） 眼病 久松彦三郎六才にて死、疳疾にて目見えず。

351 ４ 25 346 正徳４ （３/31） 疫病 於八丈嶋疫病にて死候者、八百人余と云々。

352 ４ 25 348 正徳４ （４/10） 乱心 於江戸。今朝公義払方、御納戸組頭木村伊左衛門乱心自殺。

353 ４ 25 348 正徳４ ４/13 乱心・腫物
朝本多与助死廿七。旧冬鶏を大に食し、吹出もの多く出と云々。病中いろ／＼口を聞、乱
心のごとし。上唇に腫物出来たるを、小刀にて自刎切と云々。嶋数右衛門三男春日安左衛
門を願ふ。

354 ４ 25 351 正徳４ （４/23） 乱心 去る比帰国御暇出得共、病気にて江戸に逗留乱心躰と云々。肥前守大酒に荒む。

355 ４ 25 360 正徳４ （５/22） 乱心 壱岐守同心杉山杢之右衛門自殺。貧に非ず。病気の為、跡の事を書置し一通あり。病乱と
云々。頃日大病、腫気自殺せいでも近日可死と云々。父を新平と云。

356 ４ 25 364 正徳４ （６/１） 疫病

長崎表大きゝんにて、三月上旬より疫病はやり、餓死数万人。町などにては飯米無之、立
退候者あまた有之由、頃日さたいたし候。長崎奉行大岡越前守へ承合候処、被申候は、長
崎せばき所にて、居人四万八千程有之候。米は纔に三千石ならでは出来不申候。米数多く
出来候所にて候はゞ、きゝんと可申候得ども、左様にては無之、長崎近国一両年の風損に
て、長崎へ廻り候米少く候付、飯米払底に及び不宜食物給候故、疫病にて死候者四千斗も
有之由。立退沙汰は不承候。同役中よりは段々御救米被申付候由申来候旨物語也。

357 ４ 25 381 正徳４ （７/26） 疝気
頃日の雨湿故か、疝気差発り、金大きく成、大用小用通じかね申候上は、頭痛下いたみ致
迷惑候、夫故粥増水の類給申候、しち物等用候へども、相残る所は置失申候。何とぞ御療
治頼入存候。以上。

358 ４ 25 382 正徳４ （８/６） 痢病 本寿院様御痢病よほど重く御座候処。頃日御本腹と云々。

359 ４ 25 386 正徳４ （８/13） 乱心 巾下五平蔵町小普請中田平左衛門家より出火。隣の久保田東右衛門と共に二軒焼失。此節
雨湿然たる最中也。平左衛門始仙阿弥と云。今乱心なり

Ⅳ．近世障害史料目録

－153－



表39

表39

表39

番号 巻 巻記 頁 年 月日 病状 内容

360 ４ 25 391 正徳４ （９/３） 腫物
尊父の御腫物為療治、頃日山田忠伝来る。今日夕飯を出す。右の御耳の下に少き瘤出来し
を、七月比人に御かくし、自針にて縦横に御突、其上にて剃刀にて裂玉ひ、血を取り玉ふ。
其前には灸を被仰付候、其とがめにや、頃日其辺痛み、且眼口ともに左の方へ少し引付、御
腫被成、然れども御気色別事なく、御食も常のごとし。

361 ４ 25 397 正徳４ ９/21 乱心 今月廿一日。巾下上宿御中間頭神谷戸左衛門子、伝之右衛門。御扶持二人被下候しが、乱
心自滅。年十九

362 ４ 25 397 正徳４ （10/１） 熱病
昨夜湯を両度あがる。今朝粥を少あがり玉ふ。熱あり。一昨日迄は御腹つかへ悪敷とて、御
自ら針を立玉ふ。昨日よりは少よしとてたて玉はず。巳比水を御好み、三口あがる。昼比
より頭痛するとの玉ふ。忠左来見不苦。脉は昨日よりかさへりてよし。昨日の薬可用と云々。
頭痛も時々指引有。夜二度かゆのゆを被召上。

363 ４ 25 397 正徳４ （９/31） 疝気
疝気容躰書
尚夏より相催候。盆後に至り全大く成。諸方痛申候上、頭痛・下痛・大用不通。小用しぶ
り申候。仍之質物湯なども給切申候。先々年八十銭大補湯も給候得共、今程はなずみ申候。
油断仕候はゞ、非人者に成可申と存候。哀身命を御すくひ可被下候。能御考可被下候。以上。

364 ４ 25 398 正徳４ （10/４） 乱心 本郷丸山菊坂下、小十人組石丸五左衛門組、斉藤兵左衛門宅にて、浪人正木源太兵衛被切
殺候。…若乱心にても仕候やと存候。

365 ４ 25 399 正徳４ 10/４ 腫物 御弓の衆木村藤内、於江戸首の廻りに瘤出来、今日比上着せり。馬□瘡とも、飜花瘡とも
云。無類の悪瘡なりと、十一月初比死。

366 ４ 25 400 正徳４ （10/８） （腫物） 夜瘤より血出。早速留る。

367 ４ 25 400 正徳４ （10/９） （腫物） 今夜も血出。今日は御気重く、御食も前々のごとくならず。

368 ４ 25 400 正徳４ （10/10） （腫物） 御気色不快。麦湯斗あがり、御食あがらす。御顔赤し。昨夜も一昨夜も御顔赤して血出。戌
前鮮血多く出、剰へ鳥の肝のごときかたまりたる血、盃に半分斗出。

369 ４ 25 401 正徳４ （10/13） （腫物） 今夜粥湯二度あがり御快方也。

370 ４ 25 403 正徳４ 10/16 （腫物）
暁前。血余程出。須叟之内不留。然れども自若とて居玉ふ。卯半少苦み玉ふにや、御頭を
押へさせ、其手に取付玉ふ。自御脈を御取、脈なしとの玉ふ。予診るにあれども、甚へり
たり。良須叟有て又如元。此時又とり玉ひ、脈出たとの玉ひ、先程は死なんと思ひしに、又
よく成たるとの玉ふ。先刻の騒ぎに久野弥四郎などよびにやり来る。其外分四・勘太来る。

371 ４ 25 403 正徳４ （10/17） （腫物） 昨暁以後血も不出。今朝はらくがんを好み、少あがり。湯をのみ玉ふ。かゆのよ程かたき
を、中椀に半分程あがり、御快方也。予悦ぶ

372 ４ 25 424 正徳４ （12/28） 疱瘡 頃日疱瘡流行。

373 ４ 26 430 正徳５ （１/20） 癩病 服部遊意が跡次、吉村六郎左衛門卅五にて死す。癩也。

374 ４ 26 431 正徳５ （１/26） 疱瘡 飛騨守疱瘡。今日より序やみ。

375 ４ 26 433 正徳５ （１/27） 乱心 正月廿七日入鹿の杦番石川喜八、御国奉行の処にてせんぎ、乱心のやうすゆへ、五石に二
人扶持被召放、所へ預らる。

376 ４ 26 433 正徳５ （２/７） 疱瘡 未過小串数右衛門妻疱瘡にて死二十八。

377 ４ 26 434 正徳５ （２/10） 疱瘡 飛州発病同日に疱瘡にて、十一日の朝死す。同く守綱寺の土となる。

378 ４ 26 434 正徳５ （２/７） 疱瘡 水戸様は鶴千代様御疱瘡に付、御遠慮御登城なく、山本勘平御差上げ御伺被成

379 ４ 26 435 正徳５ － 疱瘡
江戸疱瘡大に流行。日光新宮も御軽快。高松少将家の嫡幸千代君、旧冬大切。人参一日に
卅匁づゝと云。是又快然也。水戸鶴千代様も頃日ずんと御かろし。紀候二月十三日に御見
廻・尾公も同日御見廻

380 ４ 26 435 正徳５ ２/12 疱瘡 石黒善左衛門妻疱瘡にて死。石川兵庫妹

381 ４ 26 435 正徳５ （２/12） 疱瘡 頃日。前嶋左五右衛門二子。平岩三郎左衛門二子。いづれも、疱瘡にて死。

382 ４ 26 435 正徳５ － 胃虚・脾虚 公方様御不例。去る頃は以の外にて、二月三日には表へも相知れ申候。御疱瘡にてはなく、
御脾胃虚と云々。大分御腫気御絶食の処、森宗乙薬御相応、従之御快御食事も御すゝみ。

383 ４ 26 436 正徳５ （２/18） 疱瘡 今井金七疱瘡にて死。二十一才

384 ４ 26 440 正徳５ （３/９） 乱心・疱瘡 昨夜、伝馬橋うら清左衛門と云葺師、隣家の女房を切殺自害。清左衛門が幼子疱瘡にて指
つまると乱心してかけ廻り如此

385 ４ 26 440 正徳５ （３/14） 疱瘡 鈴木貞与妻疱瘡にて死六十一

386 ４ 26 442 正徳５ （３/29） 疱瘡 頃日疱瘡にて死する者甚多し。一々不遑枚挙。

387 ４ 26 464 正徳５ （４/18） 乱心 野崎清左衛門悉皆人、河村清右衛門、改名孫大夫主人の宅にて自害。乱心と云々。

388 ４ 26 473 正徳５ （５/27） 疱瘡・腫物 頃日生駒因幡妻疱瘡の後、腫気等昨日急死。

389 ４ 26 496 正徳５ （８/31） 乱心 於江戸、安房守様御歩行伊藤彦助召仕。…尾州へ御のぼせ可成と有処、乱心のていになり
而又本復と云々。

390 ４ 26 510 正徳５ （10/14） 乱心 一昨日か、水野御林方の内に、美濃可児郡をき村の者、山にて首くゝり死す。乱心と云々。

391 ４ 26 516 正徳５ （10/31） 疱瘡 今夜近衛右府の御簾中満君の御方、産後の御疱瘡にて御逝去。
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392 ４ 27 553 正徳６ （２/８） 乱心 一昨日比か。牧野勝左衛門兄牧野左次右衛門、七間丁の篭にて死す。始御台所包丁人、廿
年前乱心せり。甥の樫原甚右衛門其外一家に御預也。

393 ４ 28 639 享保２ （１/２） 乱心 江戸にて、地謡御役者岩村藤兵衛夜乱心自害

394 ４ 28 652 享保２ （２/27） 乱心 近藤権内惣領御目見杢内乱心。
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40 「小梅日記」（『小梅日記』1-3、平凡社、1975-6）
番号 巻 頁 年 月日 症状 内容

１ １ 23 嘉永２ 11月24日 腫物 留守中林良泰、岩一郎の腫物みに来る。先かろきやう（廱）のよし。かうやく（膏薬）取に
こひとの事。

２ １ 41 嘉永４ ２月18日 疱瘡 夜伊藤泰蔵廻状持参。右は菊千代様御ほうそうに付、御機嫌うかゞひとして謁有之筈。

３ １ 41 嘉永４ ２月23日 疱瘡 今日も御機嫌伺也。しかし不出。廻文の
　菊千代様御疱瘡被　遊候付、為伺御機嫌明十九日奥役之面々中奥表頭役謁有之、…

４ １ 44 嘉永４ ３月４日 疱瘡 菊千代様御疱瘡御酒湯被為　召候御祝儀惣登　城、謁御座候。

５ １ 50 嘉永４ ４月３日 中風 了吉昼後かへる。此間中風気。小梅も同様ねている。

６ １ 56 嘉永４ ５月28日 疱瘡 さいく町の子、ほうそうゆへ、妻女るすゆへ延引との事。ほうそ段々仕上るとの事。此方よ
りも野上より来りし薬一ぷくことづける。

７ １ 61 嘉永４ ５月22日 脚気 岩一郎深津へ弥一郎先日よりかっけのよしゅへ、見廻に行。

８ １ 64 嘉永４ ６月11日 疱瘡 二男ほうそうのよし

９ １ 65 嘉永４ ６月21日 疱瘡 喜多村より使。マンヂウ廿五、疱瘡見廻に遣したる礼のよし也。

10 １ 101 嘉永６ ５月28日 眼病 夜壱丁目へ眼薬買ひに行。

11 １ 113 嘉永６ ８月２日 眼病 只今迄西の丸様と申候御方　公方様に御成被成候へ共、御幼年と申御眼あしき様子也。

12 １ 123 嘉永６ 10月６日 眼病 四つまへお栄かへる。眼もはもあしく候に付一両日やすみ度よしにてかへる。

13 １ 157 安政６ ３月29日 疱瘡 小梅菊えを林へつれ行。ほうそう思ふやうにはらず、薬二ふく貰帰る。

14 １ 158 安政６ ４月３日 疱瘡 夫より片原へ船寄、丈蔵を清吉よびにやる。来る。はっぽう（発疱）にてつむりヘはれて有。
いまだ先日病気より常にならず。酒も少しはのむ。

15 １ 159 安政６ ４月４日 眼病 主人眼いたむ。右のめ也。

16 １ 161 安政６ ４月11日 疱瘡 菊えほうそうの仕廻に付ゆかけ。赤飯たき祝ふ。

17 １ 166 安政６ ４月27日 疱瘡 黒田内室来らる。菊えにはらがけ一つくれる。ほうそうの祝ひの心。

18 １ 172 安政６ ５月24日 中風 此間中風気ゆへ、いかゞと申置候へども、じみ／＼と致し候ケやうな節はいさみたる事きけ
ばよけれど、哀成事聞候ては不宜と存候間、断にやる。

19 １ 184 安政６ ７月21日 コロリ 此節ころり流行。去年よりは手はしかく誠に夢のごとし。岡田主馬も先比久々病気にて大分
よく、出勤せられて逢候処、先快気致し、今は暑く候へば、秋気に成候はゞ御まねき申也。

20 １ 186 安政６ ８月１日 コロリ

今朝は菊えとろ／＼とねる。手足ひり／＼と引つけの気味あれども、先本引つけなし。主人
も今日は出殿せず。先、晩迄引つけなし。大に悦ぶ。漸今日廿日目にて一度もむねを押事な
し。扨此度ころり病あまり流行、殊に一丁目・二丁目・ぶらくり丁・うら橋辺に夥候に付、
夜分人用有ても通らず、人気あしければ今日町中上へよび出され、壱丁／＼組合おどり初る。
今晩は米や町と四丁目とおどる。

21 １ 187 安政６ ８月２日 コロリ
先菊え引つけは止。いまだ正気にはならざれども先手足ひり／＼するは止。折／＼ゑづく。
甚助殿来る。きゃうそ丸一ぷくくれる。此間参りし下女ます、今日来り、私おぢとおばころ
りにて死候ゆへおそく成候との事。明日より参候とて直に帰る。米持喜兵へ来る。和歌右衛
門の伜也。此間親和歌右衛門ころりにて死候よし。

22 １ 192 安政６ ８月14日 コロリ 城ノロの老母もころりにて死候よし。

23 １ 200 安政６ ９月８日 コロリ ころり病いまだ流行。野呂八十一郎も老母もうけたる様子。併不行。

24 １ 202 安政６ ９月13日 コロリ
ころり病流行にて死せし人、あげてかぞへがたし。此方の知るべの人計。
野呂八十一郎妻　同静吉郎妻　三宅兵右衛門　多田　内村　城ノ口母　増の母　平山春沢　
仁井田源一郎。

25 １ 205 安政６ ９月20日 コロリ 三四日まへ誠にひへてあんくわする事有。不順気にて、ころり病もいまだやまず。今みかつ
ら（三葛）辺に多きよし。

26 １ 206 安政６ ９月23日 コロリ みかつら（三葛）辺にころり流行にて十八人死したるよし。又三日眼とてはやるよし。誠に
よういならざる時節也。三宅弥次郎より茶のこよこす。

27 １ 210 安政６ 10月12日 風邪、肺労、疝癪
主人少々風気。併食事よく候に付、小梅・雄輔仏参。帰りに灸てんの婆々の処へ行。せ中へ
灸すへる。小梅廿三穴。雄輔は十九穴。弐匁づゝ礼。大分気分よし。雄輔は気の方にて、は
いらう（肺労、肺結核）に成もしれずと言。小梅は、男ならばせんしゃく（疝癪）にて、す
んぱく（寸白）と云病にて、ひへよりおこりしと言。

28 １ 210 安政６ 10月14日 風邪、吐血 主人風気。昨日上より群書治要の事申来るに付、学校え行ねばならず、風気ゆへ、にうめん
拵、一盃たべて、昼過行。（中略）静吉郎吐血のよしに付、見廻に行候処、先格別の事はなし。

29 １ 221 安政６ 11月17日 コロリ・出来あし
く、かこいに入置

○木村良右衛門と云者、元は木村良建と云坊主にて段々出世したる人也。此人の子出来あし
く、かこいに入置候へども、夫にても不宜哉、鎗にてつきころしけるよし。今晩とか送葬の
よし。○黒田甚兵への仲間の伜、是も不宣、幸野の弟と同類のよし。口あがりしを父聞、こ
ろせし由。ころり病流行の折からに付、其病気と思ひ、甚兵へ殿悔に行れしが、其つもりに
うけこたへしたるよし。跡にて聞ばころせしよし也。親の心いかならん、あわれむべし。

30 １ 252 万延２ ３月10日 疱瘡 千太郎ほうそうに付、夜お鹿野くけの丁へ行。明晩こいとの事。

31 ２ ７ 文久４ ２月３日 疱瘡 夕方喜多村金之助ほうそのよしに付、見廻に行。夜キタ村金之助疱瘡のよしに付、見廻に行。
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32 ２ ９ 文久４ ２月20日 疱瘡 此間中疱瘡流行に付、梶取にまじないする者、名春吉、右の処へ頼に行。

33 ２ 10 文久４ ２月23日 疱瘡 三輪源七郎よりよびに来る。直に行。昼後表御用部屋より、o 津田幸次郎娘ほうそうの処、
病死知らせ来る。喜多村より銀為持こす。百九十目余。

34 ２ 13 文久４ ２月26日 疱瘡 七つ前より津田幸次郎方の娘ほうそうにて死候に付、見廻に行。今晩は一七日たいや（逮夜）
也。菓子持参。

35 ２ 79 元治２ ３月24日 眼病 尤御徒格市川斎儀は寛蔵・学蔵手伝致し候様との事。尤此方へも被仰付度思召之処、此間中
眼悪敷候に付、其段申置候へども、大分宜敷候に付、又出勤可致旨、

36 ２ 93 元治２ ５月25日 発狂 扱、田中庄次郎大坂にて発狂して嶋本兵庫へ切つけ、うで切、かたより顔みけんへ切かけし
との事。（中略）切腹のよし。

37 ２ 94 元治２ ５月28日 発狂 廿一日朝、庄次郎発狂して、嶋本兵庫ふしいたるを切付る。かたより顔へ切。

38 ２ 100 元治２ ６月20日 脚気 金森源左衛門殿は大切に罷在候処、かっ気にて帰り、其病かっけしゃう心にて死去せらる。
廿二才のよし。

39 ２ 111 元治２ ８月16日 脚気 丑之助来る。かっけにて養生中ゆへ菓子のみ出す。

40 ２ 112 元治２ ８月17日 脚気
此度大坂にて病人多し。大かたかっけしゃう心にて死。其内誠におしむべき人有。アンナ人
は又と出来間敷と、髪ゆひ床にて申居るゆへ、（中略）此人も此度かっけ（脚気）にて廿余
人死候内也。誠におしきと言いるよし。会津郡五十人の中廿余人かっ気にて死候よし。誠に
会津は初より一度もひけとらず、つよき国なるに、病にはかてず。

41 ２ 123 元治２ 10月23日 眼病
昼前猪之助来り、親方も十九日に病死のよし。時ゑき。其節小梅出合候節、おかの申には、
眼誠に赤く候。いたみなく候哉と言ゆへ、みれば右のまじり朱をさしたあるごとく赤し。四
五十日まへよりやにぐり候へ共、さのみ痛まず。此間夜分いねたる時、きっといたかりし計也。

42 ２ 129 元治２ 12月12日 疱瘡 いとちと不快。ヘナイボ（水疱瘡）。お金無心に来る。

43 ２ 150 慶応３ ４月13日 腫物 此程女子出生、名しげ代、先其祝儀也。鈴木の妻女は先達てより腫物にてあしく、此節は宜
と云処、横にはふ也。

44 ２ 164 慶応３ ５月21日 腫物 梅斎は春比より風邪気、種（腫）物首筋の処へ三つ計出ていまに不快のよし、平松にかゝり
いるよし也 .

45 ２ 166 慶応３ ６月７日 腫物 梅斎来る。大分種（腫）物も快候間、礼に来りし由。

46 ２ 169 慶応３ ６月15日 腫物 今日はお恒誕生日ゆへ、黒田・梅本等へ申べく、かねては思たれど、此節主人腫物にて酒肴
を止居れば、先延し置。

47 ２ 181 慶応３ ８月12日 腫物 此間十日御前講、石井当番にて出候へ共、　君上には御腫物御痛所にて御延引。

48 ２ 233 明治９ ３月25日 疱瘡 お米出来り、東のお梅死候よし申に付、おどろきなげく。ほうそうの処へじゑき（時疫）の
よし。誠にいたわしき事。十六才。

49 ２ 237 明治９ ４月21日 疱瘡 昨日御宿へ寄候処、小いと、ほうそう至てかるき方には候へども、お婆さま一ぺん御帰り可
被成との事也。

50 ２ 238 明治９ ５月25日 疱瘡 お恒ほうそうのよしゆへ見廻に来るとの事。にぎりまゝたべ、此方より餅しる出し、酒も一
寸出す。

51 ２ 239 明治９ ５月29日 疱瘡
今福山本寛蔵の乙女おしげ、先日ほうそにて死去。右の茶のこ来る。丈右衛門使、皆るす也。
昼比松下隠居来る。お恒のほうそう見廻とて、菓子や鯛三枚被下、庭から帰る。お恒今日ゆ
かゝり風呂へ入、大に目出たし、

52 ２ 255 明治９ ９月９日 脚気 昨八日、雄輔山本寛蔵大病のよし、黒田にて聞候に付見廻。今日は大分よしとの事。かっけ
にていしゃ見ちがへにて大に悩候へ共、いしゃかへて大によしとの事。

53 ２ 266 明治９ 10月26日 眼病 野口お政、先日風眼にてあしかりし。おそ／＼なれど見廻。両方共庭から帰る。お政出来り、
大分よし。

54 ２ 316 明治10 ６月21日 中風 夜長屋清兵へ病気起る。中風の下地か、物いはず。

55 ２ 324 明治10 ７月29日 中風
二時比長や松島清兵へ命終のよし、清吉知らす。四十六日より再発也。先日しぬべかりしを、
新経のおかげにて、一度は直りしと清吉申居る。そっ中風のよし。黒川と云いしゃ申。一向
薬くれざるよし。夕方清兵へを悔に行。

56 ２ 330 明治10 ９月12日 眼病 お政眼あしき由、辻より聞。夜前も不来。

57 ２ 335 明治10 10月４日 コロリ 此節ころり病はやるゆへ、用心せよとの事。遠方何々国、百五十人わづらひ、三十人余死候
よし。此国にはなし。

58 ３ ８ 明治11 ３月10日 眼病 昨九日お政を待居けれど、病院へ文吾つれ行しとて不来。眼はれ候に付て也。今日美きへ聞
に、白唐もめんにてはちまきのごとくくゝり有との事。不来。

59 ３ 166 明治14 ９月14日 腸炎 是はチャウカタルと言病気。今流行のよし。かく別の事もなしとの事。

60 ３ 238 明治15 ８月９日 中風 近日野呂介石翁へ連行し相頼候と申居候処、江戸表にて中風病少々快御座候処、再発いたし、
介抱にかゝり、ゑは止候。

61 ３ 241 明治15 ８月21日 眼病 眼あしく直に帰る。

62 ３ 256 明治15 11月６日 中風
先月二十八日の朝来客が有りて常の如く談話を成したるが、其人が帰りし後、俄かに気分が
悪しくなり、中風の気味ゆゑ、早速医師を招いて養生されしが、段々重り、終に其夜九時こ
ろに死去されたる由、実に惜む可きの至りにこそ。
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41 『京都町触集成』（1- 別巻２、岩波書店、1994-5）
番号 巻 番号 頁 住所・名前 年齢 年 月日 分類 内容

１ 別２ － ４ 三条通堀川橋西町、同橋東
詰町両町之者 － 元禄８ ５月23日 不斗出 当21日７つ時分足弱き非人坊主橋西町へ参、日暮候にも

帰り不申、すね痛其上足もとも見へ不申

２ 別２ － 30 松や町通下立売上ル町糀や
吉兵衛借や日用嘉兵衛 36 元禄13 １月８日 病

今昼使に出し跡にて首鎰相果、嘉兵衛義日比少気者にて
身躰成不申候義を苦労に仕候、当月朔日より肺気煩行歩
不相叶臥り居、今昼腹痛仕候間、油小路通り二条下ル町
医者友仙を呼に参候様、女房呼に参

３ 別２ － 40 五条坊門通菅大臣町転切死
丹妙祐親族源太郎 ７ 元禄13 １月21日 病 大宮通六角下ル町父弥兵衛方にて夜前７つ過病死、去年

夏の比脾胃虚之症相煩、当春右之病気再発

４ 別２ － 43 東ノ寺内間之町通天神町吉
左衛門預り之長屋孫兵衛 53 元禄13 １月23日 行衛不知 身躰不如意にて其日を送り兼、同18日昼４つ過、行衛不

知

５ 別２ － 44 富小路通大炊町井筒や熊次
郎手代加兵衛 23 元禄13 １月24日 不斗出 一昨22日昼一門之内に病人御座候間見舞に参候由にて不

斗罷出帰り不申

６ 別２ － 59 御池通新町東へ入町玉や八
左衛門借や大黒や清兵衛 － 元禄13 ３月23日 不斗出

清兵衛妻子共一昨日罷出帰り不申、相借や之者共より申
来候間、早速参候て戸を明内を見候へば、身躰罷不成候
て立のき申候と申、如斯書置

７ 別２ － 62
河原町通四条上ル弐丁目下
大坂町白崎や寿悦借や絵や
彦兵衛

－ 元禄13 ３月27日 不斗出 ６才に成候忰御座候、身躰成不申、夜分家出

８ 別２ － 63
寺町通蛸薬師下ル円福寺前
町亀や丈正借や高嶋や六右
衛門

63 元禄13 ３月29日 自害 身躰不如意に罷成、其上借銀等御座候て納払難成可仕様、
当月２日自害仕

９ 別２ － 73 上河原荒神口下ル生須町車
屋喜右衛門借屋庄助 － 元禄13 ４月11日 不斗出 身躰成不申、昨日母幷兄弟共四人連にて家出、行衛知不申

10 別２ － 75 こまん － 元禄13 ４月14日 病 24日比より乱気之様に罷成、当月朔日より縄手三条下ル
町伯母たつ方へ引取養生仕候えば快気いたし

11 別２ － 77 御幸町通四条下ル丁周慶借
やいせや勘兵衛 － 元禄13 ４月27日 不斗出 身躰不罷成候由書置仕、女房残置、当月13日家出仕、帰

り不申

12 別２ － 80 東洞院通笹や町桔梗や吉十
郎、弟義性 － 元禄13 ５月４日 不斗出

去る20日に宿を罷出帰り不申、今日迄居所知れ不申、義
性親了順存生之内出家之望在之願、師匠を取出家致させ
置、了順相果候以後病気にて師匠方勤難成旨にて私方に
罷有

13 別２ － 82 大宮通筋違橋北半町用人五
左衛門、忰甚助 24 元禄13 ６月30日 行衛不知 八幡くつわ村百性平右衛門方に奉公仕居、先月13日私方

へ罷帰、夫より直に罷出行衛知不申、癪わつらい

14 ３ 35 12 河原町三条下ル町塩屋権九郎 70 延享元 ５月 人相書 材木小屋にて、首縊候得共不相果、言舌不分、居所不相知

15 ３ 1335 324 坂弓矢町紅屋徳兵衛弟藤吉 22 宝暦３ １月28日 不斗出 一昨26日夜５つ時より不斗罷出、行衛不知、病身ものに
て愚成生付、うろたへ

16 ３ 1402 338 江州坂田郡長浜次兵衛妹さよ 11 宝暦３ ８月27日 不斗出
油小路五条下ル町柏屋喜右衛門方へ当分罷登居候処、当
月21日暮時不斗罷出、行衛不知、右さよ年来よりはちい
さく、うろたへ

17 ３ 1626 390 西京三軒町柏屋むめ忰亀吉 11 宝暦５ ５月４日 行衛不知 当４月６日昼４つ時分、何方へ参候哉、行衛不知、11才
に候へ共大くれにて12、３才程に相見、うろたへ

18 ３ 1644 394 内野相生町大坂屋平兵衛養
子娘しも ８ 宝暦５ ６月12日 迷子 当月７日昼７つ時分、表に遊ひ居候処、何方へ迷ひ、行

衛不知、前歯２枚抜け、顔に疱瘡之跡、うろたへ

19 ３ 1901 461 北野社内、５歳斗之男子 ５ 宝暦７ ６月20日 迷子 一昨18日夜４つ時過、幼年成ものにて言舌不相分、心当り

20 ４ 221 57 嶋原東之出口外南之方に３
才斗に相見候男子 ３ 宝暦９ ９月９日 迷子 昨８日暮６つ時前迷居、男子足に小がさ出来有之病身に

相見、心当り

21 ４ 231 60 越前敦賀船町網屋太郎右衛
門忰太兵衛 33 宝暦９ ９月27日 行衛不知

病身之上逆上体に付、為養生同所唐人橋町庄次郎、当月
19日河原町三条下ル町服部や忠兵衛方へ罷逗留いたし、同
21日昼五条坂清竜寺にて祈禱頼可申由にて庄次郎差添罷
出、清竜寺門前にて太兵衛を見失い、行衛不知、うろたへ

22 ４ 307 82 若宮通御前通下ル町綿屋元
次郎母さよ 48 宝暦10 ５月４日 不斗出 先月24日昼９つ時分、不斗罷出帰不申、行衛不知、折々

申詞も揃不、うろたへ

23 ４ 542 147 大徳寺境内雲林院村百性長
兵衛母はる 72 宝暦11 ９月（13日） 不斗出 当月６日昼４時不斗罷出帰り不申、行衛不知、つねゝゝ

申言も揃ひ不申、うろたへ

24 ４ 966 262 室町通二条上ル町川合十右
衛門借家万屋利兵衛 45 宝暦13 10月１日 不斗出 乱心躰之もの、先月26日朝５つ時不斗罷出、帰り不申、う

ろたへ

25 ４ 968 262 東屋町夷川上ル町土屋伊兵
衛借屋井筒屋伊兵衛 38 宝暦13 10月４日 不斗出 乱気懸り、先月29日朝５つ時分不斗罷出、帰り不申、病

身者、うろたへ
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番号 巻 番号 頁 住所・名前 年齢 年 月日 分類 内容

26 ４ 1099 303 浄福寺元誓願寺上ル町近江
屋源兵衛父宗円 77 明和元 ３月31日 不斗出 老衰、言舌等難相分物、当月27日朝５つ時過不斗罷出、何

方へ迷ひ参、行衛不知、うろたへ

27 ４ 1316 361 二条川東法皇寺町藤屋佐兵
衛下人千之助 14 明和２ ５月27日 行衛不知 去23日昼７つ時分裸身にて罷出、行衛不知、うろたへ

28 ４ 1385 380 室町錦小路下町井筒や与兵衛 33 明和２ 11月25日 行衛不知
先月20日頃より逆上致乱心、当月19日より北岩倉観音堂
へ籠り、滝に為打介抱人付置、昨朝６時より右与兵衛何
方へ参、行衛不知、うろたへ

29 ４ 1434 394 高辻大宮東へ入町菊屋九郎
兵衛忰藤七 31 明和３ ４月（４日） 行衛不知 病気にて折ゝ乱心之様、先月晦日暮６つ時過近所へ罷越、

行衛不知、うろたへ

30 ４ 1505 414 椹木町堀川東へ入町納屋九
兵衛 42 明和３ ７月19日 不斗出 先達により逆上之躰にて言葉も相揃不申、去る15日暮時

分不斗罷出、行衛不知、うろたへ

31 ４ 1594 440 二条川東大方町中程軒下ル
町、年来64.5才斗之男 64.5 明和４ ３月15日 迷人 夜４つ時分、酒給酔之躰にて行倒、名所相尋候得共言舌

も廻り不申、半身難叶躰、心当り

32 ４ 1603 443 下長者町西洞院西入町丸岡
屋平兵衛借家医師北山玄貞 65 明和４ ４月 行衛不知 当４日夜より行衛不知、鬱症之様子、うろたへ

33 ４ 1608 444 長者町新町東入町松屋平兵
衛妹くめ 28 明和４ ４月20日 不斗出 先達により逆上之症にて平兵衛方にて介抱、去る12日不

斗罷出、行衛不知、うろたへ

34 ４ 1609 444 姉小路大宮西入町蓮光院先
住智丈 48 明和４ ４月 行衛不知 当月17日罷出、行衛不知、気欝之様子、うろたへ

35 ４ 1713 475 西堀川一条下ル町鱗形や平
兵衛忰孫四郎 37 明和５ １月７日 不斗出 持病に疳積有之養生為致置、当朔日夜５つ時分に不斗罷

出、行衛不知、うろたへ

36 ４ 1831 509 日暮通中立下町升屋宗雲忰
速善 31 明和５ ６月 行衛不知 当月３日昼９つ時分罷出、行衛不知、病身にて剃髪いた

し逆上躰之もの、うろたへ

37 ４ 1850 513 大将軍東町若狭屋与介父与
兵衛 43 明和５ ７月 不斗出 是迄折ゝ乱心体にて申言葉も前後不都合之義も有之、当

月20日４つ時分不斗罷出、行衛不知、うろたへ

38 ５ 44 12 車屋町二条上ル町柏屋庄吉
父庄右衛門 57 明和６ ４月15日 不斗出 中症之上乱心躰、去ル８日不斗罷出、行衛不知、うろたへ

39 ５ 64 16 新椹木町竹屋町上ル町い
つゝや次郎兵衛忰次郎吉 18 明和６ ６月９日 不斗出 先月27日昼４つ時分不斗罷出、行衛不知、愚成生得、う

ろたへ

40 ５ 84 21 葭屋町通一条上町松屋りゑ
忰伝右衛門 23 明和６ ７月28日 不斗出 当月22日朝５つ時分不斗罷出、行衛不知、生得愚成者、う

ろたへ

41 ５ 97 24 西洞院椹木町上ル町鮓屋又
兵衛借家井筒屋茂七 27 明和６ ８月13日 行衛不知 当月３日暮時時分罷出、行衛不知、逆上いたし候様子に

て詞も不揃、うろたへ

42 ５ 116 29 高倉五条上ル町亀井屋庄右
衛門借屋松屋半兵衛 67 明和６ ９月31日 行衛不知 当月12日夜罷出、行衛不知、病身にて欝症之様子、うろ

たへ

43 ５ 176 45 大仏本町五町目大和屋弥兵衛 55 明和７ １月４日 不斗出 旧蝋24日昼不斗罷出、行衛不知、健忘之症にて耳も遠く
在之、うろたへ

44 ５ 218 56 諏訪突抜高辻下ル町千切屋
庄兵衛借家島田屋平兵衛 26 明和７ ３月28日 不斗出 当月21日暮６つ時分不斗罷出、行衛不知、健忘之症、う

ろたへ

45 ５ 219 56 油小路五条下ル町壺屋しも
借屋伊良子大学娘みち 15 明和７ ３月31日 不斗出 当月17日之夜不斗罷出、行衛不知、病身にて近比逆上之

躰、うろたへ

46 ５ 220 56
室町四条上町桔梗屋十之丞
家代大文字屋宇兵衛養子宇
之八

20 明和７ ４月３日 不斗出 先月27日夜５時不斗罷出、行衛不知、病身にて逆上之躰、
うろたへ

47 ５ 253 66 天使突抜二町目ミのやもん
借や播磨屋五兵衛 50 明和７ ６月13日 不斗出 当月８日昼８つ時分不斗罷出、行衛不知、近頃逆上、不

揃之義、うろたへ

48 ５ 258 67 寺之内横西半町桔梗屋弥兵
衛下人市兵衛 19 明和７ － 不斗出 当月16日夜４つ時ふと罷出、行衛不知、愚敷者に此節健

忘様子、

49 ５ 298 79 千本通一条下ル北伊勢殿構
町河内屋庄左衛門 48 明和７ ８月２日 行衛不知 健忘之症にて先月21日朝５つ時分東寺へ参詣、行衛不知、

うろたへ

50 ５ 328 88 城州乙訓郡上里村百姓町右
衛門忰忠兵衛 28 明和７ ９月17日 不斗出 去月17日不斗罷出、行衛不知、当春頃より逆上之躰に相

見へ候間、うろたへ

51 ５ 405 110 烏丸仏光寺下町堺屋勘兵衛
借屋堺屋市兵衛 29 明和８ ３月26日 不斗出 健忘之症にて当月20日昼７つ時過不斗罷出、行衛不知、う

ろたへ

52 ５ 552 145 宮川筋四町目松葉屋弥三郎
父庄七 40 明和８ 11月８日 不斗出 当月７日昼７時分不斗罷出、行衛不知、当３月比より健

忘之症相煩ひ、うろたへ

53 ５ 620 168 45歳斗之男子、建仁寺門前
亀井町博多町堺之辻 4,5 安永元 ３月15日 迷子 少々小瘡煩居候躰にて、去ル12日夜５半時分、迷ひ、心

当り
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番号 巻 番号 頁 住所・名前 年齢 年 月日 分類 内容

54 ５ 682 184 二条川東新生須町いせやな
を父弥七 58 安永元 ７月11日 不斗出 先達より病気にて言葉も不揃、当７日不斗罷出、行衛不

知、うろたへ

55 ５ 707 190 中立売知恵光院西入町いせ
や市次郎父与兵衛 47 安永元 ９月16日 不斗出 先達より病気にて言葉も不揃、当月４日不斗罷出、行衛

不知、うろたへ

56 ５ 817 215 城州相楽郡北稲八間村百姓
彦五郎弟清七 40 安永２ ４月２日 行衛不知 乱心、先月28日昼８つ時分罷出、行衛不知、うろたへ

57 ５ 825 217
一条通六軒町西入町布屋長
兵衛実弟和州高市郡萩本村
百姓喜右衛門

43 安永２ ５月（12日） 不斗出 当月３日より不斗罷出、行衛不知、眩忘之症にて申言も
不相揃、うろたへ

58 ５ 858 224 猪熊四条下ル町柏屋すき借
屋近江屋喜兵衛 34 安永２ ７月 不斗出 当14日８つ時分不斗罷出、行衛不知、驕気之様子、うろ

たへ

59 別２ 補832 513 六条新地鍵屋町河内屋まさ
姪いち 14 安永４ ２月 行衛不知

先月29日朝５時分近所へ使に遣候処行衛（不脱カ）知、い
ち義摂州豊嶋郡神田村長兵衛娘にて去午12月よりまさ方
へ参、当地不案内殊に愚成ものにて、うろたへ

60 ５ 1290 336 西寺内仏具屋町通花屋町下
ル町升屋ちか姉妙休 47 安永５ ４月４日 行衛不知 先月27日昼８つ時分仏参いたし候旨を申罷出候処、帰り

不申勇衛不知、愚成ものにて殊に逆上之性有、うろたへ

61 ５ 1364 356 今出川通西上善寺町丹波や
弥兵衛下人市太郎 18 安永５ 11月17日 不斗出 当月９日昼７つ時過不斗罷出、行衛不知、生得愚成、う

ろたへ

62 ５ 1487 394 高倉三条上町紀伊国屋そよ
忰伊之助 17 安永６ ９月31日 不斗出 当15日昼７つ時分不斗罷出、行衛不知、生得愚成もの、う

ろたへ

63 ５ 1673 445 油小路松原上ル町木屋九兵
衛弟子勘兵衛 26 安永７ ８月29日 不斗出 当月23日朝５つ時不斗罷出、帰り不申行衛不知、生得愚

成もの、うろたへ

64 ５ 1675 445 百万遍門前水茶屋源兵衛娘
とめ 18 安永７ ９月（５日） 不斗出 先月27日昼８時分彦太郎と申当才之男子を抱不罷出帰り

不申、生得愚成、うろたへ

65 ６ 12 ６ 下御灵裏門前、年来４才斗
之男子、友吉 ４ 安永８ １月22日 迷子 一昨20日昼８つ時分、迷ひ、小瘡相煩

66 ６ 198 59 中立売松屋町西江入町若狭
屋佐兵衛下人忠蔵 22 安永９ 11月１日 不斗出 当月２日昼９つ時分不斗罷出帰り不申、生得愚成もの、う

ろたへ

67 ６ 275 84 問屋町正面上ル町尼綿や清
月甥了月 16 安永９ ７月10日 不斗出 当月４日昼７つ時分罷出帰り不申、病身ニ而言舌分り兼、

生得愚成もの、うろたへ

68 ６ 320 100 四条通麩や町之辻、出生３
才斗之女子 ３ 安永９ 10月８日 行衛不知 昨７日夕７つ時過、面体鼻之上ニ療毒出来

69 ６ 367 113 富小路五条上ル町平野屋金
七弟喜八 39 安永９ 12月20日 行衛不知 乱心ニ付先達而より圏を拵入置候処、当14日夜中圏之さ

んこち放罷出、行衛不知、うろたゑ

70 ６ 394 123 西京東町千切屋惣助妻はや 33 天明元 ２月15日 行衛不知 当月６日朝６時時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、生得
愚成者にて病後に候、うろたへ

71 ６ 452 142 清水寺成就院弟子春長 17 天明元 ４月26日 不斗出 先達而ゟ為勤学法類姉小路間之町入町延命院へ差遣置候
処、当３月25日朝不斗罷出帰り不申、生得愚成、うろたへ

72 ６ 461 145 八坂郷升屋町山城屋藤兵衛
忰勘蔵 20 天明元 ５月11日 行衛不知 当３月10日不斗罷出、行衛不知、愚成もの、うろたへ

73 ６ 487 152 富小路六角上町伊勢屋市兵
衛忰太兵衛 23 天明元 ６月20日 不斗出 当月17日暮時過頃不斗罷出帰り不申、生得愚成、うろたへ

74 ６ 631 195 西洞院四条上ル町、８歳斗
之男子 ８ 天明２ ２月11日 迷子 昨10日夜５つ時分、迷ひ、不具之者にて言舌廻り不申、其

上盲人

75 ６ 710 221 猪熊下長者町上ル町近江屋
伊兵衛妻かね － 天明２ ７月５日 行衛不知

親元城州塔之森村百姓惣左衛門方へ当２日朝５つ時前、当
４月出生之女子、いつ方ニ差置候哉相覚不申、昨４日昼
９つ時分、乱心体にて罷帰り、一向様子不相分、途中に
て落し候旨

76 ６ 737 230 大仏本町本五町目丸屋彦兵
衛父盲人元保 69 天明２ ８月26日 行衛不知 当月８日暮６時分罷出帰り不申、行衛不知、老年盲人、う

ろたへ

77 ６ 775 242 粟田領堀池町、５歳斗之男子 ５ 天明２ 10月24日 迷子 一昨夜、幼少之もの、左之方眼つふれ、言舌少々なまり
候方に相聞候、

78 ６ 920 284 城州梅畑村、善妙寺村百性
半兵衛弟熊五郎 25 天明４ １月 不斗出 当月５つ時不斗罷出帰不申、乱心体にて前後不揃、うろ

たへ

79 ６ 935 288 烏丸五条下ル三丁め升屋金
次郎父七兵衛 40 天明４ ３月１日 行衛不知 先達により乱心体、先月28日暮時迄より不斗罷出、行衛

不知、うろたへ

80 ６ 963 296 御幸町三条上ル町若狭屋安
兵衛忰卯之助 33 天明４ ４月29日 不斗出 乱心、当26日朝５つ時過罷出帰り不申、迷ひ、うろたへ
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81 ６ 975 299 七条新地十禅寺町大坂屋伊
八妻尼智心 69 天明４ ６月５日 行衛不知 先月27日昼８つ時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、生得

愚成もの、迷ひ、うろたへ

82 ６ 986 302 諏訪突抜五条上町桧皮屋弥
兵衛同居いち娘よそ 33 天明４ ７月１日 行衛不知 近き頃乱心体にて不揃、去月24日暮６つ時不斗罷出、行

衛不知、うろたへ

83 ６ 1008 309 四条金蓮寺長屋、濃州屋庄
蔵養子源次郎 19 天明４ ７月31日 行衛不知 生得愚成もの、近頃病気、当月22日昼８つ時過不斗罷出、

行衛不知、うろたへ

84 ６ 1026 315 富小路六角下ル町、５才斗
に相見へ候女子 ５ 天明４ ９月（16日） 迷子 昨夜５つ時分、迷ひ、頭に吹出もの有之弱々敷相見得、心

当り

85 ６ 1039 318 新町四条上ル観音堂西辻子
町丸屋次助忰次右衛門 24 天明４ 10月19日 行衛不知 当月11日暮時分罷出、行衛不知、生得愚成、うろたへ

86 別２ 補912 537 河原町四条下ル町いつゞや
茂八父浄意 69 天明４ ６月 行衛不知 中風之症相煩居、当月21日昼８つ時分、うろたへ

87 ６ 1092 337 間之町通御池下ル、４才斗
之女子 ４ 天明５ ２月17日 迷子 一昨15日夜４つ時過、迷ひ、小瘡出来、心当り

88 ６ 1125 345 室町出水上ル町八文字や徳
兵衛 57 天明５ ５月21日 不斗出 近頃欝症之様子にて忙（ママ）心いたし、当月16日昼４

つ時分不斗罷出帰り不申、居所不相知、うろたへ

89 ６ 1157 354 百万遍門前近江屋善兵衛父
善七 57 天明５ ８月（12日） 不斗出 当月５日４つ時分不斗罷出帰り不申、全体疳症にて折々

不都合之儀申候義も有之、うろたへ

90 ６ 1254 384 西洞院六角下ル町菱屋太兵
衛下人万吉 20 天明６ ４月25日 不斗出 当月12日夜５つ時分不斗罷出帰不申、生得愚成者、うろ

たへ

91 ６ 1392 422 祇園町北側伊勢屋安兵衛 58 天明６ 12月12日 行衛不知 当月６日昼８つ時過不斗罷出帰不申、行衛相知ず、生得
愚鈍成者、何方へ迷ひ居候哉難斗、うろたへ

92 ６ 1423 430 東寺内新シ町和泉やけん実
父五兵衛 60 天明７ ４月23日 行衛不知 致剃髪罷在健忘之病相煩居候処、当月20日９つ時過より

不斗罷出帰不申、行衛不相知、うろたへ

93 ６ 1536 468 大仏本町通五町目、45才斗
之男子 4.5 天明８ ２月21日 迷子 一昨19日夜、両足共はれ痛候様子、心当之もの

94 ６ 1550 472 三条堀川東入町丸屋喜兵衛
兄求善、坊子 30 天明８ ２月27日 行衛不知

先月晦日出火之節、喜兵衛宅も類焼、城州西岡上植野村
従弟百姓宇兵衛方へ預け置、当月21日朝５つ時比不斗罷
出、行衛不知、病身者、折々逆上いたし不相揃儀共有之、
うろたへ

95 ６ 1612 497 縄手通古門前上ル処、３歳
斗之男子 ３ 天明８ ５月７日 迷子 昨６日夜５つ時過、迷ひ、知恩院古門前元町にて養育い

たし置、小瘡相煩ひ居、心当り

96 ６ 1672 526 城州葛野郡松尾谷村大工源蔵 57 天明８ ８月14日 不斗出 先月22日昼９つ時分不斗罷出帰り不申、生得病身にて愚
敷者、うろたへ

97 別２ 補947 544 城州乙訓郡下植野村百姓九
郎兵衛後家いさ忰藤吉 26 天明７ 11月 行衛不知 当10日朝罷出行衛不相知、生得愚成者、迷ひ

98 ７ 28 11
西陣笹屋町五町目升屋佐兵
衛下女きん、濃州安八郡森
部村百姓武兵衛娘

13 寛政元 ２月（12日） 行衛不知 先月22日行衛不知、当地不案内之上生得愚成者、着用、

99 ７ 40 15

西陣笹や町四丁め菱屋藤兵
衛下女もよ、同まさ（濃州
中嶋郡長間村百姓清吉娘も
よ、同州同郡堀津村百姓吉
兵衛娘まさ）

17・
15 寛政元 ３月５日 行衛不知 先月15日罷出帰り不申候、当地不案内之上生得愚なるもの

100 ７ 64 24 真如堂跡新松屋町播磨屋庄
蔵下女むめ 18 寛政元 ４月７日 行衛不知 先月24日より行衛不知、病人ニ而生得愚成者

101 ７ 68 25 三条高倉東へ入ル升屋町蚊
張屋治兵衛実父久右衛門 42 寛政元 ４月11日 行衛不知 先月29日昼８つ時分不斗罷出、行衛不知、病身にて其上

鬱症之様子

102 ７ 79 30 二条川東法皇寺町菊屋岩松
父藤治郎 60 寛政元 ４月28日 行衛不知 当月16日昼９つ時過不斗罷出不帰、近年疸症

103 ７ 117 43 松原通高倉東入ル町いせ屋い
そ地面借受罷在候柏屋甚助 48 寛政元 閏６月25日 行衛不知 当月22日不斗罷出、行衛不相知、疳病

104 ７ 124 45 河原町丸太町上ル町竹屋七
兵衛同居兄善太郎 29 寛政元 ７月４日 行衛不知 先月22日不斗罷出、行衛不相知、病気之上生得愚成もの

105 ７ 250 85 四条堀川西江入升屋長三郎
父伊兵衛 50 寛政２ ４月２日 行衛不知 先月22日昼４つ時不斗罷出帰り不申、近頃鬱病之様子

106 ７ 357 120 仏小（光）寺新町西入町菱
屋伊兵衛下女そよ 14 寛政２ 11月５日 行衛不知 先月28日昼８つ時分不斗罷出帰り不申、全体愚成者
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107 ７ 566 189 大仏夷町深井屋藤九郎母き
の 41 寛政４ 閏２月19日 行衛不知 当16日昼８つ時過不斗罷出、行衛不知、近年放心、うろ

たへ

108 ７ 581 194 北野境内西今小路町丸屋重
兵衛方同居従弟熊吉 11 寛政４ ４月18日 行衛不知 先月19日昼時分使に遣し候処、夫ゟ不罷帰行衛不知、幼

少之上愚なるもの、うろたへ

109 ７ 582 194 西陣若宮横町佐野屋七兵衛
下人乙吉 14 寛政４ ４月19日 行衛不知 当月４日９つ時分近所へ使に遣し候処、不罷帰行衛不知、

元来愚成、うろたへ

110 ７ 612 203 粟田領東姉小路町高嶋屋甚助
借家丸屋吉郎兵衛父九兵衛 49 寛政４ ６月 行衛不知 当月23日昼４つ時分不斗罷出帰り不申、兼て持病に疳症、

折々行先等不申聞罷出、うろたへ歩行、うろたへ

111 ７ 636 209 大仏本町四町目藤屋庄五郎
父庄兵衛 65 寛政４ ８月 行衛不知 当８月８日夜５時分不斗罷出帰り不申、眩暈之症、其上

近年病身、折には前後不揃、うろたへ迷ひ

112 ７ 654 213 西堀川丸太町上ル町菱屋仁
左衛門忰嘉兵衛 20 寛政４ ９月22日 不斗出 当８月４日不斗罷出、帰り不申、愚成ものにて何方にう

ろたへ

113 ７ 713 231 仏光寺新町西へ入町大黒屋
茂兵衛妻いく 57 寛政５ １月19日 不斗出 当月14日不斗罷出、帰り不申、乱心体に付何方へうろたへ

114 ７ 788 250 城州相楽郡神童（寺）村百
姓とめ忰宗五郎事繁次郎 ９ 寛政５ ９月13日 行衛不知 母とめ召連先月15日朝罷出、とめ持病之疳症差発、行先

不相分、幼年、うろたへ

115 ７ 819 260 寺之内堀川西入ル町油屋勘
兵衛妻あさ 27 寛政５ 12月２日 行衛不知 先月29日暮６時分町内迄罷出、帰り不申、行衛不知、持

病に疳症、差発り節より不揃之儀も有之、うろたへ

116 ７ 820 260 城州乙訓郡寺戸村百姓新左
衛門同居伯母いよ 62 寛政５ 12月４日 行衛不知 先月20日朝６時不斗罷出帰り不申、行衛不知、生得愚成

もの、うろたへ

117 ７ 826 262 内野利生町木屋岩次郎娘しな 15 寛政５ 12月 行衛不知 先月24日夜５時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、生得愚
成、うろたへ

118 ７ 836 265 室町今出川下ル町鱗形屋茂
七養子亀蔵 18 寛政６ 11月１日 行衛不知 旧蝋29日昼８つ時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、生得

愚成もの、うろたへ

119 ７ 927 295 烏丸六角下ル町近江屋小兵
衛方小もの乙次郎 15 寛政６ ６月20日 行衛不知 当月６日不斗罷出帰り不申、行衛不知、若年者其上生得

愚成者、うろたへ

120 ７ 975 309 甲州小間（巨摩）郡西嶋村
百姓六左衛門忰五左衛門 20 寛政６ ９月28日 不斗出

当地三条大橋東詰町備前屋みき方に旅宿罷在候所、当24
日夕方不斗罷出帰り不申、生得愚成者にて言舌等も分り
兼、うろたへ

121 ７ 1058 335 五条油小路東入ル町日野屋
善兵衛小者岩松 15 寛政７ ４月18日 行衛不知 先月27日朝５つ時分不斗罷出、行衛不知、生得愚成もの、

うろたへ

122 ７ 1076 340 祇園新地富永町大津屋そま
同居父此吉 47 寛政７ ６月16日 不斗出 当10日夜不斗罷出、帰り不申、少々放心、うろたへ

123 ７ 1129 354 黒門元誓願寺下町日野屋宇
之吉父喜右衛門 29 寛政８ 10月18日 行衛不知 当月14日夜４時分不斗罷出、行衛不知、先頃より癇症、

折々取のほせ、うろたへ

124 ７ 1213 378 三条寺町西へ入町越後屋新
兵衛小もの嘉吉 14 寛政８ ３月11日 不斗出 当月３日暮６つ時分不斗罷出帰り不申、生得愚成もの、う

ろたへ

125 ７ 1226 382 小川丸太町升屋定七父六右
衛門 36 寛政８ ４月13日 行衛不知 先月４日昼４つ時分不斗罷出、行衛不知、持病に癇症、

折々取のほセ不捌、うろたへ

126 ７ 1254 389 高瀬松原上ル三町目近江屋
十助娘いそ 18 寛政８ ６月10日 行衛不知 先月25日暮時分不斗罷出、行衛不知、近頃より甚取のほ

せ逆上、うろたへ

127 ７ 1264 391 西陣笹屋町五丁目井筒屋半
兵衛下女むね 15 寛政８ ７月９日 不斗出 先月19日朝５時分不斗罷出帰り不申、生得愚成、うろたへ

128 ７ 1274 393 油小路下立売上町大菱屋嘉
兵衛弟子長吉 16 寛政８ ８月８日 行衛不知 当月３日朝５時分罷出、行衛不知、愚成もの、うろたへ

129 ７ 1281 396 建仁寺新地月輪町伊勢屋亀
松同居母きた 41 寛政８ ８月19日 行衛不知 当16日夜５時頃不斗罷出、行衛不知、先頃より病気、う

ろたへ

130 ７ 1300 402 城州紀伊郡竹田村百姓浅次
郎弟弥七 21 寛政８ 10月24日 行衛不知 当月18日夜罷出、行衛不知、生得愚成、うろたへ

131 ７ 1326 410 柳馬場五条上町漆屋次兵衛
同居主人幸七 29 寛政８ 12月６日 不斗出 当月２日暮６つ時分罷出帰不申、生得愚成、うろたへ

132 ７ 1347 416 油小路竹屋上ル町丹後屋定
次郎父才助 47 寛政９ １月13日 不斗出 旧蝋27日夜５つ時分罷出帰り不申、近頃癇症、不揃、う

ろたへ

133 ７ 1350 417 東洞院竹屋町上ル町玉屋半
兵衛弟子元吉 21 寛政９ １月18日 不斗出 当月２日昼８時分罷出帰り不申、病にて言舌分不申、う

ろたへ

134 ７ 1381 427 一条七本松東入町美濃屋亀
次郎父弥兵衛 58 寛政９ ４月２日 行衛不知 先月26日不斗罷出帰り不申、行衛不知、近来老衰、癇症、

折々取のほせ、うろたへ
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135 ７ 1410 436 丹波国桑田郡並河村百姓弥
兵衛 45 寛政９ ５月16日 行衛不知 健忘症、当月11日夜不斗罷出帰り不申、うろたへ

136 ７ 1422 442
河原町三条下ル弐町目桜井
屋弥兵衛同居藤屋新兵衛甥
浄厳

22 寛政９ ６月８日 行衛不知 当朔日昼８つ時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、乱心、う
ろたへ

137 ７ 1443 450 東洞院夷川上町山形屋新兵衛 26 寛政９ 閏７月29日 行衛不知 当23日夜４時分罷出帰不申、行衛不知、癇症、病身、う
ろたへ

138 ７ 1472 458 城州葛野郡川嶋村大工喜右
衛門同居姉とめ 57 寛政９ 11月１日 行衛不知 先月19日朝４時分より不斗罷出、行衛不知、生得愚成、う

ろたへ

139 ７ 1493 464 大仏仁王門際、３才斗之女子 ３ 寛政９ 12月６日 迷子 昨５日昼時分、手足に小瘡

140 ７ 1637 508 祇園清井町岩井屋いわ母ちよ 51 寛政10 12月７日 行衛不知 当月朔日暮時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、近頃癇症、
うろたへ

141 ８ 21 ７ 富小路五条上町近江屋六兵
衛下人利兵衛 18 寛政11 ２月12日 行衛不知 先月18日昼８つ時分不斗罷出、帰り不申行衛不知、生得

愚成、うろたへ

142 ８ 96 41 城州宇治郡山科郷四宮村百
姓善兵衛 35 寛政11 ４月21日 行衛不知 当月８日朝５つ時分不斗罷出、行衛不知、生得愚成、う

ろたへ

143 ８ 104 43 御幸町三条下ル町住吉屋多
助弟他吉

16
（６
カ）

寛政11 ４月27日 行衛不知 先月29日暮６時分より不斗罷出、行衛不知、生得愚成、う
ろたへ

144 ８ 140 54 祇園南町近江屋忠兵衛借家
八百屋はや同居父久次郎 45 寛政11 ６月４日 不斗出 持病に癇症、先月27日朝５つ時分不斗罷出帰不申、うろ

たへ

145 ８ 146 55 千本一条下ル町鱗形屋伊兵
衛下人徳治郎 19 寛政11 ６月６日 不斗出 生得愚成、当月２日昼８つ時分より不斗罷出帰り不申、う

ろたへ

146 ８ 170 61 寺町通元立本寺前町坂本屋
友吉同居父太七 58 寛政11 ７月21日 不斗出 当月14日８つ時分より不斗罷出帰り不申、当春以来癇症、

折々不揃、うろたへ

147 ８ 190 68 粟田領東分木町糀屋宇之助
父宇右衛門 54 寛政11 ８月22日 行衛不知 当月８日昼４つ時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、生得

愚成、うろたへ

148 ８ 201 71 建仁寺門前西河原町亀屋儀
兵衛養娘むめ 20 寛政11 ９月10日 不斗出 先月24日暮６つ時分不斗罷出帰り不申、生得愚成、うろ

たへ

149 ８ 227 79 仏光寺麩屋町東へ入町近江
屋仙五郎父与兵衛 53 寛政11 11月９日 不斗出 先月23日朝５つ時過不斗罷出帰不申、取のほせ逆上、う

ろたへ

150 ８ 300 108 姉小路烏丸東へ入町岩利屋
平兵衛妻ゆく 46 寛政12 ２月26日 行衛不知 当月23日昼８時分不斗罷出帰不申、行衛不知、病気為養

生剃髪、長病にて物忘れ等、うろたへ

151 ８ 305 110 油小路椹木町上ル町日野屋
長左衛門忰又兵衛 19 寛政12 ３月14日 不斗出 先月26日暮時分より罷出帰り不申、愚成、うろたへ

152 ８ 361 128
二条川東法皇寺北門前町近
江屋次兵衛方に同居罷在候
市兵衛

60 寛政12 ６月１日 行衛不知 先月24日朝５つ時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、近頃
放心、前後不相弁義、うろたへ

153 ８ 366 130 城州愛宕郡鹿ケ谷村百姓伊
之助方同居兄孫兵衛 33 寛政12 ６月12日 行衛不知 当月４日朝５つ時分より山稼に罷出、帰り不申行衛不知、

近頃癇症にて不都合、うろたへ

154 ８ 415 147 大仏上新シ町井筒屋小七同
居亡妻之母くに 51 寛政12 10月28日 不斗出 当月16日夕７つ時頃不斗罷出帰不申、愚成、うろたへ

155 ８ 422 150 三条通中嶋町、５才斗之男子 ５ 寛政12 11月14日 迷子 当月11日夜４つ時分迷ひ居、会所家へ取入、疱瘡之跡有、
片眼悪敷

156 ８ 492 178 西陣若宮横町若狭屋平七母
とよ 47 享和元 ３月29日 行衛不知 当月21日暮時分不斗罷出帰不申、行衛不知、近頃癇症、う

ろたへ

157 ８ 500 181 城州宇治郡五ケ庄之内岡屋
村百姓吉兵衛養父藤兵衛 41 享和元 ４月26日 不斗出 当22日不斗罷出、帰り不申、近頃癇症、不揃、うろたへ

158 ８ 527 189 出水日暮東江入町大坂屋五
兵衛下女まさ 14 享和元 ７月11日 不斗出 当月４日昼８つ時分不斗罷出帰り不申、愚成、うろたへ

159 ８ 531 190 御幸町竹屋町上ル町万屋藤
兵衛忰藤助 26 享和元 ７月19日 不斗出 当月10日朝５時分より不斗罷出帰り不申、愚成、菅笠壱

かい所持、うろたへ

160 ８ 549 194 出水日暮東入町樽屋伊助弟
子庄吉 18 享和元 ９月17日 不斗出 当月４日不斗罷出帰不申、愚成、うろたへ

161 ８ 574 201 建仁寺門前六軒町近江屋文
三郎養子とよ 13 享和元 10月24日 不斗出 当月14日夜５つ時分不斗罷出帰り不申、愚成、うろたへ

162 ８ 673 237 東洞院五条下ル三町目和久
屋吉兵衛忰伊三郎 16 享和２ ６月５日 行衛不知 先月26日７つ時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、愚成、う

ろたへ
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163 ８ 752 261 丸太町寺町西へ入ル町木瓜
屋唯吉同居父久兵衛 66 享和２ 12月５日 不斗出 先月25日不斗罷出帰不申、行衛不知、癇症にて前後不弁、

うろたへ

164 ８ 837 295 大仏上新シ町大坂屋吉兵衛
父弥兵衛 56 享和３ ３月19日 行衛不知 当11日夜４つ時分不斗罷出帰り不申、行衛不知、近年病

気之上老耄、狼狽

165 ８ 892 310 建仁寺門前小松門町伊勢屋
善六父善七 63 享和３ ９月３日 行衛不知 先月27日昼８つ時罷出、帰り不申行衛不知、近頃老耄、言

舌難分、うろたへ

166 ８ 1168 400 城州葛野郡下桂村百姓佐七
妻まさ 36 文化２ ３月 不斗出 当月10日夜８つ時分不斗出罷出帰り不申、病症之様にて

不揃、うろたへ

167 別２ 補997 561 上京上木之下町車屋久右衛
門小者安之助 17 文化２ 10月 不斗出 当月13日朝５つ時分不斗罷出帰り不申、生得愚成もの、う

ろたへ

168 ８ 1243 424 二条川東若竹町井筒屋長五
郎娘みわ 22 文化３ ４月 不斗出 先月27日朝５つ時不斗罷出帰り不申、生得愚成、うろたへ

169 ８ 1294 442 城州東塩小路村百姓庄次郎
忰伊之助 11 文化４ ９月 不斗出 先月13日罷出帰り不申、生得愚成もの、うろたへ

170 ８ 1410 480 南禅寺門前百姓徳右衛門忰
市松 14 文化５ ９月２日 行衛不知 先月17日昼８時分罷出帰不申行衛不知、生得愚成、うろ

たへ

171 ８ 1418 483 城州乙訓郡下久我村百姓半
右衛門妻りん 30 文化５ ９月17日 行衛不知 当12日夜罷出帰り不申行衛不知、生得愚成もの、うろたへ

172 ８ 1437 489 錦小路烏丸西入町用人庄七
父禅門恵照 55 文化５ 10月17日 行衛不知 当５日夜５時分不斗罷出行衛不知、持病に癇症、うろたへ

173 ９ 265 101
丹後国竹野郡等楽寺村端郷
字堀越百姓多右衛門忰佐代
四郎

33 文化７ ８月17日 人相書 去３月朔日昼８つ時頃、乱心にて親多右衛門を舵にて打
殺逃去

174 ９ 1072 365 城州葛野郡西八条村百姓さ
と父禅門道清 67 文化14 １月 行衛不知 旧蝋27日夕７つ時分不斗罷出、行衛不知、生得虚弱者、近

来老耄、うろたへ

175 10 58 16 五条油小路東入ル町日野屋
あい方下女くに 19 文政３ ６月（18日） 行衛不知 先月25日昼９時分不斗罷出行衛不知、生得愚成、うろたへ

176 10 116 32 下河原上弁天町尾張屋儀兵
衛同居姪はな 13 文政３ 12月 行衛不知 当月２日暮６時過不斗罷出、行衛不知、生得愚成、うろ

たへ

177 10 576 163 間之町二条下町竹屋庄左衛
門小者友吉 13 文政８ ６月 行衛不知 先月24日朝５つ時分不斗罷出行衛不知、生得愚成、うろ

たへ

178 10 780 218 二条川東菊本町笹屋重助 55 文政10 ３月 行衛不知 当２日夕７時分不戸罷出行衛不知、生得愚成、うろたへ

179 10 984 272 宮川筋三町目丹後屋利兵衛
下女うの 11 文政12 ２月 行衛不知 先月23日暮６時分不斗罷出行衛不知、生得愚成、うろたへ

180 10 1009 278 宮川筋五丁目松葉や喜八忰
栄次郎 13 文政12 ４月 行衛不知 当２月25日昼９つ時分に不斗罷出行衛不知、生得愚成、う

ろたへ

181 10 1023 281 麩屋町夷川上ル町笹屋嘉吉
父平兵衛 54 文政12 ６月 行衛不知 先月22日昼８つ時分不斗罷出行衛不知、先年より癇症之

気味、前後不揃、うろたへ

182 10 1027 282 北七条岩滝町柏屋松之助喜仙 61 文政12 ６月 行衛不知 当月７日朝４つ時分不斗罷出行衛不知、生得愚成、うろ
たへ

183 10 1454 427 錦小路新町西入町升屋岩治
郎父武助 48 天保５ ５月 行衛不知 先月15日夜５時分不斗罷出行衛不知、愚成、うろたへ

184 11 57 22 黒門上長者町上町丸屋治郎
兵衛方小者多吉 13 天保６ 12月 行衛不知 先月28日朝５つ時分不斗罷出行衛不知、生得愚成、うろ

たへ

185 11 79 30 元誓願寺七本松東入町丹波
屋半兵衛方ニ而小者房吉 13 天保７ － 行衛不知 当月６日夕７時分不斗罷出行衛不知、生得愚成、うろたへ

186 11 114 42 笹屋町千本西入町白木屋源
助方下女むめ 14 天保７ 10月 行衛不知 先月28日朝５時分不斗罷出行衛不知、生得愚成、うろたへ

187 12 200 66 江州高嶋郡蛭口村百姓次太
夫忰次郎兵衛 20 嘉永３ 12月 行衛不知 当11月25日夕７つ時分罷出行衛不知、近頃逆上不揃之義、

うろたへ

188 12 220 73 城州葛野郡朱雀村百性吉郎
兵衛方下人市松 16 嘉永４ ２月 不斗出 先月21日朝５つ時分不斗罷出、生得愚成、うろたへ

189 12 246 82
相国寺門前鹿苑院鹿西町三
上屋やち家借宅罷在土居番
喜八養母ひて

74 嘉永４ ６月 不斗出 当14日昼９時頃不斗罷出、帰り不申、右之足少しひき候、
うろたへ

190 12 368 122 城州乙訓郡大原野村百性千
之助同居父元右衛門 49 嘉永６ １月 行衛不知 当８日暮６時分不斗罷出行衛不知、近頃癇症、うろたへ
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191 12 552 174 宮川筋弐丁目津国屋金蔵同
居弟文治郎 12 安政元 ９月 行衛不知 当16日夜５つ時分不斗罷出行衛不知、少々愚敷もの、う

ろたへ

192 12 976 314 大仏蛭子町丹波屋治兵衛 50 安政６ ９月 行衛不知 当月３日夜４つ時分不斗罷出行衛不知、近頃病症之気味、
折々不揃之義、うろたへ

193 12 984 316 宮川筋壱丁目山形屋かの借
屋吉岡屋きし 52 安政６ 10月 行衛不知 当23日朝６つ時分不斗罷出行衛不知、近頃病症之気味、

折々不揃、うろたへ

194 12 1143 385 東福寺門前下井町美濃屋伊
作忰芳太郎 ４ 文久元 ５月 行衛不知 当17日昼８つ時分裸身にてふと罷出行衛不知、うろたへ

195 13 168 59 鞍馬口寺町東入加賀屋政吉 47 慶応元 ７月 不斗出 ９日暁８時裸身の侭不斗罷出行衛不知、持病癇症之気味、
うろたへ

196 13 304 127 城州紀伊郡東九条村百姓伊
右衛門 46 慶応３ １月 不斗出 12日明６つ時不斗罷出行衛不知、近比癇病之気味、うろ

たへ

197 13 309 134 宮川筋四丁目二文字屋栄次
郎父栄助 47 慶応３ ２月11日 不斗出 先月27日朝５つ時不斗罷出行衛不知、近比癇病之気味折々

不勝、うろたへ

198 13 1086 406 下京三拾三番組祇園新地元
吉町蛭子屋宗助 59 明治３ ５月17日 不斗出 ５日昼８つ時不斗家出17日まで不立帰、平常鬱症之気味、

服薬療養病体、家出如何とも解し兼、引当、人相書

199 13 1136 421 下京二拾番組東洞院七条上
ル年寄河内屋治左衛門娘 27.8 明治３ ８月17日 行衛不知 16日暮早々行衛不知、唖、組より

200 13 1329 485 綴喜郡切林村百姓伊右衛門
倅伊三郎 31 明治４ ２月 不斗出 ２月22日朝不斗家出行衛不知、５．６年前癇症発狂、自然再

発、昼夜立寄間敷所へ怪敷所業、見当

201 13 1349 491 宇治郡池尾村芝幸助父小三郎 67 明治４ ３月 不斗出 ７日朝４つ時より不図家出行衛不知、先月６日比より折々
不揃自然廃狂、昼夜立寄間敷所へ怪敷所業、見当

202 13 1351 492
上京廿壱番組丸太町通東洞
院西入光り堂町年寄玉淵権
兵衛

56 明治４ ３月 不斗出 ２月28日朝４つ時より不図家出行衛不知、若年発狂自然
再発、立寄間敷所へ怪敷所業、見当、人相

203 13 1373 501 上京二番組千本頭上之町山
口孫三郎妻たか 63 明治４ ４月 不斗出 11日朝５つ時より不図家出行衛不知、是迄発狂自然再発、

立寄間敷所へ怪敷所業、見当

204 13 1379 503 紀伊郡新田村嶋本喜右衛門 59 明治４ ７月 行衛不知 ９日朝５つ時清水寺参詣行衛不知、老年、去秋以来病気
全快始外出、途中発狂迷、見当

205 13 1418 518
油小路魚店上ル町東側路次
住居嶋屋惣兵衛、清右衛門、
娘１人と申立、居所不分

70 明治４ ７月 不斗出 姉小路油小路東入往還に漂、健忘応答確与不分、留置

206 13 1431 526 下京三拾三番組八坂新地橋
本町宇多市松女子なか 18 明治４ ７月 行衛不知 21日夕稲荷社参詣外出行衛不知、常々鬱症狂気の萌、見

当、人相

207 13 1440 531
下京廿三番組大宮通八条上
ル三丁目東垣ヶ内町中村治
助甥政吉

17 明治４ ８月 行衛不知 ７月５日商売用外出行衛不知、常々鬱症狂気の萌、見当、
人相

208 13 1512 569 紀伊郡石原村上田庄左衛門 47 明治４ 11月 行衛不知 10月26日買物行衛不知、常々狂気の萌、見当、人相

209 13 1518 579 上京五番組寺之内通大宮西
へ入ル大猪熊町佐受 35 明治４ 11月 行衛不知 10月12日くれ過不斗罷出行衛不知、常々狂気の萌、見当、

人相

210 13 1537 589 しん 29 明治４ 12月 行衛不知 先月29日夕５時不斗罷出行衛不知、常々狂気の萌、見当、
人相着用

211 13 1537 589 政次郎 57 明治４ 12月29日 行衛不知 先月11日朝５つ時五条辺使帰宅不致行衛不知、平常癇症
の萌、見当、人相着用
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